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高レベル放射性廃棄物の地層処分の安全性の評価においては、長期に亘る地震活動や火山活

動など地質・気候関連事象の外的要因による地下水環境への影響を想定しておく必要がある。

このため、それらの条件や現象、安全性への影響など多岐に亘る情報を体系化し、外的要因を

含むシナリオ構築を進めることが重要である。 

わが国の地震活動や火山活動、隆起・沈降、気候・海面変化等の地質・気候関連事象の発生

が処分システムへ与える影響については、起因事象の発生から派生事象を経て処分システム領

域への影響の伝播プロセス、影響の種類についての現象を具体化する必要がある。日本原子力

研究開発機構安全研究センター（以下、原子力機構）では、これを踏まえた上で FEP 相関関係

図、FEP の定義と他の FEP との関連性を示した FEP シート等を含む FEP データベースの整備

に着手した。本稿ではこのうち、隆起・沈降、地震活動、気候変動についての検討結果につい

て報告する。 

なお、今回作成した FEP データベースについては、データの技術的信頼性の向上と安全性に

係る判定の客観性を図るため、外部専門家へのアンケート調査を実施し、コメント・意見等の

集約を行ったので、併せてこの結果についても報告する。 
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In the safety assessment for a geological disposal of radioactive waste such as high-level radioactive 
waste, it is neccesary to estimate the hydrological environmental changes affected by external factors 
such as long-termed earthquake activity and volcanic activity. Therefore it is important to perform the 
informations including a wide range of future processes and conditions of engineered barriers and 
geosphere in a systematic manner and to construct senarios considering external facters.  
Generation of geological and climatic disruptive events such as earthquake activity, volcanic activity, 

uplift, subsidence, climatic change and sea-level change and propagation process of their impacts and 
their types are needed to be clarified in order to understand the phenomena of their influence on a 
desposal system in case of our country. Japan Atomic Energy Agency started to develop FEP database 
including the correlation of FEPs and FEP data sheet. This paper presents the FEP data base of upheaval, 
submergence, earthquake activity and climate change in this study and also presents the results of the 
questionnaire survey to external experts to update the technical reliability and to keep the objective view 
in selecting the critical safety correlations. 
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1. 序論 

高レベル放射性廃棄物の地層処分は、平成 12 年 5 月に制定された「特定放射性廃棄物の最終処分

に関する法律」により、事業化段階に入り、同年 10 月には事業主体である原子力発電環境整備機構

（以下、NUMO）が設立され、処分場候補地の公募が行われている。また、立地選定のスケジュー

ルとしては、概要調査の結果に基づく精密調査地区の選定を平成 20 年代中頃を目途に、精密調査に

基づく最終処分施設地の選定を平成 40 年前後を目途に行われることになっている（平成 20 年 3 月

改定の「特定放射性廃棄物の最終処に関する基本方針」および「特定放射性廃棄物の最終処分に関

する計画」（閣議決定）より）。立地選定後には、規制当局は、最終処分施設建設地に対する NUMO
からの申請に基づき安全審査を行うことになっており、その際、地層処分の安全性を判断するため

の評価手法の整備が必要となる。 
一方、高レベル放射性廃棄物等は、長寿命核種を含むため、処分後の数万年以上の長期に亘って

核種が移行し、地表環境における人への被ばくの可能性が考えられる。この間、地震活動や火山活

動など地質・気候関連事象による外的影響が想定され、それらを考慮した安全評価のためのシナリ

オ整備を行う必要がある。日本原子力研究開発機構安全研究センター（以下、原子力機構）は、廃

棄物安全小委員会報告書「放射性廃棄物の地層処分に係る安全規制のあり方について」における安

全評価の考え方を踏襲し、処分候補地に対する安全審査のための規制支援研究機関として、平成 20
年度から地質・気候関連事象について国内外で得られた既往の知見、および最新の知見・情報を取

り込みつつ、シナリオ開発、モデル開発のための FEP（Feature, Events and Processes）データベース

の整備に着手した。 
 我が国の地震活動や火山・火成活動、隆起・沈降、気候・海面変化等の地質・気候関連事象の発

生が処分システムへ与える影響については、国際 FEP リストにもとづき地質・気候関連事象に関す

る 55 の地質・気候変動に関する事象が、廃棄物安全小委員会報告書「高レベル放射性廃棄物処分の

安全規制に係る基盤確保に向けて」（総合資源エネルギー調査会原子力安全・保安部会、2003）  (2) ）
によって示され、その後、産業技術総合研究所（2007） (3)による「概要調査の調査・評価項目に関

する技術資料－長期変動と地質環境の科学的知見と調査の進め方－」において、周氷河現象による

影響を考慮した事象が追加され、56 事象が抽出されている。しかし、現状、起因事象の発生から派

生事象を経て処分システム領域への影響（熱・水理・力学・化学）の伝播プロセス、影響の種類に

ついての具体化までは至っていない。また、現在、原子力機構が整備中の処分システム領域内の FEP
相関関係図と長期的な地質・気候関連事象の相関関係図との関連性についても未検討である。本研

究では、安全評価のためのシナリオ構築、モデル化のため、これらの検討を進めつつ、地質・気候

関連事象にかかわる FEP データベースの整備（図 1-1）を行った。 
 

図 1-1 FEP データベース作成からシナリオ構築の流れ 
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なお、原子力機構が作成した FEP データベースのうち、FEP リスト（放射性廃棄物処分の安全評

価に関連する特性（feature）・事象（event）・プロセス（process）のリスト）、FEP 相関関係図（関連

性のある FEP 間の因果関係を図化したもの）、FEP 相関関係図で示される連鎖事象の発生の可能性

およびシナリオに取り込むべき事象抽出のための判断を成文化した“安全性への影響の可能性と相

関の判定”は、外部専門家へアンケート調査を実施し、回答結果をもとにデータベースの改良・更

新を図り、知見、データの技術的信頼性の向上と客観的評価を行った。本稿では、地質・気候関連

事象のうち、隆起・浸食、地震・断層活動、気候変動についての FEP データベースの作成方法、作

成結果およびアンケート調査結果について報告する。 
 

2. FEP データベースの整備 

2.1 検討方法 
原子力機構では、FEP データベース整備のため、網羅的に国際 FEP リストから FEP を抽出するの

ではなく、既往の地質・気候関連事象（G1～G56）の枠組み（ただし、我が国において影響が無視

できるような事象を除く 46 事象が対象、隆起・浸食、地震・断層活動、気候変動は、Appendix-Ⅰ
参照）を踏襲し、時間・空間スケールの取り扱いを明確にしたうえで、FEP リスト、FEP 相関関係

図、FEP シート等の整備を行った。したがって、将来的には、46 事象の網羅性についても再確認を

行う必要がある。なお、今回取り扱った地質・気候関連事象の影響の伝播に関する検討は、46 事象

が「立地選定による地質・気候関連事象の排除前の段階」としていることから、特定の地域に限定

しないこととしている。また、起因事象の発生から処分システム領域（以下サイトと同義：現状、

地質環境によってその大きさは異なり、明確な定義はないが、設計上、廃棄体を含む数 km 四方）

に至るまでの影響の伝搬には、母岩領域へ向かうものと人工バリアと母岩領域双方に直接向かうも

のとが存在する。本稿ではまずは母岩領域への影響の伝搬について取り扱うこととし、後者につい

ては別途検討することとした。以下に FEP データベース整備に関する手順を示す。 
 

① 産業技術総合研究所（2007）（3）において示されている事象の発生領域と処分システム領域（以

下、母岩領域と同義）との関係、および個々の領域における現象、特性の種類の違いを整理

するとともに、各事象に含まれる最小単位の連鎖（起因事象、および起因事象の発生による

二次的な派生事象の発生などがあり、以下シークエンスと呼ぶ）を熱・水理・力学・化学に

関する特性、プロセスを整理・分類し、事象の細分化を行う。 
② ①で分類した事象に対応するFEP項目をOECD/NEAのFEPリスト、処分システム領域内のFEP

リスト（神崎他、2009(4)）を参考とし、FEPリストの作成を行う。ただし、今回、起因事象に

関しては、1つの事象中に熱・水理・力学・化学（THMC）の複数のプロセスが含まれており、

そのプロセスどうしの関係が不明なものが多いため、本稿ではそれらの細分化、FEP化を行

わなかった。 
③ 各シークエンスの発生領域を考慮して、FEPリストをもとにFEP相関関係図を作成する。 
④ FEPリスト、FEP相関関係図を基にFEPリストに示されるFEP項目の内容、範囲を成文化する

とともに、他のFEPとの関係についての現象、特性に関する理解の現状をFEPシートに取りま

とめる。 
⑤ FEP相関関係図に従い、“安全性評価への影響の可能性と相関の判定“をシークエンスごとに

シートに取りまとめる。“安全性評価への影響の可能性と相関の判定“は、問答形式で連鎖事

象発生の可能性、物理化学的現象の種類、特徴を整理するとともに、影響の大きさについて

の判定を行うものである。 
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2.2 検討結果 
2.2.1 地質・気候関連事象発生領域、時間スケール 
地質・気候関連事象や派生事象が発生する領域は数 km～数 10km であり、場合によっては 100km

程度まで及ぶことがあり、処分システム領域内の現象に比べて広範囲である。直接サイトに影響を

及ぼさない地質・気候関連事象はすべて“水文地質学的変化”（総合資源エネルギー調査会原子力安

全・保安部会（2003） (2)の相関関係図参照）を経由しており、処分システム領域内のプロセスや現

象を説明する FEP リストによる表現だけでは不十分である。まず、“水文地質学的変化”の起こり

うる広域地下水流動の変化する範囲の定義と、その中で発生するすべての地質・気候関連事象に関

連する派生事象の FEP リストの追加が必要となる。図 2-1 は、処分システム領域とそれを包含する”

広域地下水流動領域”との関係を示した概念図である。処分システム領域は人工バリアを含む母岩

領域と生物圏に至るまでの核種移行経路を含む地表環境領域とからなる。しかし、処分システム領

域には、地下水の涵養域あるいは涵養した地下水が処分システム領域に到達するまでの領域は含ま

れていない。このため、”広域地下水流動領域”は、これを含む数 10km～100km 程度とし、深部方

向は数 km 程度を目安とする。なお、本検討では、処分システム領域については、影響の伝播の観

点から終点を母岩領域とし、母岩領域内の人工バリア領域への影響については別途検討を進める予

定である。 
 地質・気候関連事象が発生し、影響がサイトへ伝播していく時間スケールに関しては、産業技術

総合研究所(2007) (3)では将来 100 万年程度までとしているが、事象ごとに明確に規定されているわ

けではない。しかし、処分システム領域への安全性の影響の観点から、シークエンスによっては、

時間経過とともに累積的に影響が増大するもの、影響は単発的であり時間経過とともに収束するも

のなどがある。しかし、全ケースについて対象期間ごとにシークエンスを分類、評価することは困

難である。このため、本検討ではまずは 105年程度を評価期間として、前述の 27 事象を対象に、シ

ークエンスの成立する可能性（連鎖の成立の可能性）については期間内に事象が 1 回以上発生する

可能性とし、安全性への影響の可能性の観点からは、熱・水理・力学・化学（以下、THMC）に関

する影響の程度が評価期間において起こりうる最大幅（時間とともに累積的に影響が増大する場合

は、累積最大量）を評価項目とした。 

図 2-1 処分システム領域と”広域地下水流動領域”（涵養域から流出域までの範囲）との関係 
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2.2.2 事象の整理と細分化 
わが国において発生しうる 46 の事象を対象に、各事象の中に含まれる起因事象から処分システム

領域に至るまでの影響の連鎖を、既往の知見をもとに熱・水理・力学・化学等の観点から特性、プ

ロセスを具体化し、1 つの事象の中に明らかに複数の物理・化学的プロセスが含まれる場合は、   

事象の細分化を行った。 
表 2-1 に地震活動（活断層沿いの地震）のうち G17 の細分化の例を示す。G17 は、総合資源エネ

ルギー調査会原子力安全・保安部会（2003） (2)によれば、地震活動に伴う地層内の圧力変化や裂か

形成が地下水流動系に影響を及ぼし、処分システムに影響を与える事象として示されている。この

事象は、表に示すとおり、水文地質学的変化の部分を具体化すると「断層活動による新たな水みち

形成による地下水流動、地下水化学の変化」「活断層周辺の岩盤の透水性変化による地下水流動変化」

「活断層周辺の応力‐歪分布の変化に伴う水圧分布の変化、地下水流動変化」に分類されることか

ら、G17-1、G17-2、G17-3 の 3 つに細分化されるものと考えた。なお、これ以外に地震動による水

圧変化も想定されるが、総合資源エネルギー調査会原子力安全・保安部会（2003） (2)も指摘してい

るように数秒単位と短期的であることから地下水流動への影響は無視できる程度とし、考慮しない

ものとした。G17-1 は、影響の種別に地下水流動（H）と地下水化学(C)の 2 つ存在することから、

G17 に関しては計 4 事象に区分される。G17 の例のように総合資源エネルギー調査会原子力安全・

保安部会（2003） (2)によって示された事象内において物理・化学的に異なる現象の連鎖が 2 種類以

上存在する場合は、事象を 2 つ以上に細分化し、対応する GNo.として GNo.-1、GNo.-2・・と表記

した。 
表2-1 地震活動のうちG17の細分化の例 

Gno. 事象の種類 細分化したサイトへの影響 影響の種別

G17-1 
 

活断層が活動し、断層の裂罅形成等により地表水流入（水

みち形成）による地下水流動、地下水化学の変化 
H,C 

G17-2 
 

活断層が活動し、断層周辺の岩盤内の裂罅形成による透水

性変化による地下水流動特性が変化 
H 

G17-3 
 

構造運動→地

震活動（活断

層 沿 い の 地

震）→水文地

質学的変化→

サイト 
              

活断層が活動し、岩盤内の応力－歪分布の変化、過剰間隙

水圧の発生による地下水流動変化 
H 

 

表 2-2 地震活動のうち G20 の細分化の例 
Gno. 事象の種類 細分化したサイトへの影響 影響の種別

G20 
 

構造運動→地震活動（活断層沿いの

地震）→地質構造の変化→侵食と

堆積→サイト                     

活断層が活動し、侵食によるサイトの対

地深度の変化によるサイト内の地下水水

理、熱、化学、応力の変化 

H,C,T,M 

G20’ 
 

構造運動→地震活動（活断層沿いの

地震）→地質構造の変化→侵食と

堆積→水文地質学的変化→サイト 

活断層が活動し、侵食による地形変化に

よる地下水水理の変化（動水勾配変化） 
H 

影響の種別：H:水理、C:化学、T:熱、M:力学 

 
さらに、G20（構造運動→地震活動→地質構造の変化→浸食と堆積→サイト（処分システム領域）

の例を表 2-2 に示す。総合資源エネルギー調査会原子力安全・保安部会（2003） (2)は、地震活動に

より、地形・地質構造が変化し、地形勾配の増加により侵食作用が活発化する事象としており、侵

食は地震活動による地形変化を相殺する方向に働くため、サイトへの水文地質学的変化は無視でき

るとしている。本稿では、長期的な侵食作用の継続による相対的なサイトの対地深度の変化（水文
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地質学的変化を経由しない事象）を G20 とすることとした。一方、侵食作用に地形変化については、

必ずしも短期的な不安定地形が形成される場合、一時的な動水勾配の変化は無視できないとし、G20
とは別個に G20’を設けた。すなわち、この場合、広域地下水流動に影響があることから、構造運動

→地震活動→地質構造の変化→浸食と堆積→水文地質学的変化→サイトとした。同様の考えから、

地震以外の地質構造変化に伴う侵食による影響についても、事象が異なることから GNo と GNo’を
別個に設けることとした。地質・気候関連事象 46 全てについて上記の整理を行い、さらに THMC
を考慮した細分化を行った結果、影響種別を含む細分化事象の総数は 177 であり、このうち、今回

取り扱った隆起・沈降、地震活動、気候変動の事象の細分化数は 86 となった（Appendix-Ⅱ参照）。 
 
2.2.3 FEP リスト 

 処分システム領域の FEP リスト、および FEP 相関関係図（神崎他、2009（4））では、OECD/NEA
による国際的 FEP リストの記載の範囲で、我が国で現在想定されている HLW の地層処分システム

の構成、特性が考慮され、評価の基本となる地下水移行を対象とした「地下環境」と「地表環境」

についてそれぞれ特性・プロセスに関連する FEP 項目が抽出されている。地質・気候関連事象に関

しては、網羅的な抽出ではなく、前述のとおり既存の 46 事象をベースに FEP 相関関係図作成のた

め、OECD/NEA による国際的 FEP リストおよび地下水移行を対象とした「地下環境」と「地表環

境」において用いられている母岩領域のFEP項目を踏襲、広域地下水流動領域のFEP項目を追加し、

リストを作成した。表 2-3 に地質・気候関連事象の発生事象に係る FEP リストを THMC の影響の

種別ごとに示す。 
ただし、母岩領域にはなく“広域地下水流動領域”のみ存在する地下水涵養や表層水の流入など

母岩領域における FEP リストの No.は、「地下環境」に関する FEP リストをそのまま使用し、広域

については、国際的 FEP リスト中の「FEP2.3.11 水文学的体系と水収支」の定義の範疇に含まれる

ことから、OECD/NEA の表現を踏襲し、新規項目を R2.4 とし 2.3.11 と同じく「水文学的体系と水

収支」に含まれるものとした。FEP 化に際して、考慮すべき特性・プロセスについてはできるだけ

OECD/NEA、母岩領域の用語表現を原則、踏襲することとし、具体的なプロセス、特性に関する現

象を表 2-3 の最右列に示した。ただし、OECD/NEA の外的要因に関わる FEP 項目のうち、階層 1
の起因事象および関連事象（地震活動、侵食・堆積など）は、THMC の観点からプロセス、特性を

分離し、階層 2として定義することが困難であるため、本件では起因事象の FEP化に至っていない。 
 
2.2.4 FEP 相関関係図 
表 2-3 をもとに全事象について起因事象の発生から派生事象、サイトに至るまでの影響の伝播に

関する一連の連鎖を FEP 項目と矢印で表現し、FEP 相関関係図を作成した。なお、FEP 相関関係図

に用いた FEP 項目は表 2-3 の FEP リストを用い、起因事象および関連事象については用語説明を

Appendix-Ⅲに示した。地質・気候関連事象に関する FEP 相関関係図のうち“水文地質学的変化”を

経由する事象は、必ず”広域地下水流動領域”の水理特性（ここでは地下水水理も含む）や地下水

流動を経由して母岩領域の水理特性や地下水流動などに影響を及ぼす現象として記述される。一方、

地質・気候関連事象の発生による影響が水文地質学的変化を介さないで直接サイトに影響を及ぼす

場合、”広域地下水流動領域”の水理特性や地下水流動特性を経由せず、母岩領域の水理特性や地下

水流動などに影響が伝搬する。 
図 2-2 に“水文地質学的変化”を経由する例として地震活動のうち、G17 相関関係図の例を示す。

G17 については、前述のとおり事象の細分化により、G17-1～G17-3 の 3 つの細分化事象が存在し、

対応する相関関係図を図中に示した。G17-1 については、OECD/NEA の国際的 FEP リストの範囲に

は系外から地表水の流入（涵養）に対応する FEP 項目はなく、地表近くの水理、土壌の収支および 
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その変化に関連することから、「FEP2.3.水文学的体系と水収支」の範疇に含まれるものとし、

地震活動→R.5.1 幾何形状・間隙構造変化（断層沿い）の後、表層水の地下への流入（涵養量の

変化）を「R2.4 水文学的体系と水収支」として扱った。したがって、G17-1 は、表層水の流入

後は、水理（H）に関しては広域地下水流動領域の R2.1 水理特性の変化→R2.2 地下水流動→

H2.2 地下水流動の変化へ向かうものとし、一方、化学（C）では、広域地下水流動領域の R4.1
地下水化学→H4.2 母岩の地下水化学の変化に到るとした。 

G17-2 は、地震活動に伴う周辺岩盤の透水性変化を、地震活動→R.5.1 幾何形状・間隙構造変

化までは G17-1 と同じであるが、それ以降は R5.1 幾何学形状・間隙構造・亀裂構造の変化→

R2.1 水理特性（岩盤の透水性）の変化→R2.2 地下水流動とした。G17-3 については、岩盤の間

隙構造が変化せず、活断層周辺の岩盤の応力のみが変化するケースであり、遠地地震のような

ケースを想定している。したがって、地震活動から「R3.1 岩盤の応力変化」への影響の連鎖と

し、その後は、R3.1 岩盤の応力変化→R2.1 水理特性（水理ポテンシャル）→R2.2 地下水流動の

変化へとして G17-1、G17-2 と区別した。なお、起因事象である地震活動について、地震発生

位置は地下数 km～十数 km であるため、相関関係図上、広域地下水流動領域の外（発生源が系

外）に位置づけられる。一方、サイトを含む派生事象からなる連鎖はすべて広域地下水流動領

域に含まれるものとした。図 2-3 に、放射性核種の地下水による移行の相関関係図（神崎他、

2009（4））のうちの母岩領域の相関関係図のみ抜粋した図を示す。 

 

 

 
図 2-2  G17 の FEP 相関関係図の作成例 

（→※：「母岩の地下水流動」、「母岩の地下水化学」以降の連鎖は、図

2-3 に示す母岩領域の相関関係図に対応する。起因事象：番号無しの

破線枠、派生事象：RNo.、HNo.付の黒実線枠） 

R2.4水文学的
体系と水収支
（表層酸化水

の流入）

R2.1水理特性
H2.2母岩の
地下水流動

※

サイト

R2.2地下水流動

H4.1母岩の
地下水化学 ※

R5.1幾何形状･間隙
構造･亀裂構造

R4.1地下水化学

地震活動

広域地下水流動領域
G17-1

R5.1幾何形状･間隙
構造･亀裂構造

R2.1水理特性
H2.2母岩の
地下水流動

※R2.2地下水流動

サイト

地震活動

広域地下水流動領域
G17-2

R3.1岩盤の応力 R2.1水理特性
H2.2母岩の
地下水流動

※R2.2地下水流動

サイト

広域地下水流動領域

地震活動

G17-3
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図2-3 放射性核種の地下水による移行の相関関係図（その１地下環境） 

の母岩領域の抜粋（神崎他、2009（4）に一部加筆） 
「母岩の地下水流動」、「母岩の地下水化学」の FEP：G17 から影響を受ける  

FEP 項目、左矢印は母岩領域から人工バリア内への影響の伝播に関するも

の、人工バリア内から母岩領域への影響の伝播は起点なしの右矢印 
 
このうち、図 2-2 に示す G17 の地震活動からサイト（以下、処分システム領域の母岩領域に

相当）へ影響を及ぼす FEP は「R2.2 地下水流動」、「R4.1 地下水化学」であり、図 2-3 に示す地

下環境における相関関係図中の「H2.2 母岩の地下水流動」、「H4.1 母岩の地下水化学」が影響を

受けることになる。図 2-4～図 2-16 に G17 以外の FEP 相関関係図について示す。 
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（１） G1（構造運動→地質構造の変化→水文地質学的変化→サイト） 
G1 は、非地震性の隆起・沈降に起因する地形・地質構造の変化、地下水環境（動水勾配）の

変化に関する事象とされており（総合資源エネルギー調査会原子力安全・保安部会（2003） (2)）、

Appendix-Ⅱに基づき作成した FEP 相関関係図を図 2-4 に示す。なお、隆起・沈降の発生は、“広

域地下水流動領域”を超えた範囲で起こるため、FEP 相関関係図上は“広域地下水流動領域”

の外に位置づけた。また、「水文地質学的変化」は、R2.1 水理特性→R2.2 地下水流動とした。 

 
図 2-4 G1 の FEP 相関関係図（→※部分から先は母岩領域の相関関係図に連鎖） 

 

図 2-5 G2 の FEP 相関関係図（→※部分から先は母岩領域の相関関係図に連鎖） 
 

（２） G2（構造運動→地質構造の変化→侵食・堆積→サイト） 
G2’（構造運動→地質構造の変化→侵食・堆積→水文地質学的変化→サイト） 

G2 は、非地震性の隆起・沈降に起因する地形・地質構造の変化に起因する侵食・堆積に関す

る事象であり、前述の細分化事象について、FEP 相関関係図を作成した。図 2-5 に G2 の FEP
相関関係図を示す。G2-1、G2-2 は直接サイトへの影響のケースであり、G2-1 は、マスムーブ

メント等の侵食により、母岩自体が破壊につながることから、地形・地質構造→侵食・堆積→

R2.1水理特性
H2.2母岩の
地下水流動

※R2.2地下水流動

サイト

地形と地質
構造

隆起・沈降

広域地下水流動領域

※

サイト

地形と地質
構造

隆起・沈降

広域地下水流動領域

侵食・堆積

H6.2幾何形
状・間隙構造・

亀裂構造

G2-1

地形と地質
構造

隆起・沈降 侵食・堆積

H2.1母岩の
水理特性

※

サイト（地表への接近）

H4.2母岩の
地下水化学

※

H1.2母岩の
温度（地下水温） ※

H3.2母岩の応力 ※

広域地下水流動領域

G2-2

R2.1水理特性 R2.2地下水流動
地形と地質

構造
隆起・沈降 侵食・堆積

広域地下水流動領域

H2.2母岩の
地下水流動

※

サイトG2'
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H6.2 母岩の幾何形状・間隙構造・亀裂構造とした。 
G2-2 は、隆起・沈降、侵食・堆積により、地表との隔離距離の変化が想定されることから、

サイト内の H2.1 母岩の水理特性、H4.2 母岩の地下水化学、H1.2 母岩の温度、H3.2 母岩の応力

など母岩内の特性に直接変化が生ずる連鎖として示した。ただし、この他に G2-2 による微生

物の活動の変化など影響が想定されるが、影響量については不明であるものの他の影響に比べ

ると小さいとして、ここでは取り上げていない。G2’は、隆起・沈降、侵食・堆積による地形

の起伏の変化から動水勾配等に影響を与えるものであり、地形・地質構造→侵食・堆積→R2.1
水理特性→R2.2 地下水流動→サイトとした。 

 
（３） G4（構造運動→地震活動（海側プレートの沈み込み境界付近の地震）→サイト） 
    G10（構造運動→地震活動（プレートの衝突に伴う地震）→サイト） 

G16（構造運動→地震活動（活断層沿い）→サイト） 
G22（構造運動→地震活動（活断層沿い以外）→サイト 

G4、G10、G16、G22 はいずれも地震活動による直接的なサイトへの影響であり、断層変位

に沿って、岩盤の弾性的破壊に伴う直接的な影響（総合資源エネルギー調査会原子力安全・保

安部会（2003） (2)）としている。なお、G4、G10、G16、G22 の違いは、起因事象である地震

活動のタイプの違いであり、サイトへの影響の種類は同じである。G4 は、海側プレートの沈み

込み境界付近の地震が発生し、直接サイトに影響を及ぼす事象であり（総合資源エネルギー調

査会原子力安全・保安部会（2003） (2) ）、この中には処分施設が破壊され、海側プレートの沈

み込み境界付近の地震の多くは、発生場所が海溝陸側斜面であるため断層の出現は海域である

が、関東地震のように一部は分岐断層が陸域（三浦半島）に存在するため、サイトが沿岸立地

の場合この事象の考慮の必要がある。G10 は、プレート衝突に伴う地震としており（総合資源

エネルギー調査会原子力安全・保安部会（2003） (2)）、陸側プレートどうしの衝突が想定され

ており、わが国においてはこれに相当する地震は、伊豆半島と本州弧の衝突境界付近の地震に

限定される。G16 は、活断層沿いの地震であり、主な国内の内陸地震がこれに該当する。G22
は活断層沿い以外の地震の場合であり、現在は認定されていない未知の活断層がこれに該当し、

既存の地質断層の再活動や断層の新生もこれに含まれるとされており、鳥取県西部地震なども

含まれる（山元・小玉（2004）(5)、総合資源エネルギー調査会原子力安全・保安部会（2003） (2)）。 
想定される影響は、細分化した Appendix－Ⅱにしたがって、図 2-6 に示すように「H6.2 母岩

の幾何形状・間隙構造・亀裂構造」と「H3.2 母岩の応力」への連鎖とした。これらの事象は“広

域地下水流動領域”の水文地質学的変化を経由しない事象であり、G4 の場合、G5～G8 と区別

される。 
 

 
図 2-6 G4、G10、G16、G22 の FEP 相関関係図 

      （→※部分から先は母岩領域の相関関係図に同じ。） 

地震活動
H6.2 母岩の幾
何形状・間隙・

亀裂構造
※

サイト

H3.2　母岩の応力 ※
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ここで、H6.2 の前に地盤の変形がないのは、“地震活動”の定義の中にせん断変形等の変形が

含まれているため、FEP の項目出しは行っていない。一方、力学特性については、地震活動に

伴って、活断層周辺の局所応力場が変化するため、H3.2 母岩の応力変化へ影響が伝播し、母岩

の水理特性や岩盤の変形に影響が及ぶものとした。 
 
（４） G5（構造運動→地震活動（海側プレートの沈み込み境界付近の地震）→水文地質学的変

化→サイト） 
G11（構造運動→地震活動（プレートの衝突に伴う地震）→水文地質学的変化→サイト） 
G23（構造運動→地震活動（活断層沿い以外）→水文地質学的変化→サイト 

G5、G11、G23 は、地震活動に伴う地層内の圧力変化や裂か形成が地下水流動系に影響を及

ぼし、サイトに影響を与える事象として示されており（総合資源エネルギー調査会原子力安全・

保安部会（2003） (2)）、3 者の違いは起因事象である地震活動のタイプの違いだけであり、基本

的に前述の G17 の相関関係図（図 2-2）に同じである。 
 

（５） G6（構造運動→地震活動（海側プレートの沈み込み境界付近の地震）→熱水活動→水文

地質学的変化→サイト） 
G12（構造運動→地震活動（プレートの衝突に伴う地震）→熱水活動→水文地質学的変化

→サイト） 
G18（構造運動→地震活動（活断層沿い）→熱水活動→水文地質学的変化→サイト） 
G24（構造運動→地震活動（活断層沿い以外）→熱水活動→水文地質学的変化→サイト） 

G6、G12、G18、G24 は、地震が発生し、断層に沿って深部から熱水が上昇し、地下水流動

系に影響を与える事象である。Appendix-Ⅱにしたがって作成した FEP 相関関係図を図 2-7 に示

す。水文地質学的変化は、H、C、T の 3 つの観点から熱水活動→R2.1 水理特性→R2.2 地下水

流動、熱水活動→R4.1 地下水化学、熱水活動→R1.1 地下水温の変化として捉えることができる。

さらに、「R2.2 地下水流動」、「R4.1 地下水化学」、「R1.1 地下水温」からサイト内の「H2.2 母岩

の地下水流動」、「H4.1 母岩の地下水化学」、「H1.1 母岩の地下水温」にそれぞれ影響が伝播する。

ここで「R1.1 地下水温」が変化すれば「R4.1 地下水化学」にも影響を及ぼすが、影響は小さく、

ここでは熱水の流入による「R4.1 地下水化学」の変化に含まれるものとして取り扱った。なお、

熱水活動の発生領域については地下深部のどこまで広がりを持っているか不明であるため、こ

こでは“広域地下水流動領域”に含めた。  

 
図 2-7 G6、G12、G18、G24 の FEP 相関関係図 

        （→※部分から先は母岩領域の相関関係図に同じ。） 

R2.1水理特性
H2.2母岩の
地下水流動

※R2.2地下水流動

サイト

広域地下水流動領域

熱水活動地震活動

H4.2母岩の
地下水化学 ※R4.1地下水化学

H1.2母岩の
温度（地下水温） ※R1.1地下水温
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また、一般的な“熱水活動”の定義には、熱水流体の発生から移動まで含まれることから、こ

こでは熱水活動→R2.4 水文学的体系と水収支→R2.4、R4.1、R4.1 とせずに熱水活動→R2.4 水理

特性、R4.1 地下水化学、R4.1 地下水温とした。 
 
（６） G7（構造運動→地震活動（海側プレートの沈み込み境界付近の地震）→地質構造の変化

→水文地質学的変化→サイト） 
G13（構造運動→地震活動（プレートの衝突に伴う地震）→地質構造の変化→水文地質学

的変化→サイト） 
G19（構造運動→地震活動（活断層沿い）→地質構造の変化→水文地質学的変化→サイト） 
G25（構造運動→地震活動（活断層沿い以外）→地質構造の変化→水文地質学的変化→サ

イト） 
G7、G13、G19、G25 は、いずれも地震活動に伴う地震性の隆起・沈降に伴う水文地質学的

変化（総合資源エネルギー調査会原子力安全・保安部会（2003） (2)）とされており、4 者の違

いは地震活動のタイプの違いである。この事象は Appendix-Ⅱに示すように、サイトへの影響

としては、地形、地質構造の変化に伴う動水勾配の変化であり、主要な影響の種別は水理であ

る。これ以外に地形変化に伴い局地的な気象変化が生じ、地下水涵養量が変化する可能性も想

定されるが、長期的な気候変動に伴う地下水涵養量変化のほうが影響は大きく、事象の細分化

は行っていない。したがって、図 2-8 に示すように地震活動→地形と地質構造→R2.1 水理特性

→R2.2 地下水流動→サイトとした。なお、ここで地形・地質構造（の変化）は、地震による地

形と地質構造両方の変化を伴うものであり、OECD/NEA の 2.3.01「地形と形態」を適用しなか

った。 

 
図 2-8  G7、G13、G19、G25 の FEP 相関関係図 

     （→※部分から先は母岩領域の相関関係図に同じ。） 
 
（７） G8（構造運動→地震活動（海側プレートの沈み込み境界付近の地震）→地質構造の変化

→侵食と堆積→サイト） 
  G14（構造運動→地震活動（プレートの衝突に伴う地震）→地質構造の変化→侵食と堆積

→サイト 
  G20（構造運動→地震活動（活断層沿い）→地質構造の変化→侵食と堆積→サイト） 
  G26（構造運動→地震活動（活断層沿い以外）→地質構造の変化→侵食と堆積→サイト） 

G8、G14、G20、G26 は、地震活動による累積的な隆起・侵食の結果、相対的にサイトと地

表との距離が減少し、サイトが地表に接近する事象である。このため、前述のとおり、G8’、
G14’、G20’、G26’とは区別した。地震活動による浸食後、Appendix-Ⅱに示すようにサイトの対

地深度が変化する場合、サイト内の H2.1 母岩の水理特性、H4.2 母岩の地下水化学、H1.2 母岩

の温度、H3.2 母岩の応力など母岩内の環境条件が変化するため、FEP 相関関係図上、図 2-9 の

ように表現した。 
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なお、地震活動が起因事象となり、地質構造が変化、あるいは地震動によってマスムーブメ

ントが発生し、サイトに直接的な影響を与える事象は G28～G31 で取り扱っているため、ここ

ではマスムーブメントを伴わない事象としている。 
 

 
図 2-9 G8、G14、G20、G26 の FEP 相関関係図 

                  （→※部分から先は母岩領域の相関関係図に同じ。） 
 

（８） G8'（構造運動→地震活動（海側プレートの沈み込み境界付近の地震）→地質構造の変化   
    →侵食と堆積→水文地質学的変化→サイト） 
    G14'構造運動→地震活動（プレートの衝突に伴う地震）→地質構造の変化→侵食と堆積   
    →水文地質学的変化→サイト 

G20'（構造運動→地震活動（活断層沿い）→地質構造の変化→侵食と堆積→水文地質学

的変化→サイト 
G26'（構造運動→地震活動（活断層沿い以外）→地質構造の変化→侵食と堆積→水文地

質学的変化→サイト 
 
G8' 、G14’、G20’、G26’に関しては、図 2-10 に示すように、地震活動に伴い、地形、地質構

造が変化し、侵食作用によって広域地下水流動領域の地形勾配、動水勾配が変化する事象であ

り、G8、G14、G20、G26 とは区別される。したがって、侵食・堆積以降は、R6.2 侵食・堆積

→R2.1 水理特性→R2.2 地下水流動→サイトとした。なお、地形変化に伴って局地的な気象変化

が生じ、地下水涵養量が変化する可能性も考えられるが、G7、G13、G19、G25 と同様な扱い

とし、気象変化による地下水涵養量の変化は気候変動関連の事象の範疇に含めることとした。 
 

 
図 2-10 G8' 、G14’、G20’、G26’の FEP 相関関係図 

            （→※部分から先は母岩領域の相関関係図に同じ。） 
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（９） G52（海面変化→水文地質学的変化→サイト） 
G52 は、海面変化による塩淡境界面の移動、動水勾配の変化等から地下水流動系の再配置が

起こる事象（総合資源エネルギー調査会原子力安全・保安部会（2003） (2)）とされており、こ

こでは地形変化を伴う G53 と区別している。塩淡境界の移動は地下水流動系の系外からの塩水

や淡水の流出入の結果生じることから、R2.4 水文学的体系と水収支とし、これによって地下水

流動系内の H,C が変化することから、FEP 相関関係図としては、図 2-11 に示すように R2.4 水

文学的体系と水収支→R2.1 水理特性、R2.4 水理体系と水収支→R4.2 地下水化学とした。その他、

地下水温（T）もわずかに変化する可能性はあるが、影響は小さいとし FEP 相関関係図上は表

現していない。 

 
図 2-11 G52 の FEP 相関関係図（→※部分から先は母岩領域の相関関係図に連鎖） 

 

   
図 2-12 G53,G53’の FEP 相関関係図（→※部分から先は母岩領域の相関関係図に連鎖） 
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（１０） G53（海面変化→侵食・堆積→サイト） 
G53’（海面変化→侵食・堆積→水文地質学的変化→サイト） 

G53 は、海面変化に起因し、侵食・堆積を伴う事象であり、起因事象を除けば G2 の FEP 相

関関係図と同じ構造となり、図 2-12 のように示される。G53-1 に関しては、Appendix-Ⅱに従っ

て海面変化によるマスムーブメント等の侵食・堆積作用によるサイトへの影響であるため、侵

食・堆積→H6.2 幾何形状・間隙構造、亀裂構造となる。G53-2 は、G2-2 同様、侵食による処分

システムと地表との対地深度が変化するケースである。すなわち、FEP 上、海面変化→侵食・

堆積→サイト内の H2.1 母岩の水理特性、H4.2 母岩の地下水化学、H1.2 母岩の温度、H3.2 母岩

の応力など母岩内の特性に変化が生ずる事象として示した。 
G53’に関しては、海面変化により、侵食基準面が昇降し、海岸侵食、河川侵食による広範囲

にわたって地形変化が起こることから、侵食・堆積→R2.1 水理特性→R2.2 地下水流動→H2.2
母岩の地下水流動とした。G53’は G2’同様、最終的には G52 に比べると水理への影響は小さい

が無視はできない。例えば、海面低下あるいは上昇により、表層の難透水性が削剥あるいは堆

積したとすると地形変化は小さいものの地下深部の地下水流動への影響は生ずるものと予想さ

れる。（図 2-12）。 
 
（１１） G54（海面変化→地域的・局地的気候変動→水文地質学的変化→サイト） 

G54 は地域的・局地的気候変動によって降水量や蒸発散量が変化し、地下水涵養量が変化し、

地下水理に影響を与える事象とされている（総合資源エネルギー調査会原子力安全・保安部会

（2003） (2)）。図 2-13 に G54 の FEP 相関関係図を示す。図中、気候変動（海面変化に伴う気候

変動）は、列島スケールで生じることから、ここでは“広域地下水流動領域”の外に位置づけ

ている。本来、気温変化、降水量変化、蒸発散量変化は気候変動に含まれるが、ここでは地域

的な涵養量変化に影響を及ぼす因子として降水量の変化と蒸発散量の変化があることから、図

2-13 のように表現上“広域地下水流動領域”の降水量、蒸発散量に影響を及ぼすものとした。 
また、降水量変化と蒸発散量変化とは必ずしも影響しあって起こる現象ではないため、本稿で

は G54-1 と G54-2 とを別事象として区分した（Appendix-Ⅱ）。 
 

 

 
 
図 2-13 G54 の FEP 相関関係図（→※部分から先は母岩領域の相関関係図に連鎖） 
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G54-1 は、気候変動によって降水量が変化する事象であり、図に示す通り、降水→R2.4 水文

学的体系と水収支→R2.1 水理特性→R2.2 地下水流動→サイトとし、G54-2 は、気候変動による

気温変化、蒸発散量変化であり、気温→蒸発散→R2.4 水文学的体系と水収支→R2.1 水理特性→

R2.2 地下水流動→サイトとした。なお、地下水涵養量に影響を与えるものとして、降水量や蒸

発散以外に、植生や土壌の状態の変化などがあるが、植生や土壌の種類、厚さの変化は 0～105

年では涵養量を変化させるほど影響はないとし、ここでは考慮していない。また、気候変動に

起因して永久凍土等が発達し、地下水涵養量が変化することも想定されるが、これについては

G56 で取り扱っている。 
 

（１２） G55（海面変化→地域的・局地的気候変動→侵食・堆積→サイト） 
G55’（海面変化→地域的・局地的気候変動→侵食・堆積→水文地質学的変化→サイ

ト） 
G55 は、海面変化に伴う気候変動により、降水量が変化し、侵食・堆積を伴う事象であり、

G54 と区別される。起因事象を除けば G55、G55’は、G2 の FEP 相関関係図と同じ構造となり、

図 2-14 のように示される。G55-1 は、気候変動、降水量変化によりマスムーブメントが発生し、

母岩自体が直接破壊につながる事象であり、侵食・堆積→H6.2 母岩の幾何形状とした。 

 

 

 
図 2-14 G55,G55’の FEP 相関関係図（→※部分から先は母岩領域の相関関係図に連鎖） 
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G55-2 は、気候変動、侵食・堆積により、地表が削剥あるいは堆積によって、相対的にサイト

の対地深度が変化するケースであり、侵食・堆積→サイトとした。また、G55’は、地形の起伏

の変化に関する事象であり、侵食・堆積→R2.2 地下水流動→サイトとした。 
 
（１３） G56（海面変化→周氷河現象→水文地質学的変化→サイト） 

G56'（海面変化→周氷河現象→侵食と堆積→水文地質学的変化→サイト） 
G56 は、海面変化に伴う周氷河現象による永久凍土の形成により、地下水涵養が停止し、地下

水流動系への影響を及ぼす事象とされている（総合資源エネルギー調査会原子力安全・保安部会

（2003） (2)）。北海道や本州でも高標高部では周氷河現象による影響を考慮する必要がある。図

2-15 に G56 の FEP 相関関係図を示す。FEP 上、永久凍土が形成され、地下水涵養に影響を与え

る部分を周氷河現象→R2.4 水文学的体系と水収支とし、地表からの地下水の量と水質の変化が想

定される（Appendix-Ⅱ）ことから、R2.4 水文学的体系と水収支→R2.1 水理特性の変化→R2.2 地

下水流動→H2.2 母岩の地下水流動、および R2.4 水文学的体系と水収支→R4.1 地下水化学→H4.2
母岩の地下水流動とした。 

G56' は、周氷河現象が侵食により地形変化を起こし、地下水流動を変化させる事象であり、総

合資源エネルギー調査会原子力安全・保安部会（2003）(2)は地形変化による地下水流動への影響

は無視できるとして示されていないが、本稿では、ソリフラクション等による流土による地形変

化が地下水流動に及ぼす影響はあるとして、図 2-16 に示すように周氷河現象→侵食と堆積→R2.1
水理特性→R2.2 地下水流動→サイトとした。ただし、G53-2 や G55-2 のように侵食による処分シ

ステムの対地深度の変化させるほどの変化はないものとして、G56 を G56-1 と G56-2 に細分化は

行っていない（Appendix-Ⅱ）。 
 

 
   図 2-15 G56 の FEP 相関関係図（→※部分から先は母岩領域の相関関係図に連鎖） 
 

 
図 2-16 G56' の FEP 相関関係図（→※部分から先は母岩領域の相関関係図に連鎖） 
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2.2.5 FEP シート 
FEP シートは、前述した FEP 相関関係図に使用した FEP に関する定義と地質・気候関連事象

によってその状態が変化した場合の特性等について表形式で整理したものである。表 2-4 に地

震活動関連の FEP シートのうち「R3.1 岩盤の応力」の例を示す。シートの上から順に、FEP の

概要、安全性への影響の可能性、他の FEP との関係、現象、特性に関する理解の現状、核種移

行への影響、今後の課題である。「3.安全性への影響の可能性」は、後述する“安全性への影響

と相関の判定”中において対象となる FEP が含まれるシークエンスを列挙しており、“安全性

への影響と相関の判定”表との関連付けをしている。「4.他の FEP との関係」においては、対象

となる FEP を含むすべての FEP 相関関係図を示している。「5.現象、特性に関する理解の現状」

は、対象となる FEP の概要説明に対する根拠となる知見、情報が記載されている。また、「6.
今後の課題」には「5.現象、特性に関する理解の現状」において収集した文献の知見、情報の

不確実性や文献情報の代表性に関する課題を記述した。「5.現象、特性に関する理解の現状」に

関する記述内容は、FEP に関する説明のバックデータとなるすべての情報を記述することは不

可能であるため、ここでは代表的な文献情報のみ列挙している。このため、情報の代表性や最

新知見が反映されているか否かの課題について「6.今後の課題」において記述した。 
「R3.1 岩盤の応力」の例で見ると、基本的な岩盤の初期特性に関しては H3.2「母岩の応力」に

同じであるが、「2.概要」にも示したように地震による局所的な応力変化がもたらす水理特性の

変化の内容を追加した。他の FEP との関連性に関しては、「R3.1 岩盤の応力」は「R2.1 水理特

性」のみに影響を与えることになる。関連する「5.現象、特性に関する理解の現状」について

は、我が国の広域の地殻応力場に関する特徴を示すとともに、地震が発生した場合の地殻歪、

応力の再配分の仕方などの知見を示した。特に地震活動では地殻歪量と地下水位、水圧変化と

の関係が釜石や他の多くの地点で論じられているが、岩盤応力変化が地下水流動に短期的、長

期的にどのような影響を与えるのか定量的な解析等によって論じられ、検証された例はなく今

後の課題であるとしている。なお、その他の FEP シートに関しては Appendix-Ⅳに示す。 
 

表 2-4 個別事象における FEP シートの作成例（R3.1 岩盤の応力） 

1.名称 R3.1 岩盤の応力 

2.概要 岩盤の応力状態の変化は、岩盤自体の荷重、地下水圧の変化のほか、クリープ現象による荷重再編、

地盤膨張、地震等による応力再変による変化などがある。特に活断層沿いで地震が発生し、サイト

（処分坑道領域）内の岩盤応力変化に直接影響を与える可能性、広域地下水流動領域の岩盤の応力

状態が変化する可能性が考えられる。また岩盤の応力状態が変化することで、水理特性の変化（過

剰間隙水圧発生など）の可能性がある。 

 

3. 安全性

への影響

の可能性 

広域地下水流動領域における「岩盤の応力」の長期的な変化が地層処分の安全性に与える影響とし

て、以下の点が挙げられる。 
力学＞G17-3②、G5-3②、G11-3②、G23-3② 
 

4. 他ＦＥ

Ｐとの関

連性 

R3.1岩盤の応力
G5-3,G11-3,G17-

3,G23-3 R2.1水理特性
H2.2母岩の
地下水流動

※R2.2地下水流動

サイト
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*5.現象、

特性に関

する理解

の現状 

・国内の岩盤初期応力状況に関しては、応力解放法や水圧破砕法による測定がこれまで実施されて

いるが、応力の深度分布には地域差違や局所的な応力上昇等が報告されている。これは地域の地形

や構成地質の違い、応力方向の違いに起因する。国内における既存の原位置応力測定結果によれば、

深度 500m で 20Ma、1000m で 40～80Ma であることが知られている（楠瀬ほか,2005[1]）。 

・地震が発生した場合、活断層周辺の応力状態は変化することが知られている（加藤・笠原(1985)[2]、

G17-3）。地震活動に関しても地震前、活動中の周辺岩盤の応力分布についての観測データはない。

ただし、地震後、の観測記録、解析等から地震直後の応力分布、ひずみ分布についての研究例は多

く存在する。Okada(1992) [3]は、余効的現象として地殻歪の変化に伴い、断層周辺の地殻応力が再

配分、即ち、応力状態が地震前後で変化してしまっていることを解析的に示している。断層活動に

よる主破壊による周辺岩盤の応力の再配分による歪変化量分布図において、断層は右横ずれ断層の

場合、地盤がずれた前方方向にある北東－南西のラインが伸長場となる。この場合、地殻歪量は断

層から遠ざかるほど減少し、基本的に断層周辺の岩盤が弾性的な振る舞いをするとし、弾性論モデ

ルを適用すると法線方向には距離減衰は断層からの距離の 3 乗式に従うとされている（石川・橋

本,1999[4]、G17-3,G23-3）。 

・日本全体をみると岩盤の応力状態は広域圧縮領域にあり、その中で地震活動によって局所的な圧

縮変形、引張変形が生じる。地震活動後に地下水位は圧縮変形場で上昇し、引張変形場で下降する

事象が各地の地震活動で報告されている。核燃料サイクル開発機構(1999)[5]は、釜石鉱山で観測し

た地震のデータから水圧変化を起こすのに必要なマグニチュードを示し、また深度と鉛直応力、深

度と水平面内平均応力はそれぞれ正の相関を有することを示した（G5-3）。 

・川辺(1991)[6]は、1923 年関東大地震前後に伊豆半島北部から房総半島先端部において、圧縮変形

場で水位上昇、引張変形場で水位低下が発生したことを報告している。また松本ほか(2004)[7]は、

水位変化と相関のある体積歪変化について報告している（G5-3）。岩盤の応力変化が水理に与える

影響に関しては、R2.1 水理特性の FEP シート参照。 

 

6. 今後の

課題 

活断層周辺岩盤の応力変化については地震後しか情報、知見がない。今後、地震活動のメカニズム

の研究を含めた情報整備が重要となる。 
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ｼｰﾄ履歴 更新日：2010 年 10 月 13 日 

*5「.現象、特性に関する理解の現状」中、文献から引用した知見に関連する図表は不掲載、Appendix-Ⅳにつ

いても同じ。 
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2.2.6 “安全性への影響の可能性”と相関の判定 
ここでは、FEP 相関関係図の矢印の論拠の整理として、各事象を構成するシークエンス中の

一連の連鎖事象が発生する可能性と安全性への影響と相関の判定について既往の知見をもとに

評価を行った。“安全性評価への影響の可能性”とは、起因事象の発生から派生事象の発生、サ

イトに至るまで何らかの安全性に与える影響の可能性である。 
表 2-6 に G18 の“安全性への影響の可能性と相関の判定”の作成例を示す。表中、左から“安

全性への影響の可能性”、“理解の現状”、“相関の判定”とし、表の左列の“安全性への影響の

可能性”の質問に対する回答を“理解の現状”において記述した。ただし、表中の相関関係図

に示すようにサイトに直結する下流部分の連鎖（例えば R2.1→R2.2）を単独で評価することは

困難であるため、例えば、下流部分については、G18 の例では、熱水活動→R2.1→R2.2→H2.2
（サイト）と熱水活動から H2.2（地下水流動）までを一括し、地震が発生し、熱水活動が起こ

った場合の水理、地下水流動への影響の可能性とした。連鎖は起因事象である上流側から G18
①、G18②・・と番号を付し、水理、化学、熱、力学、幾何形状の順で通し番号とした。 

相関の判定については、表 2-5 に示すように、安全性への影響の特徴、規模の観点から、連

鎖が成立する場合「THMC に関して影響が無視できず、考慮すべきと判断されるケース」（A1）、
「影響が小さく考慮の優先度が低いケース」（A2）、「考慮すべきだが現在判断できないケース」

（B）、「考慮すべきかどうかは地質環境や地域特性条件に依存するケース」（C）の４項目に区

分した。なお、連鎖発生の可能性と派生事象の大きさの判定は、事象の発生する評価期間によ

って左右されるため、前述のとおり、本検討では評価期間を 105 年とした。また、空間スケー

ルについても起因事象や派生事象とサイトとの位置関係によって影響の程度が異なるため、対

象となるシークエンスの空間領域において影響の程度が一定せず A1、A2 両方の可能性が含ま

れる場合は、A1 とした。また、対象とする領域、評価期間について、全域影響を無視できない

が極めて小さい場合は A2 とした。C は、対象領域において事象が発生し、何らかの影響があ

ることは間違いないが、影響の程度は特定の場所に限定できる点で A1 と区別されるとした。B
は、現状の科学的知見では、事象が発生するか否かを時間・空間的に特定できない場合であり、

将来、技術が進歩し、判定が可能となれば、A1、A2、C のうちいずれかに移行されるケースで

ある。 
なお、“安全性への影響の可能性と相関の判定”は現状、既往の知見を集約したものであり、

将来的には FEP 相関関係図とともにアンケート結果および調査の進展に合わせて、得られた知

見を修正し、FEP データベースの更新を行うこととしている。 
 

表 2-5 安全性への影響の可能性に関する相関の判定区分 
 

A1 安全性への影響の観点から一連の事象が発生する（可能性が高い）と判断され、影響の程度から

シークエンス上考慮すべきと判断されるケース 
A2 安全性への影響の観点から一連の事象が発生する（可能性が高い）と判断されるが、影響の程度

が小さく、シークエンスとしての考慮の優先度は低いケース 
B 一連の事象が発生するかどうか不明確であるが、安全性の観点からシークエンス上考慮すべきと

判断されるケース 
C 一連の事象が発生するかどうかは地質環境や地域特性（気象条件等）に依存するため、安全性

の観点からシークエンス上考慮すべきかは地質環境あるいは地域特性（気象条件等）条件に左右

されると判断されるケース 
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表 2-6 安全性への影響の可能性と相関の判定（G18 の例） 

 
安全性への影響の可能性 理解の現状(文献番号：Appendix-Ⅴ参照) 相関の判定（105 年評価） 

G18①：活断層沿いで地震（地

震断層の活動）が発生する可能

性 
＜全体＞ 
G18 

・地震活動（活断層沿い）の発生は、活断層の活動性によ

り、将来想定される期間内に起こる可能性が異なる。 
・近年の活断層研究により、最近の数 10 万年間にわたり活

動した証拠の認められない断層については、今後も活動す

る可能性が低いとして「活断層」を後期更新世（最近の 10
数万年間）以降の断層変位地形が存在する断層としている
（52）。しかし、従来の定義による活断層（第四紀以降の活動

の記録のあるもの(29)）は今後将来活動する可能性を否定で

きないため、本件では現在それらが分布する位置で地震が

発生する可能性はあるとした。 
A 級：千年に 1 回程度、B 級：数千年に 1 回、C 級：1 万年

超に 1 回(29) 

 

C（活断層分布域に限定。105

年間評価では、活断層の活動

性によらず、最低数回活動す

る可能性があり） 

G18②：活断層沿いの地震活動

した場合、深部から熱水流体が

活断層沿い、周辺に流入する可

能性。 
＜全体＞ 
G18→熱水活動 

・地震活動により深部から熱水流体が活断層沿いに流入す

る可能性はある。ただし、地震活動と同期的に熱水流体が

上昇したという観測事実はない。多くは、地震発生後、活

断層周辺で地下水温が上昇したり、現在活断層沿いで熱水

が湧出しつづけている（有馬温泉の例など）例(15)(16)があり、

活断層が熱水の通り道になっている可能性は十分考えられ

る。熱水流入の範囲は、活断層の場合、地表部の水温変化

から、断層から最大 2-3km 程度(44) 程度に及ぶ場合がある。

また、松代群発地震地域における地震前後の観測例はある

が、活断層沿いの例とは言えないため、G24 で取り扱う。
 

B（活断層が活動しても熱水

流体がコサイスミックに流

入するとは限らない。発生自

体不明。） 

G18③：活断層沿いの地震活動

による深部から熱水流体が活

断層沿い、周辺に流入した場

合、広域地下水流動領域の水理

特性（ﾎﾟﾃﾝｼｬﾙ等）を変化させ、

広域地下水流動の変化、母岩の

地下水流動が変化する可能性。 
＜水理＞ 
熱水活動→R2.1 →R2.2→H2.2
（サイト） 
 

・熱水流体が活断層沿いに流入した場合、水理特性、広域

地下水流動に影響を与える可能性はある。ただし、確認例

はなし。 

A1（活断層が活動し、熱水が

流入すれば周辺地下水の水

理への影響が想定される。影

響の程度は断層からの距離

に依存。） 

G18④：（活断層沿いの地震活動

による深部から熱水流体が活

断層沿いに流入した場合、広域

地下水流動領域の地下水化学

（水質等）を変化させ、母岩の

地下水化学が変化する可能性。 
＜化学＞ 
熱水活動→R4.1→H4.2（サイ

ト） 
 

・熱水流入により、地下水化学が変化する可能性はあるが、

確認例はない。ただし、亀裂を含む活断層周辺の母岩には

熱水変質の痕跡があり、変質帯の幅は数 cm～数 10m に及

ぶ(38)。野島断層では 10m 前後。一部の活断層沿いにおいて

は、活断層から離れた地域の地表水とは異なる水質を持っ

ており、一部硫酸イオンを含むものもあるが多くは NaCl
型である(16)(40)。 
 

A1（活断層が活動し、熱水が

流入すれば、周辺地下水の水

質への影響が想定される。影

響の程度は断層からの距離

に依存。） 
 
 
 
 
 

R2.1水理特性
H2.2母岩の
地下水流動

※R2.2地下水流動

サイト

広域地下水流動領域

熱水活動地震活動

H4.2母岩の
地下水化学 ※R4.1地下水化学

H1.2 母岩の

温度（地下水温） ※R4.1 地下水温

② 

③～⑤ 

① 
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G18⑤：（活断層沿いの地震活動

による）深部から熱水流体が活

断層沿いに流入した場合、広域

地下水流動領域の地下水温を

変化させ、母岩の地下水温が変

化する可能性。 
＜熱＞ 
熱水活動→R1.1→H１.2（サイ

ト） 

・地震活動に伴って活断層沿いに熱水が上昇し、地下水温

を変化させる可能性あり。熱水の湧出する活断層周辺では

水温が活断層から離れた場所よりも高く（有馬温泉では最

高 98℃(19)）、深部から熱水の供給による影響を受けている

可能性がある。周辺岩盤の深部の水温変化の範囲について

は不明であるが、少なくとも熱水の流入範囲よりも広範囲

と推定される。 

A1（活断層が活動し、熱水が

流入すれば、周辺地下水の水

温への影響が想定される。影

響の程度は断層からの距離

に依存。） 
 
 
 

相関の判定：10 万年（105 年）程度を評価期間とした場合の連鎖部分の影響の特徴から推測される安全性への影響について

原子力機構が判定 

 
表 2-6 の最右列には G18 の①～⑤までのシークエンスの相関の判定結果を示している。G18 

①では、活断層沿いの地震の発生は活断層沿いに限定されることから地域性があるとし、C 判

定とした。G18②は、活断層沿いで地震が発生した場合、断層が水みちとなり熱水が深部から

浅所に流入する可能性を示しており、熱水活動による影響は活断層沿いに限定されるため空間

的にはC判定であるが、熱水活動の時間予測が困難であり、発生するかどうか不明であるため、

B 判定とした。G18③は、地震活動によって熱水が流入した場合、周辺の地下水の水理特性、

地下水流動への影響の可能性であり、影響の程度は断層からの距離に依存（A1,A2 両方を含む）

するため、A1 判定とした。G18④⑤については、地震活動によって熱水が流入した場合の周辺

の地下水の水温や化学組成が変化する可能性であり、水理と同じく A1 判定とした。G18 以外

の“安全性への影響の可能性と相関の判定”の結果について Appendix-Ⅴにアンケート結果と

併せて掲載する。 
 

3. アンケート調査 

3.1 調査方法 
本稿の FEP データベース整備は、原子力機構内で実施したものであり、専門的な検討は行っ

ているが、情報不足、判断の不適切、考慮すべき細分化事象のもれなどが存在する可能性があ

る。このため、外部専門家へのアンケートは、とくに FEP データベースのうち、とくに事象の

特性、プロセスに係る部分を FEP 相関関係図に落とし込むまでの作業が重要であることから、 
下記の 3 項目を主な調査対象とした。なお、これ以外に原子力機構の FEP データベースの整備

方法、活用法に対するアンケートも実施したが、詳細については省略する。 
・「事象の細分化」 
・「FEP 相関関係図」 
・「安全性評価への影響の可能性と相関の判定」 
「事象の細分化」に関しては、地質・気候関連事象の発生から派生事象の影響の空間的広が

りや影響の種別、時間スケールの考え方を踏まえたうえで 177 の細分化事象の抽出を行ってお

り、抽出方法の妥当性についてアンケートを行った。「FEP 相関関係図」は、FEP 相関関係図の

構成、選択した FEP の適切性について、また、「安全性評価への影響の可能性と相関の判定シ

ート」は、相関の判定の根拠となる知見、情報の代表性、適切性、およびそれに基づく判定の

妥当性についてアンケートを行った。アンケート資料は、上記 3 項目について事象、シークエ

ンスごとに回答欄を設けた調査票を作成し、外部専門家 27 名に送付した。送付先は、原子力機

構、電力中央研究所、産業技術総合研究所等の法人関係 15 名、大学関係 6 名、民間企業 6 名で

あり、そのうち、25 名（回答率 93％）からアンケート資料を回収した。以下に専門家からの回

答結果と原子力機構の対応についてのアンケートの取りまとめ結果について述べる。 
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3.2 アンケート結果 
3.2.1 「事象の細分化」に関するアンケート結果 
地質・気候関連事象のうち、わが国において発生しうる隆起・沈降、地震活動、気候変動 27

事象を前述のとおり物理・化学的に細分可能な 86 の事象に区分した。地震活動（G4～G8、G10
～G14、G16～G20、G22～G26）、隆起・沈降（G1、G2）、気候変動（G52～G56）に関して、25
名の回答者のうち、「事象の細分化」に対する平均回答者数は 11 名であった。 
図 3-1 に事象ごとの回答結果を示す。図に示すように事象の細分化について肯定的な意見は

全体の回答数に対して平均 8 割であり、残りの 2 割は問題あり（“どちらとも言えない”を含む）

という回答を得た。問題あり（“どちらとも言えない”）とした回答者の共通の指摘事項は下記

の 3 項目である。 
＜共通の指摘事項＞ 
・46 事象（総合資源エネルギー調査会原子力安全・保安部会、2003） (2)）の区分への指摘 
・細分化に対する意見、事象間の整合性に関する意見 
・用語の定義に関するコメント（修正コメント） 

また、個別事象では、2 名～4 名から指摘された内容は下記のとおりである。 
・地震活動による影響として地形変化後の地下水化学（C）への影響を考慮すべき（G7） 
・地震活動に伴って地盤の透水性が変化した場合、地下水化学も変化する（G17） 
・地震活動によるサイトへの直接的な影響には地下水化学、水理にも影響する（G22） 
・ソリフラクションによる地形変化等は動水勾配に影響を与えるほどのものではない（G56）。 

また、4 名以上から指摘された事象の内容は下記のとおりである。 
・隆起・侵食後の地形変化による地下水の地化学的影響を追記すべき（G2） 
・事象を細分化する根拠が不明確（G5） 
・マスムーブメントのような直接的影響は回避可能では（G53）。  
・降水量変化によるマスムーブメントは必要なし（G55）。 

図 3-1 「事象の細分化」に関する回答者意見 
 

原子力機構による事象の細分化方法、細分化事象間の整合性、統一性に対する外部専門家へ

のアンケート調査の結果、専門家から受けた意見・コメントおよび原子力機構の対応案の一部

を表 3-1 に示す。細分化することの是非に関する意見に対しては、前述のとおり本検討ではま

ずは 46 事象について具体的な観測事例、あるいは解析事例、類似事例に基づき、THMC の観

点から物理・化学的にも影響の伝播に関する連鎖の種類が異なるものは可能な限り区別するこ

ととしており、別事象と判断しているとした（表 3-1①、②）。逆に、G17 のような地下水化学

への連鎖が、細分化作業からもれているという指摘に対しては今後追加検討する予定であると

した（表 3-1④）。 
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表 3-1 事象の細分化方法に関するアンケート結果 

回答の種別 主な意見・指摘事項 対応案 
細分化の是非

に関連する内

容 

① ボトムアップ的に起こりえる影響を網羅的に検

討することとともに，逆に個々の影響の観点ある

いは安全機能への影響から類似したものはグルー

ピングするなどのトップダウン的なアプローチも

有効。 
②ある程度大きな括りでの事象分析はよくわかる

が、その中を細分化して G1～G56 に示してあるそ

れぞれに対して、それらをさらに細分化する意味、

根拠が理解できない。また、それらの影響項目に

対して、地質現象が少なからず変化するのであれ

ば、基本的には TMHC には何らかの影響は必ず生

じることになると考えられるが、これも評価スケ

ール、時間断面、時間スケールによって変化する

ので、一律判断することは難しい。 
③地震活動に伴い、地盤の透水性が変化した場合

地下水化学の変化も事象に追加すべきではない

か。また隆起、侵食による地形変化が地下水化学

に与える影響も考慮すべき。 
④地震活動による直接的な影響は M だけではな

い。 
⑤降水量変化によるマスムーブメント発生、周氷

河現象による地形変化の地下水理への影響は考慮

の必要がないのでは。 

①→個々の影響の観点あるいは安全機能への影響から

類似した事象はグルーピングするなどのトップダウン

的なアプローチは重要であると考える。ただし、類似事

象、例えば、起因事象が異なり下流側（サイトに近い部

分の連鎖）の連鎖内容が同じ場合でも、安全性への影響

の観点から、起因事象の違いによる下流側への影響の違

いを整理しておく必要があると考え、あえて区別した。

最終的に起因事象に関係なくサイトに至る影響の種別、

伝搬プロセスが同じであれば、類似事象としてグルーピ

ングする予定。ボトムアップ的検討については、46 事象

の見直しも含めた整理にもかかっており、今後の課題。

②→THMC の観点から影響の伝播プロセスとして一連

の連鎖の中に１つでも異なる FEP が含まれる可能性の

ある場合は、異なる事象と区分している。G1～G56 の

大枠の区分では水文学的変化と一括されている中には

例えば G,H,M などが混在しており、事象の細分化する

必要があると判断した。影響に関しては、ご指摘のとお

り 46 事象については何らかの影響がサイトに及ぶ事象

であり、時間、空間スケールによって影響のタイプ、規

模については“安全性への影響と相関の判定”において

区別して整理している。 
③→断層が活動し、周辺岩盤の透水性が変化した場合、

地下水流速、流動経路が変化すれば、地下水化学も変化

する可能性はある。ご指摘のとおり野島断層の例で見る

ように地震による地下水組成変化は小さいが、観測され

ているため、今後 C を加える方向で検討することとす

る。隆起、侵食による地形変化が地下水化学に与える影

響については、影響は小さいものの無視できない。今後、

追加の方向で検討する。 
④→M 以外は破壊の結果としてサイト内（母岩領域）の

相関関係になる。 
⑤→マスムーブメントは発生要因を特定できないこと

から、降水量変化による影響を排除していない。また、

周氷河現象によるソリフラクションによる地形変化の

影響は小さいと思われるが無視できないため、これにつ

いても排除していない。 
わが国におい

て発生しうる

46 事象に対す

る内容 

①地震、火山、マスムーブメントのようにあらか

じめサイト候補地から除外できるものは対象外と

すべき。また、地震活動としてプレート沈み込み、

プレート衝突、プレート内の活動としての活断層

とそうでないものに区分できるが、地層処分の安

全性の影響の観点から、このような区分が不明。

②海溝型地震については、一言に派生（分岐）断

層と言っても、プレート境界のメガスラストから

派生して上盤側プレートを断ち切る大規模なもの

（東南海地震などの震源）から、より陸側にあっ

て小規模なもの（遠州灘断層系や、南海地震での

足摺岬沖の想定断層など）まで、複数種あり、こ

れら断層の規模、位置の違いによるケースを整理

すべき。 
 

①→将来のサイト選定の段階で、サイトへの直接的影響

などの処分システムへの著しい影響は排除されると予

想されるが、その範囲は現段階では不明であり、本検討

では、場所を特定しない想定しうるすべての事象を対象

とし、将来的に、どのような事象範囲が排除されるかを

対比できることを念頭においた。地震のタイプによる区

分は廃棄物安全小委員会(2003)を踏襲している。事象の

サイトへの影響は起因事象を除く部分の連鎖は重複し

ているが、安全性への影響の観点から、まずはタイプの

異なる地震について事例を整備し、影響のタイプが起因

事象により異なるものか整理しておくことは重要であ

るとした。 
②→本件で取り扱っている海溝型地震にともなう分岐

断層は、サイトが陸域、少なくとも沿岸浅瀬の海底下ま

でを想定しているため、ご指摘の陸側にあって小規模な

ものが対象となる。断層についてのカテゴリー区分につ

いてはサイトの地質環境が限定された場合の検討にお
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いて実施する予定。 

記述、表現方

法、用語の定義

に関する内容 

①地質構造の変化→地質構造の変化へ修正 
 

①修正予定 

 
3.2.2 「FEP 相関関係図」に関するアンケート結果 
「FEP 相関関係図」に関するアンケートは、作成した FEP 相関関係図に対する専門家からの

意見、コメントであり、地震活動に関しては 25 名の回答者のうち 10 名から何らかのコメント、

意見等があり、他 15 名からは、妥当あるいは無回答とする結果であった。図 3-2 にアンケー

トの集計結果を示す。 

 
図 3-2 「FEP 相関関係図」に関するアンケート集計結果 

 
回答者からの指摘事項のうち、問題ありとする回答は 1～7 件、このうち全事象共通の指摘は

1～2 件であり、「R2.1 水理特性」の用法が不適切であるという指摘、サイト特性に応じた相関

関係図にすべきという指摘である。「R2.1 水理特性」に関する指摘は、本件の相関関係図中の

「R2.1 水理特性」は、地下水ポテンシャル、地下水位など地下水に関する特性が含まれており、

これは「R2.2 地下水流動」に含めるべきという指摘であり、今後、修正を含めた検討を行うこ

ととした。また、サイト固有の特性（地域特性など）に応じた相関関係図にすべきという指摘

に対しては、サイト固有の FEP 相関関係図の取捨選択の判断は次の段階における検討であり、

まずは、わが国において想定される地質・気候関連事象すべてを対象としておくことが重要で

あり、その上で事象発生が地域性に左右されるか否かについては、“安全性への影響の可能性と

相関の判定”の中に反映させることとした。また、個別事象での主な指摘と原子力機構の対応

は下記のとおり。 
・ 隆起・沈降・侵食・堆積をおこすプロセスには、地質構造というよりは、造構造運動

(tectogenesis)や造地形運動(morphogenesis)といった用語を用いたほうがよい（G1）。 
→ここでの地質構造は“地形・地質構造”の意味であり、隆起・沈降に起因する地形、地質構

造の変化である。 
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・「侵食・堆積」に風化も入れるべき。「侵食・堆積」と「地形・地質構造」とはフィードバッ

ク系であり逆矢印もありうる（G2-1、G2-2）。 
→「侵食・堆積」と「地形・地質構造」とがフィードバック系であるという指摘についてはそ

のとおりであり、現状これらについてはまだ FEP としてどう定義するかも含めて今後の課題

である。 
・ 隆起→侵食・堆積によりサイトが地表に近づいても、露呈するのでなければ、「母岩の地下

水化学」が変化する前に広域地下水流動領域の地下水化学が変化する。（G2-2）。 
→G2-2 の場合、隆起→侵食によって上載層の削剥によるサイトの対地深度が変化する事象であ

り、侵食による地形変化は G2’として区別しているため、広域地下水流動領域の地下水流

動系自体変化しないが、相対的なサイトの深度が変化するため、母岩内を通る地下水組成が

変化するとした。 
・広域の「地下水流動」の変化がサイトの「母岩の地下水化学」の変化をもたらすこともある

（G2’,G20’, G53’）。 
→「母岩の地下水化学」の変化については R2.2→H2.2→H4.2 としているため、直接 R2.2→H4.2

としていない。 
・海溝型地震の場合、サイトとの位置関係が決まらないと派生断層による直接的な影響の有無

は判断できない（G4）。 
→細分化においてはまず、サイトとの関係によらず、可能性のあるものを列挙し、“安全性への

影響と相関の判定”において C 判定（主に太平洋沿岸域に限定）として、地域性を評価して

いる。 
・「R2.1→R2.2」と「R4.1」が分岐しているが、海岸線付近の地下水流動と塩分濃度分布とは連

成現象になっていて、互いに独立したものではない（G52,G53-2）。 
→事象の細分化とも関係し、今後見直す予定。 
・海面変化がサイトの幾何形状の変化に繋がるというのは違和感がある。生物圏モデルおよび

その変動については考慮されているか（G53-1,G55-1）。 
→マスムーブメントについては前述したように、成因を特定することはできないため、可能性

の 1 つとして海面変化による事象を残している。 
・「植生相の変化」による蒸発散量の変化はないのか（G54-1）。 
→植生や土壌の状態の変化などがあるが、植生や土壌の種類、厚さの変化は 0～105 年では涵養

量に影響を及ぼすほど影響はないとし、本検討では考慮していない。しかし、105 年超の時

間スケールでは、無視できないと思われるため、検討に加えるべきと考えている。 
・海面変化と地域的・局地的気候変動の関係がはっきりしない（G55-2,G55’）。 
→現状、起因事象すべてについてまだ FEP としてどう定義するか今後の課題である。 

 
3.2.3 「安全性評価への影響の可能性と相関の判定」に関するアンケート結果 
「安全性への影響の可能性と相関の判定」の内容の妥当性に対する専門家へのアンケート項

目は下記の 2 項目である。 
①「安全性への影響の可能性と相関の判定シート」において、既往文献に基づく「安全性へ

の影響に関する理解の現状」の内容は、代表的な知見として適切か否か、また、海外の知

見あるいは新規知見で追加すべき情報の有無 
②「安全性への影響の可能性と相関の判定シート」における「相関の判定と判定の根拠」は

適切か否か、あるいは回答者の判定、および意見・根拠 
①に関しては、1 事象について 1 件～数件の回答があり、専門家からの主な回答、情報は下
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記のとおり。 
＜隆起・沈降（G1,G2）＞ 
・ 駿河湾沿岸など隆起速度は速い地域もあり、必ずしも山地部で隆起速度が速いとは限らない。 
・ 巨大崩壊の分布については、 1980 年代の PNC の研究報告書、「日本第四紀地図」（東大出

版会）、侵食量については、藤原他（2005）等を参照。 
・ 石油地下備基地のサイト（花崗岩）などでは、地下 200ｍ程度までシーティング（必ずしも

平行ではない）ジョイントの発達が確認されている 
＜地震活動（G4～G8、G10～G14、G16～G20、G22～G26）＞ 
・ 通常の海溝型地震と連動型地震とはカテゴリーが違うとされており、再来間隔も通常の海溝

型地震に比べて数倍程度長い（G4）。 
・ 破砕帯の幅（900m）は地質時代に繰り返し活動した結果の幅であって過去 105 年間の断層の

幅の変化量は数～数 10m 程度（G4,G5-1 等）。 
・ 地震活動による影響に関しては、南海地震時の水位変化などの事例など参照されたし

（G5-2,3）。 
・ プレート境界地震周辺の地形変化について、変位量が累積するかどうかは断定できないとす

る意見。海溝型地震には 2 種類存在し、陸域の分岐断層については累積する可能性が高く、

累積パターンは単純ではないという情報など（G7）。 
・ 数10ｍの地震性隆起が数km四方のサイトスケールの動水勾配にどの程度影響を与えるか解

析例があるので事例をさらに調査すべき（G5-2 等）。 
・ 地震に伴う熱水活動について、熱水が地下深部から上昇するというよりも、水みちの一時的

な変化により、熱水と天水起源の水との混合率が変化し、地震に伴って水質・水温が変化し

たと考えたほうがよい（G18）。 
・ 富士川河口断層帯など衝突帯の地震活動では、断層近傍の変位量よりも断層周辺の変形量の

ほうが大きく、評価が異なる（G13）。 
・ 地震性の変位、隆起の累積量が数 100ｍに達するためには、評価期間内のテクトニクスが一

様であることが前提であり、これに関して定説はない。105 年といえども伊豆半島周辺など

衝突帯においては、テクトニクスが将来変化しないという保証は無い（G10）。 
・ 深度数百ｍ～1km の深さの岩盤において透水性が変化したことを示す観測例がある（G17-2）。 
・ 地下水水質では、酸化還元電位の変化が最も重要であり、その情報も必要（G17-1 等）。 
＜気候変動（G52～G56）＞ 
・ MIS5 の海面高度は+5m。今後、海面変化については、地球温暖化傾向にあるため、さらに

＋2ｍ程度の海面上昇を考慮に入れるべき。 
・ 海面低下の最大量は 120m 程度→最大量は 140m 程度とすべき。 
・ 海岸域では海食の活発化による崩壊が重要である。 
・ 海水準変動は短期的な変化量が大きく、侵食への影響が大きい。 
・ 花粉群集に基づく古気温や過去の降水量の復元方法については、中川他による解析手法があ

り、国際誌、国内誌ともにレビューを含めた論文があるので参照されたし。 
・ 気候変動に伴う植生相変化についても言及が必要かも知れない。 
・ 降水量の変化により侵食が活性化ではなく、侵食量が変化とすべき。内陸での河成段丘は気

候段丘である。原因は降水量増で説明されているはず。 
・ ソリフラクションによる地形変化はわずか。取りあげる必要はない。 
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「安全性への影響の可能性と相関の判定」について原子力機構の相関の判定と専門家回答者の

相関の判定との一致率を A～C の判定区分別に集計した結果を図 3-3 に示す。図中、例えば、

隆起・沈降（G1、G2）を例にとるとシークエンス数は重複分を除いて G1①～G2’③の 11 存在

する。これに対して、原子力機構の A1 の判定に対して回答者が A1 と判定した件数は 5 件/25
件～11 件/25 件であり、このうち、無回答を除くと 6 件/11 件～10 件/10 件である（Appendix-
Ⅴ、Table-Ⅴ-1、Ⅳ-2.）。一致回答数/（回答総数－無回答数）を一致率とすると判定の一致率が

90-100%となるものは 4 件となる。 

図 3-3 「安全性への影響の可能性と相関の判定」における原子力機構と回答者との判定の

一致率に関する頻度分布 
 
図に示すように、判定の一致率は判定区分の種類によって異なる傾向にある。判定 A1 と回

答者の判定との一致率はおおむね 40％以上であり、80～90％が最も頻度が高い。一方、A2 に

ついては、10～80%の範囲で一致率はばらついており、回答者意見として A1 とすべきとする

修正判定が A2 と同程度存在する結果である。A2 判定としたシークエンスはすべて地震や隆起、

海面変化によって形成される侵食による地形変化に関するものであり、サイトの対地深度の変

化は含んでいない。上記 A1 にすべきとした回答者意見のうち半数は侵食のみであれば A2 で妥

当としている。その他意見としては、侵食による地形変化は 105 年という長期間を考えれば地

下の水理等への影響は小さいとは言えず A1 とすべきという意見が多かった。 
B、C に関しては、一致率はおおむね 40%～80％であり、A1 に比べると一致率は低い結果であ

る。B の修正回答意見として、最も多かったのが A1 である。地震活動に伴う熱水活動（G18②）

や内陸の活断層沿い以外で地震発生（G22①）など起因事象に関するシークエンスは B で妥当

とする意見が多かったが、地震活動に伴う地下水流入など G5-1③などのシークエンスについて
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は、震源近くではこの種の現象は起こりうるとし、A1 とすべきとする意見、海面変化や降水に

よるマスムーブメントの発生（G53-1②、G55-1②）は、両者の因果関係は明確とし、A1 とす

べきという意見がある。C に関しては、地震活動について、活断層の活動域は限定的（G16①）

であるとし、C とする原子力機構の判定に対して、活断層から離れた場所についても強震動や

未成熟の断層などの影響があるとし A1 とする意見、海面変化による海岸線移動は沿岸域に限

定され（G52①）C とする原子力機構の判定に対して、処分場は沿岸立地になる可能性が高い

として A1 とすべき意見などがある。 
A2 に対する A1 の修正意見に対しては、サイトの対地深度の変化による水理への影響に比べ

ると地形変化のみの影響は小さいため、修正判定としては A2 のままとした。ただし、国内に

おいて侵食速度の速い地域においては、追加データの収集、整理を行う予定である。また、上

記 B に対する A1 判定については、G5-1③の場合、阿寺断層などコサイスミックに表層から酸

化的な水が流入していないケースもあることから B のままとした。また G53-1②、G55-1②に

ついては、その他の回答者から海面変化、降水とマスムーブメントとの因果関係は不明とする

意見があり、やはり B のままとした。C に対する A1 判定については、G16①の場合、物理的

な変形・破壊による影響は、断層近くに限定されることから C のままとした。ただし、強震動

による影響は今後精査する予定である。また、G52①に関しては、本検討では沿岸立地を前提

としていないことから、C のままとした。 

表 3-2 「安全性への影響の可能性と相関の判定」の集約結果例（G4） 

安全性への影響

の可能性“に関す

る連鎖項目 

理解の現状（文献情

報にもとづく情報、

知見） 

相 関 の 判 定

（105 年）と判

定根拠 

理解の現状に対する回

答者の主な意見を踏ま

えた対応 

修 正

判定

相関の判定に対する主な回答を

踏まえた判定根拠 

G4①：海側プレー

トの沈み込み境

界付近の断層沿

いで地震（地震断

層の活動）が発生

する可能性。 
＜全体＞ 

G4 

・地震が発生する可

能性あり。 
・ただし、関東地震

に見られるように

地震発生場所（震

源）は沿岸域に限定

される。地震の活動

間隔は 100 数十年

程度。平均変位速度

は数 m～10m/千年。 
・ただし、宝永地震

のような連動型巨

大地震の場合は、

400～600 年の活動

間隔を持つとされ

ている。 

C(太平洋沿岸

域、日本海東縁

海岸部に限定

され、評価期間

内においては、

断層の活動性

によらず、活動

する可能性が

あり) 

・回答者意見としては

おおむね文献情報にも

とづく理解の現状の内

容は適切とされてい

る。ただし、近年、通

常の海溝型地震と連動

型地震とはカテゴリー

が違うとされており、

再来間隔も通常の海溝

型地震に比べて数倍程

度長いとされている。

→今後、国内だけでな

く海外事例も含めて補

足する予定 

C ・回答の多くは、発生場所は限定

され、おおむね適当とする意見。

歴史記録からも明らかなように，

海溝型地震は間違いなく発生し、

それに伴い，分岐断層（海溝より

陸側にある高角逆断層）が活動す

るとしている。その影響範囲は地

震規模によるため、範囲の特定は

困難とし、B とする意見もあっ

た。（A1:3/25、B:1/25、C:6/25、
無回答：15/25） 
・ここでは起因事象の発生場所の

地域性という観点で扱っている

ので C 判定。 

G4②：海側プレ

ートの沈み込み

境界付近の断層

沿いで地震（地震

断層の活動）が発

生した場合、サイ

ト（処分システム

領域）内の岩盤破

壊により母岩の

間隙構造が変化

する可能性。 
＜物質移行＞ 

・地震活動により、

断層がサイト（処分

システム領域）内の

岩盤破壊を引き起

こし、母岩の間隙構

造が変化する可能

性あり。大正関東地

震 (1923)の際には

三浦半島南部が 1
～2m 程度隆起した

ことが知られてお

り、また、南下浦断

A1（断層変位が

起これば、断層

内、周辺は変

形、破壊が発生

し、サイトに対

する影響は大）

・回答者意見としては

おおむね文献情報にも

とづく理解の現状の内

容は適切とされてい

る。一部に破砕帯の幅

（900m）は地質時代に

繰り返し活動した結果

の範囲であって過去

105 年間の断層の幅の

変化量は数～数 10m 程

度とし、最大 900m は事

例としてふさわしくな

A1 ・回答は、おおむね適当とする意

見。断層変位が起こり、地殻歪変

化は発生するが、間隙構造が変化

するかどうかは不明として B と

すべきという意見もあった。ま

た、破砕帯の幅は地質時代に繰り

返し活動した結果の範囲であっ

て過去 105年間の断層の幅の変化

は数～数 10m 程度とし、必ずし

も A1 とは言えないとする意見も

あった。（A1:7.5/25、B:1.5/25、
C:2/25、無回答：14/25） 
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G4→H6.2 層、引橋断層は副次

的に活動したとさ

れている。したがっ

て、海側プレートの

沈み込み境界付近

の断層沿いで地震

によって副次的な

沿岸陸域の断層が

活動し、サイトに影

響を与える可能性

はある。ただし、沿

岸域に限定される。

国内で判明してい

る断層近傍の断層

破砕帯、断層変位に

付随する亀裂分布

幅の最大 900m（片

幅 400-500m) であ

り、この範囲におい

ては岩盤の間隙構

造は顕著に乱され

ている。 

いという意見があっ

た。 
→これについては事例

の精査、修正予定。 

・ここでは、断層変位が起これば

周辺の岩盤破壊は影響の程度に

差はあるものの評価の必要があ

るとし A1 のままとした。ただし、

トンネルなどの例のように全く

影響の無い場合もあるため、今後

原因を精査することとした。 

G4③：海側プレー

トの沈み込み境

界付近の断層沿

いで地震（地震断

層の活動）が発生

した場合、サイト

（処分坑道領域）

内の母岩の応力

変化に影響を与

える可能性。 
＜力学＞ 
G4→H3.2 

・地震活動により、

活断層がサイト（処

分システム領域）内

の岩盤破壊を引き

起こし、母岩の応力

変化に影響を与え

る可能性あり。地震

活動に伴う地殻応

力の再配分により、

地殻歪分布の変化

は、理論的には数

100km にも及ぶ。

震源から 300km 以

上離れると歪変化

レベルは 3×10-7 以

下となる。 
・1923 年関東大地

震後に局地的な圧

縮変形場、引張変形

場が生じている。 

A1（断層変位が

起これば、断層

周辺の岩盤の

応力状態も変

化） 

・回答者意見としては

おおむね文献情報にも

とづく理解の現状の内

容は適切とされてい

る。 

A1 ・回答は、おおむね適当とする意

見。ただし、一部、副次断層によ

る応力変化量は小さいとする意

見もあり。（A1:7/25、A2:1/25、
B:0.5/25、C:0.5/25、無回答：15/25）
・ここでは、応力変化は影響の程

度にかかわらず必ず起こりうる

とし、A1 のままとした。 

相関の判定：10 万年（105 年）程度を評価期間とした場合の連鎖部分の影響の特徴から推測される安全性への影響について

原子力機構が判定。A1:7/25：25 名中 7 名が A1 と判定 

 
表 3-2 に個別の回答状況の集約結果のうち G4 の具体例を示す。G4①については、地震発生

場所が限定されることから判定を C としたのに対して、回答者からはおおむね適切とする意見

が多かった。一部、地震規模によって影響範囲が異なるため、場所の特定は難しいとして B と

する意見もあったが、海溝型地震の場合、沿岸域に特徴的であることから、判定は C のままと

した。G4②について A1 の判定に対して、回答は、おおむね適当とする意見であるが、断層変

位が起こり、地殻歪変化は発生するが、間隙構造が変化するかどうかは不明として B とすべき

という意見もあった。これについては今後精査する必要はあるものの、分岐断層等の変位が発

生（あるいは活動）した場合（G4①）、周辺岩盤の間隙構造に何らかの変化が起こりうると思
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われ、ここでの判定は A1 のままとした。また、G4③については、A1 の判定に対して、陸域の

分岐断層発生による応力変化は小さいとし、A2 とする意見もあったが、回答者の多くは A1 と

していることから、A1 のままとした。G4 以外の事象についてのアンケート集約結果について

は、Appendix-Ⅴに示す。 
 

4. まとめ・課題 

将来数万年以上の長期に亘る地震活動や火山活動など地質・気候関連事象等の処分システム

領域への影響評価シナリオ整備の一環として、隆起・沈降、地震活動、気候変動に関する FEP
データベースの整備例について示した。今回の検討によって、廃棄物安全小委員会報告書（総

合資源エネルギー調査会原子力安全・保安部会、2003） (2)）によって提示されている 56 事象

のうち 46 事象を THMC の観点から処分システムに至るまでの影響の伝搬プロセスを明確にす

ることができ、原子力機構が整備中の処分システム領域内の FEP 相関関係図と関連づけること

ができた。さらに“安全性への影響の可能性と相関の判定”において細分化した事象ごとに影

響の伝搬に関する特性、影響の種別ごとの影響の特徴、規模に関する情報整理を行うことがで

きた。 
“事象の細分化”については、おおむね専門家からは肯定的な意見を得たが、一部の専門家

から細分化の過不足に対する意見があり、今後、FEP 相関関係図も含めて見直し、修正を行う

予定である。また、“安全性への影響の可能性と相関の判定”のうち、“理解の現状”について

は、原子力機構が既往の文献情報をもとに作成したものであり、今回、専門家から提案された

数多くの最新情報、知見の修正等の指摘を踏まえてデータベースの更新に反映する予定である。

“安全性への影響の可能性と相関の判定”のうち、“相関の判定”については、一部を除いて修

正の必要はないと思われるが、“理解の現状”の情報の更新に伴い、判定についても見直す予定

である。 
なお、本検討では事象の最小単位であるシークエンスについての相関の判定を行ったが、今

後、シナリオに取り込むべき事象抽出のため、サイトを特定した場合も含めた事象単位の相関

の判定についても検討する予定である。時間スケールについては、本稿では 105 年を時間スケ

ールの評価期間として区切ったが、地層処分を想定した場合、105～106 年という超長期的な時

間スケールについても事象の評価が必要である。しかし、将来 105～106 年を想定した場合、テ

クトニクスが変化する可能性があり、過去の情報をもとに将来起こり得る事象の影響の種別、

影響の規模あるいは変化量を 0～105 年と同様な方法で抽出することはできない。これについて

は起因事象の成因とも関係し、超長期的な現象の取扱いをどうするのか、今後の課題である。

また、将来的には、今回整備した FEP データベースを活用し、モデル化方法の検討、モデル化

を通じて安全性に影響を与える重要なシナリオの定量的評価を行うことが課題である。 
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付 録 
 

Appendix-Ⅰ 隆起・沈降、地震活動、気候変動*の事象リスト（G1～G56） 
 

TableⅠ-1.  隆起・沈降、地震活動、気候変動*の事象リスト（G1～G56） 
 

事象 隆起・沈降 

G1 構造運動 → 地質構造の変形 →
水文地質学的変

化 → サイト   

G2    → 侵食と堆積 → サイト   

 
事象 地震活動 

G4  → 
地震活動（海側プレ

ートの沈み込み境界

付近の地震） 
→ サイト     

G5    →
水文地質学的変

化 → サイト   

G6    → 熱水活動 → 水文地質学的変化 → サイト 
G7    → 地質構造の変形 → 水文地質学的変化 → サイト 
G8      → 侵食と堆積 → サイト 

G10  → 地震活動（プレート

の衝突に伴う地震）
→ サイト     

G11    →
水文地質学的変

化 → サイト   

G12    → 熱水活動 → 水文地質学的変化 → サイト 
G13    → 地質構造の変形 → 水文地質学的変化 → サイト 
G14      → 侵食と堆積 → サイト 

G16  → 
地震活動（陸側プレ

ート内の浅い地震

（活断層沿い）） 
→ サイト     

G17     →
水文地質学的変

化 → サイト   

G18    → 熱水活動 → 水文地質学的変化 → サイト 
G19    → 地質構造の変形 → 水文地質学的変化 → サイト 
G20      → 侵食と堆積 → サイト 

G22  → 
地震活動（陸側プレ

ート内の浅い地震

（活断層沿い以外））

→ サイト     

G23    →
水文地質学的変

化 → サイト   

G24    → 熱水活動 → 水文地質学的変化 → サイト 
G25    → 地質構造の変形 → 水文地質学的変化 → サイト 
G26      → 侵食と堆積 → サイト 

 
事象 気候変動 

G52 
地球規模

気候変動 → 海面変化 →
水文地質学的変

化 → サイト   

G53    → 侵食と堆積 → サイト   

G54    →
地域的・局地的気

候変動 → 水文地質学的変化 → サイト 

G55      → 侵食と堆積 → サイト 
G56    → 周氷河現象 → 水文地質学的変化 → サイト 

*表中の記述は、産業技術総合研究所（2007）(3)から引用 
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Appendix-Ⅱ 隆起・沈降、地震活動、気候変動の細分化事象           
 

TableⅡ-1.  隆起・沈降、地震活動、気候変動の細分化事象リスト 
事象 
番号 

細分化 
事象番号 

起因事象からサイトへの影響の 
伝播プロセス 

細分化したサイトへの影響 
影響の 
種別
(THMC） 

影響の
種別数

G1～G2：隆起・沈降 以下の合計  7 
G1 

 
G1 構造運動→地質構造の変化→水文地質学的

変化→サイト 
隆起に伴う地形変化に伴う水理（動水勾
配の変化） 

H 1 

G2-1 隆起・沈降に伴う地質構造の変化による
マスムーブメント発生によるサイトの直
接的な破壊 

M 1 

G2-2 

構造運動→地質構造の変化→侵食・堆積→
サイト 
                           

隆起・沈降に伴う地質構造の変化、侵食
（削剥）によるサイトの対地深度の変化
によるサイト内の水理等の変化 

T,H,M,C 4 

G2 

G2’ 
 

構造運動→地質構造の変化→侵食・堆積→
水文地質学的変化→サイト 

隆起・沈降に伴う地質構造の変化、侵食
による地形変化による水理の変化（動水
勾配変化） 

H 1 

G4～G8：海側プレートの沈み込み境界付近の地震 以下の合計 15 
G4 G4 構造運動→地震活動（海側プレートの沈み

込み境界付近の地震）→サイト 
海側プレートの沈み込み境界地震によ
り、沿岸の派生断層が活動し、サイトが
直接破壊、応力変化 

M 
(構造含) 

2 

G5-1 海側プレートの沈み込み境界地震によ
り、沿岸の派生断層が活動し、断層内の
裂罅形成による地表水流入等による地下
水水理、化学の変化 

H,C 2 

G5-2 海側プレートの沈み込み境界地震によ
り、沿岸の派生断層が活動し、断層周辺
の岩盤内の裂罅形成による透水性変化に
よる地下水水理が変化 

H 1 

G5 

G5-3 

構造運動→地震活動（海側プレートの沈み
込み境界付近の地震） 
→水文地質学的変化→サイト 
                           

海側プレートの沈み込み境界地震によ
り、震源周辺の岩盤内の応力変化による
水圧変化（過剰間隙水圧の発生）、地下水
流動変化 

H 1 

G6 G6 
 

構造運動→地震活動（海側プレートの沈み
込み境界付近の地震）→熱水活動→水文地
質学的変化→サイト 

海側プレートの沈み込み境界地震によ
り、沿岸の派生断層が活動し、深部から
の熱水の流入による地下水水理、熱、化
学の変化 

T,H,C 3 

G7 G7  
 

構造運動→地震活動（海側プレートの沈み
込み境界付近の地震） 
→地質構造の変化→水文地質学的変化→サ
イト 

海側プレートの沈み込み境界地震によ
り、沿岸の派生断層が活動し、断層変位
に伴う地質構造の変化による地下水水理
の変化（動水勾配変化） 

H 1 

G8 
 

構造運動→地震活動（海側プレートの沈み
込み境界付近の地震） 
→地質構造の変化→侵食と堆積→サイト 

海側プレートの沈み込み境界地震によ
り、沿岸の派生断層が活動し、断層変位
に伴う地質構造の変化、侵食（削剥）に
よるサイトの対地深度の変化によるサイ
ト内の地下水水理、化学、熱、応力の変
化 

T,H,M,C 4 

G8 

G8’ 
 

構造運動→地震活動（海側プレートの沈み
込み境界付近の地震） 
→地質構造の変化→侵食と堆積→水文地質
学的変化→サイト  

海側プレートの沈み込み境界地震によ
り、沿岸の派生断層が活動し、断層変位
に伴う地質構造の変化、侵食による地形
変化による地下水水理の変化（動水勾配
変化） 

H 1 

G10～G14：プレートの衝突に伴う地震 以下の合計 15 
G10 G10 構造運動→地震活動（プレートの衝突に伴

う地震）→サイト 
プレートの衝突に伴う地震断層が活動
し、サイトが直接破壊、応力変化 

M 
(構造含) 2 

G11-1 プレート衝突に伴う地震断層が活動し、
断層内の裂罅形成による地表水流入等に
よる地下水水理、化学の変化 

H,C 2 

G11-2 プレート衝突に伴う地震断層が活動し、
断層周辺の岩盤内の裂罅形成による透水
性変化による地下水流動特性が変化 

H 1 

G11 

G11-3 

構造運動→地震活動（プレートの衝突に伴
う地震）→水文地質学的変化→サイト 
                                       

プレート衝突に伴う地震断層の活動によ
り、震源周辺の岩盤内の水圧変化（過剰
間隙水圧の発生）、地下水流動変化 

H 1 

G12 G12 
 

構造運動→地震活動（プレートの衝突に伴
う地震）→熱水活動 

プレート衝突に伴う地震断層の活動によ
り、深部からの熱水の流入による地下水

T,H,C 3 
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→水文地質学的変化→サイト 水理、化学、熱の変化 
G13 G13  

 
構造運動→地震活動（プレートの衝突に伴
う地震）→地質構造の変化→水文地質学的
変化→サイト 

プレート衝突に伴う地震断層の活動によ
り、断層変位に伴う地質構造の変化によ
る地下水水理の変化（動水勾配変化） 

H 1 

G14 
 

構造運動→地震活動（プレートの衝突に伴
う地震）→地質構造の変化→侵食と堆積→
サイト 

プレート衝突に伴う地震断層の活動によ
り、侵食によるサイトの対地深度の変化
によるサイト内の地下水水理、熱、化学、
力学の変化 

T,H,M,C 4 

G14 

G14’ 
 

構造運動→地震活動（プレートの衝突に伴
う地震）→地質構造の変化→侵食と堆積→
水文地質学的変化→サイト  

プレート衝突に伴う地震断層の活動によ
り、侵食による地形変化による地下水水
理の変化（動水勾配変化） 

H 1 

G16～G20：活断層沿いの地震 以下の合計 15 
G16 G16 構造運動→地震活動（活断層沿いの地震）

→サイト 
活断層が活動し、サイトが直接破壊、応
力変化 

M 
(構造含) 

2 

G17-1 活断層が活動し、断層内の裂罅形成によ
る地表水流入等による地下水水理、化学
の変化 

H,C 2 

G17-2 活断層が活動し、断層周辺の岩盤内の裂
罅形成による透水性変化による地下水流
動特性が変化 

H 1 

G17 

G17-3 

構造運動→地震活動（活断層沿いの地震）
→水文地質学的変化→サイト 

活断層が活動し、岩盤内の水圧変化（過
剰間隙水圧の発生）、地下水流動変化 H 1 

G18 G18 
 

構造運動→地震活動（活断層沿いの地震）
→熱水活動→水文地質学的変化→サイト 

活断層が活動し、深部からの熱水の流入
による地下水水理、化学、熱の変化 T,H,C 3 

G19 G19  
 

構造運動→地震活動（活断層沿いの地震）
→地質構造の変化 
→水文地質学的変化→サイト 

活断層が活動し、断層変位に伴う地質構
造の変化による地下水水理の変化（動水
勾配変化） 

H 1 

G20 
 

構造運動→地震活動（活断層沿いの地震）
→地質構造の変化→侵食と堆積→サイト 

活断層が活動し、侵食によるサイトの対
地深度の変化によるサイト内の地下水水
理、熱、化学、応力の変化 

T,H,M,C 4 
G20 

G20’ 構造運動→地震活動（活断層沿いの地震）
→地質構造の変化→侵食と堆積 
→水文地質学的変化→サイト  

活断層が活動し、侵食による地形変化に
よる地下水水理の変化（動水勾配変化） H 1 

G22～G26：活断層沿い以外の地震 以下の合計 15 
G22 G22 

 
構造運動→地震活動（陸側プレート内の浅
い地震（活断層沿い以外）→サイト 

活断層以外の断層（伏在断層）が活動し、
サイト破壊、応力変化 

M 
(構造含) 

2 

G23-1 活断層以外の断層（伏在断層）が活動し、
断層内の裂罅形成による地表水流入等に
よる地下水環境の変化 

H,C 2 

G23-2 活断層以外の断層（伏在断層）が活動し、
岩盤内の水圧変化（過剰間隙水圧の発
生）、地下水流動変化 

H 1 

G23 

G23-3 

構造運動→地震活動（陸側プレート内の浅
い地震（活断層沿い以外） 
→水文地質学的変化→サイト 
                                       

活断層以外の断層（伏在断層）が活動し、
岩盤内の応力変化による水圧変化 H 1 

G24 G24 
 

構造運動→地震活動（陸側プレート内の浅
い地震（活断層沿い以外）→熱水活動→水
文地質学的変化→サイト 

活断層以外の断層（伏在断層）が活動し、
深部からの熱水の流入による地下水水
理、化学、熱の変化 

T,H,C 3 

G25 G25  
 

構造運動→地震活動（陸側プレート内の浅
い地震（活断層沿い以外） 
→地質構造の変化→水文地質学的変化→サ
イト 

活断層以外の断層（伏在断層）が活動し、
断層変位に伴う地質構造の変化による地
下水水理の変化（動水勾配変化） H 1 

G26 
 

構造運動→地震活動（陸側プレート内の浅
い地震（活断層沿い以外） 
→地質構造の変化→侵食と堆積→サイト 

活断層以外の断層（伏在断層）が活動し、
侵食によるサイトの対地深度の変化によ
るサイト内の地下水水理、熱、化学、応
力の変化 

T,H,M,C 4 

G26 

G26‘ 構造運動→地震活動（陸側プレート内の浅
い地震（活断層沿い以外） 
→地質構造の変化→侵食と堆積→水文地質
学的変化→サイト  

活断層以外の断層（伏在断層）が活動し、
侵食による地形変化による地下水水理の
変化（動水勾配変化） H 1 

G52～G56：気候変動 以下の合計 19 
G52 G52 海面変化→水文地質学的変化→サイト 氷期－間氷期の海面の昇降による塩淡境

界の移動、塩水浸入等による水理、地下
水化学の変化 

H,C 2 

G53-1 海面変化→侵食と堆積→サイト 氷期－間氷期の海面の昇降による地形変
化によってマスムーブメントの発生によ
るサイトの直接的な破壊 

M 1 
G53 

G53-2  氷期－間氷期の海面の昇降による地形変 T,H,M,C 4 
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化、侵食によるサイトの対地深度の変化
によるサイト内の水理、化学、熱、応力
の変化 

G53’ 海面変化→侵食と堆積→水文地質学的変化
→サイト 

氷期－間氷期の海面の昇降による地形変
化、侵食による地形変化によるサイト内
の地下水水理の変化（動水勾配変化） 

H 1 

G54-1 気候変動による降水量の変化により、涵
養量変化が起こり、サイト内の地下水水
理が変化 

H 1 
G54 

G54-2 

海面変化→地域的・局地的気候変動→水文
地質学的変化→サイト 

気候変動による蒸発散量の変化により、
涵養量変化が起こり、サイト内の地下水
水理が変化 

H 1 

G55-1 気候変動による降水量が変化し、マスム
ーブメントの発生によるサイトの直接的
な破壊 

M 1 

G55-2 

海面変化→地域的・局地的気候変動→侵食
と堆積→サイト 

気候変動による降水量が変化し、侵食に
よるサイトの対地深度の変化によるサイ
ト内の地下水水理、化学、熱、応力の変
化 

T,H,M,C 4 

G55 

G55’ 海面変化→地域的・局地的気候変動→侵食
と堆積→水文地質学的変化→サイト 

気候変動による降水量が変化し、侵食に
よる地形変化によるサイト内の地下水水
理の変化（動水勾配変化） 

H 1 

G56 地球規模気候変動→海面変化→周氷河現象
→水文地質学的変化→サイト 

周氷河現象により、永久凍土が発達し、
地表からの涵養量の変化によるサイト内
の地下水水理、化学の変化 

H,C 2 
G56 

G56’ 地球規模気候変動→海面変化→周氷河現象
→侵食と堆積→水文地質学的変化→サイト

周氷河現象により、ソリフラクション等
の侵食による地形変かに伴う地下水水理
の変化（動水勾配変化） 

H 1 
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Appendix-Ⅲ 相関関係図中の起因事象および関連事象の用語説明 
 
地震活動 
地震活動は、地球表面での急激で相対的な動きが要因で発生し、この動きは断層や地質境界に

沿って発生する。これに伴って解放されるエネルギーは、地面の動きや時に地表のずれ破壊と

して現れる。ここでは、断層のずれ破壊までとし、断層活動による周辺の応力変化や断層周辺

の岩盤の変形、岩盤中の亀裂発生、地下水の状態の変化等までは含まない。 
 
隆起・沈降 
隆起とは地面が海面に対して高度を増すこと、沈降とは地面が海面に対して高度を減ずること

である。地殻変動、火山活動などによって地盤が絶対的に上昇・下降して起こる場合と、海面

の下降・上昇によって相対的に地面の高度が変化する場合とがある。ここでは非地震性隆起を

取り扱う。なお、隆起に伴う変形、岩盤の亀裂分布の変化等は含めない。 
 
熱水活動 
地下水の密度差によって起こる地下水の流れの発生とそれに伴って高温の地下水が岩石中を流

れる現象。ここでは高温の地下水が流れることによって起こる鉱物の熱水変質や周辺地下水の

水温上昇などは含まない。 
 
海面変化 
地球規模のユースタティックな変動と局地的な地質変動によるアイソスタティックなものとが

ある。陸の氷と海との間での水の移動による海面変化は、ユースタティックであり、氷床が溶

けると海水量が増えて海面が上昇する。特定の地域の海面は、陸の垂直方向の動きの影響も受

ける。例えば、氷河の荷重や除去に伴う陸地の下降や上昇はアイソスタティックな変化である。 
 
気候変動 
第四紀は、氷河期と間氷期を繰り返すサイクルとして特徴づけられる。ミランコビッチ理論に

よると、第四紀の氷期・間氷期サイクルは、入射光の季節的・緯度的な分布の中で起こる長期

的な変化が原因とされており、これらの影響は、氷、植物、雲の面積や大気の組成のような要

因によって増幅される。ここではこの地球規模の気候変動に加えて地域的な特性による局地的

な気候変動も含む。 
 
侵食・堆積 
地球の表面が雨・流水・風・雪・氷河等の外因的営力により岩石や堆積物の除去や集積に関す

る現象を指し、ここでは侵食・堆積に伴う地形変化を含む。 
 
降水 
降水は、地球上の水循環のサイクルのうち、空から 水が降る現象。雨、雪などを指し、雹など

の固形の 水も含まれる。降水現象によって降った水の量は降水量で表される。 
 
気温 
気温は、大気の温度のことであり、ここでは気温は地上から 1.25～2.0m の高さ（日本の気象

庁の基準では 1.5 m）である。 
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蒸発散 
蒸発散は、蒸発と蒸散を合わせたもの。地球上の水循環の中の 1 つ。水がその表面で水蒸気に

変わる現象を蒸発という。植物の作用による蒸発は、特に蒸散と呼ばれている。自然の地表面

からの蒸発には、土壌面や水面からの蒸発の他に植物による蒸散が含まれている。 
 
地形と地質構造 
地形は地表の形態、地質構造は地殻変動によって生じた岩石・岩体の変形・変位を指し、大構

造は大褶曲、・大断層など大規模な構造形態、中構造は大構造に伴う小褶曲・小断層・片理構造

を、小構造は小節理、鉱物の配列などを含む。地形は地殻変動のような内的営力だけでなく、

雨・風・河川・氷・波・温度変化などの外的営力によっても変化する。 
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Appendix-Ⅳ FEP シート        
 

Table-Ⅳ-1.  FEP シート（R1.1 地下水温） 
1.名称 R1.1 地下水温 
2.概要 広域地下水流動領域の「地下水温」の特徴は、一般に地下数 10m 以深の恒温層に賦存する地下水の水温を指し、

気温の影響を受けず、年間を通じてほぼ一定であり、気温の影響を受ける表流水の水温と区別される。 
広域地下水流動領域の「地下水温」は、熱水等の流入により影響を受け、母岩の温度に影響を及ぼす。 

3.安全性へ

の 影 響 の

可能性 

広域地下水流動領域における「地下水温」の長期的な変化が地層処分の安全性に与える影響として、以下の点

が挙げられる。 
熱＞G6⑤、G12⑤、G18⑤、G24⑤ 

4.他ＦＥＰ

と の 関 連

性 

 
5.現象、特

性 に 関 す

る 理 解 の

現状 

日本の平均的な地温勾配は 100m で 3℃であり、地下水温も熱的影響を受けなければこれに従う。しかし、核

燃料サイクル開発機構(1999)[1]に取り上げられている矢野ほか(1999)[2]では、非火山地域においても地温勾

配が 5℃/100m を越える例が存在することが示されている。これは、一部には深部流体起源の地下水が含まれる

ためであるとしている。 

地震活動後、活断層周辺において水温上昇を示した例として、1995 年新潟県北部地震直後に活断層周辺にお

いて異常出水が観測されており、その水温が測定されている(Xu and Oki, 2004[3])。水温分布を見ると活断層

から 2-3km の範囲において異常湧水した水の水温は、活断層から 2-3km 以遠の湧水に比べると水温は高いとし

ており、地震活動に伴って活断層沿いに高温の深部流体が流入したために活断層近くの地下水の水温が上昇し

たと推定されている（G18）。 

 

6.今後の課

題 
地震活動等の地下水化学への影響の範囲や種類について地表においては数多い観測データはあるが、地震前後

を比較した例はない。また、深部についても情報に乏しく、特に深部流体に関しては、地表での観測データの

みあり、深部における動態や賦存状況など不明なことが多い。 
7.参考文献 [1]:核燃料サイクル開発機構（1999）：我が国における高レベル放射性廃棄物地層処分の技術的信頼性--地層処

分研究開発第 2 次取りまとめ--分冊１ 我が国の地質環境、JNC TN1400 99-021 
[2]:矢野雄策・田中明子・高橋正明・大久保泰邦・笹田政克・梅田浩司・中司 昇 (1999) ：日本列島地温勾配

図，地質調査所 
[3]:Xu H and Oki Y.(2004): Expulsion of a geopressured hydrothermal system associated with destructive 

earthquakes and buried active faults in the Shinanogawa seismic belt, Japan, The Iskand Arc, 
13,333-345. 

ｼｰﾄ履歴 更新日：2010 年 10 月 13 日 

 
Table-Ⅳ-2. FEP シート（R2.1 水理特性） 

1.名称 R2.1 水理特性 
2.概要 広域地下水流動領域の「水理特性」には、地質構造、断層、割れ目や地質境界などを持つ岩盤中の地下水の流れ

を決定する基本的な特性、および長期的な天然事象、人間活動による時空間的変化が含まれる。この水理特性を

表わすパラメータには、透水係数、含水率、飽和度、動水勾配等（ここでは地下水水理も含む）などがある。こ

れらの物性値は、地質構造や断層帯や割れ目の大きさ、マトリックスの間隙率などに依存し、地下水流動に影響

を与える。 
3.安全性

への影響

の可能性 

広域地下水流動領域における「水理特性」の長期的な変化が地層処分の安全性に与える影響として、以下の点が

挙げられる。 
水理＞G17-1④、G17-2③、G17-3③、G18③、G19③、G20'④、G1②、G2'③、G52③、G53'③、G54③⑦、G55'
③、G5-1④、G5-2③、G5-3③、G6③、G7③、G8’④、G11-1④、G11-2③、G11-3③、G12③、G13③、G14’④、

G23-1④、G23-2③、G23-3③、G24③、G25③、G26’④、G56③、G56’③ 

熱水活動
G6,G12,G18,

G24
R1.1 　地下水温

H1.2 母岩の温度
（地下水温）

※

サイト
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4.他ＦＥ

Ｐとの関

連性 G11-1,G23-

1,G17-1
R2.1　水理特性

H2.2  母岩の

地下水流動
※

サイト

R2.2　地下水流動

R5.1　幾何形状･間隙
構造･亀裂構造

G5-2,G11-
2,G23-2G17-2,

R3.1　岩盤の応力G5-3,G11-3,G23-

3,G17-3

　熱水活動
G6,G12,G24,G

18

地形と地質構造
G7,G8',G13,G14',G
25,G26'G19
G20'

侵食･堆積

G19他

G20'他

G11-1,G23-1,G17-1

R2.4水文学的体系と水収支

（塩淡境界の移動、涵養）

R2.4水文学的体系と水収支

（塩淡境界の移動、涵養）
G52,G56 R2.1　水理特性

H2.2 母岩の

地下水流動
※

サイト

R2.2　地下水流動

G53'

地形と地質構造G1
G2'

G1

大気の気温

降雨/蒸発

蒸発

降雨/蒸発

降水G54
G55'

侵食･堆積

G55'

G53'
G2'

G54

  

 
5.現象、

特性に関

する理解

の現状 

核燃料サイクル開発機構(1999)[1]では、文献調査および東濃地域でのデータから動水勾配に地形勾配、深度依

存性があることを示した。核燃料サイクル開発機構(2005)[2]では、幌延地区における深部堆積岩に透水係数の

深度依存性があることを示した。 

地震後の水理特性変化については、地震発生後に一時的な間隙水圧変化や断層周辺の透水係数に変化が生じ、

地下水位の昇降をもたらし（Scholz,1990[3]）、動水勾配に影響を与える可能性のあることが多くの事例から指

摘されている（G17-1,G17-2 他）。また、震央距離最大約 2700km で変化(0.1m)感知、1000km 以内で 0.5m 以上変

位、最大は 200km で 3.8m 変位を観測する例および震央距離約 220km で湧水量が最大 0.27ℓ/s 変化した例が報告

されている（地震予知連絡会会報、1990-2005[4]（G17-3 他）。Zhang et al(1999)[5]は、断層の圧砕室内実験か

ら、断層部における変位量が 150mm 程度である場合、断層ガウジの透水係数が 2 オーダー変化することが示され

ている。徳永(1999)[6]、佐藤ほか(2000)[7]は、現地の断層周辺の湧水量の経時変化と解析的検討から、地震に

よる地山亀裂再配分等で、地山周辺透水係数は 5～7 倍増加したことが示されている。北川他（2004）[8]は、野

島断層において地震後、活動した断層部の透水性の経時変化を注水法で測定している。これによると地震前の状

態は不明であるが、地震後、3 回の試験によって時間の経過とともに透水係数は減少し、もとの状態に回復して

いるとしている（G17－2 他）。 

地震活動後に地下水位は圧縮変形場で上昇し、引張変形場で下降する事象は各地の地震活動で報告されており、

川辺(1991)[9]は、1923 年関東大地震前後に伊豆半島北部から房総半島先端部において、圧縮変形場で水位上昇、

引張変形場で水位低下が発生したことを報告してい（G17-3 他）る。また Ge and Screaton (2005)[10]は、地震

活動後に堆積物中の水頭が約 90m 変化し、元の高さ近くで安定するまで約 1,000 年かかると解析した（G17-2 他）。

塩淡境界の移動に関する解析事例として、登坂(2002a)[11]は降雨涵養量が減少すると沿岸域で塩淡境界が浅く

なることを報告し、登坂(2002b)[12]は海退を伴う場合、塩淡境界が海域へ張り出す可能性を報告した（G52）。

核燃料サイクル開発機構(1999)[3]は、周氷河現象が発生すると永久凍土の成長に伴って沖積地盤は不透水層

となり、地下水の湧出域が不凍域に限られ、地下水流動が大きく変化すると想定している。三浦ほか(1995)[13]

は、最終氷期最寒冷期の北海道において凍結融解作用が生じる活動層の厚さを約 2m と報告している。また貝塚

(1998)[14]は、永久凍土の厚さがカナダ北部で 400m、シベリア東部で 500m に達し、活動層が表層から 0.5～3.0m

程度の厚さであったと報告している（G56）。 

6.今後の

課題 
天然事象の水理特性への影響の範囲や種類について直接観測することは困難であり、長期的な水理特性変化や地

下水圧変化などのモニタリング観測点からの情報の蓄積と数値解析による検討が重要である。 
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Table-Ⅳ-3. FEP シート（R2.2 地下水流動） 

1.名称 R2.2 地下水流動 
2.概要 広域地下水流動領域の「地下水流動」の内容には、地質構造や断層、割れ目、地質境界などの状況に応じた岩

盤内の地下水流動の時間空間的変化が含まれる。その一連の現象に関連するパラメータとして、地下水の流速、

流向、流動経路などの変化があり、透水係数の変化など水理特性に影響を受ける。 

3.安全性へ

の 影 響 の

可能性 

広域地下水流動領域における「地下水流動」の長期的な変化が地層処分の安全性に与える影響として、以下の

点が挙げられる。 
水理＞G17-1④、G17-2④、G17-3③、G18③、G19③、G20'④、G1②、G2'③、G52③、G53'③、G54③⑦、

G55'③、G5-2④、G5-3③、G6③、G7③、G8’④、G11-1④、G11-2③、G11-3③、G12③、G13③、G14’④、

G23-1④、G23-2③、G23-3③、G24③、G25③、G26’④、G56③、G56’③ 
 

4.他ＦＥＰ

と の 関 連

性 G11-1,G23-

1,G17-1
R2.1　水理特性

H2.2  母岩の

地下水流動
※

サイト

R2.2　地下水流動

R5.1　幾何形状･間隙
構造･亀裂構造

G5-2,G11-
2,G23-2G17-2,

R3.1　岩盤の応力G5-3,G11-3,G23-

3,G17-3

　熱水活動
G6,G12,G24,G

18

地形と地質構造
G7,G8',G13,G14',G
25,G26'G19
G20'

侵食･堆積

G19他

G20'他

G11-1,G23-1,G17-1

R2.4水文学的体系と水収支

（塩淡境界の移動、涵養）
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R2.4水文学的体系と水収支

（塩淡境界の移動、涵養）
G52,G56 R2.1　水理特性

H2.2  母岩の

地下水流動
※

サイト

R2.2　地下水流動

G53'

地形と地質構造G1
G2'

G1

大気の気温

降雨/蒸発

蒸発

降雨/蒸発

降水G54
G55'

侵食･堆積

G55'

G53'
G2'

G54

 

5.現象、特

性 に 関 す

る 理 解 の

現状 

地質・気候関連事象等の天然事象による地下水流動への影響の種類、大きさについて現地で直接確認された

例はない。しかし、地震活動についてはコサイスミックな水理変化を想定した数値解析的検討例（徳永

(1999)[1]ほか G17-2 他）や水温、水質変化から地下水流動変化を想定した例があり、海面変化、気候変動に

ついては、海面低下、降水量変化を考慮した長期的な地下水流動状況の変化を数値解的に解析した報告例など

がある（核燃料サイクル開発機構(2005)[2])）。 

核燃料サイクル開発機構(2005)[2]は、東濃地区における地下水流動解析を行い、地形変化や気候変動による

涵養量変化による地下水位分布および動水勾配分布変化の程度を解析的に示している。解析においては、現在

12 万年後に比べて涵養量の低い 5 万年後のほうが、涵養域の水頭値が低い値を示しており、地下水流速へも影

響が現れることが予想されている（G54）。また、松岡(2004)[3]は福島県常磐沖サイトにおいて、複数の岩盤

の透水係数のケースについて、将来、予測される地下水位の低下、海水準の変動を考慮し、数値解析的に地下

水流動の長期変動の予測を行っている（G52)。この結果、海面低下とともに塩淡境界の位置も沖合に移動する

が、その移動の仕方は岩盤の透水性は低いほど遅れることを示している。 

その他、地震活動に伴って、活断層周辺の温泉の水温、湧水量変化（神戸周辺、有馬温泉など）から、地震

活動時に深部地下水と浅所の地表水とが混合したと推定している報告事例もある。ただし、詳細な混合メカニ

ズムについては不明であるとしている[4]（G18）。   

地下水流動は水理特性（透水係数、動水勾配、岩盤応力、涵養量、塩淡境界）の変化の影響を受ける。海側

プレートの沈み込み境界付近の断層活動や、プレートの衝突帯付近の断層活動は上盤側の隆起を引き起こし、

離水海岸地形が発達する（前杢 2006[5], 宇佐美 1996[6]（G8’,G14’））。海岸部の隆起により海浜が付加さ

れ、塩淡境界面が沖合に移動し、その結果地下水流動が変化する可能性が考えられる。檜垣(2008)[7]は、2008

年岩手･宮城内陸地震で全長 1,300m、幅 900m、最大深さ 150m 以上の地すべりが地震に誘発されて発生したと

報告している。地震活動により大規模な崩壊が発生した場合、地下水流動への影響が考えられる G20’)。宇田

ほか(1998)[8]は、野島断層の深度 1,800ｍにおいて、地震時に地下水が地表に流出し、流出後新たな地下水が

流入していると報告している（G17-1）。塩淡境界の移動に関する解析事例として、登坂(2002a)[9]は陸域淡水

領域と塩淡境界付近では地下水流動方向が異なり、前者は水平方向、後者は境界面に沿った上昇流が卓越する

ことを報告し、登坂(2002b)[10]は海退時に塩淡境界が海域へ張り出す可能性を報告している（G52）。 

6.今後の課

題 
天然事象の地下水流動への影響の範囲や種類について直接観測することは困難であり、長期的な水理特性変化

や地下水圧変化などのモニタリング観測点からの情報の蓄積と数値解析による検討が重要である。 
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球「断層解剖計画」（号外）、21、pp.171-175 
[9]:登坂博行（2002a）：地質時間にわたる淡塩漸移帯の形成過程と形態変化に関する数値解析的検討（その 1）

静的境界条件下における検討、応用地質、43、5、pp293-305 
[10]:登坂博行（2002b）：地質時間にわたる淡塩漸移帯の形成過程と形態変化に関する数値解析的検討（その 2）

動的境界条件下における検討、応用地質、43、5、pp306-315 
ｼｰﾄ履歴 作成：2010 年 11 月 1 日 
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Table-Ⅳ-4. FEP シート（R2.4 水文学的体系と水収支） 
1.名称 R2.4 水文学的体系と水収支 
2.概要 地表付近の水の移動、地下水と地盤との水収支、およびその変化を取り扱う。地下水流動系外との水の流出入で

あり、涵養量の変化や塩水侵入等による系内への地下水流入もこれに含まれる。涵養量は、地形・地質条件や植

生、土壌などに左右され、地域性が見られる。長期的には、気候変動によって降水量や蒸発散量が変化すれば、

涵養量もその影響を受けて増減する。それ以外に、活断層沿いで地震が発生した場合、断層や裂罅など地表の亀

裂開口部から表層水が地下へ流入する可能性がある。また、海面変化による海岸線が移動し塩淡境界が移動する

場合、塩淡境界の移動にともなって、地下水の涵養域に変化が生じる可能性もある。涵養量が変化すると地下の

水理特性（水理ポテンシャル）･地下水化学に影響を及ぼし、地下水流動変化にも影響を与える可能性がある。

3.安全性

への影響

の可能性 

広域地下水流動領域における「水文学的体系と水収支」の長期的な変化が地層処分の安全性に与える影響として、

以下の点が挙げられる。 
水理＞G5-1③、G11-1③、G17-1③、G23-1③、、G52②、G54②、G56② 
 
 

4.他ＦＥ

Ｐとの関

連性 
R2.1　水理特性
（ポテンシャル）

H2.2  母岩の
地下水流動

※R2.2　地下水流動

H4.2  母岩の
地下水化学

※R4.1　地下水化学

R2.4　水文学的体系と水収支
（塩淡境界の移動、涵養）

G11-1,G23-
1G,17-1

大気の温度

降雨/蒸発

蒸発散

降雨/蒸発

降水G54

サイト

R5.1　幾何形状･間隙
構造･亀裂構造

G52,G56

5.現象、

特性に関

する理解

の現状 

過去の地下水涵養量に関する報告事例はなく、過去の降水量や気温の変化の推定値から（降水量－蒸発散量）

を計算し、それに対する涵養比率を現在の岩盤浸透量から概略推定した例しかない。 

核燃料サイクル開発機構(2005)[1]、山内ほか(2000)[2]、宮原ほか(2002)[3]、核燃料サイクル開発機構

（2002)[4]は、流量観測データと気象データから、岩盤涵養量は河川流域の上流部（正馬川上流）と下流部（正

馬川下流）で異なり、降水量が同じでも上流域の持つ地形、地質条件下では下流域に比べて涵養量が大きい傾向

にあることを示し、岩盤への涵養量の地域的な違いを示している。 関(1998)[5]は、地質調査から、わが国の花

崗岩帯における酸化帯の下限を 60～140m と想定しており、地震時、非地震時を問わず少なくともこの深度まで

岩盤亀裂を通じて地表の酸化的地下水が地下に流入した可能性を示している（G17-1,G17-2 他）。宇田ほか

(1998)[6]は、活断層の事例として野島断層において、GL-1800m まで地表水の流入による酸化亀裂の存在を報告

しており、地震後 1000m 以深まで浅所地下水が流入した可能性を指摘している。 

登坂(2002)[7]は、降雨涵養量が減少した場合沿岸域では塩淡境界が浅くなる可能性を示した（G52,G54）。 

 

6.今後の

課題 
現状において過去の地下水涵養量は過去の降水量や蒸発散量から推定するしかないが、現在と過去とでは気候条

件が異なるため、過去に近い気象条件下での地下水涵養量の推定法の確立が課題である。 
7.参考文

献 
[1]核燃料サイクル開発機構（2005）：高レベル放射性廃棄物の地層処分技術に関する知識基盤の構築 －平成 17

年取りまとめ－分冊 1 深地層の科学的研究、第 4 章 地質環境特性の調査・評価技術、pp.Ⅳ1-184 
[2]山内大祐, 宮原智哉, 竹内真司, 小田川信哉 (2000)：超深地層研究所計画用地周辺の水収支観測結果, サイク

ル機構技報, No.9 (2000), pp.103-114. 
[3]宮原智哉, 稲葉 薫, 三枝博光, 竹内真司 (2002)：広域地下水流動研究実施領域における水収支観測結果と地

下水流動スケールの検討, サイクル機構技報, No.16, pp.137-148. 
[4]核燃料サイクル開発機構 (2002)：高レベル放射性廃棄物の地層処分技術に関する研究開発－平成 13 年度報

告－, 核燃料サイクル開発機構, JNC TN1400 2002-003. 
[5]関 陽児(1998)：土壌・風化帯の形成と水質変化, 地質調査所月報, 49, pp.639-667 
[6]宇田進一，林 愛明，竹村恵二（1998）：ボーリングコアから見た野島断層破砕帯の地下水の流動，月刊地球

「断層解剖計画」（号外），21，pp.171-174． 
[7]:登坂博行（2002）：地質時間にわたる淡塩漸移帯の形成過程と形態変化に関する数値解析的検討（その 1）静

的境界条件下における検討、応用地質、43、5、pp293-305 
ｼｰﾄ履歴 作成：2010 年 11 月 10 日 
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Table-Ⅳ-5. FEP シート（R4.1 地下水化学） 
1.名称 R4.1 地下水化学 
2.概要 広域地下水流動領域の「地下水化学」の内容には、間隙水の化学組成（pH、酸化還元電位、溶存元素濃度等）、

イオン形態、イオン強度、岩盤構成物との化学反応など地下水の化学特性が含まれる。また、「地下水化学」

は、熱水活動や表層における地下水の出入りによる「水理体系と水収支」などに依存することが考えられる。

3.安全性へ

の 影 響 の

可能性 

広域地下水流動領域における「地下水化学」の長期的な変化が地層処分の安全性に与える影響として、以下の

点が挙げられる。 
化学＞G17-1⑤、G18④、G5-1⑤、G6④、G11-1⑤、G12④、G23-1⑤、G24④、G52④、G56④ 

4.他ＦＥＰ

と の 関 連

性 

5.現象、特

性 に 関 す

る 理 解 の

現状 

地下水の水質に関する文献、知見に関しては第 2 次取りまとめにおいてデータが整備されており、その一般

的な傾向に関する情報も整理されている（核燃料サイクル開発機構(1999)[1]）。降水を起源とする地下水の傾

向としては、pH は表層付近の中性から深度とともに弱アルカリ性へと変化すること、水質は、深度とともに

Na-Ca(Mg)-HCO3タイプから Na-HCO3タイプに変化することなどが挙げられる（G17-1 他）。塩水系地下水には海

水起源のものと深部流体起源がある。海水起源の多くは Na-Cl であるが、水－岩石反応が進むと一部は Ca-Cl

型（古海水）へと進化する傾向にある[2]。深部流体は、一部の Ca-SO4タイプを除くとすべて Na-Cl タイプで

あり、水素、酸素同位体比や He 同位体比から降水起源の地下水と区別される[3][4]（G18 他）。 

東濃地域の花崗岩の例では、水素・酸素同位体比から、降水起源と同定されている地下水は、トリチウム濃

度から、場所によっては深度 100m 前後まで、表層水が数 10 年という短期間で浸透していることが示されてい

る。それより深部については、地下水の酸化還元電位は 0mV となり、pH も 7.8-8.0 という値が示されており、

深部地下水環境についての地化学モデルも構築されている（Iwatsuki and Yoshida(1999)[5]）、 

地震活動による地下水化学が変化する可能性として、亀裂、断層を通じて深部流体の流入と地表からの地下

水の流入がある。関(1998)[6]は、地質調査から、わが国の花崗岩帯における酸化帯の下限を 60～140m と想定

しており、地震時、非地震時を問わず少なくともこの深度まで岩盤亀裂を通じて地表の酸化的地下水が地下に

流入した可能性を指摘している（G17-1）。宇田ほか(1998)[7]は、活断層の事例として野島断層において、

GL-1800m まで地表水の流入による酸化亀裂の存在を報告しており、地震後 1000m 以深まで浅所地下水が流入し

た可能性を指摘している（G17-1）。塩淡境界の移動に関する解析事例として、登坂(2002a)[8]は降雨量が減少

すると沿岸域で塩淡境界が浅くなることを報告し、登坂(2002b)[9]は海退時に塩淡境界が海域へ張り出し、水

質が変化する可能性を報告した（G52、G54）。 

6.今後の課

題 
地震活動等の地下水化学への影響の範囲や種類について地表においては数多い観測データはあるが、深部につ

いては情報に乏しく、特に深部流体に関しては、地表での観測データであり、深部における動態や賦存状況な

ど不明なことが多い。 
7.参考文献 [1]:核燃料サイクル開発機構（1999）：我が国における高レベル放射性廃棄物地層処分の技術的信頼性--地層処

分研究開発第 2 次取りまとめ--分冊１ 我が国の地質環境、JNC TN1400 99-021 
[2]:馬原保典・中田英二(2003)：化石海水の同定手法の提案－太平洋炭鉱における地下水水質・同位体分布と 36Cl

測定による地下水年代評価－, 電力中央研究所報告, U03019,1-15. 
[3]:坂口圭一・玉生志郎(2004)：熱水系が地層処分地に及ぼす影響評価のための基礎研究、月刊地球、（総特集）

地質環境の長期安定性（下）、26、430-436. 
[4]:風早康平・安原正也・高橋正明(2004):熱水と地下水、月刊地球、（総特集）地質環境の長期安定性（下）、

26、423-429. 
[5]:Iwatsuki,T. and Yoshida,H.(1999)：Water chemistry and mineralogy of fracture systems in the basement granite in the 

Tono uranium mine area, Gifu Prefecture, central Japan, Geochemical Journal, 33, pp.19-32 
[6]:関 陽児(1998)：土壌・風化帯の形成と水質変化, 地質調査所月報, 49, pp.639-667 
[7]:宇田進一，林 愛明，竹村恵二（1998）：ボーリングコアから見た野島断層破砕帯の地下水の流動，月刊地

球「断層解剖計画」（号外），21，pp.171-174． 
[14]:登坂博行（2002a）：地質時間にわたる淡塩漸移帯の形成過程と形態変化に関する数値解析的検討（その 1）

静的境界条件下における検討、応用地質、43、5、pp293-305 
[15]:登坂博行（2002b）：地質時間にわたる淡塩漸移帯の形成過程と形態変化に関する数値解析的検討（その 2）

動的境界条件下における検討、応用地質、43、5、pp306-315 
ｼｰﾄ履歴 作成：2010 年 11 月 1 日 

 
 

サイト 熱水活動 

H4.2 母岩の 
地下水化学 ※

R4.1 地下水化学
R2.4  水文学的体系と水収支

（塩淡境界の移動、涵養）

G11-1,G23- 
1,G5-1,G,17-1 

R5.1  幾何形状･間隙 
構造･亀裂構造

G52,G56

G18,G12,G6,G24 
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Table-Ⅳ-6. FEP シート（R5.1 幾何形状･間隙構造･亀裂構造） 
1.名称 R5.1 幾何形状･間隙構造･亀裂構造 
2.概要 広域地下水流動領域の「幾何形状、間隙構造、亀裂構造」の内容には、地質構造に潜在する断層帯や割れ目の

存在、岩盤応力の変化、地下水圧、変質に伴う膨張などに伴う変形、クリープなどに伴う間隙構造の変化、割

れ目や亀裂の開口変化などが含まれる。その大きさを示すパラメータとして、幾何形状を現すサイズ、変化す

る領域の大きさ、間隙率、密度などがある。 
 

3.安全性へ

の 影 響 の

可能性 

広域地下水流動領域における「幾何形状･間隙構造･亀裂構造」の長期的な変化が地層処分の安全性に与える影

響として、以下の点が挙げられる。 
 
幾何形状＞G5-2②、G11-1②、G11-2②、G23-1②、G23-2②、G17-1②、G17-2② 
 

4.他ＦＥＰ

と の 関 連

性 

 

5.現象、特

性 に 関 す

る 理 解 の

現状 

間隙率については、岩盤の種類、時代、深度によって値が異なり、堆積岩については、一般的に白亜紀より時

代が古い場合 10％以下であり、第三紀以降になると 10％～50%である。岩種別では、泥岩よりも砂岩のほうが

有効間隙率はどの時代においても小さく、逆に一軸強度は大きい傾向がある。また、深度の増加とともに間隙

率 30%程度までは圧密による間隙水の脱水が主なプロセスであるが、30～10%までは構成粒子の変形と間隙水の

脱水に加えて再結晶作用が加わるとされている [1]。深度と岩盤の密度、間隙率、一軸強度との関係を見ると、

深度の増加とともに空隙率が減少、密度が増加、一軸強度が増加する傾向にある(日本原子力研究開発機構

(2006)[2])。 

地震活動による断層部およびその近傍の透水性が変化し、地下水流動変化に影響を及ぼした可能性について解

析的に検討した報告例はいくつかある（大阪市立大学阪神・淡路大震災学術調査地下水班(1996)[3]（G17-2 他）、

Tokunaga(1999)[4]、Sato et al.(2000)[5]）が、透水性変化のメカニズムについては地震に伴う水位・水圧変

化から逆解析的にどのように地盤の透水性が変化したか調べられている。Wood(1992)[6]は、断層のタイプと断

層周辺の水位、水圧変化の分布パターンから、逆断層の場合は地震後応力降下によって断層周辺に引っ張りが

働き、岩盤中の亀裂が開口するため、水位が低下し、正断層の場合は逆に圧縮場となり、水位は上昇するモデ

ルを示した（G17-2)。原(2006)[7]は幌延地区で得られた堆積岩にみられる間隙率の深度依存性が、堆積物を構

成する珪藻の続成変質作用に伴う相転移に関連したものであるとした。鶴(2006)[8]は、2003 年十勝沖地震の

前後に行った繰り返し反射法地震探査を解析した結果、深度 24～25km で間隙率が 1.6%増加することを報告し

ている（G17-2 他）。 

 

 

 
6.核種移行

への影響 
広域地下水流動領域の幾何形状、間隙構造の変化は、水理特性や水収支に影響を与えることから、 その影響

の程度、広がりによっては、核種移行に影響を与える可能性がある。 

7.今後の課

題 
地震活動によって断層周辺の岩盤の幾何形状、間隙構造の変化メカニズムについては仮説段階であり、地震活

動後の断層周辺の地下深部の岩盤特性の変化が調査されれば、詳細な情報が得られるものと考えられる。 
8.参考文献 [1]:千木良雅弘・中田英二（1994）:堆積岩の続成作用（1）－圧密・脱水と水理地質特性－、電力中央研究所

報告 U94026、44p. 
[2]:日本原子力研究開発機構（2006）：幌延深地層研究計画 平成 17 年度調査研究成果報告、pp.1-83 
[3]:大阪市立大学阪神・淡路大震災学術調査地下水班：兵庫県南部地震の温泉を含む地下水への影響、「大地震」

東海大学出版、pp.133-148、1996. 
[4]:Tokunaga,T.(1999): Modeling of earthquake-induced hydrological changes and possible permeability 

enhancement due to the 17 January 1995 Kobe Earthquake, Japan, Journal of Hydrology,233, 221-229.
[5]:Sato,T.,Sakai,R.,Furuya,K.and Kodama,T.(2000)、Coseismic spring flow changes associated with the 

1995 Kobe Earthquake, Geophys.Res.Lett.,1219-1222. 
[6]:Muir-Wood R.(1992): Earthquakes, water and underground waste disposal., Proc. of the Workshop 

WC-1 of IGC. 
[7]:原 彰男（2006）：堆積岩の水理･幾何形状特性に関するデータ取得Ⅱ、JAEA-Research 2006-020、pp.1-41、

日本原子力研究開発機構 
[8]:鶴 哲郎、朴進午、伊藤亜妃、木戸ゆかり、金田義行、山田知朗、篠原雅尚、金沢敏彦（2006）：繰り返し

地震探査から推定されるプレート境界の水の移動と間隙圧変化、月刊地球「いま北海道東部で何が起こって

いるのか？」、28、7、pp.495-501 
ｼｰﾄ履歴 更新日：2010 年 10 月 13 日 

R2.4水文学的

体系と水収支
（表層酸化水

の流入）

R2.1水理特性
H2.2母岩の
地下水流動

※

サイト

R2.2 地下水流動

H4.1母岩の

地下水化学 ※

R5.1幾何形状･間隙
構造･亀裂構造

R4.1地下水化学

G5-2,G11-
2,G11-1,G23-
1G,17-1,G17-2

G5-2,G17-2,G11-2
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A
pp

en
di

x-
Ⅴ

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  Ta

bl
e-
Ⅴ

-1
.「

安
全

性
へ

の
影

響
の

可
能
性

と
相

関
の
判

定
」

の
集
約

結
果

（
G

1）
 

 安
全

性
へ

の
影

響
の

可
能

性

“
に

関
す

る
連

鎖
項

目
 

理
解

の
現

状
（

文
献

情
報

に
も

と
づ

く
連

鎖
項

目
の

成
立

性
）

 

相
関

の
判

定

（
1
0
5
年

）
と

判
定

根
拠

 

理
解

の
現

状
に

対
す

る
回

答
者

の
主

な
意

見
を

踏
ま

え
た

対
応

 

修 正 判 定
 

相
関

の
判

定
に

対
す

る
主

な
回

答
を

踏
ま

え
た

判
定

根
拠

 

G
1
①
：
隆

起
等

の
構

造
運

動
に

よ
り

、
地

形
・
地

質
構

造
が

変

化
す

る
可

能
性

。
 

＜
全

体
＞

 

G
1
→

地
形

・
地

質
構

造
 

・
隆

起
等

の
構

造
運

動
に

よ
っ

て
、
地

形
・
地

質
構

造
が

変
化

す
る

可
能

性
は

あ
る

。
活

褶
曲

地
帯

に
お

け
る

隆
起

速
度

は
1
～

4
m
/
千

年
。
そ

の
他

の
地

域
で

は
隆

起
量

は
山

岳
部

を
除

い
て

1
m
/
千

年
以

下
で

あ

る
（

1
）
。

 

A
1（

隆
起

速
度

に
よ

っ
て

地

形
・
地

質
構

造

の
変

化
量

に

違
い

あ
り

）

・
山

岳
部

以
外

、
駿

河
湾

沿
岸

は
も

っ
と

隆
起

速
度

は
速

い
と

い
う

指
摘

あ
り

。
 

→
こ

れ
に

つ
い

て
は

精
査

す
る

予
定

A
1
 

・
回

答
は

お
お

む
ね

適
当

と
す

る
意

見
。

一
部

に
時

間
ス

ケ
ー

ル
に

よ
っ

て
隆

起
速

度
が

異
な

る
と

い
う

指
摘

あ
り

。
日

本
の

海
岸

は
，

水
準

測
量

な
ど

に
よ

る
1
0
年

か
ら

1
0
0
年

の
観

測
で

は
沈

降
し

て
い

る
の

に
，

1
0
0
0
年

オ
ー

ダ
ー

で
見

る
と

隆
起

傾
向

に
な

る
こ

と
が

あ

る
。

指
摘

ど
お

り
で

あ
り

、
影

響
が

あ
る

こ
と

に
変

わ
り

は
な

い
た

め
、

A
1
で

よ
い

と
意

見
。

ま
た

、
隆

起
の

激
し

い
場

所
が

処
分

場
に

な
る

と
は

限
ら

な
い

た
め

、
全

国
を

対
象

に
す

る
場

合
B
と

す
べ

き

意
見

も
あ

っ
た

。
（

A
1
:
1
1
/
2
5
、

B
:
1
/
2
5
、

無
回

答
：

1
3
/
2
5
）

 

・
隆

起
・
沈

降
量

の
小

さ
い

平
野

部
で

も
10

5
年

で
は

地
形

変
化

を
考

慮
す

べ
き

で
あ

り
、

こ
こ

は
A
1
の

ま
ま

と
し

た
。

 

G
1
②
：
隆

起
等

の
構

造
運

動
に

よ
り

、
地

形
・
地

質
構

造
が

変

化
し

た
場

合
、
広

域
地

下
水

流

動
領

域
の

水
理

特
性
（

動
水

勾

配
等

）
が

変
化

し
、
広

域
地

下

水
流

動
領

域
、
母

岩
領

域
の

地

下
水

流
動

が
変

化
す

る
可

能

性
。

 

＜
水

理
＞

 

地
形

・
地

質
構

造

→
R
2
.
1
→

R
2
.
2
→

H
2
.
2
 

・
隆

起
等

の
構

造
運

動
に

よ
り

地
形
・
地

質
構

造
が

変
化

し
た

場
合

、
動

水
勾

配
が

変
化

す
る

可
能

性
あ

り
。
核

燃
料

サ
イ

ク
ル

開
発

機
構

は
、
隆

起
に

よ
る

地
形

変
化

を
考

慮
し

た
地

下
水

流
動

解
析

を
実

施

し
て

お
り

、
そ

れ
に

よ
る

と
地

形
勾

配
の

変
化

が
地

下
水

の
動

水
勾

配
に

影
響

す
る

と
し

て
い

る
（

2
)
。
活

褶
曲

帯
に

お
い

て
は

、
隆

起
に

よ
っ

て
地

形
勾

配
の

増
加

に
つ

い
て

、
波

長
1
k
m
～

1
0
k
m
の

活
褶

曲
に

お

い
て

１
～

2
×

1
0
-
6
/
年

の
傾

動
速

度
が

知
ら

れ
て

い

る
。

こ
の

傾
動

が
1
0
5
年

間
続

く
と

す
れ

ば
、

地
形

傾
斜

は
1
0
～

2
0
％

増
加

す
る

可
能

性
が

あ
る

と
し

て
い

る
（

3
)
。

 

A
1（

多
く

の
場

合
傾

動
隆

起

す
る

た
め

、
地

形
変

化
に

よ

る
動

水
勾

配

へ
の

影
響

あ

り
。
そ

の
大

き

さ
は

傾
動

隆

起
に

よ
る

地

形
変

化
率

に

依
存

）
 

・
適

当
 

A
1
 

・
回

答
は

お
お

む
ね

適
当

と
す

る
意

見
。

判
定

に
は

問
題

な
い

が
、

東
北

日
本

で
特

徴
的

に
見

ら
れ

る
海

岸
段

丘
が

示
す

波
状

変
形

は
、

広
域

的
な

褶
曲

な
ど

と
し

て
従

来
説

明
さ

れ
て

き
た

が
、

最
近

の
知

見
で

は
断

層
関

連
褶

曲
や

、
地

下
や

近
傍

の
海

底
に

分
布

す
る

活
断

層
に

よ
る

変
形

が
主

流
に

な
り

つ
つ

あ
る

。
し

た
が

っ
て

、
沿

岸
域

の
地

質
構

造
、

と
く

に
活

断
層

に
つ

い
て

の
存

在
の

認
識

が
重

要
で

あ
る

。
（

A
1
:
9
/
2
5
、

無
回

答
：

1
6
/
2
5
）

 

 Ta
bl

e-
Ⅴ

-2
.「

安
全

性
へ

の
影

響
の

可
能
性

と
相

関
の
判

定
」

の
集
約

結
果

（
G

2）
 

 
安

全
性

へ
の

影
響

の
可

能
性

“
に

関
す

る
連

鎖
項

目
 

理
解

の
現

状
（

文
献

情
報

に
も

と
づ

く
連

鎖
項

目
の

成
立

性
）

 

相
関

の
判

定

（
1
0
5
年

）
と

判
定

根
拠

 

理
解

の
現

状
に

対
す

る
回

答
者

の
主

な
意

見
を

踏
ま

え
た

対
応

 

修 正 判 定
 

相
関

の
判

定
に

対
す

る
主

な
回

答
を

踏
ま

え
た

判
定

根
拠

 

G
2
-
1
①

：
隆

起
等

の
構

造
運

動
に

よ
り

、
地

形
・

地
質

構

造
が

変
化

す
る

可
能

性
。

 

＜
全

体
＞

 

G
2
-
1
→

地
形

・
地

質
構

造
 

G
①

に
同

じ
。

 
G
①

に
同

じ
。

G
①

に
同

じ
。

 
A
1
 

G
①

に
同

じ
。
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G
2
-
1
②

：
隆

起
等

の
構

造
運

動
に

よ
り

、
地

形
・

地
質

構

造
が

変
化

し
た

場
合

、
マ

ス

ム
ー

ブ
メ

ン
ト

（
侵

食
・

堆

積
）

が
起

こ
る

可
能

性
。

 

＜
全

体
＞

 

地
形

・
地

質
構

造
→

侵
食

・

堆
積

 

・
活

褶
曲

、
曲

隆
地

塊
の

幅
数

1
0
k
m
内

(
3
)
に

お
い

て

は
、

地
形

勾
配

の
増

加
が

顕
著

と
な

り
、

マ
ス

ム
ー

ブ
メ

ン
ト

、
崩

壊
等

が
発

生
す

る
可

能
性

あ
り

。
マ

ス
ム

ー
ブ

メ
ン

ト
の

要
因

と
し

て
は

地
震

、
火

山
な

ど
が

知
ら

れ
て

い
る

が
、

隆
起

な
ど

長
期

的
な

変
動

が
要

因
と

な
る

可
能

性
を

否
定

で
き

な
い

。
 

 

B
（

隆
起

と
マ

ス
ム

ー
ブ

メ

ン
ト

発
生

と

の
因

果
関

係

が
不

明
確

）
 

・
巨

大
崩

壊
の

分
布

に
つ

い
て

は
、

 

1
9
8
0
年

代
の

J
N
C
の

研
究

報
告

書
、

「
日

本
第

四
紀

地
図

」
（

東
大

出
版

会
）

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

と
い

う
指

摘
あ

り
。

 

→
今

後
追

加
調

査
の

予
定

 

B
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
と

す
る

意
見

、
一

部
サ

イ
ト

選
定

初
期

の

段
階

で
マ

ス
ム

ー
ブ

メ
ン

ト
発

生
場

所
は

植
生

や
地

質
状

況
に

よ
っ

て
予

測
は

あ
る

程
度

可
能

と
し

、
C

と
す

べ
き

意
見

は
あ

っ
た

。

（
A
1
:
1
/
2
5
、
B
:
7
.
5
/
2
5
、
A
2
:
1
/
2
5
、
C：

1
.
5
/
2
5
、
無

回
答
：
1
4
/
2
5
）

し
か

し
、
地

震
や

火
山

、
降

雨
な

ど
の

要
因

等
も

否
定

し
き

れ
ず

、
必

ず
し

も
時

間
予

測
、
空

間
予

測
は

で
き

な
い

こ
と

か
ら

こ
こ

で
は

B
と

し
た

。
 

G
2
-
1
③

：
隆

起
等

の
構

造
運

動
に

よ
り

、
地

形
・

地
質

構

造
が

変
化

し
、

マ
ス

ム
ー

ブ

メ
ン

ト
（

侵
食

・
堆

積
）

が

起
こ

っ
た

場
合

、
母

岩
の

間

隙
構

造
変

化
、

破
砕

等
が

起

こ
る

可
能

性
。

 

＜
力

学
＞

 

侵
食

・
堆

積
→

H
6
.
2
 

・
す

べ
り

面
深

度
が

4
0
0
m
(
4
)
の

マ
ス

ム
ー

ブ
メ

ン
ト

が
発

生
す

る
こ

と
も

あ
り

、
サ

イ
ト

自
体

が
マ

ス
ム

ー
ブ

メ
ン

ト
と

と
も

に
移

動
、

母
岩

の
ク

リ
ー

プ
、

破
壊

等
が

起
こ

る
可

能
性

は
否

定
で

き
な

い
。

地
塊

内
部

に
は

多
く

の
亀

裂
、

ノ
ン

テ
ク

ト
ニ

ッ
ク

な
小

断
層

が
発

達
し

、
地

塊
内

部
の

地
質

構
造

が
乱

さ
れ

、

地
塊

外
側

の
構

造
と

一
致

し
な

い
こ

と
も

あ
る

（
4
）
。

 

A
1（

マ
ス

ム
ー

ブ
メ

ン
ト

が

発
生

す
れ

ば
、

内
部

は
変

形
、

破
砕

を
伴

う
）

・
侵

食
量

に
つ

い
て

は
、

藤
原

ほ
か

（
2
0
0
5
；

バ
ッ

ク
エ

ン
ド

研
究

）
に

詳
細

デ
ー

タ
あ

り
と

い
う

指
摘

。
 

→
今

後
追

加
調

査
の

予
定

 

A
1
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
と

す
る

意
見

。
一

部
に

必
ず

し
も

影
響

が

大
き

い
と

は
い

い
き

れ
ず

B
と

す
べ

き
意

見
も

あ
っ

た
が

、
地

塊
内

部

は
構

造
が

乱
さ

れ
て

い
る

た
め

、
こ

こ
で

は
A
1

の
ま

ま
と

し
た

。

（
A
1
:
6
/
2
5
、
B
:
2
.
5
/
2
5
、
A
2
:
0
/
2
5
、
C：

2
.
5
/
2
5
、
無

回
答
：
1
4
/
2
5
）
 

  G
2
-
2
①
：
隆

起
等

の
構

造
運

動

に
よ

り
、
地

形
・
地

質
構

造
が

変
化

す
る

可
能

性
。

 

＜
全

体
＞

 

G
2
-
2
→

地
形

・
地

質
構

造
 

G
①

に
同

じ
。

 
G
①

に
同

じ
。

G
①

に
同

じ
。

 
A
1
 

G
①

に
同

じ
。

 

G
2
-
2
②
：
隆

起
等

の
構

造
運

動

に
よ

り
、

地
形

・
地

質
構

造

が
変

化
し

た
場

合
、
侵

食
（

削

剥
）

が
進

行
し

、
対

地
深

度

が
変

化
す

る
可

能
性

。
 

＜
全

体
＞

 

地
形
・
地

質
構

造
→

侵
食
・
堆

積
 

・
隆

起
、

侵
食

に
よ

っ
て

上
載

層
の

除
去

、
サ

イ
ト

に
対

地
深

度
が

減
少

す
る

可
能

性
あ

り
。

国
内

で
は

最
大

す
べ

り
面

深
度

が
4
0
0
m
(
4
)
の

マ
ス

ム
ー

ブ
メ

ン

ト
が

発
生

す
る

こ
と

も
あ

り
、
深

さ
4
0
0
m
の

マ
ス

ム

ー
ブ

メ
ン

ト
が

発
生

し
、

上
載

地
塊

が
取

り
除

か
れ

た
場

合
、
対

地
深

度
は

4
0
0
m
減

と
な

る
可

能
性

を
否

定
で

き
な

い
。

 

 

A
1（

隆
起

速
度

と
侵

食
速

度

が
同

程
度

と

し
た

場
合

、
侵

食
速

度
に

よ

っ
て

影
響

度

が
異

な
る

）
 

・
軟

岩
で

，
隆

起
速

度
が

大
き

け
れ

ば
2
0
0
ｍ

/
1
0
5
年

の
侵

食
は

十
分

想

定
さ

れ
、

マ
ス

ム
ー

ブ
メ

ン
ト

よ
り

扱
い

は
重

要
と

い
う

指
摘

あ
り

。
 

→
今

後
追

加
調

査
の

予
定

 

A
1
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
と

す
る

意
見

。
一

部
マ

ス
ム

ー
ブ

メ
ン

ト

の
発

生
に

つ
い

て
は

普
遍

的
で

は
な

い
と

し
、

C
 
o
r
 
A
2
、

B
と

す
る

意
見

も
あ

っ
た

が
、
こ

こ
で

は
最

大
侵

食
の

例
が

マ
ス

ム
ー

ブ
メ

ン
ト

で
あ

る
点

、
長

期
的

な
侵

食
を

考
え

た
場

合
、
侵

食
量

が
0
の

地
域

を

特
定

す
る

は
困

難
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
A
1
と

し
た

。
（

A
1
:
8
.
3
3
/
2
5
、

B
:
1
.
3
3
/
2
5
、

A
2
:
0
/
2
5
、

C
：

0
.
3
3
/
2
5
、

無
回

答
：

1
5
/
2
5
）

 

G
2
-
2
③
：
隆

起
等

の
構

造
運

動

に
よ

り
、

地
形

・
地

質
構

造

が
変

化
し

、
侵

食
（

削
剥

）

が
進

行
し

、
対

地
深

度
が

変

化
し

た
場

合
、

母
岩

の
水

理

特
性

が
変

化
す

る
可

能
性

。

＜
水

理
＞

 

侵
食

・
堆

積
→

H
2
.
1
 

・
隆

起
に

よ
り

、
地

形
・

地
質

構
造

が
変

化
し

、
侵

食
が

進
行

し
、

上
載

層
が

削
剥

に
よ

り
、

サ
イ

ト
と

地
表

間
の

距
離

（
対

地
深

度
）

が
減

少
し

、
相

対
的

に
サ

イ
ト

の
流

動
系

が
、

広
域

地
下

水
流

動
系

→
局

地
・

中
間

流
動

系
へ

変
化

す
る

可
能

性
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
水

理
、

水
質

、
水

温
、

応
力

等
が

変
化

す
る

可
能

性
あ

り
。

 

・
花

崗
岩

の
場

合
、

荷
重

除
去

で
形

成
さ

れ
る

地
表

面
に

ほ
ぼ

平
行

な
シ

ー
テ

ィ
ン

グ
節

理
が

地
表

か
ら

5
0
～

1
0
0
m
の

深
度

ま
で

発
達

す
る

(
5
)
。

サ
イ

ト
の

対

地
深

度
が

減
少

す
れ

ば
、

上
載

層
の

削
剥

、
シ

ー
テ

ィ
ン

グ
節

理
の

発
達

な
ど

に
よ

る
力

学
的

影
響

を
受

A
1（

侵
食

が
起

こ
っ

た
場

合
、

対
地

深
度

の

変
化

量
に

よ

り
、
影

響
度

が

異
な

る
。
）

 

・「
局

地
・
中

間
流

動
系

へ
変

化
す

る

可
能

性
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
水

理
、

水
質

、
水

温
、

応
力

等
が

変
化

す
る

可
能

性
」

は
前

者
が

後
者

を
引

き
起

こ
す

メ
カ

ニ
ズ

ム
に

つ
い

て
も

う
少

し
丁

寧
な

言
及

が
必

要
。

 

・
侵

食
に

伴
う

水
理

へ
の

影
響

に
関

す
る

文
献

は
、

花
崗

岩
以

外
、

堆
積

岩
の

例
が

記
述

さ
れ

て
い

な
い

と
い

う
指

摘
が

あ
り

、
今

後
追

加
調

査
を

行
う

予
定

。
 

→
今

後
追

加
調

査
の

予
定

 

A
1
 

・
回

答
は

、
適

当
と

す
る

意
見

。
こ

こ
で

は
A
1

の
ま

ま
と

し
た

。

（
A
1
:
1
0
/
2
5
、

無
回

答
：

1
5
/
2
5
）
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G
2
-
2
④
：
隆

起
等

の
構

造
運

動

に
よ

り
、

地
形

・
地

質
構

造

が
変

化
し

、
侵

食
（

削
剥

）

が
進

行
し

、
対

地
深

度
が

変

化
し

た
場

合
、

母
岩

の
水

理

特
性

が
変

化
す

る
可

能
性

 

＜
化

学
＞

 

侵
食

・
堆

積
→

H
4
.
2
 

・
石

油
地

下
備

等
サ

イ
ト

で
の

場
合

（
花

崗
岩

）
、
地

下
2
0
0
ｍ

程
度

ま
で

シ
ー

テ
ィ

ン
グ

（
必

ず
し

も
平

行
で

は
な

い
）

の
割

れ
目

の
発

達
が

確
認

さ
れ

て
い

る
と

い
う

指
摘

。
 

→
追

跡
調

査
の

予
定

。
 

A
1
 

・
回

答
は

、
適

当
と

す
る

意
見

。
 

・
侵

食
度

合
い

に
よ

り
風

化
帯

が
変

わ
り

、
水

理
特

性
も

変
化

す
る

。

A
1
と

し
た

。
（

A
1
:
1
0
/
2
5
、

無
回

答
：

1
5
/
2
5
）

 

G
2
-
2
⑤
：
隆

起
等

の
構

造
運

動

に
よ

り
、
地

形
・
地

質
構

造
が

変
化

し
、
侵

食
（

削
剥

）
が

進

行
し

、
対

地
深

度
が

変
化

し
た

場
合

、
母

岩
の

地
下

水
温

が
変

化
す

る
可

能
性

。
 

＜
熱

＞
 

侵
食

・
堆

積
→

H
1
.
2
 

・
適

当
 

A
1
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
と

す
る

意
見

。
た

だ
し

、
一

部
に

影
響

が

生
ず

る
と

し
て

も
、
水

理
、
化

学
に

比
べ

て
変

化
お

よ
び

そ
の

影
響

は

相
対

的
に

小
さ

い
の

で
は

な
い

か
。

A
2
で

も
よ

い
と

い
う

意
見

が
あ

り
。

 
・
判

定
に

特
に

問
題

は
な

い
が

、
温

度
勾

配
に

よ
る

変
化

を
考

え
た

場

合
、

対
地

深
度

の
減

少
に

よ
り

む
し

ろ
温

度
が

低
く

な
る

な
ど

の
意

見
。（

A
1
:
6
.
5
/
2
5
、
A
2
:
2
.
5
/
2
5
、
無

回
答
：
1
6
/
2
5
）
こ

こ
で

は
、
最

大
期

間
を

想
定

し
た

場
合

、
影

響
は

小
さ

い
と

は
言

え
な

い
た

め
A
1

の
ま

ま
と

し
た

。
 

G
2
-
2
⑥
：
隆

起
等

の
構

造
運

動

に
よ

り
、
地

形
・
地

質
構

造
が

変
化

し
、
侵

食
（

削
剥

）
が

進

行
し

、
対

地
深

度
が

変
化

し
た

場
合

、
母

岩
の

地
下

水
化

学
が

変
化

す
る

可
能

性
。

 

＜
力

学
＞

 

侵
食

・
堆

積
→

H
3
.
2
 

け
る

可
能

性
あ

り
。

 

 

・
適

当
 

A
1
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
と

す
る

意
見

。
 

・
影

響
が

生
ず

る
と

し
て

も
、
水

理
、
化

学
に

比
べ

て
変

化
お

よ
び

そ

の
影

響
は

相
対

的
に

小
さ

い
の

で
は

な
い

か
。

A
2
で

も
よ

い
と

す
る

意
見

。
堆

積
岩

の
場

合
の

例
が

な
く

、
影

響
は

不
明

と
し

て
B
と

す
る

意
見

。
（

A
1:

5/
25

、
B

:0
.3

3/
25

、
A

2:
1.

33
/2

5、
C
：

0
.
3
3
/
2
5
、

無
回

答
：
1
8
/
2
5
）
。
こ

こ
で

は
、
最

大
期

間
を

想
定

し
た

場
合

、
影

響
は

小

さ
い

と
は

言
え

な
い

た
め

A
1
の

ま
ま

と
し

た
。

 

  G
2
’

①
：
隆

起
等

の
構

造
運

動

に
よ

り
、
地

形
・
地

質
構

造
が

変
化

す
る

可
能

性
。

 

＜
全

体
＞

 

G
2
’

→
地

形
・

地
質

構
造

 

G
①

に
同

じ
。

 
G
①

に
同

じ
。

G
①

に
同

じ
。

 
A
1
 

G
①

に
同

じ
。

 

G
2
'
②

：
隆

起
等

の
構

造
運

動

に
よ

り
、
地

形
・
地

質
構

造
が

変
化

し
た

場
合

、
侵

食
が

進
行

す
る

可
能

性
 

＜
全

体
＞

 

地
形
・
地

質
構

造
→

侵
食
・
堆

積
 

・
隆

起
、

侵
食

に
よ

っ
て

地
形

・
地

質
構

造
が

変
化

し
し

た
場

合
、

侵
食

が
進

行
す

る
可

能
性

あ
り

。
侵

食
は

G
1
の

隆
起

に
よ

る
地

形
勾

配
の

増
加

に
比

べ
る

と
小

さ
い

が
、
中

部
山

岳
地

帯
な

ど
1
0
5
年

間
に

谷
部

の
侵

食
が

1
0
0
m
を

越
え

る
よ

う
な

場
所

で
は

、
稜

線

と
谷

底
間

の
間

隔
を

数
k
m
と

し
、
尾

根
部

の
侵

食
が

非
常

に
小

さ
く

谷
部

の
み

差
別

的
に

侵
食

が
進

ん
だ

と
す

れ
ば

、
地

形
勾

配
の

増
加

率
は

数
％

程
度

変
化

す
る

可
能

性
は

あ
る

と
し

て
い

る
(
3
)
。

 

・
た

だ
し

、
実

際
は

、
隆

起
に

よ
っ

て
谷

部
の

み
侵

A
1（

差
別

的
な

侵
食

が
進

み
、

起
伏

量
の

増

加
が

起
こ

る

可
能

性
あ

り
。

影
響

の
程

度

は
侵

食
速

度

の
違

い
等

に

よ
る

。
）

 

・
適

当
 

A
1
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
と

す
る

意
見

。
平

地
で

も
隆

起
量

が
大

き

け
れ

ば
同

程
度

の
侵

食
を

う
け

る
可

能
性

も
あ

り
、

A
1

で
よ

い
と

い

う
意

見
。

G
2
'
①

の
発

生
を

前
提

に
す

る
と

、
発

生
の

可
能

性
は

本
当

に
高

い
の

か
。

B
で

は
な

い
か

と
い

う
意

見
。

ま
た

、
「

中
部

山
岳

地

帯
」
な

ど
の

条
件

が
あ

る
よ

う
な

の
で

、
B
ま

た
は

C
が

適
当

で
は

な

い
か

と
い

う
意

見
（

A
1
:
8
/
2
5
、
B
:
1
.
5
/
2
5
、
C：

0
.
5
/
2
5
、
無

回
答

：

1
5
/
2
5
）
。
こ

こ
で

は
、
地

形
・
地

質
構

造
が

変
化

す
れ

ば
、
侵

食
・
堆

積
は

程
度

の
差

は
あ

る
も

の
の

何
ら

か
の

影
響

は
あ

る
た

め
、

A
1

の

ま
ま

と
し

た
。
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食
す

る
こ

と
は

あ
り

え
な

い
。

我
が

国
に

お
い

て
標

高
と

高
度

分
散

量
と

間
に

は
良

好
な

相
関

関
係

に
あ

る
と

さ
れ

て
お

り
(
7
)
、

隆
起

速
度

の
速

い
山

岳
地

帯

（
2
-
3
m
/
千

年
）

が
隆

起
し

た
場

合
、

1
0
5
年

で
は

2
0
0
-
3
0
0
m
隆

起
す

る
が

、
高

度
分

散
量

の
変

化
は

2
0
m

程
度

存
在

す
る

。
 

 

G
2
'
③

：
隆

起
等

の
構

造
運

動

に
よ

り
、
地

形
・
地

質
構

造
が

変
化

し
、
侵

食
が

進
行

し
た

場

合
、
広

域
地

下
水

流
動

領
域

の

水
理

特
性

が
変

化
し

、
広

域
地

下
水

流
動

領
域

、
母

岩
領

域
の

地
下

水
流

動
が

変
化

す
る

可

能
性

 

＜
水

理
＞

 

侵
食

・
堆

積
→

R
2
.
1
→

R
2
.
2
 

→
H
2
.
2
 

・
隆

起
等

の
構

造
運

動
に

よ
り

、
地

形
・

地
質

構
造

が
変

化
し

、
侵

食
が

進
行

し
た

場
合

、
水

理
、

地
下

水
流

動
へ

の
影

響
の

可
能

性
あ

り
。

 

・
た

だ
し

、
G
2
'
②

に
よ

り
、
起

伏
量

変
化

そ
の

も
の

は
侵

食
量

そ
の

も
の

に
比

べ
る

と
小

さ
く

（
高

度
分

散
量

に
し

て
最

大
2
0
m
程

度
）
、
地

下
深

部
の

水
理

に

与
え

る
影

響
は

小
さ

い
。

 

 
 

A
2（

侵
食

の
進

行
よ

る
地

形

の
起

伏
変

化

の
み

に
よ

る

地
下

深
部

へ

影
響

は
小

さ

い
）

 

・
適

当
 

A
2
 

・
回

答
は

、
谷

部
の

差
別

的
に

侵
食

が
進

ん
だ

と
す

れ
ば

、
地

形
勾

配

の
増

加
率

よ
り

も
、
地

下
施

設
か

ら
地

表
ま

で
の

距
離

が
近

づ
い

て
く

る
（

流
路

と
流

動
期

間
が

短
く

な
る

）
こ

と
の

方
が

重
要

で
あ

り
、
お

お
む

ね
適

当
と

す
る

意
見

。
一

方
、
谷

部
の

浸
食

が
1
0
0
ｍ

を
超

え
る

よ
う

な
場

合
、
処

分
深

度
3
0
0
～

1
0
0
0
ｍ

程
度

と
す

る
と

、
地

下
水

流

動
の

変
化

影
響

は
大

き
い

と
考

え
る

べ
き

で
あ

り
、

A
1

と
す

べ
き

意

見
な

ど
が

あ
り

（
A
1
:
5
/
2
5
、

B
:
0
.
5
/
2
5
、

A
2
:
4
/
2
5
、

C
：

0
.
5
/
2
5
、

無
回

答
：

1
5
/
2
5
）
、

こ
こ

で
は

、
A
1

と
す

る
回

答
者

の
半

数
は

地
形

変
化

の
み

で
あ

れ
ば

A
2
で

O
K
と

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
 
A
2
の

ま
ま

と
し

た
。

 

  
Ta

bl
e-
Ⅴ

-3
.「

安
全

性
へ

の
影

響
の

可
能
性

と
相

関
の
判

定
」

の
集
約

結
果

（
G

5）
 

 安
全

性
へ

の
影

響
の

可
能

性

“
に

関
す

る
連

鎖
項

目
 

理
解

の
現

状
（

文
献

情
報

に
も

と
づ

く
情

報
、
知

見
）

相
関

の
判

定

（
1
0
5
年

）
と

判
定

根
拠

 

理
解

の
現

状
に

対
す

る
回

答
者

の
主

な
意

見
を

踏
ま

え
た

対
応

 

修 正 判 定
 

相
関

の
判

定
に

対
す

る
主

な
回

答
を

踏
ま

え
た

判
定

根
拠

 

G
5
-
1
①
：
海

側
プ

レ
ー

ト
の

沈

み
込

み
境

界
付

近
の

断
層

沿

い
で

地
震

（
地

震
断

層
の

活

動
）

が
発

生
す

る
可

能
性

。
 

＜
全

体
＞

 

G
5
-
1
 

G
4
①

に
同

じ
 

G
4
①

に
同

じ
 

G
4
①

に
同

じ
 

C
 

G
4
①

に
同

じ
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G
5
-
1
②
：
海

側
プ

レ
ー

ト
の

沈

み
込

み
境

界
付

近
の

断
層

沿

い
で

地
震

が
発

生
し

た
場

合
、

断
層

周
辺

の
亀

裂
分

布
等

の

幾
何

形
状

が
変

化
す

る
可

能

性
。

 

＜
物

質
移

行
＞

 

G
5
-
1
→

R
5
.
1
 

・
地

震
活

動
に

よ
り

、
亀

裂
分

布
等

の
幾

何
形

状
が

変
化

す
る

可
能

性
あ

り
。
海

側
プ

レ
ー

ト
の

沈
み

込

み
境

界
付

近
の

断
層

の
事

例
は

な
い

。
活

断
層

に
お

い
て

は
間

隙
構

造
の

変
化

等
の

情
報

は
あ

る
。

(
4
)
 

  

C
（

断
層

変
位

が
起

こ
れ

ば
、

断
層

周
辺

の

岩
盤

は
変

形
、

破
壊

が
発

生
、

た
だ

し
、
影

響

は
広

域
地

下

水
流

動
領

域

に
対

し
て

断

層
近

傍
に

限

定
さ

れ
る

。
）

・
適

当
 

C
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
で

あ
る

と
い

う
意

見
。

そ
の

他
、

南
海

地
震

の
例

か
ら

、
プ

レ
ー

ト
境

界
周

辺
の

応
力

変
化

が
水

理
、
幾

何
形

状
に

影
響

す
る

こ
と

は
明

ら
か

で
あ

る
と

し
A

1と
す

る
意

見
な

ど
が

あ
っ

た
が

、
こ

こ
で

は
、
影

響
は

断
層

近
傍

と
し

、
C
の

ま
ま

と
し

た
。

（
A
1
:
1
/
2
5
、

B
:
1
/
2
5
、

C
：

8
/
2
5
、

無
回

答
：

1
5
/
2
5
）

 

G
5
-
1
③
：
海

側
プ

レ
ー

ト
の

沈

み
込

み
境

界
付

近
の

断
層

沿

い
で

地
震

が
発

生
し

、
断

層
周

辺
の

亀
裂

分
布

等
の

幾
何

形

状
が

変
化

し
た

場
合

、
海

水
等

が
地

下
へ

流
入

す
る

可
能

性
。

＜
水

理
＞

 

R
5
.
1
→

R
2
.
4
 

・
地

震
活

動
に

よ
り

、
酸

化
的

な
地

下
水

が
深

部
へ

の
流

入
す

る
可

能
性

あ
り

。
た

だ
し

、
地

震
が

発
生

し
て

も
必

ず
し

も
酸

化
的

な
水

が
地

下
に

流
入

す

る
と

は
限

ら
な

い
。

 

・
海

側
プ

レ
ー

ト
の

沈
み

込
み

境
界

付
近

の
断

層
沿

い
の

例
で

は
な

い
が

、
活

断
層

沿
い

に
表

層
か

ら
の

酸
化

的
な

地
下

水
の

流
入

の
痕

跡
（

野
島

断
層

）
(
5
)

や
年

代
の

若
い

地
下

水
が

断
層

沿
い

に
存

在
し

て

い
る

事
例

（
跡

津
川

断
層

(
6
)
の

例
）

あ
り

、
地

震
時

に
水

み
ち

と
し

て
表

層
か

ら
地

下
水

が
流

入
し

た

可
能

性
が

指
摘

さ
れ

て
い

る
。

 

・
地

震
活

動
に

起
因

す
る

裂
罅

が
海

底
面

ま
で

達
す

る
場

合
、
表

層
水

(
海

水
)
が

流
入

す
る

可
能

性
が

解

析
事

例
か

ら
想

定
さ

れ
て

い
る

(
7
)
。

 

B
（

地
震

活
動

直
後

の
断

層

部
が

開
口

す

れ
ば

、
地

表
か

ら
地

下
水

、
海

底
か

ら
海

水

が
流

入
す

る

可
能

性
は

あ

る
が

、
コ

サ
イ

ス
ミ

ッ
ク

に

流
入

す
る

か

は
不

明
）

 

・
南

海
地

震
時

の
水

位
変

化
な

ど
の

事
例

な
ど

が
あ

る
と

の
指

摘
が

あ

り
、

今
後

、
そ

れ
ら

補
足

調
査

を
実

施
。

一
部

、
酸

化
的

な
地

下
水

の
流

入
は

、
お

そ
ら

く
酸

化
物

の
沈

殿
に

よ
る

判
断

と
考

え
る

が
、

阿
寺

断
層

等
の

活
断

層
や

地
下

研
等

の
地

下
岩

盤
中

で
の

断
層

、
割

れ
目

を
調

べ
た

結
果

か
ら

は
、

断
層

は
環

元
状

態
を

維
持

し
て

お
り

、
断

層
角

レ
キ

の
部

分
の

み
が

一
部

酸
化

し
や

す
い

こ
と

な
ど

が
分

か
っ

て
き

て
い

る
と

し
、

断
層

全
体

が
酸

化
的

で
は

な
い

と
す

る
指

摘
が

あ
っ

た
。

 

→
こ

れ
に

つ
い

て
は

、
追

加
調

査
の

予
定

。
 

B
 
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
と

す
る

意
見

。
一

部
の

回
答

者
か

ら
は

南

海
道

地
震

の
例

が
あ

り
、

A
1

と
す

べ
き

と
い

う
見

解
も

あ
っ

た
が

、

コ
サ

イ
ス

ミ
ッ

ク
な

地
下

水
流

入
の

保
証

は
な

い
た

め
、
こ

こ
の

判
定

は
B
の

ま
ま

と
し

た
。
ま

た
、
海

底
下

の
岩

盤
は

飽
和

し
て

い
る

た
め

、

地
下

水
の

流
入

は
限

定
的

と
し

、
C
と

す
る

意
見

も
あ

っ
た

が
、
こ

こ

で
は

沿
岸

陸
域

の
副

次
断

層
を

想
定

し
た

い
る

た
め

、
C
と

し
な

か
っ

た
。（

A
1
:
3
/
2
5
、
A
2
:
1
/
2
5
、
B
:
4
/
2
5
、
C：

1
/
2
5
、
無

回
答
：
1
6
/
2
5
）
 

G
5
-
1
④
：
海

側
プ

レ
ー

ト
の

沈

み
込

み
境

界
付

近
の

断
層

沿

い
で

地
震

が
発

生
し

、
海

水
等

が
地

下
へ

流
入

し
た

場
合

、
水

理
特

性
（

水
理

ﾎ
ﾟ
ﾃ
ﾝ
ｼ
ｬ
ﾙ
）

が

変
化

し
、

広
域

地
下

水
流

動

し
、
母

岩
の

地
下

水
流

動
系

が

変
化

す
る

可
能

性
。

 

＜
水

理
＞

 

R
2
.
4
→

R
2
.
1
→

R
2
.
2
→

H
2
.
2
 

・
浅

所
か

ら
酸

化
的

な
地

下
水

が
流

入
し

た
場

合
、

地
下

水
流

動
特

性
が

変
化

す
る

可
能

性
は

あ
る

が
、

確
認

事
例

は
な

い
。
類

似
事

例
と

し
て

活
断

層
の

場

合
、
地

下
1
8
0
0
m
ま

で
地

表
水

の
流

入
に

よ
る

酸
化

亀
裂

の
存

在
が

確
認

さ
れ

て
お

り
、

酸
化

的
な

地
下

水
が

存
在

し
て

い
た

と
さ

れ
て

お
り

 
(
5
)
 
、

周
辺

地

下
水

の
流

動
に

影
響

が
及

ん
で

い
た

可
能

性
が

あ

る
。

 

A
1
（

地
表

水
、

海
水

が
流

入

す
れ

ば
、

水

理
、
水

質
へ

の

影
響

あ
り

。
影

響
の

程
度

に

つ
い

て
の

詳

細
は

不
明

）
 

・
適

当
 

A
1
 

・
お

お
む

ね
適

当
と

し
、

A
1

と
す

る
意

見
と

一
時

的
な

地
下

水
流

入

で
は

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

は
大

き
く

変
化

し
な

い
と

し
、

A
2

と
判

定
し

て

い
る

も
の

、
確

認
事

例
が

な
い

の
で

れ
ば

B
と

す
べ

き
と

い
う

意
見

あ

り
。
た

だ
し

、
流

入
を

確
認

で
き

な
い

が
、
流

入
の

痕
跡

の
可

能
性

が

あ
る

以
上

、
何

ら
か

の
影

響
は

あ
る

と
す

べ
き

で
あ

り
、

こ
こ

で
は

A
1
 
と

し
た

。
（

A
1
:
6
/
2
5
、

A
2
:
2
/
2
5
、

B
:
0
.
5
/
2
5
、

C
：

0
.
5
/
2
5
、

無

回
答

：
1
6
/
2
5
）

 



  

- 51 - 

JAEA-Data/Code 2011-005

G
5
-
1
⑤
：
海

側
プ

レ
ー

ト
の

沈

み
込

み
境

界
付

近
の

断
層

沿

い
で

地
震

が
発

生
し

海
水

等

が
地

下
へ

流
入

し
た

場
合

、
地

下
水

化
学
（

水
質

）
に

影
響

を

及
ぼ

し
、
母

岩
の

地
下

水
化

学

に
影

響
す

る
可

能
性

。
 

＜
化

学
＞

 

R
2
.
4
→

R
4
.
1
→

H
4
.
2
 

・
浅

所
か

ら
酸

化
的

な
地

下
水

が
流

入
し

た
場

合
、

地
下

水
水

質
が

変
化

す
る

可
能

性
は

あ
る

。
海

側
プ

レ
ー

ト
の

沈
み

込
み

境
界

付
近

の
断

層
沿

い
の

事

例
は

な
い

。
類

似
事

例
と

し
て

、
野

島
断

層
で

は
地

下
1
8
0
0
m
ま

で
地

表
水

の
流

入
に

よ
る

酸
化

亀
裂

の

存
在

が
確

認
さ

れ
て

お
り

、
酸

化
的

な
地

下
水

が
存

在
し

て
い

た
と

さ
れ

て
お

り
 
(
5
)
 
、

周
辺

地
下

水
の

水
質

も
変

化
し

て
い

た
可

能
性

も
あ

る
。

 

 

・
酸

化
的

な
地

下
水

の
流

入
は

、
お

そ
ら

く
酸

化
物

の
沈

殿
に

よ
る

判
断

と
考

え
る

が
、

阿
寺

断
層

等
の

活
断

層
や

地
下

研
等

の
地

下
岩

盤
中

で
の

断
層

、
割

れ
目

を
調

べ
た

結
果

か
ら

は
、

断
層

ガ
ウ

ジ
は

還
元

状
態

を
維

持
し

て
お

り
、

断
層

角
礫

の
部

分
の

み
が

一
部

酸
化

し
や

す
い

こ
と

な
ど

が
分

か
っ

て
き

て
い

る
。

こ
こ

で
の

記
載

で
は

、
地

下
全

体
が

あ
た

か
も

酸
化

さ
れ

て
し

ま
う

か
の

よ
う

な
イ

メ
ー

ジ
に

も
読

み
取

れ
る

が
、

必
ず

し
も

そ
う

で
は

な
い

こ
と

は
留

意
さ

れ
た

方
が

い
い

。
 

A
1
 

・
お

お
む

ね
適

当
と

し
、

A
1

と
す

る
意

見
と

一
時

的
な

地
下

水
流

入

で
は

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

は
大

き
く

変
化

し
、

水
質

変
化

も
小

さ
い

と
し

、

A
2
と

判
定

し
て

い
る

も
の

、
確

認
事

例
が

な
い

の
で

れ
ば

B
と

す
べ

き
と

い
う

意
見

あ
り

。
た

だ
し

、
流

入
を

確
認

で
き

な
い

が
、
流

入
の

痕
跡

の
可

能
性

が
あ

る
以

上
、
何

ら
か

の
影

響
は

あ
る

と
す

べ
き

で
あ

り
、
こ

こ
で

は
A
1
 
と

し
た

。（
A
1
:
5
/
2
5
、
A
2
:
1
/
2
5
、
B
:
0
.
5
/
2
5
、
C
：

0
.
5
/
2
5
、

無
回

答
：

1
8
/
2
5
）

 

  G
5
-
2
①
：
海

側
プ

レ
ー

ト
の

沈

み
込

み
境

界
付

近
の

断
層

沿

い
で

地
震

（
地

震
断

層
の

活

動
）

が
発

生
す

る
可

能
性

。
 

＜
全

体
＞

 

G
5
-
2
 

G
4
①

に
同

じ
 

G
4
①

に
同

じ
 

G
4
①

に
同

じ
 

C
 

G
4
①

に
同

じ
 

G
5
-
2
②
：
海

側
プ

レ
ー

ト
の

沈

み
込

み
境

界
付

近
の

断
層

沿

い
で

地
震

が
発

生
し

た
場

合
、

周
辺

岩
盤

の
幾

何
形

状
・
間

隙

構
造

が
変

化
す

る
可

能
性

。
 

＜
物

質
移

行
＞

 

G
5
-
2
→

R
5
.
1
 

・
地

震
活

動
に

よ
り

、
断

層
周

辺
の

亀
裂

分
布

等
の

幾
何

形
状

が
変

化
す

る
可

能
性

あ
り

。
た

だ
し

、
地

震
前

後
の

岩
盤

の
幾

何
形

状
の

変
化

を
観

察
し

た
事

例
は

な
く

、
地

震
前

後
の

岩
盤

の
透

水
性

変
化

か
ら

の
推

定
(
4
)
に

と
ど

ま
る

。
影

響
範

囲
に

つ
い

て
は

不

明
で

あ
る

が
、

岩
盤

の
透

水
性

変
化

か
ら

す
る

と
最

大
数

1
0
k
m
程

度
(
1
0
)
と

想
定

さ
れ

る
。

 

A
1（

断
層

変
位

が
起

こ
れ

ば
、

断
層

周
辺

の

岩
盤

は
変

形
、

破
壊

が
発

生
、

た
だ

し
、
影

響

の
程

度
は

断

層
か

ら
の

距

離
に

依
存

）
 

ア
ラ

ス
カ

地
震

の
例

な
ど

海
外

事
例

で
は

，
プ

レ
ー

ト
境

界
の

主
断

層
と

分
岐

断
層

が
海

岸
に

起
こ

し
た

隆

起
・

沈
降

パ
タ

ー
ン

が
測

量
さ

れ
て

い
る

と
い

う
指

摘
あ

り
。

 

→
今

後
、

海
外

事
例

の
つ

い
て

も
補

足
、

対
応

す
る

。
 

A
1
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
と

す
る

意
見

。
確

認
事

例
が

な
い

の
で

れ

ば
B
と

す
べ

き
と

い
う

意
見

あ
り

。
た

だ
し

、
断

層
変

位
が

起
こ

れ
ば

何
ら

か
の

影
響

は
あ

る
た

め
、

こ
こ

で
は

A
1
 
と

し
た

。
（

A
1
:
5
/
2
5
、

A
2
:
1
/
2
5
、

B
:
1
.
5
/
2
5
、

C
：

1
.
5
/
2
5
、

無
回

答
：

1
6
/
2
5
）
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JAEA-Data/Code 2011-005

G
5
-
2
③
：
海

側
プ

レ
ー

ト
の

沈

み
込

み
境

界
付

近
の

断
層

沿

い
で

地
震

が
発

生
し

、
広

域
地

下
水

流
動

領
域

の
幾

何
形

状
・
間

隙
構

造
が

変
化

し
た

場

合
、
水

理
特

性
（

透
水

性
）
が

変
化

し
、
母

岩
領

域
の

水
理

特

性
（

透
水

性
）
が

変
化

す
る

可

能
性

。
 

＜
水

理
＞

 

R
5
.
1
→

R
2
.
1
 

・
地

震
の

前
後

で
周

辺
地

盤
の

間
隙

構
造

が
変

化
し

、

透
水

性
が

変
化

す
る

可
能

性
は

あ
る

。
た

だ
し

、
地

震
が

発
生

し
て

も
必

ず
し

も
酸

化
的

な
水

が
地

下
に

流
入

す
る

と
は

限
ら

な
い

。
 

・
海

側
プ

レ
ー

ト
の

沈
み

込
み

境
界

付
近

の
断

層
沿

い
で

の
確

認
事

例
は

な
い

が
、

活
断

層
の

透
水

性
に

つ
い

て
は

、
地

震
後

、
断

層
部

の
注

水
試

験
が

実
施

さ
れ

て
お

り
、

地
震

後
断

層
部

の
透

水
性

が
回

復
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

地
震

時
は

透
水

性
が

一
時

的
に

増
加

し
た

と
解

釈
さ

れ
て

い
る

報
告

例
が

あ
る

(
8
）
。

ま
た

、
地

震
発

生
後

、
系

統
的

に
活

断
層

周
辺

の
高

標
高

部
で

水
位

が
低

下
、

低
地

部
で

水
位

上
昇

、
湧

水
量

増
加

な
ど

の
状

況
証

拠
、

水
位

、
湧

水
量

変
化

を
解

析
に

組
み

込
ん

だ
報

告
事

例
な

ど
か

ら
、

断
層

部
周

辺
の

透
水

性
が

変
化

の
可

能
性

を
議

論
し

た
例

が
あ

る
(
9
)
(
1
0
)
(
1
1
)
1
2
）
。
透

水
性

の
変

化
は

活
断

層
周

辺

に
限

定
さ

れ
る

が
、

影
響

の
広

が
り

は
最

大
数

1
0
k
m
(
1
0
)
程

度
と

さ
れ

て
い

る
。

 

A
1（

断
層

周
辺

の
岩

盤
中

の

間
隙

構
造

が

変
化

す
れ

ば

透
水

性
も

変

化
す

る
可

能

性
あ

り
。
）

 

・
適

当
 

A
1
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
と

す
る

意
見

。
た

だ
し

広
域

流
動

に
与

え

る
影

響
は

他
の

A
1
よ

り
も

小
さ

い
と

し
て

い
る

。
確

認
事

例
が

な
い

の
で

あ
れ

ば
B
、
ま

た
間

隙
構

造
が

変
化

し
て

も
透

水
性

変
化

の
範

囲

は
不

明
で

あ
り

、
B
と

す
べ

き
と

い
う

意
見

あ
り

。
た

だ
し

、
断

層
変

位
が

起
こ

り
、

間
隙

構
造

が
変

化
す

れ
ば

何
ら

か
の

影
響

は
あ

る
た

め
、
こ

こ
で

は
A
1
 
と

し
た

。
海

溝
型

地
震

の
場

合
、
震

源
は

海
底

下

で
あ

り
、

陸
域

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
し

、
A
2

判
定

と
す

る
回

答
も

あ
っ

た
が

、
こ

こ
で

は
副

次
断

層
に

よ
る

影
響

が
想

定
さ

れ
る

た
め

、

A
1
の

ま
ま

と
し

た
。（

A
1
:
6
/
2
5
、
A
2
:
1
/
2
5
、
B
:
1
.
5
/
2
5
、
C：

0
.
5
/
2
5
、

無
回

答
：

1
6
/
2
5
）

 

G
5
-
2
④
：
海

側
プ

レ
ー

ト
の

沈

み
込

み
境

界
付

近
の

断
層

沿

い
で

地
震

が
発

生
し

、
広

域
地

下
水

流
動

領
域

の
幾

何
形

状
・
間

隙
構

造
が

変
化

し
、
水

理
特

性
（

透
水

性
）
が

変
化

し

た
場

合
、
広

域
地

下
水

流
動

が

変
化

し
、
母

岩
領

域
の

地
下

水

流
動

が
変

化
す

る
可

能
性

。
 

＜
水

理
＞

 

R
2
.
1
→

R
2
.
2
→

H
2
.
2
 

・
地

震
に

よ
る

地
盤

の
透

水
性

変
化

に
よ

り
、

断
層

周
辺

の
地

下
水

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

変
化

、
地

下
水

流
動

特
性

の
変

化
の

可
能

性
あ

り
。

活
断

層
に

関
す

る
類

似
事

例
で

は
、

解
析

的
に

地
盤

の
透

水
性

を
変

化
さ

せ
た

場
合

、
地

下
水

流
動

変
化

に
関

す
る

報
告

例
は

あ
る

も
の

の
具

体
的

な
観

測
事

例
は

な
い

。
 

A
1（

断
層

周
辺

の
水

理
特

性

が
変

化
す

れ

ば
、
地

下
水

流

動
も

変
化

す

る
可

能
性

あ

り
。
）

 

・
適

当
 

A
1
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
と

す
る

意
見

。
た

だ
し

広
域

流
動

に
与

え

る
影

響
は

他
の

A
1
よ

り
も

小
さ

い
と

し
て

い
る

。
確

認
事

例
が

な
い

の
で

れ
ば

B
と

す
べ

き
と

い
う

意
見

あ
り

。
た

だ
し

、
断

層
変

位
が

起

こ
り

、
間

隙
構

造
が

変
化

す
れ

ば
何

ら
か

の
影

響
は

あ
る

た
め

、
こ

こ

で
は

A
1
 
と

し
た

。
ま

た
、
海

溝
型

地
震

の
場

合
、
震

源
は

海
底

下
で

あ
り

、
陸

域
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

し
、

A
2

判
定

と
す

る
回

答
も

あ

っ
た

が
、

こ
こ

で
は

副
次

断
層

を
取

り
扱

っ
て

い
る

た
め

A
1
の

ま
ま

と
し

た
。（

A
1
:
6
/
2
5
、
A
2
:
1
/
2
5
、
B
:
1
.
5
/
2
5
、
C：

0
.
5
/
2
5
、
無

回
答

：

1
6
/
2
5
）

 

  G
5
-
3
①
：
海

側
プ

レ
ー

ト
の

沈

み
込

み
境

界
付

近
の

断
層

沿

い
で

地
震

（
地

震
断

層
の

活

動
）

が
発

生
す

る
可

能
性

。
 

＜
全

体
＞

 

G
5
-
3
 

G
4
①

に
同

じ
。

 
G
4
①

に
同

じ
。

G
4
①

に
同

じ
。

 
C
 

G
4
①

に
同

じ
。

 

G
5
-
3
②

海
側

プ
レ

ー
ト

の
沈

み
込

み
境

界
付

近
の

断
層

沿

い
で

地
震

が
発

生
し

た
場

合
、

広
域

地
下

水
流

動
領

域
の

岩

盤
の

応
力

状
態

が
変

化
す

る

可
能

性
。

 

・
地

震
後

、
断

層
周

辺
の

応
力

状
況

が
一

時
的

に
変

化
す

る
可

能
性

あ
り

。
応

力
ひ

ず
み

分
布

状
況

は
、
4

象
限

モ
デ

ル
な

ど
地

殻
歪

分
布

と
応

力
と

の
関

係
な

ど
の

情
報

あ
り

。
地

中
ひ

ず
み

の
蓄

積
は

、
理

論
的

に
は

数
1
0
0
k
m
ま

で
及

ぶ
可

能
性

あ
り

。
地

震
活

動

に
伴

う
地

殻
応

力
の

再
配

分
に

よ
り

、
地

殻
歪

分
布

A
1（

地
震

が
起

こ
れ

ば
、
断

層

周
辺

の
岩

盤

の
応

力
状

態

も
変

化
。
影

響

の
程

度
は

地

・
適

当
 

A
1
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
と

す
る

意
見

。
中

に
は

、
応

力
状

況
は

変

化
し

て
も

弾
性

領
域

内
と

し
A
2
と

す
る

意
見

も
あ

っ
た

が
、

岩
盤

中

の
体

積
歪

の
大

小
が

安
全

性
に

与
え

る
影

響
が

小
さ

い
と

言
い

切
れ

な
い

。
一

部
、
応

力
状

態
の

変
化

の
程

度
が

地
殻

歪
に

ど
の

よ
う

な
影

響
を

与
え

る
か

不
明

と
し

、
B
と

す
る

回
答

も
あ

り
。
こ

こ
で

の
判

定

は
、

影
響

の
大

小
は

震
源

か
ら

の
距

離
な

ど
に

依
存

す
る

と
思

わ
れ

、
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＜
力

学
＞

 

G
5
-
3
→

R
3
.
1
 

の
変

化
は

、
理

論
的

に
は

数
1
0
0
k
m
に

も
及

ぶ
。

震

源
か

ら
3
0
0
k
m

以
上

離
れ

る
と

歪
変

化
レ

ベ
ル

は

3
×

1
0
-
7
以

下
(
3
)
と

な
る

。
 

・
1
9
4
6
年

南
海

地
震

の
際

に
は

、
地

震
の

1
～

1
0
日

前
か

ら
紀

伊
半

島
や

四
国

の
太

平
洋

岸
で

浅
井

戸
の

水
位

が
数

1
0
c
m
以

上
低

下
し

た
が

、
こ

れ
は

南
海

ト

ラ
フ

の
プ

レ
ー

ト
境

界
で

逆
断

層
型

の
プ

レ
ス

リ
ッ

プ
が

発
生

し
、

地
盤

の
応

力
状

態
の

変
化

、
隆

起
、

地
盤

の
体

積
歪

が
変

化
し

た
も

の
と

推
定

さ
れ

て
い

る
(
5
1
)
。

 

震
規

模
、
断

層

か
ら

の
距

離

に
よ

る
）

 

影
響

は
一

概
に

小
さ

い
と

い
え

な
い

こ
と

か
ら

A
1
 
と

し
た

。

（
A
1
:
7
/
2
5
、
A
2
:
1
/
2
5
、
B
:
1
.
5
/
2
5
、
C：

0
.
5
/
2
5
、
無

回
答
：
1
5
/
2
5
）
 

G
5
-
3
③

海
側

プ
レ

ー
ト

の
沈

み
込

み
境

界
付

近
の

断
層

沿

い
で

地
震

が
発

生
し

、
広

域
地

下
水

流
動

領
域

の
岩

盤
の

応

力
状

態
が

変
化

し
た

場
合

、
水

理
特

性
の

変
化
（

過
剰

間
隙

水

圧
発

生
）
し

、
地

下
水

流
動

が

変
化

し
、
母

岩
の

地
下

水
流

動

が
変

化
す

る
可

能
性

。
 

＜
水

理
＞

 

R
3
.
1
→

R
2
.
1
→

R
2
.
2
→

H
2
.
2
 

・
地

震
に

伴
い

岩
盤

の
応

力
変

化
を

起
こ

り
、

間
隙

水
圧

変
化

が
発

生
し

、
地

下
水

流
動

が
変

化
す

る
可

能
性

は
あ

る
。

記
録

で
は

、
最

大
地

震
の

場
合

、
近

傍
地

震
（

震
源

距
離

2
3
7
.
8
k
m
）

で
は

3
.
8
m
の

水
位

変
化

、
遠

地
地

震
（

震
源

距
離

2
4
7
3
k
m
）

で
6
6
c
m

の
水

位
変

化
の

観
測

例
あ

り
(
1
3
)
。

地
震

後
、

水
位

、

水
圧

は
地

震
前

の
水

位
へ

戻
る

が
、

回
復

時
間

は
地

質
、

地
質

構
造

に
左

右
さ

れ
る

(
1
4
)
。

 

・
1
9
4
6
年

南
海

道
地

震
後

、
引

張
変

形
場

に
あ

た
る

西
日

本
各

地
で

水
位

低
下

が
発

生
し

た
(
2
)
。

1
9
2
3
年

関
東

大
地

震
前

後
に

、
伊

豆
半

島
北

部
か

ら
房

総
半

島
先

端
部

に
お

い
て

、
圧

縮
変

形
場

で
水

位
上

昇
、

引
張

変
形

場
で

水
位

低
下

が
発

生
し

た
(
2
)
。

 

・
南

海
地

震
の

発
生

に
よ

り
、

堆
積

物
中

の
水

頭
が

約
9
0
m
変

化
し

、
元

の
高

さ
近

く
で

安
定

す
る

ま
で

に
約

1
,
0
0
0
年

か
か

る
と

解
析

し
た

例
が

あ
る

(
7
)
。

A
1（

応
力

状
態

が
変

化
す

れ

ば
、
間

隙
水

圧

分
布

、
地

下
水

流
動

も
変

化

し
、
そ

の
影

響

の
程

度
は

応

力
状

態
の

変

化
量

と
関

係

あ
り

）
 

・
適

当
 

A
1
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
と

す
る

意
見

。
一

部
に

、
広

域
地

下
水

流

動
に

与
え

る
影

響
は

、
他

の
A
1
に

比
べ

小
さ

く
、
A
2
と

す
べ

き
意

見

や
安

全
性

へ
の

影
響

の
観

点
か

ら
は

地
下

水
流

動
に

大
き

な
イ

ン
パ

ク
ト

を
与

え
た

事
例

が
な

く
B
と

す
る

意
見

な
ど

。
た

だ
し

、
国

内
で

最
大

は
十

勝
沖

地
震

に
よ

る
水

位
変

化
で

あ
り

、
こ

れ
が

地
下

水
流

動

に
与

え
る

影
響

が
小

さ
い

と
い

い
き

れ
な

い
こ

と
か

ら
A
1
と

し
た

。

（
A
1
:
6
.
5
/
2
5
、
A
2
:
2
/
2
5
、
B
:
0
.
5
/
2
5
、
C：

1
/
2
5
、
無

回
答
：
1
5
/
2
5
）
 

 
Ta

bl
e-
Ⅴ

-4
.「

安
全

性
へ

の
影

響
の

可
能
性

と
相

関
の
判

定
」

の
集
約

結
果

（
G

6）
 

 安
全

性
へ

の
影

響
の

可
能

性

“
に

関
す

る
連

鎖
項

目
 

理
解

の
現

状
（

文
献

情
報

に
も

と
づ

く
情

報
、
知

見
）

相
関

の
判

定

（
1
0
5
年

）
と

判

定
根

拠
 

理
解

の
現

状
に

対
す

る
回

答
者

の
主

な
意

見
を

踏
ま

え
た

対
応

 

修
正

判
定

相
関

の
判

定
に

対
す

る
主

な
回

答
を

踏
ま

え
た

判
定

根
拠

 

G
6
①
：
海

側
プ

レ
ー

ト
の

沈
み

込
み

境
界

付
近

の
断

層
沿

い

で
地

震
（

地
震

断
層

の
活

動
）

が
発

生
す

る
可

能
性

。
 

＜
全

体
＞

 

G
6
 

G
4
①

に
同

じ
 

G
4
①

に
同

じ
 

G
4
①

に
同

じ
 

C
 

G
4
①

に
同

じ
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G
6
②
：
海

側
プ

レ
ー

ト
の

沈
み

込
み

境
界

付
近

の
断

層
沿

い

の
地

震
活

動
が

発
生

し
た

場

合
、
深

部
か

ら
熱

水
流

体
が

断

層
沿

い
に

流
入

す
る

可
能

性
。

＜
全

体
＞

 

G
6
→

熱
水

活
動

 

・
地

震
活

動
に

よ
り

深
部

か
ら

熱
水

流
体

が
断

層
沿

い
に

流
入

す
る

可
能

性
は

あ
る

。
た

だ
し

、
地

震
活

動
と

同
期

的
に

熱
水

流
体

が
上

昇
し

た
と

い
う

観
測

事
実

は
な

い
。

海
側

プ
レ

ー
ト

の
沈

み
込

み
沿

い
の

断
層

周
辺

で
の

事
例

は
な

く
、

活
断

層
沿

い
の

例
の

場
合

、
多

く
は

、
地

震
発

生
後

、
活

断
層

周
辺

で
地

下
水

温
が

上
昇

し
た

り
、

現
在

活
断

層
沿

い
で

熱
水

が
湧

出
し

つ
づ

け
て

い
る

（
有

馬
温

泉
の

例
な

ど
(
1
5
)
(
1
6
)
）
例

が
あ

り
、
活

断
層

が
熱

水
の

通
り

道
に

な

っ
て

い
る

可
能

性
は

十
分

考
え

ら
れ

る
。

熱
水

流
入

の
範

囲
は

、
活

断
層

の
場

合
、

地
表

部
の

水
温

変
化

か
ら

、
断

層
か

ら
最

大
2
-
3
k
m
程

度
(
4
3
)
 
程

度
に

及

ぶ
場

合
が

あ
る

。
ま

た
、

松
代

群
発

地
震

地
域

に
お

け
る

地
震

前
後

の
観

測
例

は
あ

る
が

、
活

断
層

沿
い

の
例

と
は

言
え

な
い

た
め

、
G
2
4
で

取
り

扱
う

。
 

B
（

断
層

が
活

動
し

て
も

コ

サ
イ

ス
ミ

ッ

ク
に

熱
水

流

体
が

流
入

す

る
と

は
限

ら

な
い

。
）

 

熱
水

流
体

流
入

に
よ

る
水

収
支

バ
ラ

ン
ス

の
変

化
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

言
及

の
必

要
性

に
対

す
る

指
摘

。
 

→
今

後
、

熱
水

活
動

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

に
つ

い
て

も
補

足
調

査
す

る
予

定
。

B
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
と

す
る

意
見

。
一

部
熱

流
量

分
布

か
ら

熱

水
源

の
存

在
は

想
定

し
に

く
く

、
存

在
し

た
と

し
て

も
限

定
的

で
あ

り
、
C
と

い
う

意
見

も
あ

っ
た

が
、
こ

こ
で

は
時

間
予

測
が

で
き

な
い

こ
と

か
ら

B
の

ま
ま

と
し

た
。（

B
:
7
.
5
/
2
5
、
C：

2
.
5
/
2
5
、
無

回
答

：

1
5
/
2
5
）

 

G
6
③
：
海

側
プ

レ
ー

ト
の

沈
み

込
み

境
界

付
近

の
断

層
沿

い

の
地

震
活

動
に

よ
り

深
部

か

ら
熱

水
流

体
が

断
層

沿
い

に

流
入

し
た

場
合

、
広

域
地

下
水

流
動

領
域

の
水

理
特

性
（

ﾎ
ﾟ
ﾃ

ﾝ
ｼ
ｬ
ﾙ
等

）
を

変
化

さ
せ

、
広

域

地
下

水
流

動
の

変
化

、
母

岩
の

地
下

水
流

動
が

変
化

す
る

可

能
性

。
 

＜
水

理
＞

 

熱
水

活
動

→
R
2
.
1
→

R
2
.
2
→

H
2
.
2
 

・
熱

水
流

体
が

断
層

沿
い

に
流

入
す

る
と

水
収

支
バ

ラ
ン

ス
が

変
化

す
る

た
め

、
水

理
特

性
、

広
域

地
下

水
流

動
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
は

あ
る

。
た

だ
し

、

確
認

例
は

な
し

。
 

A
1（

断
層

が
活

動
し

、
熱

水
が

流
入

す
れ

ば

周
辺

地
下

水

の
水

理
に

影

響
が

想
定

さ

れ
る

。
影

響
の

程
度

は
断

層

か
ら

の
距

離

に
よ

る
。
）

 

熱
水

活
動

の
広

が
り

と
サ

イ
ト

、
広

域
ス

ケ
ー

ル
と

の
関

係
に

つ
い

て
の

情
報

不
足

の
指

摘
。

 

→
今

後
、

こ
の

観
点

か
ら

追
加

調
査

を
行

う
予

定
。

 

A
1
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
と

す
る

意
見

。
一

部
に

確
認

事
例

が
な

い

の
で

あ
れ

ば
B
と

す
べ

き
と

い
う

意
見

も
あ

っ
た

が
、
熱

水
が

流
入

す

れ
ば

何
ら

か
の

影
響

が
現

れ
る

こ
と

か
ら

こ
こ

で
は

A
1
の

ま
ま

と
し

た
。
ま

た
、
影

響
の

程
度

は
小

さ
い

の
で

は
と

い
う

指
摘

も
あ

っ
た

が
、

こ
こ

で
は

A
1

の
可

能
性

を
否

定
で

き
な

い
こ

と
か

ら
A
1

と
し

た
。

（
A
1
:
4
.
5
/
2
5
、

A
2
:
0
.
5
/
2
5
、

B
:
2
.
5
/
2
5
、

C
：

2
.
5
/
2
5
、

無
回

答
：

1
5
/
2
5
）

 

G
6
④
：
海

側
プ

レ
ー

ト
の

沈
み

込
み

境
界

付
近

の
断

層
沿

い

の
地

震
活

動
に

よ
り

深
部

か

ら
熱

水
流

体
が

断
層

沿
い

に

流
入

し
た

場
合

、
広

域
地

下
水

流
動

領
域

の
地

下
水

化
学
（

水

質
等

）
を

変
化

さ
せ

、
母

岩
の

地
下

水
化

学
が

変
化

す
る

可

能
性

。
 

＜
化

学
＞

 

熱
水

活
動

→
R
4
.
1
→

H
4
.
2
 

・
熱

水
に

よ
る

地
下

水
化

学
が

変
化

す
る

可
能

性
は

あ
る

が
、

確
認

例
は

な
い

。
た

だ
し

、
活

断
層

の
事

例
で

は
、

亀
裂

を
含

む
断

層
周

辺
の

母
岩

に
は

熱
水

変
質

の
痕

跡
が

あ
り

、
変

質
帯

の
幅

は
数

c
m
～

数

1
0
m
に

及
ぶ

。
野

島
断

層
で

は
1
0
m
前

後
(
1
7
)
。

一
部

の
活

断
層

沿
い

に
お

い
て

は
、

活
断

層
か

ら
離

れ
た

地
域

の
地

表
水

と
は

異
な

る
水

質
を

持
っ

て
お

り
、

一
部

硫
酸

イ
オ

ン
を

含
む

も
の

も
あ

る
が

多
く

は

N
a
C
l
型

で
あ

る
(
1
5
)
(
(
1
6
)
1
8
)
。

 

 

A
1（

断
層

が
活

動
し

、
熱

水
が

流
入

す
れ

ば

周
辺

地
下

水

の
化

学
、
熱

に

影
響

が
想

定

さ
れ

る
。
影

響

の
程

度
は

断

層
か

ら
の

距

離
に

よ
る

。
）

 

同
上

 
A
1
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
と

す
る

意
見

。
熱

水
流

入
す

る
周

辺
岩

盤

の
種

類
に

よ
っ

て
地

下
水

化
学

、
水

温
の

変
化

の
程

度
が

変
わ

る
と

し
、
C
と

い
う

意
見

も
あ

っ
た

が
、
こ

こ
で

は
サ

イ
ト

と
断

層
と

の
位

置
関

係
を

考
慮

せ
ず

、
想

定
さ

れ
る

最
大

を
評

価
し

て
い

る
た

め
、
A
1

の
ま

ま
と

し
た

。
一

部
に

確
認

事
例

が
な

い
の

で
あ

れ
ば

B
と

す
べ

き

と
い

う
意

見
も

あ
っ

た
が

、
熱

水
が

流
入

す
れ

ば
何

ら
か

の
影

響
が

現

れ
る

こ
と

か
ら

こ
こ

で
は

A
1
の

ま
ま

と
し

た
。

 

ま
た

、
影

響
の

程
度

は
小

さ
い

の
で

は
と

い
う

指
摘

も
あ

っ
た

が
、
こ

こ
で

は
A
1

の
可

能
性

を
否

定
で

き
な

い
こ

と
か

ら
A
1

と
し

た
。

（
A
1
:
5
.
5
/
2
5
、

A
2
:
0
.
5
/
2
5
、

B
:
1
.
5
/
2
5
、

C
：

2
.
5
/
2
5
、

無
回

答
：

1
5
/
2
5
）

 



  

- 55 - 

JAEA-Data/Code 2011-005

G
6
⑤
：
海

側
プ

レ
ー

ト
の

沈
み

込
み

境
界

付
近

の
断

層
沿

い

の
地

震
活

動
に

よ
り

深
部

か

ら
熱

水
流

体
が

断
層

沿
い

に

流
入

し
た

場
合

、
広

域
地

下
水

流
動

領
域

の
地

下
水

温
を

変

化
さ

せ
、
母

岩
の

地
下

水
温

が

変
化

す
る

可
能

性
。

 

＜
熱

＞
 

熱
水

活
動

→
R
1
.
1
→

H
１

.
2
 

・
地

震
活

動
に

伴
っ

て
断

層
沿

い
に

熱
水

が
上

昇
し

、

地
下

水
温

を
変

化
さ

せ
る

可
能

性
あ

り
。

海
側

プ
レ

ー
ト

の
沈

み
込

み
境

界
付

近
の

断
層

沿
い

の
例

は
な

い
が

、
熱

水
の

湧
出

す
る

活
断

層
周

辺
で

は
水

温
が

活
断

層
か

ら
離

れ
た

場
所

よ
り

も
高

く
（

有
馬

温
泉

で
は

最
高

9
8
℃

(
1
9
)
）
、

深
部

か
ら

熱
水

の
供

給
に

よ

る
影

響
を

受
け

て
い

る
可

能
性

が
あ

る
。

周
辺

岩
盤

の
深

部
の

水
温

変
化

の
範

囲
に

つ
い

て
は

不
明

で
あ

る
が

、
少

な
く

と
も

熱
水

の
流

入
範

囲
よ

り
も

広
範

囲
と

推
定

さ
れ

る
。

 

・
適

当
 

 
Ta

bl
e-
Ⅴ

-5
.「

安
全

性
へ

の
影

響
の

可
能
性

と
相

関
の
判

定
」

の
集
約

結
果

（
G

7）
 

 安
全

性
へ

の
影

響
の

可
能

性

“
に

関
す

る
連

鎖
項

目
 

理
解

の
現

状
（

文
献

情
報

に
も

と
づ

く
情

報
、
知

見
）

相
関

の
判

定

（
1
0
5
年

）
と

判
定

根
拠

 

理
解

の
現

状
に

対
す

る
回

答
者

の
主

な
意

見
を

踏
ま

え
た

対
応

 

修
正

判
定

相
関

の
判

定
に

対
す

る
主

な
回

答
を

踏
ま

え
た

判
定

根
拠

 

G
7
①
：
海

側
プ

レ
ー

ト
の

沈
み

込
み

境
界

付
近

の
断

層
沿

い

で
地

震
（

地
震

断
層

の
活

動
）

が
発

生
す

る
可

能
性

。
 

＜
全

体
＞

 

G
7
 

G
4
①

に
同

じ
。

 
G
4
①

に
同

じ
。

G
4
①

に
同

じ
。

 
C
 

G
4
①

に
同

じ
。

 

G
7
②
：
海

側
プ

レ
ー

ト
の

沈
み

込
み

境
界

付
近

の
断

層
沿

い

の
地

震
活

動
が

発
生

し
た

場

合
、
地

形
・
地

質
構

造
に

変
化

が
生

ず
る

可
能

性
。

 

＜
全

体
＞

 

G
7
→

地
形

・
地

質
構

造
 

 

・
地

震
活

動
に

よ
る

地
形

・
地

質
構

造
変

化
の

可
能

性
あ

り
。

海
側

プ
レ

ー
ト

の
沈

み
込

み
境

界
付

近
の

断
層

の
場

合
ほ

と
ん

ど
逆

断
層

タ
イ

プ
で

あ
り

、
1

回
の

変
位

量
は

数
m
～

1
0
m
以

上
で

あ
り

、
周

辺
地

盤

の
地

形
・

地
質

構
造

に
変

化
あ

り
。

 

・
地

震
に

伴
っ

て
室

戸
岬

が
1
.
2
7
m
隆

起
(
2
0
)
。

 

・
高

知
に

お
い

て
は

、
地

震
間

は
室

戸
岬

側
が

ゆ
っ

く
り

沈
み

高
知

平
野

側
が

隆
起

、
1
9
4
6
年

南
海

道
地

震
時

に
岬

側
が

急
激

に
隆

起
し

平
野

側
が

沈
降

す
る

(
2
1
)
。

プ
レ

ー
ト

境
界

地
震

に
よ

る
隆

起
量

は
小

さ

く
、

地
震

後
の

変
動

な
ど

で
相

殺
さ

れ
、

累
積

し
な

い
(
2
2
)
。

 

・
房

総
半

島
南

部
は

、
大

正
地

震
で

最
大

約
2
m
、
元

禄
地

震
で

最
大

5
m
隆

起
(
2
3
)
。

 

・
地

震
の

繰
返

し
に

よ
り

、
複

数
の

離
水

海
岸

地
形

が
発

達
す

る
(
2
4
)
。

 

A
1
(
陸

域
の

1

回
の

変
位

に

よ
る

隆
起

量

の
最

大
を

5
m

と
し

、
活

動
間

隔
を

4
0
0
～

6
0
0
年

、
１

回

の
変

位
量

を

5
m

で
1
0
5
年

で
1
0
0
0
m

と

な
る

。
実

際
は

累
積

し
な

い

た
め

こ
れ

よ

り
も

小
さ

い

値
と

な
る

。
)

・
お

お
む

ね
適

切
で

は
あ

る
が

，
プ

レ
ー

ト
境

界
地

震
に

よ
る

隆
起

量
が

累
積

す
る

か
ど

う
か

異
論

が
あ

る
と

い
う

指
摘

。
一

方
、

海
溝

型
地

震
に

は
2
種

類
あ

り
、

陸
域

へ
の

分
岐

断

層
に

つ
い

て
は

累
積

す
る

可
能

性
が

高
く

、
そ

の
パ

タ
ー

ン
は

単
純

で
は

な
い

と
い

う
情

報
。

→
こ

れ
ら

に
つ

い
て

は
追

跡
調

査
を

行
う

。
 

A
1
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
と

す
る

意
見

。
一

部
に

影
響

は
小

さ
い

と
し

A
2
と

す
る

意
見

も
あ

っ
た

が
、
も

し
、
隆

起
量

が
累

積
す

る
の

で
あ

れ
ば

影
響

は
小

さ
い

と
は

い
え

な
い

と
し

A
1

の
ま

ま
と

し
た

（
A
1
:
8
/
2
5
、

A
2
:
1
/
2
5
、

B
:
1
/
2
5
、

無
回

答
：

1
5
/
2
5
）
。

 

G
7
③
：
海

側
プ

レ
ー

ト
の

沈
み

込
み

境
界

付
近

の
断

層
沿

い

の
地

震
活

動
に

よ
り

地
形
・
地

質
構

造
に

変
化

が
生

じ
た

場

・
地

震
に

伴
っ

て
地

形
・

地
質

構
造

の
変

化
し

た
場

合
、

地
形

勾
配

が
変

化
し

、
さ

ら
に

動
水

勾
配

が
変

化
し

、
地

下
水

流
動

変
化

が
生

じ
る

可
能

性
あ

り
。

断
層

変
位

の
累

積
に

よ
る

隆
起

に
よ

る
地

形
変

化
を

A
1（

複
数

回
の

地
震

性
隆

起

に
よ

り
、

数

1
0
m
以

上
の

隆

・
数

十
ｍ

の
隆

起
が

サ
イ

ト
ス

ケ
ー

ル
数

K
m
四

方
の

動
水

勾
配

に
ど

の
程

度
の

影
響

を
与

え
る

も
の

か
の

解
析

例
が

あ
る

の
で

も
う

少
し

事
例

を
調

A
1
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
と

す
る

意
見

。
一

部
に

地
形

変
化

に
よ

る
地

下
水

流
動

へ
の

影
響

は
解

析
事

例
で

あ
り

、
観

測
事

例
で

は
な

い
こ

と
か

ら
流

動
へ

の
影

響
は

現
実

的
に

小
さ

い
と

す
べ

き
と

い
う

意
見

も
あ

っ
た

が
、

隆
起

が
累

積
す

る
の

で
あ

れ
ば

影
響

は
小

さ
い
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合
、
広

域
地

下
水

流
動

領
域

の

水
理

特
性

が
変

化
し

、
広

域
地

下
水

流
動

領
域

、
母

岩
の

地
下

水
流

動
が

変
化

す
る

可
能

性
。

＜
水

理
＞

 

地
形

・
地

質
構

造
→

R
2
.
1
 

→
R
2
.
2
→

H
2
.
2
 

考
慮

し
た

地
下

水
流

動
解

析
事

例
が

あ
り

、
地

形
勾

配
の

変
化

が
地

下
水

の
動

水
勾

配
に

影
響

す
る

と
し

て
い

る
（

2
5
)
。

 

起
の

可
能

性

が
あ

る
た

め
、

動
水

勾
配

へ

の
影

響
は

あ

る
も

の
と

考

え
ら

れ
る

。
）

査
し

た
ほ

う
が

よ
い

と
い

う
意

見
が

あ
り

。
 

→
今

後
追

加
調

査
の

予
定

。
 

と
は

言
い

切
れ

な
い

こ
と

か
ら

A
1
の

ま
ま

と
し

た
。
（

A
1
:
1
0
/
2
5
、

A
2
:
1
/
2
5
、

無
回

答
：

1
4
/
2
5
）

 

 
Ta

bl
e-
Ⅴ

-6
.「

安
全

性
へ

の
影

響
の

可
能
性

と
相

関
の
判

定
」

の
集
約

結
果

（
G

8）
 

 安
全

性
へ

の
影

響
の

可
能

性
 

理
解

の
現

状
（

文
献

情
報

に
も

と
づ

く
情

報
、
知

見
）

相
関

の
判

定

（
1
0
5
年

）
と

判
定

根
拠

 

理
解

の
現

状
に

対
す

る
回

答
者

の
主

な
意

見
を

踏
ま

え
た

対
応

 

修
正

判
定

相
関

の
判

定
に

対
す

る
主

な
回

答
を

踏
ま

え
た

判
定

根
拠

 

G
8
①
：
海

側
プ

レ
ー

ト
の

沈
み

込
み

境
界

付
近

の
断

層
沿

い

で
地

震
（

地
震

断
層

の
活

動
）

が
発

生
す

る
可

能
性

。
 

＜
全

体
＞

 

G
8
 

G
4
①

に
同

じ
 

G
4
①

に
同

じ
 

G
4
①

に
同

じ
 

C
 

G
4
①

に
同

じ
 

G
8
②
：
海

側
プ

レ
ー

ト
の

沈
み

込
み

境
界

付
近

の
断

層
沿

い

の
地

震
活

動
が

発
生

し
た

場

合
、
地

形
・
地

質
構

造
に

変
化

が
生

ず
る

可
能

性
。

 

＜
全

体
＞

 

G
8
→

地
形

・
地

質
構

造
 

G
7
②

に
同

じ
 

G
7
②

に
同

じ
 

G
7
②

に
同

じ
 

A
1
 

G
7
②

に
同

じ
 

G
8
③
：
海

側
プ

レ
ー

ト
の

沈
み

込
み

境
界

付
近

の
断

層
沿

い

の
地

震
活

動
に

よ
り

、
地

形
・

地
質

構
造

が
変

化
（

断
層

上
盤

側
の

累
積

的
な

上
昇

な
ど

）
し

た
場

合
、
侵

食
（

削
剥

）
が

継

続
し

、
対

地
深

度
が

変
化

す
る

可
能

性
。

 

＜
全

体
＞

 

地
形
・
地

質
構

造
→

侵
食
・
堆

積
 

・
累

積
的

な
地

震
性

隆
起

・
侵

食
に

よ
る

サ
イ

ト
の

対
地

深
度

の
減

少
の

可
能

性
あ

り
。

国
内

の
海

側
プ

レ
ー

ト
の

沈
み

込
み

境
界

付
近

の
断

層
の

、
鉛

直
変

位
量

の
最

大
は

、
1
0
m
/
千

年
(
1
)
で

あ
る

た
め

、
変

位

量
と

侵
食

量
と

が
同

じ
で

あ
る

と
す

れ
ば

、
1
0
5
年

間

で
1
0
0
0
m
隆

起
・

削
剥

さ
れ

る
と

す
る

と
、

そ
の

分

だ
け

地
表

に
接

近
す

る
こ

と
に

な
る

。
た

だ
し

、
こ

れ
は

断
層

本
体

の
変

位
の

場
合

で
あ

り
、

実
際

は
陸

域
あ

る
い

は
沿

岸
海

底
に

お
い

て
は

そ
の

派
生

断
層

に
よ

る
影

響
が

想
定

さ
れ

る
こ

と
に

な
る

た
め

、
こ

の
数

値
以

下
（

数
1
0
0
m
）
と

な
る

も
の

と
考

え
ら

れ

る
。

 

A
1（

侵
食
・
堆

積
速

度
と

隆

起
速

度
と

が

同
程

度
の

場

合
、
対

地
深

度

の
減

少
は

数

1
0
0
m

に
達

す

る
可

能
性

が

あ
る

。
）

 

・「
プ

レ
ー

ト
の

沈
み

込
み

境
界

付
近

の
断

層
」

と
は

何
の

こ
と

か
が

不
明

な
の

で
、

隆
起

量
に

つ
い

て
コ

メ
ン

ト
で

き
な

い
。

 

・
分

岐
断

層
の

場
合

に
隆

起
量

が
小

さ
く

な
る

と
の

記
述

は
何

に
よ

る
の

か
。

分
岐

断
層

の
方

が
陸

域
に

近
い

位
置

に
く

る
の

で
、

プ
レ

ー
ト

境
界

の
変

位
よ

り
も

沿
岸

部
の

隆
起

量
が

大
き

く
な

る
の

で
は

な
い

か
。

室
戸

岬
の

長
期

の
累

積
変

位
は

、
分

岐
断

層
の

く
り

か
え

し
変

位
に

よ
る

と
の

見
解

あ
り

。
 

→
こ

れ
に

関
し

て
は

精
査

の
予

定
。

A
1
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
と

す
る

意
見

。
一

部
に

累
積

的
な

侵
食

は
場

所
に

よ
る

と
し

、
B

と
す

る
意

見
も

あ
っ

た
が

、
本

検
討

で
は

場
所

を
考

慮
し

な
い

と
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

影
響

の
最

大
幅

は
A
1

と
さ

れ
る

。（
A
1
:
8
/
2
5
、
B
:
1
.
5
/
2
5
、
C：

0
.
5
/
2
5
、
無

回
答
：
1
5
/
2
5
）
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G
8
④
：
海

側
プ

レ
ー

ト
の

沈
み

込
み

境
界

付
近

の
断

層
沿

い

の
地

震
活

動
に

よ
り

、
地

形
・

地
質

構
造

が
変

化
（

断
層

上
盤

側
の

累
積

的
な

上
昇

な
ど

）

し
、
侵

食
（

削
剥

）
が

継
続

し

た
場

合
、
サ

イ
ト

が
相

対
的

に

地
表

に
接

近
す

る
こ

と
に

よ

り
、
母

岩
の

水
理

特
性

に
変

化

が
発

生
す

る
可

能
性

。
 

＜
水

理
＞

 

侵
食

・
堆

積
→

H
2
.
1
 

・
透

水
係

数
は

深
度

5
0
0
m
程

度
ま

で

は
、

深
度

の
増

加
と

と
も

に
低

く
な

る
た

め
サ

イ
ト

の
対

地
深

度
が

減
少

す
れ

ば
、

透
水

係
数

も
変

化
す

る
可

能
性

が
あ

る
。

 

→
精

査
の

予
定

 

A
1
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
と

す
る

意
見

。
確

認
事

例
が

な
い

の
で

あ
れ

ば
B
と

す
べ

き
と

い
う

意
見

も
あ

っ
た

が
、

対
地

深
度

が
変

化

す
れ

ば
影

響
の

大
小

を
問

わ
ず

、
何

ら
か

の
影

響
は

あ
る

た
め

A
1
の

ま
ま

と
し

た
。（

A
1
:
9
/
2
5
、
B
:
0
.
5
/
2
5
、
C：

0
.
5
/
2
5
、
無

回
答
：
1
5
/
2
5
）
 

G
8
⑤
：
海

側
プ

レ
ー

ト
の

沈
み

込
み

境
界

付
近

の
断

層
沿

い

の
地

震
活

動
に

よ
り

、
地

形
・

地
質

構
造

が
変

化
（

断
層

上
盤

側
の

累
積

的
な

上
昇

）
し

た
場

合
、
削

剥
が

継
続

し
、
サ

イ
ト

が
相

対
的

に
地

表
に

接
近

し
、

浅
所

の
酸

化
的

な
地

下
水

が

流
入

す
る

こ
と

に
よ

り
、
母

岩

の
地

下
水

化
学

に
影

響
が

及

ぶ
可

能
性

。
 

＜
化

学
＞

 

侵
食

・
堆

積
→

H
4
.
2
 

・
侵

食
に

よ
っ

て
断

層
上

盤
側

が
削

剥
さ

れ
れ

ば
、

サ
イ

ト
と

地
表

と
の

距
離

は
減

少
し

、
相

対
的

に
サ

イ
ト

の
流

動
系

が
、

広
域

地
下

水
流

動
系

→
局

地
・

中
間

流
動

系
へ

変
化

す
る

可
能

性
が

あ
る

こ
と

か

ら
、

水
理

、
水

質
が

変
化

す
る

可
能

性
あ

り
。

た
だ

し
確

認
事

例
は

な
し

。
 

・
透

水
係

数
は

深
度

5
0
0
m
程

度
ま

で
は

、
深

度
の

増

加
と

と
も

に
低

く
な

る
(
2
6
)
 
た

め
サ

イ
ト

の
対

地
深

度
が

減
少

す
れ

ば
、

透
水

係
数

も
変

化
す

る
可

能
性

が
あ

る
。

 

・
降

水
起

源
と

考
え

ら
れ

る
地

下
水

は
、

深
度

と
と

も
に

N
a
+
、

H
C
O
3
-
が

増
加

す
る

傾
向

が
あ

る
(
2
6
)
。

こ

と
か

ら
サ

イ
ト

の
対

地
深

度
が

変
化

す
れ

ば
、

水
質

も
変

化
す

る
可

能
性

が
あ

る
。

 

 

A
1（

対
地

深
度

の
変

化
量

に

よ
っ

て
は

、
水

理
、
地

下
水

化

学
に

影
響

あ

り
）

 

・
地

下
水

水
質

で
は

、
酸

化
還

元
電

位
の

変
化

が
最

も
重

要
で

あ
り

、
そ

の
知

見
や

考
察

が
必

要
。

 

→
地

下
深

部
の

酸
化

還
元

電
位

に
つ

い
て

は
原

位
置

で
高

い
精

度
で

測
定

さ
れ

た
例

は
少

な
く

、
情

報
収

集
は

困
難

で
あ

る
が

、
新

規
知

見
等

を
含

め
、

調
査

す
る

予
定

 

A
1
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
と

す
る

意
見

。
確

認
事

例
が

な
い

の
で

あ
れ

ば
B
と

す
べ

き
と

い
う

意
見

も
あ

っ
た

が
、

対
地

深
度

が
変

化

す
れ

ば
影

響
の

大
小

を
問

わ
ず

、
何

ら
か

の
影

響
は

あ
る

た
め

A
1
の

ま
ま

と
し

た
。（

A
1
:
8
/
2
5
、
B
:
0
.
5
/
2
5
、
C：

0
.
5
/
2
5
、
無

回
答
：
1
6
/
2
5
）
 

G
8
⑥
：
海

側
プ

レ
ー

ト
の

沈
み

込
み

境
界

付
近

の
断

層
沿

い

の
地

震
活

動
に

よ
り

、
地

形
・

地
質

構
造

が
変

化
（

断
層

上
盤

側
の

累
積

的
な

上
昇

）
し

た
場

合
、
削

剥
が

継
続

し
、
サ

イ
ト

が
相

対
的

に
地

表
に

接
近

し
、

浅
所

の
地

下
水

が
流

入
す

る

こ
と

に
よ

り
、
母

岩
の

温
度

が

下
が

る
可

能
性

。
 

＜
熱

＞
 

侵
食

・
堆

積
→

H
1
.
2
 

・
侵

食
に

よ
っ

て
断

層
上

盤
側

が
削

剥
さ

れ
れ

ば
、

サ
イ

ト
と

地
表

と
の

距
離

は
減

少
す

る
た

め
、

温
度

は
低

下
、

上
載

荷
重

の
減

少
に

よ
る

応
力

状
態

が
変

化
す

る
可

能
性

あ
り

。
 

・
地

下
水

温
度

は
地

温
勾

配
に

影
響

さ
れ

、
深

部
ほ

ど
温

度
が

高
く

な
る

。
ま

た
深

度
1
0
0
m
程

度
よ

り
浅

部
で

は
、

降
雨

等
の

表
層

の
低

温
の

地
表

水
の

涵
養

に
伴

う
温

度
変

化
の

影
響

を
強

く
受

け
る

(
2
7
)
。
し

た

が
っ

て
サ

イ
ト

の
対

地
深

度
が

減
少

す
れ

ば
、

温
度

の
影

響
を

受
け

る
可

能
性

が
あ

る
。

 

・
花

崗
岩

の
場

合
、

荷
重

除
去

で
形

成
さ

れ
る

と
さ

れ
て

い
る

地
表

面
に

ほ
ぼ

平
行

な
シ

ー
テ

ィ
ン

グ
節

理
は

地
表

か
ら

5
0
～

1
0
0
m
の

深
度

ま
で

発
達

お
り

、

A
1
（

対
地

深

度
の

変
化

量

に
よ

っ
て

は
、

熱
、

力

学
に

影
響

あ

り
）

 

・
現

状
の

理
解

で
は

花
崗

岩
の

シ
ー

テ
ィ

ン
グ

を
挙

げ
て

い
ま

す
が

、
全

て
の

花
崗

岩
地

帯
で

見
ら

れ
る

も
の

で
は

な
く

、
普

遍
的

で
は

な
い

。
ま

た
、

堆
積

軟
岩

の
場

合
は

別
の

知
見

が
必

要
と

い
う

指
摘

。
 

→
他

の
タ

イ
プ

の
亀

裂
等

、
堆

積
岩

の
例

の
調

査
も

追
加

予
定

。
 

 

A
1
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
と

す
る

意
見

。
確

認
事

例
が

な
い

の
で

あ
れ

ば
B
と

す
べ

き
と

い
う

意
見

も
あ

っ
た

が
、

対
地

深
度

が
変

化

す
れ

ば
影

響
の

大
小

を
問

わ
ず

、
何

ら
か

の
影

響
は

あ
る

た
め

A
1
の

ま
ま

と
し

た
。（

A
1
:
8
.
5
/
2
5
、
A
2
:
2
/
2
5
、
B
:
0
.
5
/
2
5
、
C：

0
.
5
/
2
5
、

無
回

答
：

1
4
/
2
5
）
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G
8
⑦
：
海

側
プ

レ
ー

ト
の

沈
み

込
み

境
界

付
近

の
断

層
沿

い

の
地

震
活

動
に

よ
り

、
地

形
・

地
質

構
造

が
変

化
（

断
層

上
盤

側
の

累
積

的
な

上
昇

）
し

た
場

合
、
削

剥
が

継
続

し
、
サ

イ
ト

が
相

対
的

に
地

表
に

接
近

し
、

上
載

荷
重

の
減

少
に

よ
り

応

力
状

態
が

変
化

す
る

可
能

性
。

＜
力

学
＞

 

侵
食

・
堆

積
→

H
3
.
2
 

対
地

深
度

が
減

少
す

れ
ば

節
理

の
特

性
に

変
化

が
生

じ
る

可
能

性
あ

り
(
2
8
)
。

 

・
深

度
と

鉛
直

応
力

、
深

度
と

水
平

面
内

平
均

応
力

は
そ

れ
ぞ

れ
正

の
相

関
を

有
す

る
(
2
6
)
。
し

た
が

っ
て

サ
イ

ト
の

対
地

深
度

が
減

少
す

れ
ば

、
応

力
状

態
の

変
化

が
生

ず
る

可
能

性
が

あ
る

。
た

だ
し

、
確

認
事

例
は

な
い

。
 

  G
8
’

①
：
海

側
プ

レ
ー

ト
の

沈

み
込

み
境

界
付

近
の

断
層

沿

い
で

地
震

（
地

震
断

層
の

活

動
）

が
発

生
す

る
可

能
性

。
 

＜
全

体
＞

 

G
8
’

 

G
4
①

に
同

じ
 

G
4
①

に
同

じ
 

G
4
①

に
同

じ
 

C
 

G
4
①

に
同

じ
 

G
8
’

②
：
海

側
プ

レ
ー

ト
の

沈

み
込

み
境

界
付

近
の

断
層

沿

い
の

地
震

活
動

が
発

生
し

た

場
合

、
地

形
・
地

質
構

造
に

変

化
が

生
ず

る
可

能
性

。
 

＜
全

体
＞

 

G
8
’

→
地

形
・

地
質

構
造

 

G
7
②

に
同

じ
 

G
7
②

に
同

じ
 

G
7
②

に
同

じ
 

A
1
 

G
7
②

に
同

じ
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G
8
’

③
：
海

側
プ

レ
ー

ト
の

沈

み
込

み
境

界
付

近
の

断
層

沿

い
の

地
震

活
動

が
発

生
し

、
地

形
・
地

質
構

造
が

変
化

し
た

場

合
、
断

層
上

盤
側

の
累

積
的

な

上
昇

に
よ

り
侵

食
が

発
生

す

る
可

能
性

 

＜
全

体
＞

 

地
形
・
地

質
構

造
→

侵
食
・
堆

積
 

・
地

震
が

発
生

し
、

累
積

的
な

地
震

性
隆

起
等

に
よ

る
地

形
・

地
質

構
造

が
変

化
し

た
場

合
、

侵
食

が
進

む
可

能
性

あ
り

。
国

内
の

海
側

プ
レ

ー
ト

の
沈

み
込

み
境

界
付

近
の

断
層

の
鉛

直
変

位
量

の
最

大
は

、

1
0
m
/
千

年
(
1
)
で

あ
る

た
め

、
変

位
量

と
侵

食
量

と
が

同
じ

で
あ

る
と

す
れ

ば
、
1
0
5
年

間
で

1
0
0
0
m
隆

起
・

削
剥

さ
れ

る
可

能
性

が
あ

る
。

た
だ

し
、

こ
れ

は
断

層
本

体
の

変
位

量
を

想
定

し
た

場
合

の
数

値
で

あ

り
、

実
際

は
陸

域
あ

る
い

は
沿

岸
海

底
に

お
い

て
存

在
す

る
派

生
断

層
に

よ
る

影
響

は
こ

れ
よ

り
も

小
さ

い
（

数
1
0
0
m
）
。

国
内

で
も

最
大

規
模

の
四

国
の

室

戸
岬

の
例

で
は

1
2
.
5
万

年
間

に
約

1
5
0
m
(
1
)
の

隆
起

が
推

定
さ

れ
て

お
り

、
最

大
の

侵
食

量
は

こ
の

程
度

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

 

・
一

方
、

わ
が

国
に

お
い

て
標

高
と

高
度

分
散

量
と

間
に

は
良

好
な

相
関

関
係

に
あ

る
と

さ
れ

て
お

り
(
5
3
)
、

隆
起

速
度

の
速

い
室

戸
岬

の
例

で
計

算
す

る

と
、

1
0
5
年

で
は

1
5
0
m
程

度
隆

起
し

た
と

す
れ

ば
、

高
度

分
散

量
の

変
化

は
2
0
m
程

度
で

あ
る

。
 

  

A
1（

差
別

的
な

侵
食

が
進

み
、

起
伏

量
の

増

加
が

起
こ

る

可
能

性
あ

り
。

影
響

の
程

度

は
侵

食
速

度

の
違

い
等

に

よ
る

。
）

 

・
適

当
 

A
1
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
と

す
る

意
見

。
一

部
に

差
別

的
な

侵
食

が
地

震
性

隆
起

で
起

こ
り

え
る

か
不

明
と

し
、

B
と

す
べ

き
意

見
が

あ
っ

た
が

、
、
活

動
性

の
高

い
逆

断
層
（

分
岐

断
層

）
の

上
盤

側
の

地

形
の

起
伏

は
下

盤
側

に
比

べ
る

と
大

き
い

こ
と

な
ど

か
ら

、
A
1
と

し

て
お

く
の

が
妥

当
と

判
断

。
そ

の
他

、
テ

ク
ト

ニ
ク

ス
の

枠
組

み
の

逆
転

が
起

こ
る

可
能

性
を

否
定

で
き

な
い

の
で

あ
れ

ば
B
と

す
べ

き

と
い

う
意

見
も

あ
っ

た
が

、
こ

こ
で

は
1
0
5
年

評
価

で
あ

り
、
そ

の
可

能
性

は
小

さ
い

と
し

て
い

る
。（

A
1
:
7
/
2
5
、
B
:
2
.
5
/
2
5
、
C：

0
.
5
/
2
5
、

無
回

答
：

1
5
/
2
5
）

 

G
8
’

④
：
海

側
プ

レ
ー

ト
の

沈

み
込

み
境

界
付

近
の

断
層

沿

い
の

地
震

活
動

に
よ

り
、
断

層

上
盤

側
の

累
積

的
な

上
昇

、
侵

食
の

発
生

あ
る

い
は

、
侵

食
が

起
こ

っ
た

場
合

、
広

域
地

下
水

流
動

領
域

の
水

理
特

性
（

動
水

勾
配

）
が

変
化

し
、
広

域
地

下

水
流

動
領

域
・
母

岩
領

域
の

地

下
水

流
動

が
変

化
す

る
可

能

性
。

 

＜
水

理
＞

 

侵
食

・
堆

積
→

R
2
.
1
→

R
2
.
2
 

→
H
2
.
2
 

 

・
断

層
活

動
に

よ
り

変
位

・
変

形
が

進
み

、
差

別
的

な
侵

食
が

進
め

ば
、

起
伏

量
等

の
地

形
傾

斜
の

変
化

が
地

下
の

水
理

特
性

(
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
分

布
)
に

与
え

る
影

響
は

無
視

で
き

な
い

。
 

・
た

だ
し

、
G
8
’
③

の
理

由
に

よ
り

、
侵

食
に

伴
う

起
伏

量
が

最
大

限
変

化
し

た
と

し
て

も
、

対
地

深
度

の
変

化
に

比
べ

る
と

地
下

深
部

の
水

理
に

与
え

る
影

響
は

小
さ

い
。

 

A
2（

侵
食

の
進

行
よ

る
地

形

の
起

伏
変

化

の
み

に
よ

る

地
下

深
部

へ

影
響

は
小

さ

い
）

 

・
地

形
の

変
化

は
、

地
下

水
流

動
に

大
き

く
影

響
す

る
。

谷
部

の
浸

食
が

1
0
0
ｍ

を
超

え
る

よ
う

な
場

合
、
処

分

深
度

3
0
0
～

1
0
0
0
ｍ

程
度

と
す

る
と

、

地
下

水
流

動
の

変
化

影
響

は
大

き
い

と
考

え
る

べ
き

。
 

→
実

際
は

、
河

谷
の

侵
食

は
下

方
侵

食
だ

け
で

な
く

側
方

に
も

侵
食

は
進

む
た

め
、

極
端

に
河

谷
形

状
が

変
化

す
る

わ
け

で
は

な
く

、
深

部
の

動
水

勾
配

に
与

え
る

影
響

は
無

視
で

き
な

い
が

対
地

深
度

の
変

化
に

比
べ

る
と

小
さ

い
と

し
た

。
 

A
2
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
と

す
る

意
見

。
一

部
に

、
谷

部
の

侵
食

が
1
0
0
ｍ

を
超

え
る

よ
う

な
場

合
、
処

分
深

度
3
0
0
～

1
0
0
0
ｍ

程
度

と

す
る

と
、

地
下

水
流

動
の

変
化

影
響

は
大

き
い

と
考

え
、

A
1
と

す
べ

き
と

い
う

意
見

は
あ

っ
た

が
、
新

た
に

1
0
0
m
を

超
え

る
よ

う
な

侵
食

が
あ

る
の

で
は

な
く

、
実

際
に

は
地

形
勾

配
の

変
化

量
に

対
し

て
地

下
深

部
へ

の
水

理
的

影
響

は
小

さ
い

と
し

、
A
2
と

し
た

.（
A
1
:
3
/
2
5
、

A
2
:
4
/
2
5
、

B
:
1
/
2
5
、

C
：

0
.
5
/
2
5
、

無
回

答
：

1
7
/
2
5
）
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Ta
bl

e-
Ⅴ

-7
.「

安
全

性
へ

の
影

響
の

可
能
性

と
相

関
の
判

定
」

の
集
約

結
果

（
G

10
）

 
 

安
全

性
へ

の
影

響
の

可
能

性

“
に

関
す

る
連

鎖
項

目
 

理
解

の
現

状
（

文
献

情
報

に
も

と
づ

く
情

報
、
知

見
）

相
関

の
判

定

（
1
0
5
年

）
と

判

定
根

拠
 

理
解

の
現

状
に

対
す

る
回

答
者

の
主

な
意

見
を

踏
ま

え
た

対
応

 

修 正 判 定
 

相
関

の
判

定
に

対
す

る
主

な
回

答
を

踏
ま

え
た

判
定

根
拠

 

G
1
0
①

：
プ

レ
ー

ト
の

衝
突

帯

付
近

の
断

層
沿

い
で

地
震
（

地

震
断

層
の

活
動

）
が

発
生

す
る

可
能

性
。

 

＜
全

体
＞

 

G
1
0
 

・
プ

レ
ー

ト
の

衝
突

帯
付

近
の

断
層

沿
い

で
地

震
が

発
生

す
る

可
能

性
あ

り
。

発
生

場
所

は
、

伊
豆

半
島

の
付

け
根

に
位

置
す

る
富

士
川

断
層

や
国

府
津

－

松
田

断
層

な
ど

プ
レ

ー
ト

境
界

付
近

に
限

ら
れ

る
。

地
震

の
平

均
変

位
速

度
は

国
府

津
－

松
田

断
層

の

例
で

は
3
m
/
千

年
(
2
9
)
。

 

 

C
(
伊

豆
半

島
の

付
け

根
に

限
定

さ
れ

る
。

評
価

期
間

内
に

、
活

断
層

が
活

動
す

る
可

能
性

あ

り
）

 

・
富

士
川

河
口

断
層

帯
の

平
均

変
位

速
度

は
6
m
／

1
0
0
0
年

以
上

、
再

来
間

隔
は

千
数

百
年

（
地

震
調

査
推

進
本

部
の

H
P
）
。

宝
永

地
震

の
余

震
分

布

を
考

慮
す

る
と

、
富

士
川

河
口

断
層

帯
か

ら
駿

河
ト

ラ
フ

・
南

海
ト

ラ
フ

の
地

震
と

の
連

動
も

あ
り

得
る

。
 

・
日

本
に

お
け

る
プ

レ
ー

ト
の

衝
突

帯
と

し
て

、
伊

豆
半

島
の

付
け

根
以

外
に

、
新

潟
－

神
戸

歪
集

中
帯

、
北

海
道

日
高

山
脈

近
傍

な
ど

を
プ

レ
ー

ト
境

界
と

す
る

意
見

あ
り

。
 

→
追

加
情

報
の

収
集

予
定

 

C
 

・
回

答
者

は
、

評
価

期
間

に
必

ず
地

震
が

起
き

る
場

所
は

フ
ィ

リ
ピ

ン
海

プ
レ

ー
ト

北
縁
（

伊
豆

北
縁

付
近

）
な

ど
に

限
定

さ
れ

る
と

し
、

お
お

む
ね

適
当

と
い

う
意

見
か

ら
、
C
の

ま
ま

と
し

た
。（

A
1
:
1
/
2
5
、

C
:
8
/
2
5
、

無
回

答
：

1
6
/
2
5
）

 

G
1
0
②

：
プ

レ
ー

ト
の

衝
突

帯

付
近

の
断

層
沿

い
で

地
震
（

地

震
断

層
の

活
動

）
が

発
生

し
た

場
合

、
サ

イ
ト
（

処
分

シ
ス

テ

ム
領

域
）
内

の
岩

盤
破

壊
に

よ

り
母

岩
の

間
隙

構
造

が
変

化

す
る

可
能

性
。

 

＜
物

質
移

行
＞

 

G
1
0
→

H
6
.
2
 

・
プ

レ
ー

ト
の

衝
突

帯
付

近
の

断
層

沿
い

の
地

震
に

よ
り

、
断

層
が

サ
イ

ト
内

の
岩

盤
破

壊
を

引
き

起
こ

し
、

母
岩

の
間

隙
構

造
が

変
化

す
る

可
能

性
は

あ

る
。

 

国
内

で
判

明
し

て
い

る
断

層
近

傍
の

断
層

破
砕

帯
、

断
層

変
位

に
付

随
す

る
亀

裂
分

布
幅

の
最

大

9
0
0
m
(
1
)
で

あ
る

。
 

 

A
1
（

断
層

変
位

が
起

こ
れ

ば
、

断
層

内
、

周
辺

は
変

形
、

破
壊

が
発

生
し

、
サ

イ
ト

に
対

す
る

影
響

は
大

）
 

・
断

層
変

位
に

よ
る

亀
裂

分
布

幅
の

最
大

9
0
0
m
は

蓄
積

分
は

、
安

全
評

価

の
時

間
ス

ケ
ー

ル
よ

り
も

長
い

話
で

あ
り

、
事

例
と

し
て

は
ふ

さ
わ

し
く

な
い

と
い

う
コ

メ
ン

ト
あ

り
。

 

→
今

後
修

正
・

検
討

の
予

定
 

A
1
 

・
回

答
は

お
お

む
ね

適
当

と
す

る
意

見
。

プ
レ

ー
ト

の
衝

突
帯

付
近

の
断

層
沿

い
の

地
震

に
は

地
域

性
が

あ
る

と
し

C
と

す
べ

き
と

い
う

意
見

も
あ

っ
た

が
、
こ

こ
は

サ
イ

ト
直

撃
が

前
提

で
あ

る
た

め
A
1
の

ま
ま

と
し

た
。

断
層

変
位

に
よ

り
母

岩
の

間
隙

構
造

が
変

化
す

る
と

し
て

も
、

影
響

範
囲

の
拡

大
は

地
震

毎
に

は
極

め
て

限
定

的
と

し
C
 

o
r
A
2
と

す
べ

き
意

見
が

あ
っ

た
が

こ
の

期
間

に
お

け
る

影
響

幅
の

特

定
は

困
難

で
あ

る
と

し
、
こ

こ
で

は
A
1
の

ま
ま

と
し

た
。（

A
1
:
5
/
2
5
、

B
:
1
/
2
5
、

C
:
3
.
5
/
2
5
、

A
2
:
0
.
5
/
2
5
、

無
回

答
：

1
5
/
2
5
）

 

G
1
0
③

：
プ

レ
ー

ト
の

衝
突

帯

付
近

の
断

層
沿

い
で

地
震
（

地

震
断

層
の

活
動

）
が

発
生

し
た

場
合

、
サ

イ
ト
（

処
分

坑
道

領

域
）
内

の
母

岩
の

応
力

変
化

に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
。

 

＜
力

学
＞

 

G
1
0
→

H
3
.
2
 

・
プ

レ
ー

ト
の

衝
突

帯
付

近
の

断
層

沿
い

の
地

震
活

動
に

よ
り

、
サ

イ
ト

内
の

母
岩

の
応

力
変

化
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
は

あ
る

。
地

震
活

動
に

伴
う

地
殻

応
力

の
再

配
分

に
よ

り
、

地
殻

歪
分

布
の

変
化

は
、

理
論

的
に

は
数

1
0
0
k
m
に

も
及

ぶ
。
震

源
か

ら
3
0
0
k
m

以
上

離
れ

る
と

歪
変

化
レ

ベ
ル

は
3
×

1
0
-
7
以

下
(
3
)

と
な

る
。

 

A
1
（

断
層

変
位

が
起

こ
れ

ば
、

断
層

周
辺

の
岩

盤
の

応
力

状
態

も
変

化
）

 

・
適

当
 

A
1
 

・
回

答
は

お
お

む
ね

適
当

と
す

る
意

見
。

一
部

に
歪

変
化

は
遠

方
で

は
影

響
は

小
さ

い
と

い
う

意
見

、
処

分
相

当
の

深
さ

に
お

い
て

は
隔

離
性

能
に

応
力

変
化

が
及

ぼ
す

影
響

は
小

さ
い

と
し

、
A
2
と

す
べ

き

意
見

が
あ

っ
た

。
こ

こ
で

は
前

者
意

見
を

考
慮

し
、
A
1
と

し
た

。
た

だ
し

、
A
1
回

答
の

中
に

も
歪

変
化

は
そ

れ
ほ

ど
重

要
で

な
い

と
す

る

回
答

も
あ

る
こ

と
か

ら
、

今
後

精
査

す
る

予
定

。
（

A
1
:
4
.
5
/
2
5
、

A
2
:
2
.
5
/
2
5
、

C
:
2
/
2
5
、

無
回

答
：

1
6
/
2
5
）

 



  

- 61 - 

JAEA-Data/Code 2011-005

Ta
bl

e-
Ⅴ

-8
.「

安
全

性
へ

の
影

響
の

可
能
性

と
相

関
の
判

定
」

の
集
約

結
果

（
G

11
）

 
 

安
全

性
へ

の
影

響
の

可
能

性

“
に

関
す

る
連

鎖
項

目
 

理
解

の
現

状
（

文
献

情
報

に
も

と
づ

く
情

報
、
知

見
）

相
関

の
判

定

（
1
0
5
年

）
と

判

定
根

拠
 

理
解

の
現

状
に

対
す

る
回

答
者

の
主

な
意

見
を

踏
ま

え
た

対
応

 

修 正 判 定
 

相
関

の
判

定
に

対
す

る
主

な
回

答
を

踏
ま

え
た

判
定

根
拠

 

G
1
1
-
1
①

：
プ

レ
ー

ト
の

衝
突

帯
付

近
の

断
層

沿
い

で
地

震

（
地

震
断

層
の

活
動

）
が

発
生

す
る

可
能

性
。

 

＜
全

体
＞

 

G
1
1
 

G
1
0
①

に
同

じ
 

G
1
0
①

に
同

じ
 

G
1
0
①

に
同

じ
 

C
 

G
1
0
①

に
同

じ
 

G
1
1
-
1
②

：
プ

レ
ー

ト
の

衝
突

帯
付

近
の

断
層

沿
い

で
地

震

が
発

生
し

た
場

合
、
断

層
近

傍

の
亀

裂
分

布
等

の
幾

何
形

状

が
変

化
す

る
可

能
性

。
 

＜
物

質
移

行
＞

 

G
1
1
-
1
→

R
5
.
1
 

・
地

震
活

動
に

よ
り

、
亀

裂
分

布
等

の
幾

何
形

状
が

変
化

す
る

可
能

性
あ

り
。
プ

レ
ー

ト
の

衝
突

帯
付

近

の
断

層
沿

い
で

地
震

の
例

で
は

な
い

が
、
活

断
層

の

例
で

は
、

W
o
o
d
(
1
9
9
2
)
 (
4
)
よ

れ
ば

逆
断

層
の

場
合

、

地
震

後
応

力
降

下
に

よ
っ

て
活

断
層

周
辺

に
引

っ

張
り

が
働

き
、
岩

盤
中

の
亀

裂
が

開
口

す
る

と
し

て

い
る

。
正

断
層

の
場

合
は

逆
に

亀
裂

は
閉

じ
る

傾
向

に
あ

る
と

し
て

い
る

。
 

 

C
（

断
層

変
位

が

起
こ

れ
ば

、
断

層

周
辺

の
岩

盤
は

変
形

、
破

壊
が

発

生
、
た

だ
し

、
影

響
は

広
域

地
下

水
流

動
領

域
に

対
し

て
断

層
近

傍
に

限
定

さ
れ

る
。
）

 

・
W
o
o
d
(
1
9
9
2
)
以

外
の

事
例

も
挙

げ

る
べ

き
と

い
う

指
摘

。
 

→
追

加
調

査
を

予
定

 

 

C
 

・
回

答
は

お
お

む
ね

適
当

と
す

る
意

見
。
（

A
1
:
1
/
2
5
、

B
:
2
/
2
5
、

C
:
6
/
2
5
、

無
回

答
：

1
6
/
2
5
）

 

G
1
1
-
1
③

：
プ

レ
ー

ト
の

衝
突

帯
付

近
の

断
層

沿
い

で
地

震

が
発

生
し

、
断

層
周

辺
の

亀
裂

分
布

等
の

幾
何

形
状

が
変

化

し
た

場
合

、
地

表
か

ら
表

層
水

が
地

下
へ

流
入

す
る

可
能

性
。

＜
水

理
＞

 

R
5
.
1
→

R
2
.
4
 

・
地

震
活

動
に

よ
り

、
亀

裂
分

布
等

の
幾

何
形

状
が

変
化

し
た

場
合

、
酸

化
的

な
地

下
水

が
深

部
へ

の
流

入
す

る
可

能
性

あ
り

。
た

だ
し

、
す

べ
て

の
ケ

ー
ス

で
流

入
す

る
と

は
限

ら
な

い
。
プ

レ
ー

ト
の

衝
突

帯

付
近

の
断

層
沿

い
で

地
震

の
例

は
な

い
が

、
現

在
活

断
層

沿
い

に
表

層
か

ら
の

酸
化

的
な

地
下

水
の

流

入
の

痕
跡
（

野
島

断
層

）
(
5
)
や

年
代

の
若

い
地

下
水

が
断

層
沿

い
に

存
在

し
て

い
る

事
例
（

跡
津

川
断

層

の
例

）
あ

り
。
地

震
時

に
水

み
ち

と
し

て
表

層
か

ら

地
下

水
が

流
入

し
た

可
能

性
が

指
摘

さ
れ

て
い

る
。

 

B
（

地
震

活
動

直

後
の

断
層

部
が

開
口

す
れ

ば
、
地

表
か

ら
地

下
水

が
流

入
す

る
可

能
性

は
大

で
あ

る
が

、
必

ず
し

も

コ
サ

イ
ス

ミ
ッ

ク
に

流
入

す
る

と
は

限
ら

な

い
。
）

 

 

・
適

当
 

B
 

・
回

答
は

お
お

む
ね

適
当

と
す

る
意

見
。

一
部

意
見

に
、

地
下

水
の

流
入

は
地

震
直

後
と

は
限

ら
な

い
と

し
、
A
1
と

す
べ

き
と

い
う

意
見

が
あ

っ
た

が
、

こ
こ

は
流

入
に

関
す

る
プ

ロ
セ

ス
が

不
明

と
し

B
の

ま
ま

と
し

た
。

ま
た

、
場

所
が

限
定

さ
れ

る
こ

と
か

ら
C
と

す
べ

き

意
見

も
あ

っ
た

が
、

こ
こ

は
断

層
周

辺
の

亀
裂

構
造

の
変

化
が

前
提

で
あ

る
た

め
、
B
の

ま
ま

と
し

た
。（

A
1
:
2
/
2
5
、
B
:
2
.
5
/
2
5
、
C
:
3
.
5
/
2
5
、

無
回

答
：

1
7
/
2
5
）
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JAEA-Data/Code 2011-005

G
1
1
-
1
④

：
プ

レ
ー

ト
の

衝
突

帯
付

近
の

断
層

沿
い

で
地

震

が
発

生
し

、
地

表
か

ら
地

表
水

等
の

地
下

へ
流

入
し

た
場

合
、

水
理

特
性

（
水

理
ﾎ
ﾟ
ﾃ
ﾝ
ｼ
ｬ
ﾙ
）

が
変

化
し

、
広

域
地

下
水

流
動

が
変

化
し

、
母

岩
の

地
下

水
流

動
系

が
変

化
す

る
可

能
性

。
 

＜
水

理
＞

 

R
2
.
4
→

R
2
.
1
→

R
2
.
2
→

H
2
.
2
 

・
浅

所
か

ら
酸

化
的

な
地

下
水

が
流

入
し

た
場

合
、

地
下

水
流

動
特

性
が

変
化

す
る

可
能

性
は

あ
る

が
、

確
認

事
例

は
な

い
。

類
似

事
例

と
し

て
、

衝

突
帯

以
外

の
活

断
層

の
例

で
は

、
地

下
1
8
0
0
m
ま

で
地

表
水

の
流

入
に

よ
る

酸
化

亀
裂

の
存

在
が

確

認
さ

れ
て

お
り

(
5
)
、

周
辺

地
下

水
の

流
動

に
影

響

が
あ

っ
た

可
能

性
が

考
え

ら
れ

る
。

 

・
花

崗
岩

地
帯

で
は

断
層

に
沿

っ
て

の
酸

化
帯

の
幅

に
対

し
て

詳
細

な
情

報
を

求
め

る
コ

メ
ン

ト
が

あ
り

。
 

→
こ

れ
に

つ
い

て
は

追
加

調
査

の
予

定
 

A
1
 

・
回

答
は

お
お

む
ね

適
当

と
す

る
意

見
。

一
部

に
地

下
水

が
流

入
し

て
も

一
時

的
で

あ
る

た
め

、
水

理
へ

の
影

響
は

小
さ

い
あ

る
い

は
不

明
と

し
、
A
2
あ

る
い

は
B
と

す
べ

き
意

見
が

あ
っ

た
が

、
一

方
、
保

守
的

に
見

て
水

質
へ

の
影

響
は

大
と

す
る

意
見

も
あ

り
、
こ

こ
は

A
1

と
し

た
。（

A
1
:
5
/
2
5
、
B
:
1
/
2
5
、
C
:
1
/
2
5
、
A
2
:
1
/
2
5
、
無

回
答
：
1
7
/
2
5
）
 

G
1
1
-
1
⑤

：
プ

レ
ー

ト
の

衝

突
帯

付
近

の
断

層
沿

い
で

地

震
が

発
生

し
地

表
か

ら
地

表

水
等

が
地

下
へ

流
入

し
た

場

合
、
地

下
水

化
学
（

水
質

）
に

影
響

を
及

ぼ
し

、
母

岩
の

地
下

水
化

学
に

影
響

す
る

可
能

性
。

＜
化

学
＞

 

R
2
.
4
→

R
4
.
1
→

H
4
.
2
 

・
浅

所
か

ら
酸

化
的

な
地

下
水

が
流

入
し

た
場

合
、

地
下

水
水

質
が

変
化

す
る

可
能

性
は

あ
る

。
プ

レ
ー

ト
の

衝
突

帯
付

近
の

断
層

沿
い

の
確

認
例

は
な

い
。

花
崗

岩
地

帯
で

は
断

層
に

沿
っ

て
酸

化
帯

の
下

限

は
6
0
－

1
4
0
m
程

度
と

さ
れ

て
い

る
。

野
島

断
層

で

は
地

下
1
8
0
0
m

ま
で

地
表

水
の

流
入

に
よ

る
酸

化

亀
裂

の
存

在
が

確
認

さ
れ

て
お

り
、
酸

化
的

な
地

下

水
が

流
入

し
 
(
5
)
 
、
周

辺
地

下
水

の
水

質
が

変
化

し

た
可

能
性

が
考

え
ら

れ
る

。
 

 

A
1（

地
表

水
が

流

入
す

れ
ば

、
地

下

水
理

、
水

質
へ

の

影
響

の
可

能
性

あ
り

。
影

響
の

程

度
の

詳
細

に
つ

い
て

は
不

明
）

 

・
適

当
 

A
1
 

・
回

答
は

お
お

む
ね

適
当

と
す

る
意

見
。

一
部

に
地

下
水

が
流

入
し

て
も

一
時

的
で

あ
る

た
め

、
水

理
へ

の
影

響
は

小
さ

い
あ

る
い

は
不

明
と

し
、
A
2
あ

る
い

は
B
と

す
べ

き
意

見
が

あ
っ

た
が

、
一

方
、
保

守
的

に
見

て
水

質
へ

の
影

響
は

大
と

す
る

意
見

も
あ

り
、
こ

こ
は

A
1

と
し

た
。
（

A
1
:
5
/
2
5
、

C
:
2
/
2
5
、

A
2
:
1
/
2
5
、

無
回

答
：

1
7
/
2
5
）

 

  
G
1
1
-
2
①

：
プ

レ
ー

ト
の

衝
突

帯
付

近
の

断
層

沿
い

で
地

震

（
地

震
断

層
の

活
動

）
が

発
生

す
る

可
能

性
。

 

＜
全

体
＞

 

G
1
1
-
2
 

G
1
0
①

に
同

じ
 

G
1
0
①

に
同

じ
 

G
1
0
①

に
同

じ
 

C
 

G
1
0
①

に
同

じ
 

G
1
1
-
2
②

：
プ

レ
ー

ト
の

衝
突

帯
付

近
の

断
層

沿
い

で
地

震

が
発

生
し

た
場

合
、
広

域
地

下

水
流

動
領

域
の

岩
盤

の
幾

何

形
状
・
間

隙
構

造
が

変
化

す
る

可
能

性
。

 

＜
物

質
移

行
＞

 

G
1
1
-
2
→

R
5
.
1
 

・
地

震
活

動
に

よ
り

、
断

層
周

辺
の

亀
裂

分
布

等
の

幾
何

形
状

が
変

化
す

る
可

能
性

あ
り

。
た

だ
し

、
地

震
前

後
の

岩
盤

の
幾

何
形

状
の

変
化

を
観

察
し

た

事
例

は
な

く
、
地

震
前

後
の

岩
盤

の
透

水
性

変
化

か

ら
の

推
定

(
4
)
 
に

と
ど

ま
る

。
岩

盤
の

透
水

性
変

化

か
ら

す
る

と
最

大
数

1
0
k
m

程
度

(
1
0
)
と

想
定

さ
れ

る
。

 

 

A
1（

断
層

変
位

が

起
こ

れ
ば

、
断

層

周
辺

の
岩

盤
は

変
形

、
破

壊
が

発

生
す

る
可

能
性

あ
り

、
た

だ
し

、

影
響

の
程

度
は

断
層

か
ら

の
距

離
に

依
存

）
 

・
適

当
 

A
1
 

・
回

答
は

お
お

む
ね

適
当

と
す

る
意

見
。

断
層

変
位

が
発

生
す

れ
ば

岩
盤

の
変

形
が

発
生

す
る

可
能

性
が

あ
り

、
A
1
と

す
る

意
見

、
地

域

性
が

あ
り

C
と

す
る

意
見

が
あ

っ
た

が
、

こ
こ

で
は

直
撃

が
前

提
で

あ
る

た
め

A
1
の

ま
ま

と
し

た
。（

A
1
:
6
/
2
5
、
B
:
1
/
2
5
、
C
:
2
/
2
5
、
無

回
答

：
7
/
2
5
）

 

G
1
1
-
2
③

：
プ

レ
ー

ト
の

衝
突

帯
付

近
の

断
層

沿
い

で
地

震

が
発

生
し

、
広

域
地

下
水

流
動

領
域

の
幾

何
形

状
・
間

隙
構

造

が
変

化
し

た
場

合
、
水

理
特

性

（
透

水
性

）
が

変
化

し
、
母

岩

・
地

震
の

前
後

で
周

辺
地

盤
の

間
隙

構
造

が
変

化
し

た
場

合
、
透

水
性

が
変

化
す

る
可

能
性

は
あ

る
。
活

断
層

の
透

水
性

に
つ

い
て

は
地

震
後

、
断

層
部

の
注

水
試

験
が

実
施

さ
れ

て
お

り
、
地

震
後

断
層

部
の

透

水
性

が
回

復
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、
地

震
時

に
透

水

性
が

一
時

的
に

増
加

し
た

と
解

釈
さ

れ
て

い
る

報

A
1（

活
断

層
周

辺

の
岩

盤
中

の
間

隙
構

造
が

変
化

す
れ

ば
透

水
性

も
変

化
す

る
可

能
性

あ
り

。
そ

の

・
適

当
 

A
1
 

・
回

答
は

お
お

む
ね

適
当

と
す

る
意

見
。

 

・
間

隙
構

造
が

変
化

し
た

場
合

に
は

、
透

水
性

が
変

化
す

る
可

能
性

が
高

い
と

し
A
1
と

す
る

意
見

、
現

象
は

、
伊

豆
半

島
の

付
け

根
に

限

定
さ

れ
る

と
し

、
C

と
す

る
意

見
な

ど
で

あ
る

が
、

こ
こ

で
は

地
震

発
生

が
前

提
で

あ
る

た
め

、
A
1
と

し
た

。（
A
1
:
7
/
2
5
、
C
:
1
/
2
5
、
無

回
答

：
1
7
/
2
5
）

 



  

- 63 - 

JAEA-Data/Code 2011-005

領
域

の
水

理
特

性
（

透
水

性
）

が
変

化
す

る
可

能
性

。
 

＜
水

理
＞

 

R
5
.
1
→

R
2
.
1
 

告
例

が
あ

る
。
ま

た
、
地

震
発

生
後

、
系

統
的

に
活

断
層

周
辺

の
高

標
高

部
で

水
位

が
低

下
、
低

地
部

で

水
位

上
昇

、
湧

水
量

増
加

な
ど

の
状

況
証

拠
、
水

位
、

湧
水

量
変

化
を

解
析

に
組

み
込

ん
だ

報
告

事
例

な

ど
か

ら
、
断

層
部

周
辺

の
透

水
性

が
変

化
の

可
能

性

を
議

論
し

た
例

あ
り

。
 

・
断

層
の

圧
砕

室
内

実
験

に
よ

る
と

、
変

位
量

1
5
0
m
m

程
度

で
、
ガ

ウ
ジ

の
透

水
係

数
は

2
桁

低
く

な
る

(
8
)
。

・
地

震
に

よ
る

地
山

亀
裂

再
配

分
等

で
、
地

山
周

辺

透
水

係
数

は
5

倍
に

な
っ

た
と

解
析

し
た

例
あ

り
(
3
0
)
。

 

・
地

震
後

に
亀

裂
の

再
配

分
や

細
粒

分
の

流
出

で
、

急
激

に
河

川
流

量
の

増
加

、
高

標
高

域
の

地
下

水
位

の
低

下
、

河
川

水
の

水
質

変
化

の
報

告
例

が
あ

る
(
9
)
(
1
0
)
(
1
1
)
(
3
1
)
。

 

 

影
響

の
程

度
は

断
層

か
ら

の
距

離
に

依
存

）
 

G
1
1
-
2
④

：
プ

レ
ー

ト
の

衝
突

帯
付

近
の

断
層

沿
い

で
地

震

が
発

生
し

、
広

域
地

下
水

流
動

領
域

の
幾

何
形

状
・
間

隙
構

造

が
変

化
し

、
水

理
特

性
（

透
水

性
）
が

変
化

し
た

場
合

、
広

域

地
下

水
流

動
が

変
化

し
、
母

岩

領
域

の
地

下
水

流
動

が
変

化

す
る

可
能

性
。

 

＜
水

理
＞

 

R
2
.
1
→

R
2
.
2
→

H
2
.
2
 

・
地

震
に

よ
る

地
盤

の
透

水
性

が
変

化
し

た
場

合
、

活
断

層
周

辺
の

地
下

水
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
変

化
、
地

下

水
流

動
特

性
の

変
化

の
可

能
性

あ
り

。
衝

突
帯

以
外

の
活

断
層

の
事

例
で

は
、
解

析
的

に
地

盤
の

透
水

性

を
変

化
さ

せ
た

場
合

、
地

下
水

流
動

変
化

が
起

こ
り

う
る

こ
と

を
示

し
た

報
告

例
は

あ
る

(4
3
)
も

の
の

観

測
に

よ
る

確
認

例
は

な
い

。
 

A
1（

断
層

周
辺

の

水
理

特
性

が
変

化
す

れ
ば

、
地

下

水
流

動
も

変
化

す
る

可
能

性
あ

り
。
）

 

・
適

当
 

A
1
 

・
回

答
は

お
お

む
ね

適
当

と
す

る
意

見
。

一
部

に
地

震
毎

の
断

層
周

辺
の

水
理

特
性

の
変

化
は

空
間

的
に

も
時

間
的

に
も

限
ら

れ
る

の

で
、
広

域
の

水
理

特
性

に
与

え
る

影
響

は
小

さ
い

と
し

、
A
2
と

す
べ

き
と

い
う

意
見

が
あ

っ
た

が
、
地

盤
の

透
水

性
変

化
は

数
1
0
k
m
以

上

の
広

範
囲

に
及

ぶ
報

告
も

あ
り

、
こ

こ
で

は
A
1
と

し
た

。（
A
1
:
6
/
2
5
、

C
:
1
.
5
/
2
5
、

A
2
:
0
.
5
/
2
5
、

無
回

答
：

1
7
/
2
5
）

 

  
G
1
1
-
3
①

：
プ

レ
ー

ト
の

衝
突

帯
付

近
の

断
層

沿
い

で
地

震

（
地

震
断

層
の

活
動

）
が

発
生

す
る

可
能

性
。

 

＜
全

体
＞

 

G
1
1
-
3
 

G
1
0
①

に
同

じ
 

G
1
0
①

に
同

じ
 

G
1
0
①

に
同

じ
 

C
 

G
1
0
①

に
同

じ
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G
1
1
-
3
②

プ
レ

ー
ト

の
衝

突
帯

付
近

の
断

層
沿

い
で

地
震

が

発
生

し
た

場
合

、
広

域
地

下
水

流
動

領
域

の
岩

盤
の

応
力

状

態
が

変
化

す
る

可
能

性
。

 

＜
力

学
＞

 

G
1
1
-
3
→

R
3
.
1
 

・
地

震
後

、
断

層
周

辺
の

応
力

状
況

が
一

時
的

に
変

化
す

る
可

能
性

あ
り

。
プ

レ
ー

ト
の

衝
突

帯
付

近
の

断
層

沿
い

で
地

震
デ

ー
タ

は
な

い
た

め
確

認
例

は

な
い

。
活

断
層

沿
い

の
地

震
の

記
録

で
は

、
応

力
ひ

ず
み

分
布

状
況

は
、
4
象

限
モ

デ
ル

な
ど

地
殻

歪
分

布
と

応
力

と
の

関
係

な
ど

の
情

報
あ

り
。
地

中
ひ

ず

み
の

蓄
積

は
、
理

論
的

に
は

数
1
0
0
k
m
ま

で
及

ぶ
可

能
性

あ
り

。
 

・
地

震
活

動
に

伴
う

地
殻

応
力

の
再

配
分

に
よ

り
、

地
殻

歪
分

布
の

変
化

は
、
理

論
的

に
は

数
1
0
0
k
m
に

も
及

ぶ
。
震

源
か

ら
3
0
0
k
m
以

上
離

れ
る

と
歪

変
化

レ
ベ

ル
は

3
×

1
0
-
7
以

下
(
3
)
と

な
る

。
 

A
1（

断
層

変
位

が

起
こ

れ
ば

、
断

層

周
辺

の
岩

盤
の

応
力

状
態

も
変

化
す

る
可

能
性

あ
り

。
た

だ
し

、

変
化

量
は

断
層

か
ら

の
距

離
や

地
震

規
模

等
に

依
存

）
 

・
適

当
 

A
1
 

・
回

答
は

お
お

む
ね

適
当

と
す

る
意

見
。

一
部

に
処

分
場

深
度

に
お

け
る

地
震

に
伴

う
応

力
の

変
化

は
量

的
に

小
さ

い
と

し
、
A
2
と

す
る

意
見

も
あ

っ
た

が
、

岩
盤

中
の

体
積

歪
の

大
小

が
安

全
性

に
与

え
る

影
響

が
小

さ
い

と
言

い
切

れ
な

い
。（

A
1
:
4
/
2
5
、
C
:
1
/
2
5
、
A
2
:
2
/
2
5
、

無
回

答
：

1
7
/
2
5
）

 

G
1
1
-
3
③

プ
レ

ー
ト

の
衝

突
帯

付
近

の
断

層
沿

い
で

地
震

が

発
生

し
、
広

域
地

下
水

流
動

領

域
の

岩
盤

の
応

力
状

態
が

変

化
し

た
場

合
、
水

理
特

性
の

変

化
（

過
剰

間
隙

水
圧

発
生

）
し

、

地
下

水
流

動
が

変
化

し
、
母

岩

の
地

下
水

流
動

が
変

化
す

る

可
能

性
。

 

＜
水

理
＞

 

R
3
.
1
→

R
2
.
1
→

R
2
.
2
→

H
2
.
2
 

・
地

震
に

伴
い

岩
盤

の
応

力
変

化
が

起
こ

っ
た

場

合
、

間
隙

水
圧

変
化

が
発

生
す

る
可

能
性

は
あ

る
。

プ
レ

ー
ト

の
衝

突
帯

付
近

の
断

層
沿

い
で

地
震

デ

ー
タ

は
な

い
た

め
確

認
例

は
な

い
。
活

断
層

沿
い

の

地
震

の
記

録
で

は
、
最

大
地

震
の

場
合

、
近

傍
地

震

（
震

源
距

離
2
3
7
.
8
k
m
）
で

は
3
.
8
m
の

水
位

変
化

、

遠
地

地
震
（

震
源

距
離

2
4
7
3
k
m
）
で

6
6
c
m
の

水
位

変
化

の
観

測
例

あ
り

(
1
4
)
。

地
震

後
、

水
位

、
水

圧

は
地

震
前

の
水

位
へ

戻
る

が
、

回
復

時
間

は
地

質
、

地
質

構
造

に
左

右
さ

れ
る

(
1
3
)
。

 

・
地

震
が

発
生

す
る

と
断

層
の

走
向

方
向

（
σ

2
方

向
）
の

地
下

水
流

動
が

生
じ

や
す

い
と

い
う

報
告

が

あ
る

(
3
2
)
。

 

A
1（

応
力

状
態

が

変
化

す
れ

ば
、
間

隙
水

圧
分

布
も

変
化

す
る

可
能

性
あ

り
。

た
だ

し
、
変

化
量

は
断

層
か

ら
の

距
離

や
地

震
規

模
等

に
依

存
）

 

・
適

当
 

A
1
 

・
回

答
は

お
お

む
ね

適
当

と
す

る
意

見
。

一
部

に
応

力
の

変
化

か
ら

間
隙

水
圧

へ
の

変
化

量
は

小
さ

く
、

地
下

水
流

動
に

与
え

る
影

響
は

小
さ

い
と

し
A
2
と

す
る

意
見

も
あ

っ
た

が
、
影

響
は

小
さ

い
も

の
広

範
囲

に
わ

た
っ

て
影

響
が

現
れ

る
可

能
性

が
あ

る
と

す
る

意
見

も
あ

り
、
こ

こ
で

は
A
1
と

し
た

。（
A
1
:
5
.
5
/
2
5
、
C
:
2
/
2
5
、
A
2
:
0
.
5
/
2
5
、

無
回

答
：

1
7
/
2
5
）

 

 
Ta

bl
e-
Ⅴ

-9
.「

安
全

性
へ

の
影

響
の

可
能
性

と
相

関
の
判

定
」

の
集
約

結
果

（
G

12
）

 
 

安
全

性
へ

の
影

響
の

可
能

性

“
に

関
す

る
連

鎖
項

目
 

理
解

の
現

状
（

文
献

情
報

に
も

と
づ

く
情

報
、
知

見
）

相
関

の
判

定
（

1
0
5

年
）

と
判

定
根

拠

理
解

の
現

状
に

対
す

る
回

答
者

の
主

な
意

見
を

踏
ま

え
た

対
応

 

修 正 判 定
 

相
関

の
判

定
に

対
す

る
主

な
回

答
を

踏
ま

え
た

判
定

根
拠

 

G
1
2
①
：
プ

レ
ー

ト
の

衝
突

帯

付
近

の
断

層
沿

い
で

地
震

（
地

震
断

層
の

活
動

）
が

発

生
す

る
可

能
性

。
 

＜
全

体
＞

 

G
1
2
 

G
1
0
①

に
同

じ
 

G
1
0
①

に
同

じ
 

G
1
0
①

に
同

じ
 

C
 

G
1
0
①

に
同

じ
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G
1
2
②
：
プ

レ
ー

ト
の

衝
突

帯

付
近

の
断

層
沿

い
の

地
震

活

動
に

よ
り

深
部

か
ら

熱
水

流

体
が

断
層

沿
い

に
流

入
す

る

可
能

性
。

 

＜
全

体
＞

 

G
1
2
→

熱
水

活
動

 

・
地

震
活

動
に

よ
り

深
部

か
ら

熱
水

流
体

が
断

層
沿

い
に

流
入

す
る

可
能

性
は

あ
る

。
た

だ
し

、
プ

レ
ー

ト
の

衝
突

帯
付

近
の

断
層

沿
い

で
地

震
デ

ー
タ

は

な
い

た
め

確
認

例
は

な
い

。
ま

た
、
活

断
層

の
例

で

も
地

震
活

動
と

同
期

的
に

熱
水

流
体

が
上

昇
し

た

と
い

う
観

測
事

実
は

な
い

。
多

く
は

、
地

震
発

生
後

、

活
断

層
周

辺
で

地
下

水
温

が
上

昇
し

た
り

、
現

在
活

断
層

沿
い

で
熱

水
が

湧
出

し
つ

づ
け

て
い

る
（

有
馬

温
泉

の
例

な
ど

(
1
5
)
(
1
6
)
）

例
が

あ
り

、
活

断
層

が
熱

水
の

通
り

道
に

な
っ

て
い

る
可

能
性

は
十

分
考

え

ら
れ

る
。

熱
水

流
入

の
範

囲
は

、
活

断
層

の
場

合
、

地
表

部
の

水
温

変
化

か
ら

、
断

層
か

ら
最

大
2
-
3
k
m

程
度

(
4
3
)
 
程

度
に

及
ぶ

場
合

が
あ

る
。

 

 

B
（

断
層

が
活

動

し
て

も
コ

サ
イ

ス
ミ

ッ
ク

に
熱

水
流

体
が

流
入

す
る

と
は

限
ら

な
い

）
 

・
伊

豆
半

島
に

お
い

て
も

、
地

震
に

伴
う

温
泉

の
水

温
変

化
が

報
告

例
が

あ
る

と
い

う
指

摘
が

あ
り

。
 

→
今

後
精

査
す

る
予

定
。

 

B
 

・
回

答
は

適
当

と
す

る
意

見
と

一
部

熱
流

量
分

布
か

ら
熱

水
源

の
存

在
は

想
定

し
に

く
い

が
、

存
在

し
た

と
し

て
も

限
定

的
で

あ
り

、
C

と
い

う
意

見
も

あ
っ

た
。

し
か

し
、

こ
こ

で
は

時
間

予
測

が
で

き
な

い
こ

と
か

ら
B
の

ま
ま

と
し

た
。

深
部

流
体

の
場

合
、

地
下

水
年

代

か
ら

断
層

活
動

と
同

期
的

と
い

う
報

告
例

も
あ

り
、
A
2
と

す
べ

き
と

い
う

意
見

も
あ

っ
た

が
、

多
く

は
不

明
で

あ
る

た
め

、
こ

こ
は

B
と

し
た

。
（

B
:
3
/
2
5
、

C
:
2
/
2
5
、

A
2
:
1
/
2
5
、

無
回

答
：

1
9
/
2
5
）

 

G
1
2
③
：
プ

レ
ー

ト
の

衝
突

帯

付
近

の
断

層
沿

い
の

地
震

活

動
に

よ
り

深
部

か
ら

熱
水

流

体
が

断
層

沿
い

に
流

入
し

た

場
合

、
広

域
地

下
水

流
動

領

域
の

水
理

特
性

（
ﾎ
ﾟ
ﾃ
ﾝ
ｼ
ｬ
ﾙ

等
）

を
変

化
さ

せ
、

広
域

地

下
水

流
動

の
変

化
、

母
岩

の

地
下

水
流

動
が

変
化

す
る

可

能
性

。
 

＜
水

理
＞

 

熱
水

活
動

→
R
2
.
1
→

R
2
.
2
→

 

H
2
.
2
 

・
熱

水
流

体
が

活
断

層
沿

い
に

流
入

す
る

と
水

収
支

バ
ラ

ン
ス

が
変

化
す

る
た

め
、
水

理
特

性
、
広

域
地

下
水

流
動

に
影

響
を

与
え

る
可

能
性

は
あ

る
。

 

・
断

層
に

沿
っ

た
熱

水
が

、
地

下
深

部
か

ら
供

給
さ

れ
、
浅

所
地

下
水

と
混

合
し

た
と

す
る

報
告

例
あ

り
(
1
5
)
。

 

 

A
1
（

活
断

層

が
活

動
し

、
熱

水

が
流

入
す

れ
ば

周
辺

地
下

水
の

水
理

に
影

響
が

想
定

さ
れ

る
。
た

だ
し

、
影

響
の

程

度
は

断
層

か
ら

の
距

離
に

依
存

）

・
衝

突
帯

（
伊

豆
半

島
）

に
お

い
て

報
告

さ
れ

て
い

る
事

例
は

、
地

震
に

伴
っ

て
、

熱
水

が
地

下
深

部
か

ら
上

昇
す

る
と

い
う

よ
り

も
、

水
み

ち
の

一
時

的
な

変
化

に
よ

り
、

熱
水

と
天

水
起

源
の

水
と

の
混

合
比

が
変

化
す

る
た

め
、

地
震

に
伴

っ
て

水
質

・
水

温
が

変
化

し
た

と
考

え
た

ほ
う

が
よ

い
と

い
う

指
摘

あ
り

。
 

→
今

後
追

加
で

情
報

収
集

を
行

う
。

・
移

流
量

と
し

て
は

限
定

的
な

は
ず

で
あ

り
、

混
合

例
は

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

変
化

に
達

す
る

ま
で

の
総

量
で

あ
る

こ
と

を
証

明
し

て
い

な
い

と
い

う
意

見
あ

り
、

水
理

的
な

変
化

は
小

さ
い

可
能

性
が

指
摘

さ
れ

て
い

る
。

 

→
こ

れ
ら

に
つ

い
て

は
追

加
調

査
を

実
施

す
る

予
定

。
 

A
1
 

・
回

答
は

お
お

む
ね

適
当

と
す

る
意

見
。

一
部

に
、

影
響

の
程

度
は

小
さ

い
の

で
は

と
い

う
指

摘
、

熱
移

流
と

し
て

は
限

定
的

、
影

響
の

程
度

は
不

明
と

し
、

B
と

す
べ

き
意

見
、

サ
イ

ト
で

は
な

い
場

合
、

影
響

は
小

さ
い

と
し

、
A
2
と

す
る

回
答

も
あ

っ
た

が
、
こ

こ
で

は
A
1

の
可

能
性

を
否

定
で

き
な

い
こ

と
か

ら
A
1
と

し
た

。
（

A
1
:
3
.
5
/
2
5
、

B
:
1
/
2
5
、

C
:
1
/
2
5
、

A
2
:
1
.
5
/
2
5
、

無
回

答
：

1
8
/
2
5
）
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G
1
2
④
：
プ

レ
ー

ト
の

衝
突

帯

付
近

の
断

層
沿

い
の

地
震

活

動
に

よ
り

深
部

か
ら

熱
水

流

体
が

断
層

沿
い

に
流

入
し

た

場
合

、
広

域
地

下
水

流
動

領

域
の

地
下

水
化

学
（

水
質

等
）

を
変

化
さ

せ
、

母
岩

の
地

下

水
化

学
が

変
化

す
る

可
能

性
。

 

＜
化

学
＞

 

熱
水

活
動

→
R
4
.
1
→

H
4
.
2
 

・
地

震
活

動
に

伴
っ

て
活

断
層

沿
い

に
熱

水
が

上
昇

し
た

場
合

、
熱

水
に

よ
る

地
下

水
化

学
が

変
化

す
る

可
能

性
は

あ
る

が
、
確

認
例

は
な

い
。
た

だ
し

、
活

断
層

沿
い

で
は

亀
裂

を
含

む
活

断
層

周
辺

の
母

岩

に
は

熱
水

変
質

の
痕

跡
が

あ
り

、
変

質
帯

の
幅

は
数

c
m
～

数
1
0
m
に

及
ぶ

。
野

島
断

層
で

は
1
0
m
前

後
。

一
部

の
活

断
層

沿
い

に
お

い
て

は
、
活

断
層

か
ら

離

れ
た

地
域

の
地

表
水

と
は

異
な

る
水

質
を

持
っ

て

お
り

、
一

部
硫

酸
イ

オ
ン

を
含

む
も

の
も

あ
る

が
多

く
は

N
a
C
l
型

で
あ

る
(
1
5
)
(
1
6
)
。

 

・
地

下
水

に
混

在
す

る
高

濃
度

ヘ
リ

ウ
ム

同
位

対
比

は
、
深

部
熱

水
の

混
合

を
示

唆
す

る
指

標
と

な
っ

て

い
る

(
3
3
)
。

 

 

・
衝

突
帯

（
伊

豆
半

島
）

に
お

い
て

報
告

さ
れ

て
い

る
事

例
は

、
地

震
に

伴
っ

て
、

熱
水

が
地

下
深

部
か

ら
上

昇
す

る
と

い
う

よ
り

も
、

水
み

ち
の

一
時

的
な

変
化

に
よ

り
、

熱
水

と
天

水
起

源
の

水
と

の
混

合
比

が
変

化
す

る
た

め
、

地
震

に
伴

っ
て

水
質

・
水

温
が

変
化

し
た

と
考

え
た

ほ
う

が
よ

い
と

い
う

指
摘

あ
り

 

・
伊

豆
半

島
で

地
震

に
伴

う
温

泉
の

水
質

変
化

は
観

測
さ

れ
て

い
る

（
1
9
8
0
年

代
の

予
知

連
報

告
を

探
す

と
、

地
質

調
査

所
の

報
告

が
見

つ
か

る
）

 

→
今

後
追

加
で

情
報

収
集

を
行

う
。

 

A
1
 

・
回

答
は

お
お

む
ね

適
当

と
す

る
意

見
。

一
部

に
、

影
響

の
程

度
は

小
さ

い
の

で
は

と
い

う
指

摘
も

あ
っ

た
が

、
こ

こ
で

は
A
1
の

可
能

性

を
否

定
で

き
な

い
こ

と
か

ら
A
1
と

し
た

。
（

A
1
:
4
.
5
/
2
5
、

C
:
1
/
2
5
、

A
2
:
1
.
5
/
2
5
、

無
回

答
：

1
8
/
2
5
）

 

G
1
2
⑤
：
プ

レ
ー

ト
の

衝
突

帯

付
近

の
断

層
沿

い
の

地
震

活

動
に

よ
り

深
部

か
ら

熱
水

流

体
が

断
層

沿
い

に
流

入
し

た

場
合

、
広

域
地

下
水

流
動

領

域
の

地
下

水
温

を
変

化
さ

せ
、

母
岩

の
地

下
水

温
が

変

化
す

る
可

能
性

。
 

＜
熱

＞
 

熱
水

活
動

→
R
1
.
1
→

H
１

.
2
 

・
地

震
活

動
に

伴
っ

て
活

断
層

沿
い

に
熱

水
が

上
昇

し
た

場
合

、
地

下
水

温
を

変
化

さ
せ

る
可

能
性

あ

り
。
た

だ
し

、
プ

レ
ー

ト
の

衝
突

帯
付

近
の

断
層

沿

い
で

地
震

デ
ー

タ
は

な
い

た
め

確
認

例
は

な
い

。
 

・
熱

水
の

湧
出

す
る

活
断

層
周

辺
の

例
で

は
水

温
が

活
断

層
か

ら
離

れ
た

場
所

よ
り

も
高

く
（

有
馬

温
泉

で
は

最
高

9
8
℃

(
1
9
)
）
、
深

部
か

ら
熱

水
の

供
給

に
よ

る
影

響
を

受
け

て
い

る
可

能
性

が
あ

る
。
周

辺
岩

盤

の
深

部
の

水
温

変
化

の
範

囲
に

つ
い

て
は

不
明

で

あ
る

が
、
少

な
く

と
も

熱
水

の
流

入
範

囲
よ

り
も

広

範
囲

と
推

定
さ

れ
る

。
 

  

A
1（

活
断

層
が

活

動
し

、
熱

水
が

流

入
す

れ
ば

周
辺

地
下

水
の

熱
、
水

質
へ

の
影

響
が

想
定

さ
れ

る
）

 

・
熱

水
流

入
に

よ
る

温
度

の
変

化
は

ど
の

程
度

と
考

え
ら

れ
る

か
。

そ
れ

が
広

域
地

下
水

流
動

を
介

し
て

サ
イ

ト
に

伝
搬

す
る

と
す

る
と

、
影

響
の

減
衰

は
大

き
い

か
小

さ
い

か
。
ま

た
、

温
度

学
の

変
化

の
期

間
は

，
安

全
評

価
の

期
間

（
本

検
討

で
は

1
E
5
年

を

想
定

）
に

比
べ

て
長

そ
う

か
、

短
そ

う
か

。
 

・
伊

豆
半

島
で

地
震

に
伴

う
温

泉
の

水
温

変
化

は
観

測
さ

れ
て

い
る

（
1
9
8
0
年

代
の

予
知

連
報

告
を

探
す

と
、

地
質

調
査

所
の

報
告

が
見

つ
か

る
）

 

→
今

後
追

加
で

情
報

収
集

を
行

う
。

 

A
1
 

・
回

答
は

お
お

む
ね

適
当

と
す

る
意

見
。

一
部

に
、

地
震

に
よ

る
水

温
へ

の
影

響
は

時
間

、
空

間
的

に
限

ら
れ

る
た

め
、

影
響

の
程

度
は

小
さ

い
の

で
は

と
い

う
指

摘
も

あ
っ

た
が

、
こ

こ
で

は
地

震
後

の
水

温
変

化
が

一
時

的
な

も
の

で
あ

る
と

は
限

ら
な

い
こ

と
か

ら
、
A
1
と

し
た

。
（

A
1
:
3
.
5
/
2
5
、

C
:
1
/
2
5
、

A
2
:
1
.
5
/
2
5
、

無
回

答
：

1
9
/
2
5
）
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Ta
bl

e-
Ⅴ

-1
0.
「

安
全

性
へ
の

影
響

の
可
能

性
と

相
関
の

判
定

」
の
集

約
結

果
（

G
13

）
 

 
安

全
性

へ
の

影
響

の
可

能
性

“
に

関
す

る
連

鎖
項

目
 

理
解

の
現

状
（

文
献

情
報

に
も

と
づ

く
情

報
、
知

見
）

相
関

の
判

定

（
1
0
5
年

）
と

判

定
根

拠
 

理
解

の
現

状
に

対
す

る
回

答
者

の
主

な
意

見
を

踏
ま

え
た

対
応

 

修 正 判 定
 

相
関

の
判

定
に

対
す

る
主

な
回

答
を

踏
ま

え
た

判
定

根
拠

 

G
1
3
①
：
プ

レ
ー

ト
の

衝
突

帯

付
近

の
断

層
沿

い
で

地
震

（
地

震
断

層
の

活
動

）
が

発

生
す

る
可

能
性

。
 

＜
全

体
＞

 

G
1
3
 

G
1
0
①

に
同

じ
 

G
1
0
①

に
同

じ
 

G
1
0
①

に
同

じ
 

C
 

G
1
0
①

に
同

じ
 

G
1
3
②
：
プ

レ
ー

ト
の

衝
突

帯

付
近

の
断

層
沿

い
の

地
震

活

動
が

発
生

し
た

場
合

、
地

形
・

地
質

構
造

に
変

化
が

生

ず
る

可
能

性
。

 

＜
全

体
＞

 

G
1
3
→

地
形

・
地

質
構

造
 

・
プ

レ
ー

ト
の

衝
突

帯
付

近
の

断
層

沿
い

で
地

震
に

よ
る

地
形
・
地

質
構

造
変

化
の

可
能

性
あ

り
。
平

均

変
位

速
度

(
2
9
)
(
3
5
)
か

ら
、
1
0
5
年

間
で

は
最

大
数

1
0
0
m

程
度

の
累

積
変

位
に

よ
る

地
形

変
化

が
起

こ
り

う

る
。

 

A
1（

衝
突

帯
の

活

断
層

の
活

動
性

を
考

慮
す

る
と

鉛
直

方
向

の
地

形
変

化
は

最
大

数
1
0
0
m
程

度
に

な
る

可
能

性
が

あ
る

）
 

 

・
富

士
川

河
口

断
層

帯
で

は
、

平
均

変
位

速
度

は
6
m
／

1
0
0
0
年

以
上

，
再

来
間

隔
は

千
数

百
年

（
地

震
調

査
推

進
本

部
の

H
P
）

で
あ

り
、

も
っ

と
変

位
に

よ
る

変
形

が
大

き
く

な
る

と
い

う
意

見
が

あ
り

。
 

→
こ

れ
に

つ
い

て
は

精
査

す
る

予

定
。

 

A
1
 

・
回

答
は

お
お

む
ね

適
当

と
す

る
意

見
。

一
部

に
、

場
所

が
限

定
さ

れ
る

こ
と

か
ら

C
と

す
べ

き
意

見
も

あ
っ

た
が

、
こ

こ
は

地
震

発
生

が
前

提
で

あ
る

た
め

、
A
1
の

ま
ま

と
し

た
。
（

A
1
:
6
/
2
5
、

C
:
2
/
2
5
、

無
回

答
：

1
7
/
2
5
）

 

G
1
3
③
：
プ

レ
ー

ト
の

衝
突

帯

付
近

の
地

震
活

動
に

よ
り

地

形
・

地
質

構
造

に
変

化
が

生

じ
た

場
合

、
広

域
地

下
水

流

動
領

域
の

水
理

特
性

が
変

化

し
、
広

域
地

下
水

流
動

領
域

、

母
岩

の
地

下
水

流
動

が
変

化

す
る

可
能

性
。

 

＜
水

理
＞

 

地
形

・
地

質
構

造

→
R
2
.
1
→

R
2
.
2
→

H
2
.
2
 

・
地

震
に

伴
っ

て
地

形
・
地

質
構

造
の

変
化

に
伴

い

地
形

勾
配

が
変

化
し

た
場

合
、

動
水

勾
配

が
変

化

し
、
地

下
水

流
動

変
化

が
生

じ
る

可
能

性
あ

り
。
隆

起
に

よ
る

地
形

変
化

を
考

慮
し

た
地

下
水

流
動

解

析
等

の
解

析
的

検
討

に
よ

り
、
地

形
勾

配
の

変
化

が

地
下

水
の

動
水

勾
配

に
影

響
す

る
と

し
て

い
る

(
2
6
)
。

 

 

A
1（

地
形

変
化

が

生
じ

た
場

合
、
動

水
勾

配
へ

も
影

響
あ

り
）

 

・
適

当
 

A
1
 

・
回

答
は

お
お

む
ね

適
当

と
す

る
意

見
。

影
響

は
場

所
が

限
定

さ
れ

る
た

め
、

C
と

す
る

意
見

も
あ

っ
た

が
、

地
震

発
生

は
前

提
で

あ
る

た
め

、
こ

こ
は

A
1
の

ま
ま

と
し

た
。（

A
1
:
6
/
2
5
、
A
2
:
1
/
2
5
、
C
:
1
/
2
5
、

無
回

答
：

1
7
/
2
5
）
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Ta
bl

e-
Ⅴ

-1
1.
「

安
全

性
へ
の

影
響

の
可
能

性
と

相
関
の

判
定

」
の
集

約
結

果
（

G
14

）
 

 
安

全
性

へ
の

影
響

の
可

能
性

理
解

の
現

状
（

文
献

情
報

に
も

と
づ

く
情

報
、
知

見
）

相
関

の
判

定

（
1
0
5
年

）
と

判

定
根

拠
 

理
解

の
現

状
に

対
す

る
回

答
者

の
主

な
意

見
を

踏
ま

え
た

対
応

 

修 正 判 定
 

相
関

の
判

定
に

対
す

る
主

な
回

答
を

踏
ま

え
た

判
定

根
拠

 

G
1
4
①
：
プ

レ
ー

ト
の

衝
突

帯

付
近

の
断

層
沿

い
で

地
震

（
地

震
断

層
の

活
動

）
が

発

生
す

る
可

能
性

。
 

＜
全

体
＞

 

G
1
4
 

G
1
0
①

に
同

じ
 

G
1
0
①

に
同

じ
 

G
1
0
①

に
同

じ
 

C
 

G
1
0
①

に
同

じ
 

G
1
4
②
：
プ

レ
ー

ト
の

衝
突

帯

付
近

の
断

層
沿

い
の

地
震

活

動
が

発
生

し
た

場
合

、
地

形
・

地
質

構
造

に
変

化
が

生

ず
る

可
能

性
。

 

＜
全

体
＞

 

G
1
4
→

地
形

・
地

質
構

造
 

G
1
3
②

に
同

じ
 

G
1
3
②

に
同

じ
 

G
1
3
②

に
同

じ
 

A
1
 

G
1
3
②

に
同

じ
 

G
1
4
③
：
プ

レ
ー

ト
の

衝
突

帯

付
近

の
断

層
沿

い
の

地
震

活

動
に

よ
り

、
地

形
・

地
質

構

造
が

変
化

（
断

層
上

盤
側

の

累
積

的
な

上
昇

な
ど

）
し

た

場
合

、
侵

食
（

削
剥

）
が

継

続
し

、
対

地
深

度
が

変
化

す

る
可

能
性

。
 

＜
全

体
＞

 

地
形

・
地

質
構

造
→

侵
食

・

堆
積

 

 

・
地

震
活

動
に

よ
り

地
形

･
地

質
構

造
が

変
化

し
た

場
合

、
継

続
的

な
侵

食
に

よ
り

、
対

地
深

度
が

変
化

す
る

可
能

性
あ

り
。

 

・
平

均
変

位
速

度
(
2
9
)
(
3
5
)
か

ら
、

1
0
5
年

で
は

数
百

m

程
度

の
累

積
変

位
と

な
る

た
め

、
処

分
深

度
に

よ
っ

て
は

そ
の

後
の

削
剥

に
よ

っ
て

地
表

へ
接

近
す

る

可
能

性
が

あ
る

。
 

A
1（

侵
食
・
堆

積

速
度

と
隆

起
速

度
と

が
同

程
度

の
場

合
、
対

地
深

度
の

変
化

は
数

1
0
0
m

に
達

す
る

可
能

性
が

あ

る
。
）

 

・
地

震
を

伴
う

累
積

的
上

昇
が

数
1
0
0

ｍ
に

及
ぶ

た
め

に
は

、
評

価
期

間
内

の
テ

ク
ト

ニ
ク

ス
が

普
遍

で
あ

る
こ

と
が

前
提

で
あ

り
、

こ
れ

に
関

し
て

は
定

説
は

な
い

（
あ

る
い

は
議

論
も

な
い

）
等

意
見

。
 

→
精

査
を

行
う

予
定

。
 

A
1
 

・
回

答
は

お
お

む
ね

適
当

と
す

る
意

見
。

一
部

衝
突

帯
で

、
評

価
期

間
に

累
積

的
に

数
1
0
0
m
も

上
昇

す
る

例
は

な
く

、
B
と

す
べ

き
と

い

う
意

見
が

あ
っ

た
。
こ

こ
で

は
、
累

積
的

な
変

位
を

想
定

し
て

お
り

、

保
守

的
な

扱
い

と
な

っ
て

い
る

。
A
1
に

つ
い

て
は

今
後

精
査

す
る

。

（
A
1
:
7
/
2
5
、

B
:
1
/
2
5
、

C
:
1
/
2
5
、

無
回

答
：

1
6
/
2
5
）
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G
1
4
④
：
プ

レ
ー

ト
の

衝
突

帯

付
近

の
断

層
沿

い
の

地
震

活

動
に

よ
り

、
地

形
・

地
質

構

造
が

変
化

（
断

層
上

盤
側

の

累
積

的
な

上
昇

な
ど

）
し

、

侵
食

（
削

剥
）

が
継

続
し

た

場
合

、
サ

イ
ト

が
相

対
的

に

地
表

に
接

近
す

る
こ

と
に

よ

り
、

母
岩

の
水

理
特

性
に

変

化
が

発
生

す
る

可
能

性
。

 

＜
水

理
＞

 

侵
食

・
堆

積
→

H
2
.
1
 

・
適

当
 

A
1
 

・
回

答
は

お
お

む
ね

適
当

と
す

る
意

見
。

影
響

は
場

所
が

限
定

さ
れ

る
た

め
、

C
と

す
る

意
見

も
あ

っ
た

が
、

地
震

発
生

は
前

提
で

あ
る

た
め

、
こ

こ
は

A
1
の

ま
ま

と
し

た
。（

A
1
:
7
/
2
5
、
B
:
1
/
2
5
、
C
:
1
/
2
5
、

無
回

答
：

1
6
/
2
5
）

 

G
1
4
⑤
：
プ

レ
ー

ト
の

衝
突

帯

付
近

の
断

層
沿

い
の

地
震

活

動
に

よ
り

、
地

形
・

地
質

構

造
が

変
化

（
断

層
上

盤
側

の

累
積

的
な

上
昇

）
し

、
削

剥

が
継

続
し

、
サ

イ
ト

が
相

対

的
に

地
表

に
接

近
し

た
場

合
、

浅
所

の
酸

化
的

な
地

下

水
が

流
入

す
る

こ
と

に
よ

り
、

母
岩

の
地

下
水

化
学

に

影
響

が
及

ぶ
可

能
性

。
 

＜
化

学
＞

 

侵
食

・
堆

積
→

H
4
.
2
 

・
侵

食
に

よ
っ

て
断

層
上

盤
側

が
削

剥
さ

れ
れ

ば
、

対
地

深
度

が
減

少
す

る
と

、
相

対
的

に
サ

イ
ト

の
流

動
系

そ
の

も
の

は
変

化
し

な
い

が
、
広

域
地

下
水

流

動
系

→
局

地
・
中

間
流

動
系

へ
変

化
す

る
可

能
性

が

あ
る

こ
と

か
ら

、
水

理
、
水

質
が

変
化

す
る

可
能

性

あ
り

。
確

認
例

は
な

い
。

 

・
透

水
係

数
は

深
度

5
0
0
m
程

度
ま

で
は

、
浅

所
ほ

ど
大

き
い

 
(
2
6
)
 
こ

と
か

ら
、
対

地
深

度
が

減
少

す
る

と
水

理
に

与
え

る
影

響
は

あ
る

。
 

・
降

水
起

源
と

考
え

ら
れ

る
地

下
水

は
、
深

度
と

と

も
に

N
a
+
,
H
C
O
3
-
が

増
加

す
る

傾
向

に
あ

り
、
深

部
と

浅
所

と
で

水
質

が
異

な
る

(
2
6
)
。

対
地

深
度

が
変

化

す
れ

ば
、
地

下
水

の
水

質
が

変
化

す
る

可
能

性
は

あ

る
。

 

 

A
1（

対
地

深
度

が

減
少

す
る

と
、
水

理
、
地

下
水

化
学

に
影

響
あ

り
。
影

響
の

程
度

は
、
対

地
深

度
の

変
化

量
に

依
存

。
）

 

・
適

当
 

A
1
 

・
回

答
は

お
お

む
ね

適
当

と
す

る
意

見
。

影
響

は
場

所
が

限
定

さ
れ

る
た

め
、

C
と

す
る

意
見

も
あ

っ
た

が
、

地
震

発
生

は
前

提
で

あ
る

た
め

、
こ

こ
は

A
1
の

ま
ま

と
し

た
。（

A
1
:
6
/
2
5
、
B
:
1
/
2
5
、
C
:
1
/
2
5
、

無
回

答
：

1
7
/
2
5
）

 

G
1
4
⑥
：
プ

レ
ー

ト
の

衝
突

帯

付
近

の
断

層
沿

い
の

地
震

活

動
に

よ
り

、
地

形
・

地
質

構

造
が

変
化

（
断

層
上

盤
側

の

累
積

的
な

上
昇

）
し

、
削

剥

が
継

続
し

、
サ

イ
ト

が
相

対

的
に

地
表

に
接

近
し

た
場

合
、

浅
所

の
地

下
水

が
流

入

す
る

こ
と

に
よ

り
、

母
岩

の

地
下

水
温

が
変

化
す

る
可

能

性
。

 

＜
熱

＞
 

侵
食

・
堆

積
→

H
1
.
2
 

・
侵

食
に

よ
っ

て
断

層
上

盤
側

が
削

剥
さ

れ
れ

ば
、

サ
イ

ト
と

地
表

と
の

距
離

は
減

少
す

る
た

め
、
温

度

は
低

下
、

上
載

荷
重

の
減

少
す

る
可

能
性

あ
り

。
 

・
地

下
水

温
度

は
地

温
勾

配
に

影
響

さ
れ

、
深

部
ほ

ど
温

度
が

高
く

な
る

。
ま

た
深

度
1
0
0
m
程

度
よ

り

浅
部

で
は

、
降

雨
涵

養
に

伴
う

温
度

変
化

の
影

響
を

強
く

受
け

る
(
2
7
)
。

こ
の

た
め

、
サ

イ
ト

の
対

地
深

度
が

減
少

す
れ

ば
、
地

下
水

温
が

変
化

す
る

可
能

性

あ
り

。
 

・
深

度
と

鉛
直

応
力

、
深

度
と

水
平

面
内

平
均

応
力

は
そ

れ
ぞ

れ
正

の
相

関
を

有
し

、
深

度
と

と
も

に
高

く
な

る
た

め
(
2
6
)
 
、
サ

イ
ト

の
対

地
深

度
が

減
少

し

た
場

合
、

応
力

変
化

の
可

能
性

は
あ

る
。

 

A
1（

対
地

深
度

が

減
少

す
る

と
、

熱
、
力

学
に

影
響

あ
り

。
影

響
の

程

度
は

、
対

地
深

度

の
変

化
量

に
依

存
。
）

 

・
適

当
 

 

A
1
 

・
回

答
は

お
お

む
ね

適
当

と
す

る
意

見
。

熱
に

つ
い

て
は

地
温

勾
配

に
も

よ
り

、
超

長
期

の
現

象
か

ら
、

処
分

性
能

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
し

A
2
と

す
べ

き
と

い
う

意
見

も
あ

っ
た

が
、
対

地
深

度
の

変
化

が

最
大

数
1
0
0
m
/
1
0
5
年

と
い

う
こ

と
を

考
慮

す
れ

ば
小

さ
い

と
は

言
え

な
い

た
め

、
A
1
の

ま
ま

と
し

た
。（

A
1
:
5
.
5
/
2
5
、
A
2
:
1
.
5
/
2
5
、
B
:
1
/
2
5
、

C
:
1
/
2
5
、

無
回

答
：

1
6
/
2
5
）
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G
1
4
⑦
：
プ

レ
ー

ト
の

衝
突

帯

付
近

の
断

層
沿

い
の

地
震

活

動
に

よ
り

、
地

形
・

地
質

構

造
が

変
化

（
断

層
上

盤
側

の

累
積

的
な

上
昇

）
し

、
削

剥

が
継

続
し

、
サ

イ
ト

が
相

対

的
に

地
表

に
接

近
し

、
上

載

荷
重

の
減

少
に

よ
り

応
力

状

態
が

変
化

す
る

可
能

性
。

 

＜
力

学
＞

 

G
1
4
→

地
形
・
地

質
構

造
→

侵

食
・

堆
積

→
H
3
.
2
 

・
適

当
 

A
1
 

・
回

答
は

お
お

む
ね

適
当

と
す

る
意

見
。

熱
に

つ
い

て
は

地
温

勾
配

に
も

よ
り

、
超

長
期

の
現

象
で

あ
り

、
応

力
変

化
す

る
が

、
処

分
性

能
へ

い
影

響
は

小
さ

い
と

し
、
A
2
と

す
べ

き
と

い
う

意
見

も
あ

っ
た

が
、
対

地
深

度
の

変
化

が
最

大
数

1
0
0
m
/
1
0
5
年

と
い

う
こ

と
を

考
慮

す
れ

ば
小

さ
い

と
は

言
え

な
い

た
め

、
A
1

の
ま

ま
と

し
た

。

（
A
1
:
5
.
5
/
2
5
、
A
2
:
1
.
5
/
2
5
、
B
:
1
/
2
5
、
C
:
1
/
2
5
、
無

回
答
：
1
6
/
2
5
）
 

  G
1
4
’

①
：
プ

レ
ー

ト
の

衝
突

帯
付

近
の

断
層

沿
い

で
地

震

（
地

震
断

層
の

活
動

）
が

発

生
す

る
可

能
性

。
 

＜
全

体
＞

 

G
1
4
’

 

G
1
0
①

に
同

じ
 

G
1
0
①

に
同

じ
 

G
1
0
①

に
同

じ
 

C
 

G
1
0
①

に
同

じ
 

G
1
4
’

②
：
プ

レ
ー

ト
の

衝
突

帯
付

近
の

断
層

沿
い

の
地

震

活
動

が
発

生
し

た
場

合
、

地

形
・

地
質

構
造

に
変

化
が

生

ず
る

可
能

性
。

 

＜
全

体
＞

 

G
1
4
’

→
地

形
・

地
質

構
造

 

G
1
3
②

に
同

じ
 

G
1
3
②

に
同

じ
 

G
1
3
②

に
同

じ
 

A
1
 

G
1
3
②

に
同

じ
 

G
1
4
’

③
：
プ

レ
ー

ト
の

衝
突

帯
付

近
の

断
層

沿
い

の
地

震

活
動

に
よ

り
、

断
層

上
盤

側

の
累

積
的

な
上

昇
が

起
こ

っ

た
場

合
、

侵
食

の
発

生
あ

る

い
は

、
侵

食
の

起
こ

る
可

能

性
。

 

＜
全

体
＞

 

地
形

・
地

質
構

造
→

侵
食

・

堆
積

 

・
地

震
活

動
に

よ
り

地
形

･
地

質
構

造
が

変
化

し
た

場
合

、
継

続
的

に
侵

食
が

進
む

可
能

性
あ

り
。

 

・
平

均
変

位
速

度
(
2
9
)
(
3
5
)
か

ら
、

1
0
5
年

で
は

数
百

m

程
度

の
累

積
変

位
と

な
る

た
め

、
そ

の
後

の
削

剥
が

進
む

可
能

性
が

あ
る

。
 

・
一

方
、
わ

が
国

に
お

い
て

標
高

と
高

度
分

散
量

と

間
に

は
良

好
な

相
関

関
係

に
あ

る
と

さ
れ

て
お

り
(
5
3
)
、

隆
起

速
度

の
速

い
国

府
津

‐
松

田
断

層
の

例

で
計

算
す

る
と

、
1
0
5
年

で
は

3
0
0
m
程

度
隆

起
し

た

と
す

れ
ば

、
高

度
分

散
量

の
変

化
は

3
0
m
程

度
存

在

す
る

。
 

 

A
1（

差
別

的
な

侵

食
が

進
み

、
起

伏

量
の

増
加

が
起

こ
る

可
能

性
あ

り
。
影

響
の

程
度

は
侵

食
速

度
の

違
い

等
に

よ

る
。
）

 

・
適

当
 

A
1
 

・
回

答
は

お
お

む
ね

適
当

と
す

る
意

見
。

一
部

に
差

別
的

な
侵

食
自

体
必

然
で

は
な

い
た

め
B
と

す
べ

き
と

い
う

回
答

が
あ

っ
た

が
、

活

動
性

の
高

い
逆

断
層

の
上

盤
側

の
地

形
の

起
伏

は
下

盤
側

に
比

べ
る

と
大

き
い

こ
と

な
ど

か
ら

、
こ

こ
で

は
A
1

と
し

た
。
（

A
1
:
8
/
2
5
、

B
:
1
/
2
5
、

C
:
1
/
2
5
、

無
回

答
：

1
5
/
2
5
）
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G
1
4
’

④
：
プ

レ
ー

ト
の

衝
突

帯
付

近
の

断
層

沿
い

の
地

震

活
動

に
よ

り
、

断
層

上
盤

側

の
累

積
的

な
上

昇
、

侵
食

の

発
生

あ
る

い
は

、
侵

食
が

継

続
、

地
形

変
化

し
た

場
合

、

広
域

地
下

水
流

動
領

域
の

水

理
特

性
（

動
水

勾
配

）
が

変

化
し

、
広

域
地

下
水

流
動

領

域
・

母
岩

領
域

の
地

下
水

流

動
が

変
化

す
る

可
能

性
。

 

＜
水

理
＞

 

侵
食

・
堆

積
→

R
2
.
1
→

R
2
.
2
 

→
H
2
.
2
 

・
断

層
活

動
に

よ
り

変
位
・
変

形
が

進
み

、
差

別
的

な
侵

食
が

進
め

ば
、
起

伏
量

等
の

地
形

傾
斜

の
変

化

が
地

下
の

水
理

特
性

に
与

え
る

影
響

を
無

視
で

き

な
い

。
 

・
た

だ
し

、
G
1
4
’

③
の

理
由

に
よ

り
、

侵
食

に
伴

う
起

伏
量

が
最

大
限

変
化

し
た

と
し

て
も

、
対

地
深

度
の

変
化

に
比

べ
る

と
地

下
深

部
の

水
理

に
与

え

る
影

響
は

小
さ

い
。

 

A
2（

侵
食

の
進

行

よ
る

地
形

の
起

伏
変

化
の

み
に

よ
る

地
下

深
部

へ
影

響
は

小
さ

い
）

 

・
適

当
 

A
2
 

・
回

答
は

適
当

と
す

る
意

見
と

、
1
0
5
年

程
度

で
の

地
形

変
化

の
影

響

は
数

1
0
0
m
で

あ
り

、
A
1
の

可
能

性
も

あ
る

と
い

う
意

見
が

あ
っ

た
。

し
か

し
、

A
1
と

し
た

回
答

意
見

に
は

変
位

に
よ

る
変

化
量

も
含

ま
れ

て
お

り
、

こ
こ

で
は

、
谷

部
の

差
別

侵
食

を
問

題
と

し
て

お
り

、
侵

食
の

み
に

よ
る

起
伏

の
変

化
量

に
よ

る
影

響
は

小
さ

い
と

し
A
2

の

ま
ま

と
し

た
。（

A
1
:
5
/
2
5
、
A
2
:
1
/
2
5
、
C
:
1
/
2
5
、
無

回
答
：
1
8
/
2
5
）
 

 
Ta

bl
e-
Ⅴ

-1
2.
「

安
全

性
へ
の

影
響

の
可
能

性
と

相
関
の

判
定

」
の
集

約
結

果
（

G
16

）
 

 
安

全
性

へ
の

影
響

の
可

能
性

に
関

す
る

連
鎖

項
目

 

理
解

の
現

状
（

文
献

情
報

に
も

と
づ

く
情

報
、
知

見
）

相
関

の
判

定

（
1
0
5
年

）
と

判

定
根

拠
 

理
解

の
現

状
に

対
す

る
回

答
者

の
主

な
意

見
を

踏
ま

え
た

対
応

 

修
正

判
定

相
関

の
判

定
に

対
す

る
主

な
回

答
を

踏
ま

え
た

判
定

根
拠

 

G
1
6
①
：
活

断
層

沿
い

で
地

震

（
地

震
断

層
の

活
動

）
が

発

生
す

る
可

能
性

 

＜
全

体
＞

 

G
1
6
 

・
地

震
活

動
（

活
断

層
沿

い
）
の

発
生

は
、
活

断
層

の
活

動
性

に
よ

り
、
将

来
想

定
さ

れ
る

期
間

内
に

起

こ
る

可
能

性
が

異
な

る
。

 

A
級
：
千

年
に

1
回

程
度

、
B
級
：
数

千
年

に
1
回

、

C
級

：
1
万

年
超

に
1
回

(
2
9
)
 

・
近

年
の

活
断

層
研

究
に

よ
り

、
最

近
の

数
1
0
万

年
間

に
わ

た
り

活
動

し
た

証
拠

の
認

め
ら

れ
な

い

断
層

に
つ

い
て

は
、
今

後
も

活
動

す
る

可
能

性
が

低

い
と

し
て

「
活

断
層

」
を

後
期

更
新

世
（

最
近

の

1
0

数
万

年
間

）
以

降
の

断
層

変
位

地
形

が
存

在
す

る
断

層
と

し
て

い
る

（
5
2
）
。

し
か

し
、

従
来

の
定

義

に
よ

る
活

断
層
（

第
四

紀
以

降
の

活
動

の
記

録
の

あ

る
も

の
(
2
9
)
）

は
今

後
将

来
活

動
す

る
可

能
性

を
否

定
で

き
な

い
た

め
、
本

件
で

は
現

在
そ

れ
ら

が
分

布

す
る

位
置

で
地

震
が

発
生

す
る

可
能

性
は

あ
る

と

し
た

。
 

C
（

現
在

、
活

断

層
分

布
域

に
限

定
。

1
0
5
年

間
評

価
で

は
、
活

断
層

の
活

動
性

に
よ

ら
ず

、
活

動
す

る

可
能

性
が

あ
り

）

・
A
か

ら
C
級

の
定

義
は

、
活

動
間

隔
で

は
な

く
、

平
均

変
位

速
度

が
重

要
。

C
級

活
断

層
で

も
、

比
較

的
長

い
活

断
層

が
見

つ
か

っ
て

お
り

、
1

万
年

オ
ー

ダ
ー

で
M
7

ク
ラ

ス
の

地

震
を

起
こ

す
も

の
も

あ
る

。
 

・
第

四
紀

の
定

義
が

変
わ

り
（

今
夏

に
国

際
的

に
確

定
）
、
約

2
6
0
万

年
前

以
降

の
地

質
時

代
と

な
っ

た
が

、
活

断
層

の
定

義
も

変
更

す
べ

き
。

 

・
活

断
層

で
1
0
5
年

ス
ケ

ー
ル

で
み

て
も

地
震

が
発

生
す

る
の

で
あ

る
か

ら
、

そ
れ

に
と

も
な

う
強

震
動

や
変

形
は

影
響

大
。

 

→
活

断
層

の
定

義
に

つ
い

て
追

加
で

調
査

、
強

震
動

に
つ

い
て

は
地

下
深

部
は

影
響

は
指

摘
の

と
お

り
小

さ
い

も
の

の
無

視
で

き
な

い
た

め
、

再
調

査
の

予
定

。
 

C
 

・
回

答
は

お
お

む
ね

適
当

と
す

る
意

見
が

最
も

多
か

っ
た

。
活

断
層

の
定

義
に

よ
り

自
明

。
分

布
が

限
定

的
で

あ
る

と
し

て
C
評

価
で

あ

る
が

、
未

成
熟

な
活

断
層

の
痕

跡
（

地
形

）
が

識
別

し
ず

ら
い

も
の

も
あ

り
A
1
と

す
べ

き
と

い
う

意
見

、
限

定
さ

れ
る

領
域

が
そ

れ
ほ

ど

狭
く

な
い

こ
と

か
ら

、
B
が

適
切

と
す

る
意

見
な

ど
（

A
1
:
3
/
2
5
件

、

B
:
1
/
2
5
件

、
C
:
 
5
件

/
2
5
件

、
無

回
答

：
1
6
/
2
5
件

）
。

 

・
活

断
層

の
識

別
の

し
づ

ら
い

も
の

に
つ

い
て

は
、

活
断

層
沿

い
以

外
の

地
震

の
事

象
で

の
取

り
扱

い
と

な
り

、
こ

こ
で

は
活

断
層

と
認

定
さ

れ
た

も
の

が
対

象
で

あ
る

た
め

、
C
の

ま
ま

と
し

た
。
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G
1
6
②
：
活

断
層

沿
い

で
地

震

（
地

震
断

層
の

活
動

）
が

発

生
し

た
場

合
、

サ
イ

ト
（

処

分
シ

ス
テ

ム
領

域
）

内
の

岩

盤
破

壊
に

よ
り

母
岩

の
間

隙

構
造

が
変

化
す

る
可

能
性

。

＜
物

質
移

行
＞

 

G
1
6
→

H
6
.
2
 

・
地

震
活

動
に

よ
り

、
活

断
層

が
サ

イ
ト
（

処
分

シ

ス
テ

ム
領

域
）
内

の
岩

盤
破

壊
を

引
き

起
こ

し
、
母

岩
の

間
隙

構
造

が
変

化
す

る
可

能
性

あ
り

。
国

内
で

判
明

し
て

い
る

断
層

破
砕

幅
の

最
大

は
9
0
0
m
（

片

幅
4
0
0
-
5
0
0
m
)
 (
1
)
で

あ
り

、
こ

の
範

囲
に

お
い

て
は

岩
盤

の
間

隙
構

造
は

顕
著

に
乱

さ
れ

て
い

る
。
断

層

破
砕

幅
外

側
で

は
亀

裂
、
派

生
断

層
を

除
い

て
間

隙

構
造

に
変

化
は

な
い

。
 

A
1（

断
層

変
位

が

起
こ

れ
ば

、
断

層

内
、

周
辺

は
変

形
、
破

壊
が

発
生

し
、
サ

イ
ト

に
対

す
る

影
響

は
大

）

・
逆

断
層

の
場

合
、

下
盤

側
に

主
断

層
面

が
移

動
す

る
ケ

ー
ス

が
知

ら
れ

て
お

り
、

9
0
0
ｍ

（
4
0
0
-
5
0
0
ｍ

）
と

い
う

数
値

を
鵜

呑
み

に
す

べ
き

で
は

な
い

。
ま

た
、

こ
の

数
値

は
蓄

積
分

で
あ

り
、

安
全

評
価

の
時

間
ス

ケ
ー

ル
は

も
っ

と
短

い
。

 

→
指

摘
の

と
お

り
、
1
0
5
年

オ
ー

ダ
ー

で
形

成
さ

れ
た

も
の

で
は

な
い

が
、

現
状

1
0
5
年

で
ど

の
程

度
断

層
幅

が

拡
大

す
る

か
と

い
う

情
報

は
な

い
。

こ
の

た
め

、
こ

こ
で

は
保

守
的

に
現

状
露

頭
で

認
め

ら
れ

る
活

断
層

幅
の

最
大

と
し

て
い

る
。

こ
れ

に
つ

い
て

は
追

加
調

査
す

る
予

定
。

 

A
1
 

・
回

答
は

お
お

む
ね

適
当

と
す

る
意

見
が

最
も

多
か

っ
た

。
活

断
層

に
よ

り
サ

イ
ト

周
辺

で
断

層
変

位
が

発
生

す
れ

ば
、
変

形
が

発
生

し
、

母
岩

の
間

隙
構

造
に

影
響

を
与

え
る

た
め

、
A
1
と

す
る

意
見

、
サ

イ

ト
の

選
定

要
件

に
従

え
ば

、
1
0
5
年

程
度

は
処

分
シ

ス
テ

ム
領

域
の

破

壊
的

な
影

響
は

避
け

ら
れ

る
と

考
え

る
。

但
し

、
網

羅
性

の
観

点
か

ら
は

必
要

だ
と

思
う

の
で

、
A
2
か

B
が

適
当

と
す

る
意

見
な

ど
（

A
1：

8
/
2
5
、

A
2
 
：

0
.
5
/
2
5
、

B
：

1
.
5
/
2
5
、

無
回

答
：

1
5
/
2
5
）
。

 

・
こ

こ
で

は
、

地
震

活
動

の
発

生
が

前
提

条
件

と
な

っ
て

お
り

、
避

け
る

こ
と

を
前

提
と

し
た

判
定

で
は

な
い

た
め

、
A
1
の

ま
ま

と
し

た
。
 

G
1
6
③
：
活

断
層

沿
い

で
地

震

（
地

震
断

層
の

活
動

）
が

発

生
し

た
場

合
、

サ
イ

ト
（

処

分
坑

道
領

域
）

内
の

母
岩

の

応
力

変
化

に
影

響
を

与
え

る

可
能

性
。

 

＜
力

学
＞

 

G
1
6
→

H
3
.
2
 

・
地

震
活

動
に

よ
り

、
活

断
層

が
サ

イ
ト
（

処
分

シ

ス
テ

ム
領

域
）
内

の
岩

盤
破

壊
を

引
き

起
こ

し
、
母

岩
の

応
力

変
化

に
影

響
を

与
え

る
可

能
性

あ
り

。
 

・
地

震
活

動
に

伴
う

地
殻

応
力

の
再

配
分

に
よ

り
、

地
殻

歪
分

布
の

変
化

は
、
理

論
的

に
は

数
1
0
0
k
m
に

も
及

ぶ
。
震

源
か

ら
3
0
0
k
m
以

上
離

れ
る

と
歪

変
化

レ
ベ

ル
は

3
×

1
0
-
7
（

3
）
以

下
と

な
る

。
 

A
1（

断
層

変
位

が

起
こ

れ
ば

、
断

層

周
辺

の
岩

盤
の

応
力

状
態

も
変

化
）

 

・「
断

層
変

位
が

起
こ

れ
ば

」
と

い
う

想
定

で
は

な
く

、「
断

層
変

位
が

起
こ

り
、
か

つ
、
G
1
6
②

が
生

じ
れ

ば
」
で

は
な

い
か

と
い

う
意

見
。

 

→
断

層
変

位
と

表
層

の
破

壊
と

は
異

な
り

、
こ

こ
で

は
地

下
数

k
m
以

深
の

震
源

域
で

の
変

位
に

伴
う

応
力

再
配

分
の

意
味

で
あ

る
。

 

A
1
 

・
回

答
は

お
お

む
ね

適
当

と
す

る
意

見
が

最
も

多
か

っ
た

。
活

断
層

に
よ

り
サ

イ
ト

周
辺

で
断

層
変

位
が

発
生

す
れ

ば
、

母
岩

の
応

力
状

態
が

変
化

す
る

と
し

、
A
1
と

い
う

意
見

、
サ

イ
ト

の
選

定
要

件
に

従

え
ば

、
1
0
5
年

程
度

は
処

分
シ

ス
テ

ム
領

域
の

破
壊

的
な

影
響

は
避

け

ら
れ

る
と

考
え

る
。

但
し

、
網

羅
性

の
観

点
か

ら
は

必
要

だ
と

思
う

の
で

、
A
2
か

B
が

適
当

と
い

う
意

見
な

ど
（

A
1
 ：

8
/
2
5
、
A
2：

0
.
5
/
2
5
、

B
：

0
.
5
/
2
5
、

無
回

答
：

1
6
/
2
5
）
。

 

・
地

震
活

動
の

発
生

が
前

提
条

件
と

な
っ

て
お

り
、

避
け

る
こ

と
を

前
提

と
し

た
判

定
で

は
な

い
た

め
、

A
1
の

ま
ま

と
し

た
。

 

 
Ta

bl
e-
Ⅴ

-1
3.
「

安
全

性
へ
の

影
響

の
可
能

性
と

相
関
の

判
定

」
の
集

約
結

果
（

G
17

）
 

 
安

全
性

へ
の

影
響

の
可

能
性

に
関

す
る

連
鎖

項
目

 

理
解

の
現

状
（

文
献

情
報

に
も

と
づ

く
情

報
、
知

見
）

相
関

の
判

定

（
1
0
5
年

）
と

判

定
根

拠
 

理
解

の
現

状
に

対
す

る
回

答
者

の
主

な
意

見
を

踏
ま

え
た

対
応

 

修
正

判
定

相
関

の
判

定
に

対
す

る
主

な
回

答
を

踏
ま

え
た

判
定

根
拠

 

G
1
7
-
1
①
：
活

断
層

沿
い

で
地

震
（

地
震

断
層

の
活

動
）

が

発
生

す
る

可
能

性
 

＜
全

体
＞

 

G
1
7
-
1
 

G
1
6
①

に
同

じ
 

G
1
6
①

に
同

じ
 

G
1
6
①

に
同

じ
 

C
 

G
1
6
①

に
同

じ
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JAEA-Data/Code 2011-005

G
1
7
-
1
②
：
活

断
層

沿
い

で
地

震
が

発
生

し
た

場
合

、
断

層

周
辺

の
亀

裂
分

布
等

の
幾

何

形
状

が
変

化
す

る
可

能
性

。

＜
物

質
移

行
＞

 

G
1
7
-
1
→

R
5
.
1
 

・
地

震
活

動
に

よ
り

、
亀

裂
分

布
等

の
幾

何
形

状
が

変
化

す
る

可
能

性
あ

り
。
逆

断
層

の
場

合
、
地

震
後

応
力

降
下

に
よ

っ
て

断
層

周
辺

に
引

っ
張

り
が

働

き
、
岩

盤
中

の
亀

裂
が

開
口

す
る

と
し

て
い

る
。
正

断
層

の
場

合
は

逆
に

亀
裂

は
閉

じ
る

傾
向

に
あ

る

と
し

て
い

る
(
4
)
。

 

C
（

断
層

変
位

が

起
こ

れ
ば

、
断

層

周
辺

の
岩

盤
は

変
形

、
破

壊
が

発

生
、
た

だ
し

、
影

響
は

広
域

地
下

水
流

動
領

域
に

対
し

て
断

層
近

傍
に

限
定

さ
れ

る
。
）

 

・
正

断
層

の
場

合
は

、
通

常
時

に
張

力
が

働
い

て
い

て
亀

裂
を

広
げ

る
傾

向
に

あ
る

。
正

断
層

の
近

く
は

安
全

と
い

う
発

想
を

持
つ

べ
き

で
は

な
い

→
正

断
層

は
わ

が
国

に
お

い
て

は
比

較
的

数
少

な
い

が
、

上
記

に
関

し
て

追
加

情
報

収
集

す
る

。
 

C
 

 

・
回

答
は

ほ
と

ん
ど

は
お

お
む

ね
適

当
と

す
る

意
見

、
一

部
意

見
に

地
震

に
よ

っ
て

断
層

変
位

が
起

こ
る

必
然

性
が

不
明

と
し

B
と

す
べ

き
意

見
あ

り
。（

A
1
 ：

1
/
2
5
、
A
2：

1
/
2
5
、
B：

1
/
2
5
、
C
:
7
/
2
5
、
無

回
答

：
1
5
/
2
5
）
。

地
表

付
近

で
変

位
量

が
不

明
瞭

な
ケ

ー
ス

も
あ

る

が
、

多
く

は
断

層
変

位
が

認
め

ら
れ

る
こ

と
か

ら
こ

こ
で

は
C
と

し

た
。

 

 

G
1
7
-
1
③
：
活

断
層

沿
い

で
地

震
が

発
生

し
、

断
層

周
辺

の

亀
裂

分
布

等
の

幾
何

形
状

が

変
化

し
た

場
合

、
地

表
か

ら

表
層

水
が

地
下

へ
流

入
す

る

可
能

性
。

 

＜
水

理
＞

 

R
5
.
1
→

R
2
.
4
 

・
地

震
活

動
に

よ
り

、
断

層
周

辺
の

亀
裂

分
布

等
の

幾
何

形
状

が
変

化
し

た
場

合
、
酸

化
的

な
地

下
水

が

深
部

へ
の

流
入

す
る

可
能

性
あ

り
。
現

在
活

断
層

沿

い
に

表
層

か
ら

の
酸

化
的

な
地

下
水

の
流

入
の

痕

跡
（

野
島

断
層

）
(
5
)
や

年
代

の
若

い
地

下
水

が
断

層

沿
い

に
存

在
し

て
い

る
事

例
（

跡
津

川
断

層
の

例
(
6
)
）
あ

り
。
地

震
時

に
水

み
ち

と
し

て
表

層
か

ら
地

下
水

が
流

入
し

た
可

能
性

が
指

摘
さ

れ
て

い
る

。
 

B
（

地
震

活
動

直

後
の

断
層

部
が

開
口

す
れ

ば
、
地

表
か

ら
地

下
水

が
流

入
す

る
可

能
性

は
大

で
あ

る
が

、
必

ず
し

も

コ
サ

イ
ス

ミ
ッ

ク
に

地
下

水
が

流
入

す
る

と
は

限
ら

な
い

。
）

 

・
適

切
 

B
 

・
回

答
は

お
お

む
ね

適
当

と
す

る
意

見
、

そ
の

他
意

見
と

し
て

震
源

断
層

近
く

で
は

地
殻

破
壊

が
起

こ
る

た
め

、
何

ら
か

の
影

響
は

あ
る

と
し

A
1
と

す
る

意
見

、
場

所
が

限
定

さ
れ

る
と

し
C
と

す
る

意
見

な

ど
。（

A
1
 ：

3
.
3
3
/
2
5
、
A
2：

0
.
3
3
/
2
5
、
B：

4
.
3
3
/
2
5
、
C
:
0
.
5
/
2
5
、

無
回

答
：

1
6
/
2
5
）

 

・
こ

こ
で

は
、

野
島

断
層

の
よ

う
に

酸
化

的
な

地
下

水
の

流
入

の
痕

跡
の

あ
る

ケ
ー

ス
、

阿
寺

断
層

の
例

の
よ

う
に

断
層

に
沿

っ
て

酸
化

的
な

地
下

水
が

流
入

の
見

ら
れ

な
い

ケ
ー

ス
が

あ
り

、
断

層
活

動
と

地
下

水
流

入
と

の
間

に
必

然
性

が
な

い
こ

と
か

ら
B

の
ま

ま
と

し

た
。

 

 

G
1
7
-
1
④
：
活

断
層

沿
い

で
地

震
が

発
生

し
、

地
表

か
ら

表

層
水

の
地

下
へ

流
入

し
た

場

合
、
水

理
特

性
（

水
理

ﾎ
ﾟ
ﾃ
ﾝ
ｼ

ｬ
ﾙ
）

が
変

化
し

、
広

域
地

下

水
流

動
し

、
母

岩
の

地
下

水

流
動

系
が

変
化

す
る

可
能

性
。

 

＜
水

理
＞

 

R
2
.
4
→

R
2
.
1
→

R
2
.
2
→

H
2
.
2

・
浅

所
か

ら
酸

化
的

な
地

下
水

が
流

入
し

た
場

合
、

地
下

水
流

動
特

性
が

変
化

す
る

可
能

性
は

あ
る

。
野

島
断

層
で

は
地

下
1
8
0
0
m

ま
で

地
表

水
の

流
入

に

よ
る

酸
化

亀
裂

の
存

在
が

確
認

さ
れ

て
い

る
(
3
7
)
、

が
、
周

辺
の

地
下

水
流

動
へ

の
影

響
の

程
度

に
つ

い

て
は

不
明

。
 

A
1（

地
表

水
が

流

入
す

れ
ば

、
水

理
、
水

質
に

影
響

あ
り

。
た

だ
し

、

影
響

の
程

度
に

つ
い

て
は

不
明

）

・
適

切
 

A
1
 

・
回

答
の

多
く

は
適

当
と

す
る

意
見

。
一

部
意

見
に

は
サ

イ
ト

選
定

時
に

こ
の

よ
う

な
場

所
は

回
避

可
能

と
す

A
2

と
す

る
意

見
も

あ
っ

た
が

、
こ

こ
で

は
回

避
を

前
提

と
し

て
い

な
い

た
め

A
1
の

ま
ま

と
し

た
。（

A
1
 ：

8
/
2
5
、
A
2：

0
.
5
/
2
5
、
B：

0
.
5
/
2
5
、
無

回
答
：
1
6
/
2
5
）
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G
1
7
-
1
⑤
：
活

断
層

沿
い

で
地

震
が

発
生

し
、

地
表

か
ら

表

層
水

が
地

下
へ

流
入

し
た

場

合
、

地
下

水
化

学
（

水
質

）

に
影

響
を

及
ぼ

し
、

母
岩

の

地
下

水
化

学
に

影
響

す
る

可

能
性

。
 

＜
化

学
＞

 

R
2
.
4
→

R
4
.
1
→

H
4
.
2
 

・
浅

所
か

ら
酸

化
的

な
地

下
水

が
流

入
し

た
場

合
、

地
下

水
水

質
が

変
化

す
る

可
能

性
は

あ
る

が
、
確

認

例
は

な
い

。
花

崗
岩

地
帯

で
は

断
層

に
沿

っ
て

酸
化

帯
の

下
限

は
6
0
－

1
4
0
m
程

度
と

さ
れ

て
い

る
(
3
6
)
。

野
島

断
層

で
は

地
下

1
8
0
0
m

ま
で

地
表

水
の

流
入

に
よ

る
酸

化
亀

裂
の

存
在

が
確

認
さ

れ
て

お
り

(
3
7
)
、

周
辺

の
地

下
水

の
水

質
に

影
響

を
与

え
て

い

る
可

能
性

が
想

定
さ

れ
る

。
 

・
酸

化
的

な
地

下
水

の
流

入
は

、
お

そ
ら

く
酸

化
物

の
沈

殿
に

よ
る

判
断

と
考

え
る

が
、

阿
寺

断
層

等
の

活
断

層
や

地
下

研
等

の
地

下
岩

盤
中

で
の

断
層

、
割

れ
目

を
調

べ
た

結
果

か
ら

は
、

断
層

ガ
ウ

ジ
は

還
元

状
態

を
維

持
し

て
お

り
、

断
層

角
礫

の
部

分
の

み
が

一
部

酸
化

し
や

す
い

こ
と

な
ど

が
分

か
っ

て
き

て
い

る
。

こ
こ

で
の

記
載

で
は

、
地

下
全

体
が

あ
た

か
も

酸
化

さ
れ

て
し

ま
う

か
の

よ
う

な
イ

メ
ー

ジ
に

も
読

み
取

れ
る

が
、

必
ず

し
も

そ
う

で
は

な
い

こ
と

は
留

意
し

た
方

が
い

い
。

 

→
断

層
全

体
が

酸
化

す
る

と
は

限
ら

な
い

と
い

う
知

見
、

追
加

調
査

す
る

こ
と

と
す

る
。

 

A
1
 

・
回

答
の

多
く

は
適

当
と

す
る

意
見

。
一

部
意

見
に

は
サ

イ
ト

選
定

時
に

こ
の

よ
う

な
場

所
は

回
避

可
能

と
し

、
A
2
と

す
る

意
見

も
あ

っ

た
が

、
こ

こ
で

は
回

避
を

前
提

と
し

て
い

な
い

た
め

A
1
の

ま
ま

と
し

た
。（

A
1
 ：

7
/
2
5
、
A
2：

0
.
5
/
2
5
、
B：

0
.
5
/
2
5
、
無

回
答
：
1
7
/
2
5
）
 

  

G
1
7
-
2
①
：
活

断
層

沿
い

で
地

震
（

地
震

断
層

の
活

動
）

が

発
生

す
る

可
能

性
 

＜
全

体
＞

 

G
1
7
-
2
 

G
1
6
①

に
同

じ
 

G
1
6
①

に
同

じ
 

G
1
6
①

に
同

じ
 

C
 

G
1
6
①

に
同

じ
 

G
1
7
-
2
②
：
活

断
層

沿
い

で
地

震
が

発
生

し
た

場
合

、
広

域

地
下

水
流

動
領

域
の

岩
盤

の

幾
何

形
状

・
間

隙
構

造
が

変

化
す

る
可

能
性

。
 

＜
物

質
移

行
＞

 

G
1
7
-
2
→

R
5
.
1
 

・
地

震
活

動
に

よ
り

、
断

層
周

辺
の

亀
裂

分
布

等
の

幾
何

形
状

が
変

化
す

る
可

能
性

あ
り

。
た

だ
し

、
地

震
前

後
の

岩
盤

の
幾

何
形

状
の

変
化

を
観

察
し

た

事
例

は
な

く
、
地

震
前

後
の

岩
盤

の
透

水
性

変
化

か

ら
の

推
定

に
と

ど
ま

る
。
影

響
範

囲
に

つ
い

て
は

不

明
で

あ
る

が
、
岩

盤
の

透
水

性
変

化
か

ら
す

る
と

最

大
数

1
0
k
m
程

度
(
1
0
)
と

想
定

さ
れ

る
。

 

A
1（

断
層

変
位

が

起
こ

れ
ば

、
断

層

周
辺

の
岩

盤
は

変
形

、
破

壊
が

発

生
、
た

だ
し

、
影

響
の

程
度

は
断

層
か

ら
の

距
離

に
依

存
）

 

・
適

切
 

A
1
 

・
回

答
の

多
く

は
適

当
と

す
る

意
見

。
一

部
意

見
に

サ
イ

ト
選

定
時

に
こ

の
よ

う
な

場
所

は
回

避
可

能
と

し
、

A
2
と

す
る

意
見

も
あ

っ
た

が
、

こ
こ

で
は

回
避

を
前

提
と

し
て

い
な

い
た

め
A
1

の
ま

ま
と

し

た
。（

A
1
 ：

8
/
2
5
、
A
2：

0
.
5
/
2
5
、
B：

1
.
5
/
2
5
、
無

回
答
：
1
5
/
2
5
）
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JAEA-Data/Code 2011-005

G
1
7
-
2
③
：
活

断
層

沿
い

で
地

震
が

発
生

し
、

広
域

地
下

水

流
動

領
域

の
幾

何
形

状
・

間

隙
構

造
が

変
化

し
た

場
合

、

水
理

特
性

（
透

水
性

）
が

変

化
す

る
可

能
性

。
 

＜
水

理
＞

 

R
5
.
1
→

R
2
.
1
 

・
地

震
の

前
後

で
周

辺
地

盤
の

間
隙

構
造

が
変

化
し

た
場

合
、
透

水
性

が
変

化
す

る
可

能
性

は
あ

る
。
活

断
層

の
透

水
性

に
つ

い
て

は
地

震
後

、
断

層
部

の
注

水
試

験
が

実
施

さ
れ

て
お

り
、
地

震
後

断
層

部
の

透

水
性

が
回

復
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、
地

震
時

に
透

水

性
が

一
時

的
に

増
加

し
た

と
解

釈
さ

れ
て

い
る

報

告
例

が
あ

る
(
8
）
。
ま

た
、
地

震
発

生
後

、
系

統
的

に

活
断

層
周

辺
の

高
標

高
部

で
水

位
が

低
下

、
低

地
部

で
水

位
上

昇
、
湧

水
量

増
加

な
ど

の
状

況
証

拠
、
水

位
、
湧

水
量

変
化

を
解

析
に

組
み

込
ん

だ
報

告
事

例

な
ど

か
ら

、
断

層
部

周
辺

の
透

水
性

が
変

化
の

可
能

性
を

議
論

し
た

例
あ

り
(
9
)
(
1
0
)
(
1
1
)
(
3
1
)
(
1
2
)
。

 

A
1（

活
断

層
周

辺

の
岩

盤
中

の
間

隙
構

造
が

変
化

す
れ

ば
透

水
性

も
変

化
。
そ

の
影

響
の

程
度

は
断

層
か

ら
の

距
離

に
依

存
）

 

・
適

切
。

 
A
1
 

・
回

答
の

多
く

は
適

当
と

す
る

意
見

。
一

部
意

見
に

サ
イ

ト
選

定
時

に
こ

の
よ

う
な

場
所

は
回

避
可

能
と

し
、

A
2
と

す
る

意
見

も
あ

っ
た

が
、

こ
こ

で
は

回
避

を
前

提
と

し
て

い
な

い
た

め
A
1

の
ま

ま
と

し

た
。（

A
1
 ：

8
/
2
5
、
A
2：

0
.
5
/
2
5
、
B：

0
.
5
/
2
5
、
無

回
答
：
1
6
/
2
5
）
 

 

G
1
7
-
2
④
：
活

断
層

沿
い

で
地

震
が

発
生

し
、

広
域

地
下

水

流
動

領
域

の
幾

何
形

状
・

間

隙
構

造
が

変
化

し
、

水
理

特

性
（

透
水

性
）

が
変

化
し

た

場
合

、
広

域
地

下
水

流
動

が

変
化

し
、

母
岩

領
域

の
地

下

水
流

動
が

変
化

す
る

可
能

性
。

 

＜
水

理
＞

 

R
2
.
1
→

R
2
.
2
→

H
2
.
2
 

・
地

震
に

よ
る

地
盤

の
透

水
性

変
化

し
た

場
合

、
活

断
層

周
辺

の
地

下
水

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

変
化

、
地

下
水

流
動

特
性

の
変

化
の

可
能

性
あ

り
。
解

析
的

に
地

盤

の
透

水
性

を
変

化
さ

せ
た

場
合

、
地

下
水

流
動

変
化

の
可

能
性

を
示

す
報

告
例

は
あ

る
(
4
3
)
も

の
の

、
観

測
に

よ
る

確
認

例
は

な
い

。
 

A
1（

断
層

周
辺

の

水
理

特
性

が
変

化
す

れ
ば

、
地

下

水
流

動
も

変
化

）

・
地

下
数

百
ｍ

～
１

ｋ
ｍ

の
深

さ
の

岩
盤

に
お

け
る

透
水

性
が

変
化

し
た

こ
と

を
示

す
観

測
例

は
あ

る
。

 

→
詳

細
は

不
明

で
あ

る
が

、
精

査
す

る
予

定
 

A
1
 

・
回

答
の

多
く

は
適

当
と

す
る

意
見

。
一

部
意

見
に

サ
イ

ト
選

定
時

に
こ

の
よ

う
な

場
所

は
回

避
可

能
と

し
、

A
2
と

す
る

意
見

も
あ

っ
た

が
、

こ
こ

で
は

回
避

を
前

提
と

し
て

い
な

い
た

め
A
1

の
ま

ま
と

し

た
。（

A
1
 ：

8
/
2
5
、
A
2：

0
.
5
/
2
5
、
B：

0
.
5
/
2
5
、
無

回
答
：
1
6
/
2
5
）
 

 

  G
1
7
-
3
①
：
活

断
層

沿
い

で
地

震
（

地
震

断
層

の
活

動
）

が

発
生

す
る

可
能

性
 

＜
全

体
＞

 

G
1
7
-
3
 

G
1
6
①

に
同

じ
 

G
1
6
①

に
同

じ
 

G
1
6
①

に
同

じ
 

C
 

G
1
6
①

に
同

じ
 

G
1
7
-
3
②

活
断

層
沿

い
で

地

震
が

発
生

し
た

場
合

、
広

域

地
下

水
流

動
領

域
の

岩
盤

の

応
力

状
態

が
変

化
す

る
可

能

性
。

 

＜
力

学
＞

 

G
1
7
-
3
→

R
3
.
1
 

・
地

震
後

、
活

断
層

周
辺

の
応

力
状

況
が

一
時

的
に

変
化

す
る

可
能

性
あ

り
。

応
力

ひ
ず

み
分

布
状

況

は
、
4
象

限
モ

デ
ル

な
ど

地
殻

歪
分

布
と

応
力

と
の

関
係

な
ど

の
情

報
あ

り
。

地
中

ひ
ず

み
の

蓄
積

は
、

理
論

的
に

は
数

1
0
0
k
m
ま

で
及

ぶ
可

能
性

あ
り

。
 

・
地

震
活

動
に

伴
う

地
殻

応
力

の
再

配
分

に
よ

り
、

地
殻

歪
分

布
の

変
化

は
、
理

論
的

に
は

数
1
0
0
k
m
に

も
及

ぶ
。
震

源
か

ら
3
0
0
k
m
以

上
離

れ
る

と
歪

変
化

レ
ベ

ル
は

3
×

1
0
-
7
（

3
）
以

下
と

な
る

。
 

A
1（

断
層

変
位

が

起
こ

れ
ば

、
断

層

周
辺

の
岩

盤
の

応
力

状
態

も
変

化
。
影

響
の

程
度

は
地

震
規

模
、
断

層
か

ら
の

距
離

に
よ

る
）

 

・
適

切
。

 
A
1
 
 

・
回

答
の

多
く

は
適

当
と

す
る

意
見

。
一

部
意

見
に

、
断

層
変

位
に

よ
る

地
殻

歪
分

布
の

変
化

が
、

岩
盤

に
ど

の
よ

う
な

影
響

を
与

え
る

か
の

評
価

が
難

し
く

、
例

え
ば

、
わ

が
国

で
は

現
在

も
あ

ち
ら

こ
ち

ら
で

M
6
.
5
～

7
ク

ラ
ス

の
地

震
が

発
生

し
て

お
り

、
そ

れ
に

よ
る

地

殻
歪

分
布

の
変

化
は

発
生

し
て

い
る

が
、

道
路

ト
ン

ネ
ル

な
ど

へ
の

影
響

な
ど

を
考

慮
す

る
と

、
大

き
い

と
は

言
え

な
い

と
し

、
A
2
と

す

る
意

見
な

ど
。

し
か

し
、

歪
か

ら
変

形
、

破
壊

へ
は

影
響

の
大

小
は

あ
る

も
の

の
応

力
変

化
は

震
源

か
ら

の
距

離
に

依
存

し
、

一
概

に
影

響
が

小
さ

い
と

い
え

な
い

こ
と

か
ら

、
A
1
 
と

し
た

。
（

A
1
 
：

8
/
2
5
、

A
2
：

0
.
5
/
2
5
、

B
：

1
.
5
/
2
5
、

無
回

答
：

1
5
/
2
5
）
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JAEA-Data/Code 2011-005

G
1
7
-
3
③

活
断

層
沿

い
で

地

震
が

発
生

し
、

広
域

地
下

水

流
動

領
域

の
岩

盤
の

応
力

状

態
が

変
化

し
た

場
合

、
水

理

特
性

が
変

化
（

過
剰

間
隙

水

圧
発

生
）

し
、

地
下

水
流

動

が
変

化
し

、
母

岩
の

地
下

水

流
動

が
変

化
す

る
可

能
性

。

＜
水

理
＞

 

R
3
.
1
→

R
2
.
1
→

R
2
.
2
→

H
2
.
2

・
地

震
に

伴
い

岩
盤

の
応

力
変

化
を

起
こ

っ
た

場

合
、

間
隙

水
圧

変
化

が
発

生
す

る
可

能
性

は
あ

る
。

記
録

で
は

、
最

大
地

震
の

場
合

、
近

傍
地

震
（

震
源

距
離

2
3
7
.
8
k
m
）

で
は

3
.
8
m
の

水
位

変
化

、
遠

地

地
震
（

震
源

距
離

2
4
7
3
k
m
）
で

6
6
c
m
の

水
位

変
化

の
観

測
例

あ
り

(
3
8
)
。

地
震

後
、

水
位

、
水

圧
は

地

震
前

の
水

位
へ

戻
る

が
、
回

復
時

間
は

地
質

、
地

質

構
造

に
左

右
さ

れ
る

(
1
3
)
。

 

A
1（

応
力

状
態

が

変
化

す
れ

ば
、
間

隙
水

圧
分

布
も

変
化

。
そ

の
影

響

の
程

度
は

応
力

状
態

の
変

化
量

と
関

係
あ

り
）

 

・
適

切
。

 
A
1
 

・
回

答
の

多
く

は
適

当
と

す
る

意
見

。
一

部
意

見
に

安
全

性
へ

の
影

響
の

観
点

か
ら

は
地

下
水

流
動

に
大

き
な

イ
ン

パ
ク

ト
を

与
え

た
事

例
が

な
く

、
現

状
の

理
解

に
、
「

地
質

、
地

質
構

造
に

左
右

さ
れ

る
」

と
あ

る
の

で
、

A
2
か

B
が

適
当

と
す

る
意

見
あ

り
。

し
か

し
、

地
下

水
流

動
に

ど
の

程
度

影
響

が
あ

る
か

は
不

明
で

あ
る

も
の

の
応

力
変

化
量

と
間

隙
水

圧
変

化
量

と
に

関
係

が
あ

る
た

め
、

A
1
の

ま
ま

と
し

た
。（

A
1
 ：

8
.
5
/
2
5
、
A
2：

1
/
2
5
、
B：

0
.
5
/
2
5
、
無

回
答
：
1
5
/
2
5
）
 

 

 
Ta

bl
e-
Ⅴ

-1
4.
「

安
全

性
へ
の

影
響

の
可
能

性
と

相
関
の

判
定

」
の
集

約
結

果
（

G
18

）
 

 
安

全
性

へ
の

影
響

の
可

能
性

に
関

す
る

連
鎖

項
目

 

理
解

の
現

状
（

文
献

情
報

に
も

と
づ

く
情

報
、
知

見
）

相
関

の
判

定

（
1
0
5
年

）
と

判

定
根

拠
 

理
解

の
現

状
に

対
す

る
回

答
者

の
主

な
意

見
を

踏
ま

え
た

対
応

 

修
正

判
定

相
関

の
判

定
に

対
す

る
主

な
回

答
を

踏
ま

え
た

判
定

根
拠

 

G
1
8
①
：
活

断
層

沿
い

で
地

震

（
地

震
断

層
の

活
動

）
が

発

生
す

る
可

能
性

 

＜
全

体
＞

 

G
1
8
 

G
1
6
①

に
同

じ
 

G
1
6
①

に
同

じ
 

G
1
6
①

に
同

じ
 

C
 

G
1
6
①

に
同

じ
 

G
1
8
②
：
活

断
層

沿
い

の
地

震

活
動

が
発

生
し

た
場

合
、

深

部
か

ら
熱

水
流

体
が

活
断

層

沿
い

に
流

入
す

る
可

能
性

。

＜
全

体
＞

 

G
1
8
→

熱
水

活
動

 

・
地

震
活

動
に

よ
り

深
部

か
ら

熱
水

流
体

が
活

断
層

沿
い

に
流

入
す

る
可

能
性

は
あ

る
。
た

だ
し

、
地

震

活
動

と
同

期
的

に
熱

水
流

体
が

上
昇

し
た

と
い

う

観
測

事
実

は
な

い
。
多

く
は

、
地

震
発

生
後

、
活

断

層
周

辺
で

地
下

水
温

が
上

昇
し

た
り

、
現

在
活

断
層

沿
い

で
熱

水
が

湧
出

し
つ

づ
け

て
い

る
（

有
馬

温
泉

の
例

な
ど

）
例

(
1
5
)
(
1
6
)
が

あ
り

、
活

断
層

が
熱

水
の

通
り

道
に

な
っ

て
い

る
可

能
性

は
十

分
考

え
ら

れ

る
。
熱

水
流

入
の

範
囲

は
、
活

断
層

の
場

合
、
地

表

部
の

水
温

変
化

か
ら

、
断

層
か

ら
最

大
2
-
3
k
m
程

度
(
4
3
)
 
程

度
に

及
ぶ

場
合

が
あ

る
。

ま
た

、
松

代
群

発

地
震

地
域

に
お

け
る

地
震

前
後

の
観

測
例

は
あ

る

が
、

活
断

層
沿

い
の

例
と

は
言

え
な

い
た

め
、

G
2
4

で
取

り
扱

う
。

 

 

B
（

活
断

層
が

活

動
し

て
も

熱
水

流
体

が
流

入
す

る
と

は
限

ら
な

い
）

 

・
適

切
。

 

 

B
 

・
回

答
の

多
く

は
活

断
層

の
活

動
と

熱
水

流
入

と
の

因
果

関
係

が
不

明
で

あ
り

、
判

定
は

適
当

と
す

る
意

見
。

一
部

に
サ

イ
ト

ご
と

の
検

討
が

必
須

な
項

目
と

し
、

C
と

す
る

意
見

も
あ

っ
た

が
、

コ
サ

イ
ス

ミ
ッ

ク
か

否
か

は
不

明
確

で
あ

る
た

め
、

B
の

ま
ま

と
し

た
。
（

C
：

1
.
5
/
2
5
、

B
：

5
.
5
/
2
5
、

無
回

答
：

1
8
/
2
5
）
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G
1
8
③
：
活

断
層

沿
い

の
地

震

活
動

に
よ

る
深

部
か

ら
熱

水

流
体

が
活

断
層

沿
い

に
流

入

し
た

場
合

、
広

域
地

下
水

流

動
領

域
の

水
理

特
性

（
ﾎ
ﾟ
ﾃ
ﾝ

ｼ
ｬ
ﾙ
等

）
を

変
化

さ
せ

、
広

域

地
下

水
流

動
の

変
化

、
母

岩

の
地

下
水

流
動

が
変

化
す

る

可
能

性
。

 

＜
水

理
＞

 

熱
水

活
動

→
R
2
.
1
→

R
2
.
2
→

H
2
.
2
 

・
熱

水
流

体
が

活
断

層
沿

い
に

流
入

し
た

場
合

、
水

理
特

性
、
広

域
地

下
水

流
動

に
影

響
を

与
え

る
可

能

性
は

あ
る

。
た

だ
し

、
具

体
的

な
解

析
事

例
や

現
地

確
認

例
は

な
し

。
 

A
1（

活
断

層
が

活

動
し

、
熱

水
が

流

入
す

れ
ば

周
辺

地
下

水
の

水
理

、

熱
、
水

質
に

影
響

が
想

定
さ

れ
る

。

た
だ

し
、
影

響
の

程
度

は
断

層
か

ら
の

距
離

に
依

存
）

 

熱
水

流
体

流
入

に
よ

る
水

収
支

バ
ラ

ン
ス

の
変

化
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
、

熱
対

流
の

可
能

性
の

言
及

の
必

要
性

に
対

す
る

指
摘

。
 

→
今

後
、

熱
水

活
動

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

に
つ

い
て

も
補

足
調

査
す

る
予

定
。

A
1
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
と

す
る

意
見

。
一

部
意

見
と

し
て

、
広

域
地

下
水

流
動

系
全

体
ス

ケ
ー

ル
へ

の
影

響
は

評
価

で
き

ず
、

そ
の

評
価

は
困

難
な

た
め

、
断

層
か

ら
の

影
響

が
全

域
に

及
ぶ

と
の

前
提

は
と

り
に

く
い

。
一

方
、

断
層

が
遮

蔽
面

と
な

る
場

合
の

評
価

も
必

須
な

の
で

、
あ

る
程

度
広

域
へ

の
影

響
評

価
は

必
ず

サ
イ

ト
調

査
で

な
さ

れ
る

は
ず

。
し

た
が

っ
て

B
 

と
す

る
意

見
、

ま
た

、
地

質
に

よ
っ

て
水

理
へ

の
影

響
が

異
な

る
可

能
性

も
あ

る
た

め
C
と

す
る

意
見

あ
り

。（
A
1
:
4
.
5
/
2
5
、
A
2
:
0
.
5
/
2
5
、

B
:
1
.
5
/
2
5
、

C
：

1
.
5
/
2
5
、

無
回

答
：

1
7
/
2
5
）

 

し
か

し
、

こ
こ

で
は

サ
イ

ト
調

査
を

前
提

と
し

た
評

価
は

想
定

し
て

お
ら

ず
、

ま
た

、
地

質
に

よ
る

影
響

の
大

小
は

あ
る

と
し

て
も

何
ら

か
の

影
響

が
想

定
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
A
1
の

ま
ま

と
し

た
。

 

G
1
8
④
：
活

断
層

沿
い

の
地

震

活
動

に
よ

る
深

部
か

ら
熱

水

流
体

が
活

断
層

沿
い

に
流

入

し
た

場
合

、
広

域
地

下
水

流

動
領

域
の

地
下

水
化

学
（

水

質
等

）
を

変
化

さ
せ

、
母

岩

の
地

下
水

化
学

が
変

化
す

る

可
能

性
。

 

＜
化

学
＞

 

熱
水

活
動

→
R
4
.
1
→

H
4
.
2
 

・
熱

水
流

入
に

よ
り

、
地

下
水

化
学

が
変

化
す

る
可

能
性

は
あ

る
が

、
確

認
例

は
な

い
。
た

だ
し

、
亀

裂

を
含

む
活

断
層

周
辺

の
母

岩
に

は
熱

水
変

質
の

痕

跡
が

あ
り

、
変

質
帯

の
幅

は
数

c
m
～

数
1
0
m
に

及
ぶ

(
3
7
)
。
野

島
断

層
で

は
1
0
m
前

後
。
一

部
の

活
断

層
沿

い
に

お
い

て
は

、
活

断
層

か
ら

離
れ

た
地

域
の

地
表

水
と

は
異

な
る

水
質

を
持

っ
て

お
り

、
一

部
硫

酸
イ

オ
ン

を
含

む
も

の
も

あ
る

が
多

く
は

N
a
C
l
型

で
あ

る
(
1
6
)
(
3
9
)
。

 

・
断

層
沿

い
の

深
部

流
体

の
上

昇
に

よ
る

地
下

水
化

学
へ

の
変

化
は

報
告

さ
れ

て
い

る
（

A
I
S
T
報

告
書

な
ど

）
。

・
p
H
や

E
h
な

ど
ど

の
因

子
に

影
響

が
及

ぶ
か

、
情

報
の

整
備

が
必

要
 

→
地

表
付

近
の

熱
水

流
入

に
よ

る
地

下
水

化
学

の
変

化
に

関
す

る
情

報
は

あ
る

が
、

地
下

深
部

の
p
H
や

E
h
に

関
す

る
情

報
は

ほ
と

ん
ど

な
い

。
今

後
新

規
情

報
も

含
め

て
情

報
収

集
す

る
。

 

A
1
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
と

す
る

意
見

。
熱

水
流

入
す

る
周

辺
岩

盤
の

種
類

に
よ

っ
て

地
下

水
化

学
の

変
化

の
程

度
が

変
わ

る
と

し
、
C

と
い

う
意

見
も

あ
っ

た
が

、
こ

こ
で

は
サ

イ
ト

と
断

層
と

の
位

置
関

係
を

考
慮

せ
ず

、
想

定
さ

れ
る

最
大

を
評

価
し

て
い

る
た

め
、

A
1
と

し
た

。
ま

た
一

部
に

確
認

事
例

が
な

い
の

で
あ

れ
ば

B
と

す
べ

き
と

い
う

意
見

も
あ

っ
た

が
、

熱
水

が
流

入
す

れ
ば

何
ら

か
の

影
響

が
現

れ
る

こ
と

か
ら

も
こ

こ
で

は
A
1
の

ま
ま

と
し

た
。

 

（
A
1
:
5
.
5
/
2
5
、
A
2
:
0
.
5
/
2
5
、
B
:
0
.
5
/
2
5
、
C：

1
.
5
/
2
5
、
無

回
答

：

1
7
/
2
5
）

 

G
1
8
⑤
：
活

断
層

沿
い

の
地

震

活
動

に
よ

る
深

部
か

ら
熱

水

流
体

が
活

断
層

沿
い

に
流

入

し
た

場
合

、
広

域
地

下
水

流

動
領

域
の

地
下

水
温

を
変

化

さ
せ

、
母

岩
の

地
下

水
温

が

変
化

す
る

可
能

性
。

 

＜
熱

＞
 

熱
水

活
動

→
R
1
.
1
→

H
１

.
2
 

・
地

震
活

動
に

伴
っ

て
活

断
層

沿
い

に
熱

水
が

上
昇

し
、
地

下
水

温
を

変
化

さ
せ

る
可

能
性

あ
り

。
熱

水

の
湧

出
す

る
活

断
層

周
辺

で
は

水
温

が
活

断
層

か

ら
離

れ
た

場
所

よ
り

も
高

く
（

有
馬

温
泉

で
は

最
高

9
8
℃

(
1
9
)
）
、

深
部

か
ら

熱
水

の
供

給
に

よ
る

影
響

を

受
け

て
い

る
可

能
性

が
あ

る
。
周

辺
岩

盤
の

深
部

の

水
温

変
化

の
範

囲
に

つ
い

て
は

不
明

で
あ

る
が

、
少

な
く

と
も

熱
水

の
流

入
範

囲
よ

り
も

広
範

囲
と

推

定
さ

れ
る

。
 

A
1（

活
断

層
が

活

動
し

、
熱

水
が

流

入
す

れ
ば

周
辺

地
下

水
の

水
理

、

熱
、
水

質
に

影
響

が
想

定
さ

れ
る

。

た
だ

し
、
影

響
の

程
度

は
断

層
か

ら
の

距
離

に
依

存
）

 

・
適

切
 

A
1
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
と

す
る

意
見

。
熱

水
流

入
す

る
周

辺
岩

盤
の

種
類

に
よ

っ
て

地
下

水
温

の
変

化
の

程
度

が
変

わ
る

と
し

、
C

と
い

う
意

見
も

あ
っ

た
が

、
こ

こ
で

は
サ

イ
ト

と
断

層
と

の
位

置
関

係
を

考
慮

せ
ず

、
想

定
さ

れ
る

最
大

を
評

価
し

て
い

る
た

め
、

A
1
の

ま
ま

と
し

た
。

ま
た

一
部

に
確

認
事

例
が

な
い

の
で

あ
れ

ば
B
と

す

べ
き

と
い

う
意

見
、

熱
水

の
流

入
・

混
合

だ
け

で
は

地
下

水
温

上
昇

に
は

影
響

は
ほ

と
ん

ど
な

い
と

し
A
2
と

す
る

意
見

も
あ

っ
た

が
、
熱

水
が

流
入

す
れ

ば
何

ら
か

の
影

響
が

現
れ

る
こ

と
か

ら
も

こ
こ

で
は

A
1
の

ま
ま

と
し

た
。

 

（
A
1
:
4
.
5
/
2
5
、
A
2
:
0
.
5
/
2
5
、
B
:
1
.
5
/
2
5
、
C：

1
.
5
/
2
5
、
無

回
答

：

1
7
/
2
5
）
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Ta
bl

e-
Ⅴ

-1
5.
「

安
全

性
へ
の

影
響

の
可
能

性
と

相
関
の

判
定

」
の
集

約
結

果
（

G
19

）
 

 
安

全
性

へ
の

影
響

の
可

能
性

に
関

す
る

連
鎖

項
目

 

理
解

の
現

状
（

文
献

情
報

に
も

と
づ

く
情

報
、
知

見
）

相
関

の
判

定

（
1
0
5
年

）
と

判

定
根

拠
 

理
解

の
現

状
に

対
す

る
回

答
者

の
主

な
意

見
を

踏
ま

え
た

対
応

 

修
正

判
定

相
関

の
判

定
に

対
す

る
主

な
回

答
を

踏
ま

え
た

判
定

根
拠

 

G
1
9
①
：
活

断
層

沿
い

で
地

震

（
地

震
断

層
の

活
動

）
が

発

生
す

る
可

能
性

 

＜
全

体
＞

 

G
1
9
 

G
1
6
①

に
同

じ
 

G
1
6
①

に
同

じ
 

G
1
6
①

に
同

じ
 

C
 

G
1
6
①

に
同

じ
 

G
1
9
②
：
活

断
層

沿
い

の
地

震

活
動

が
発

生
し

た
場

合
、

地

形
・

地
質

構
造

に
変

化
が

生

ず
る

可
能

性
。

 

＜
全

体
＞

 

G
1
9
→

地
形

・
地

質
構

造
 

・
地

震
活

動
に

よ
る

地
形
・
地

質
構

造
変

化
の

可
能

性
あ

り
。

断
層

変
位

に
よ

る
地

層
の

ず
れ

量
は

、
A

級
の

活
断

層
の

場
合

、
1
回

の
変

位
は

1
0
0
0
年

で

1
-
1
0
m
、

B
級

で
は

、
0
.
1
-
1
m
で

あ
る

。
逆

、
正

断

層
の

場
合

、
上

盤
側

が
上

昇
す

る
た

め
、
断

層
崖

が

形
成

さ
れ

、
地

形
変

化
に

影
響

を
与

え
る

。
国

内
の

活
断

層
の

う
ち

、
鉛

直
変

位
量

の
最

大
は

、
4
m
/
千

年
(
2
9
)
で

あ
る

た
め

、
侵

食
量

=
0
の

場
合

、
1
0
5
年

間

で
4
0
0
m
の

隆
起

量
に

な
り

う
る

。
横

ず
れ

断
層

の

場
合

は
地

形
変

化
は

谷
の

屈
曲

等
の

地
形

変
化

。
 

A
1（

活
断

層
の

場

合
、
活

動
度

が
A

級
の

場
合

、
変

位

量
の

鉛
直

成
分

の
最

大
は

4
m
/

千
年

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

仮
に

1
0
5
年

で
は

4
0
0
m

の
隆

起
と

な
り

、

地
形
・
地

質
構

造

へ
の

影
響

が
想

定
さ

れ
る

。
）

 

・「
正

断
層

の
場

合
下

盤
側

が
上

昇
す

る
」

の
誤

り
で

は
な

い
か

。
→

ご
指

摘
の

と
お

り
修

正
。

 

・
変

位
量

の
最

大
値

に
つ

い
て

は
，

富
士

川
河

口
，

松
本

盆
地

西
縁

の
ほ

う
が

大
き

い
の

で
は

。
最

近
の

文
献

を
チ

ェ
ッ

ク
さ

れ
た

し
。

 

→
最

新
文

献
を

確
認

。
 

A
1
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
と

す
る

意
見

。
一

部
意

見
と

し
て

、
サ

イ
ト

の
選

定
要

件
に

従
え

ば
、
1
0
5
年

程
度

は
こ

の
よ

う
な

事
態

は
避

け
ら

れ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
但

し
、

網
羅

性
の

観
点

か
ら

は
必

要
で

あ
り

、
A
2
か

B
が

適
当

と
す

る
意

見
。
（

A
1
:
8
/
2
5
、

A
2
:
0
.
5
/
2
5
、

B
:
0
.
5
/
2
5
、
無

回
答
：
1
6
/
2
5
）
こ

こ
で

は
、
サ

イ
ト

選
定

を
前

提
と

し
て

い
な

い
た

め
、

A
1
の

ま
ま

と
し

た
。

 

G
1
9
③
：
活

断
層

沿
い

の
地

震

活
動

に
よ

り
地

形
・

地
質

構

造
に

変
化

が
生

じ
た

場
合

、

広
域

地
下

水
流

動
領

域
の

水

理
特

性
が

変
化

し
、

広
域

地

下
水

流
動

領
域

、
母

岩
の

地

下
水

流
動

が
変

化
す

る
可

能

性
。

 

＜
水

理
＞

 

地
形

・
地

質
構

造
→

R
2
.
1
→

R
2
.
2
→

H
2
.
2
 

・
地

震
に

伴
っ

て
地

形
・
地

質
構

造
の

変
化

に
伴

い

地
形

勾
配

が
変

化
し

、
さ

ら
に

動
水

勾
配

が
変

化

し
、
地

下
水

流
動

変
化

が
生

じ
る

可
能

性
あ

り
。
核

燃
料

サ
イ

ク
ル

開
発

機
構
（

1
9
9
9
）
は

、
隆

起
に

よ

る
地

形
変

化
を

考
慮

し
た

地
下

水
流

動
解

析
を

実

施
し

て
お

り
、
そ

れ
に

よ
る

と
地

形
勾

配
の

変
化

が

地
下

水
の

動
水

勾
配

に
影

響
す

る
と

し
て

い
る

（
2
6
)
。

A
1（

A
級

の
逆

断

層
場

合
数

1
0
m

以
上

の
変

位
に

よ
る

地
形

変
化

が
あ

る
た

め
、
動

水
勾

配
へ

の
影

響
が

想
定

さ
れ

る
。
）

 

・
適

当
。

 

・
ほ

ぼ
適

切
だ

が
、

水
理

特
性

の
変

化
は

動
水

勾
配

の
変

化
の

み
に

と
ど

ま
ら

な
い

可
能

性
が

あ
る

。
 

・
数

十
m
の

隆
起

が
、

サ
イ

ト
ス

ケ

ー
ル

数
k
m

四
方

の
動

水
勾

配
に

ど

の
程

度
の

影
響

を
与

え
る

も
の

か
の

解
析

例
が

あ
る

。
核

種
移

行
へ

の
影

響
を

考
慮

し
て

「
影

響
は

あ
る

」
と

い
う

表
現

に
統

一
し

た
方

が
い

い
。

→
解

析
事

例
に

つ
い

て
再

調
査

し
、

指
摘

内
容

に
つ

い
て

も
今

後
、

検
討

す
る

こ
と

と
す

る
。

 

A
1
 
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
と

す
る

意
見

。
一

部
意

見
と

し
て

、
サ

イ
ト

の
選

定
要

件
に

従
え

ば
、
1
0
5
年

程
度

は
こ

の
よ

う
な

事
態

は
避

け
ら

れ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
但

し
、

網
羅

性
の

観
点

か
ら

は
必

要
で

あ
り

、
A
2
か

B
が

適
当

と
す

る
意

見
。

 

（
A
1
:
8
/
2
5
、
A
2
:
0
.
5
/
2
5
、
B
:
0
.
5
/
2
5
、
無

回
答
：
1
6
/
2
5
）
こ

こ
で

は
、
サ

イ
ト

選
定

を
前

提
と

し
て

い
な

い
た

め
、
A
1
の

ま
ま

と
し

た
。
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Ta
bl

e-
Ⅴ

-1
6.
「

安
全

性
へ
の

影
響

の
可
能

性
と

相
関
の

判
定

」
の
集

約
結

果
（

G
20

）
 

 
安

全
性

へ
の

影
響

の
可

能
性

に
関

す
る

連
鎖

項
目

 

理
解

の
現

状
（

文
献

情
報

に
も

と
づ

く
情

報
、
知

見
）

相
関

の
判

定

（
1
0
5
年

）
と

判

定
根

拠
 

理
解

の
現

状
に

対
す

る
回

答
者

の
主

な
意

見
を

踏
ま

え
た

対
応

 

修
正

判
定

相
関

の
判

定
に

対
す

る
主

な
回

答
を

踏
ま

え
た

判
定

根
拠

 

G
2
0
①
：
活

断
層

沿
い

で
地

震

（
地

震
断

層
の

活
動

）
が

発

生
す

る
可

能
性

 

＜
全

体
＞

 

G
2
0
 

G
1
6
①

に
同

じ
 

G
1
6
①

に
同

じ
 

G
1
6
①

に
同

じ
 

C
 

G
1
6
①

に
同

じ
 

G
2
0
②
：
活

断
層

沿
い

の
地

震

活
動

が
発

生
し

た
場

合
、

地

形
・

地
質

構
造

に
変

化
が

生

ず
る

可
能

性
。

 

＜
全

体
＞

 

G
2
0
→

地
形

・
地

質
構

造
 

G
1
9
②

に
同

じ
 

G
1
9
②

に
同

じ
 

G
1
9
②

に
同

じ
 

A
1
 

G
1
9
②

に
同

じ
 

G
2
0
③
：
活

断
層

沿
い

の
地

震

活
動

が
発

生
し

、
地

形
・

地

質
構

造
が

変
化

（
断

層
上

盤

側
の

累
積

的
な

上
昇

な
ど

）

し
た

場
合

、
侵

食
（

削
剥

）

が
継

続
し

、
対

地
深

度
が

変

化
す

る
可

能
性

。
 

＜
全

体
＞

 

地
形

・
地

質
構

造
→

侵
食

・

堆
積

 

・
地

震
活

動
に

よ
る

累
積

的
な

隆
起

が
進

ん
だ

場

合
、
侵

食
に

よ
る

サ
イ

ト
の

対
地

深
度

の
減

少
の

可

能
性

あ
り

。
国

内
の

活
断

層
の

う
ち

、
鉛

直
変

位
量

の
最

大
は

、
4
m
/
千

年
(
2
9
)
で

あ
る

た
め

、
変

位
量

と

侵
食

量
と

が
同

じ
で

あ
る

と
す

れ
ば

、
1
0
5
年

間
で

4
0
0
m
隆

起
・
削

剥
さ

れ
る

と
す

る
と

、
そ

の
分

だ
け

地
表

に
接

近
す

る
こ

と
に

な
る

。
 

A
1（

侵
食
・
堆

積

速
度

と
隆

起
速

度
と

が
同

程
度

の
場

合
、
対

地
深

度
の

減
少

は
数

1
0
0
m

に
達

す
る

可
能

性
が

あ

る
。
）

 

・
地

震
を

伴
う

累
積

的
上

昇
が

数

1
0
0
ｍ

に
及

ぶ
た

め
に

は
、
評

価
期

間

の
テ

ク
ト

ニ
ク

ス
が

普
遍

で
あ

る
前

提
で

、
定

説
は

な
い

（
あ

る
い

は
議

論
も

な
い

）
。

 

→
1
0
5
年

間
、
テ

ク
ト

ニ
ク

ス
が

変
化

し
な

い
と

い
う

確
か

な
情

報
は

な

い
。

こ
こ

は
過

去
の

断
層

活
動

の
履

歴
に

基
づ

い
て

い
る

。
今

後
も

新
規

知
見

 

A
1
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
と

す
る

意
見

。
一

部
意

見
と

し
て

、
サ

イ
ト

の
選

定
要

件
に

従
え

ば
、
1
0
5
年

程
度

は
こ

の
よ

う
な

事
態

は
避

け
ら

れ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
但

し
、

網
羅

性
の

観
点

か
ら

は
必

要
で

あ
り

、
A
2
か

B
が

適
当

と
す

る
意

見
。

 

（
A
1
:
7
/
2
5
、

A
2
:
0
.
5
/
2
5
、

B
:
0
.
5
/
2
5
、

無
回

答
：

1
7
/
2
5
）

 
 

こ
こ

で
は

、
サ

イ
ト

選
定

を
前

提
と

し
て

い
な

い
た

め
、

A
1
の

ま
ま

と
し

た
。

 

  

G
2
0
④
：
活

断
層

沿
い

の
地

震

活
動

に
よ

り
、

地
形

・
地

質

構
造

が
変

化
（

断
層

上
盤

側

の
累

積
的

な
上

昇
な

ど
）
し

、

侵
食

（
削

剥
）

が
継

続
し

、

サ
イ

ト
が

相
対

的
に

地
表

に

接
近

し
た

場
合

、
母

岩
の

水

理
特

性
に

変
化

が
発

生
す

る

可
能

性
。

 

＜
水

理
＞

 

侵
食

・
堆

積
→

H
2
.
1
 

・
侵

食
に

よ
っ

て
断

層
上

盤
側

が
削

剥
さ

れ
れ

ば
、

サ
イ

ト
と

地
表

と
の

距
離

は
減

少
し

、
相

対
的

に
サ

イ
ト

の
流

動
系

が
、

広
域

地
下

水
流

動
系

→
局

地
・

中
間

流
動

系
へ

変
化

す
る

可
能

性
が

あ
る

こ
と

か

ら
、
水

理
、
地

下
水

化
学

が
変

化
す

る
可

能
性

あ
り

。

確
認

例
は

な
い

。
 

A
1（

対
地

深
度

が

減
少

す
る

と
、
水

理
、
地

下
水

化
学

に
影

響
あ

り
。
影

響
の

程
度

は
、
侵

食
に

よ
る

対
地

深
度

の
変

化
量

に
依

存
）

 

・
適

切
。

 
A
1
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
と

す
る

意
見

。
一

部
意

見
と

し
て

、
サ

イ
ト

の
選

定
要

件
に

従
え

ば
、
1
0
5
年

程
度

は
こ

の
よ

う
な

事
態

は
避

け
ら

れ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
但

し
、

網
羅

性
の

観
点

か
ら

は
必

要
で

あ
り

、
A
2
か

B
が

適
当

と
す

る
意

見
。

 

（
A
1
:
8
/
2
5
、
A
2
:
0
.
5
/
2
5
、
B
:
0
.
5
/
2
5
、
無

回
答
：
1
6
/
2
5
）
こ

こ
で

は
、
サ

イ
ト

選
定

を
前

提
と

し
て

い
な

い
た

め
、
A
1
の

ま
ま

と
し

た
。
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G
2
0
⑤
：
活

断
層

沿
い

の
地

震

活
動

に
よ

り
、

地
形

・
地

質

構
造

が
変

化
（

断
層

上
盤

側

の
累

積
的

な
上

昇
）

し
、

削

剥
が

継
続

し
、

サ
イ

ト
が

相

対
的

に
地

表
に

接
近

し
た

場

合
、

浅
所

の
酸

化
的

な
地

下

水
が

流
入

す
る

こ
と

に
よ

り
、

母
岩

の
地

下
水

化
学

に

影
響

が
及

ぶ
可

能
性

。
 

＜
化

学
＞

 

侵
食

・
堆

積
→

H
4
.
2
 

・
地

下
水

水
質

で
は

、
酸

化
還

元
電

位
の

変
化

が
最

も
重

要
で

あ
り

、
そ

の
知

見
や

考
察

が
必

要
。

 

→
深

部
デ

ー
タ

は
少

な
い

が
、
今

後
、

追
加

調
査

の
予

定
。

 

A
1
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
と

す
る

意
見

。
一

部
意

見
と

し
て

、
サ

イ
ト

の
選

定
要

件
に

従
え

ば
、
1
0
5
年

程
度

は
こ

の
よ

う
な

事
態

は
避

け
ら

れ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
但

し
、

網
羅

性
の

観
点

か
ら

は
必

要
で

あ
り

、
A
2
か

B
が

適
当

と
す

る
意

見
。

 

・
（

A
1
:
6
/
2
5
、

A
2
:
0
.
5
/
2
5
、

B
:
0
.
5
/
2
5
、

無
回

答
：

1
8
/
2
5
）

こ
こ

で
は

、
サ

イ
ト

選
定

を
前

提
と

し
て

い
な

い
た

め
、

A
1
の

ま
ま

と
し

た
。

 

 

G
2
0
⑥
：
活

断
層

沿
い

の
地

震

活
動

に
よ

り
、

地
形

・
地

質

構
造

が
変

化
（

断
層

上
盤

側

の
累

積
的

な
上

昇
）

し
、

削

剥
が

継
続

し
、

サ
イ

ト
が

相

対
的

に
地

表
に

接
近

し
た

場

合
、

浅
所

の
地

下
水

が
流

入

す
る

こ
と

に
よ

り
、

母
岩

の

温
度

が
下

が
る

可
能

性
。

 

＜
熱

＞
 

侵
食

・
堆

積
→

H
1
.
2
 

・
L
P
G

地
下

備
蓄

サ
イ

ト
で

の
場

合

（
花

崗
岩

）
、

地
下

2
0
0
m
程

度
ま

で

シ
ー

テ
ィ

ン
グ

（
様

）
の

割
れ

目
発

達
が

確
認

さ
れ

て
い

る
の

で
、

そ
の

深
度

ま
で

の
認

識
は

し
て

い
た

方
が

い
い

。
花

崗
岩

の
場

合
、

ほ
ぼ

平
行

な
シ

ー
テ

ィ
ン

グ
節

理
は

、
こ

れ
も

必
ず

し
も

地
下

で
は

平
行

で
は

な

い
。

 

→
追

加
で

情
報

収
集

す
る

こ
と

と
す

る
。

 

A
1
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
と

す
る

意
見

。
一

部
意

見
と

し
て

、
熱

的
影

響
は

小
さ

い
と

し
、
A
2
と

す
る

意
見

。（
A
1
:
6
.
5
/
2
5
、
A
2
:
1
/
2
5
、

B
:
0
.
5
/
2
5
、

無
回

答
：

1
7
/
2
5
）
。

し
か

し
、

対
地

深
度

の
変

化
量

を

想
定

し
た

場
合

、
必

ず
し

も
小

さ
い

と
言

い
切

れ
な

い
た

め
こ

こ
で

は
A
1
の

ま
ま

と
し

た
。

 

 

G
2
0
⑦
：
活

断
層

沿
い

の
地

震

活
動

に
よ

り
、

地
形

・
地

質

構
造

が
変

化
（

断
層

上
盤

側

の
累

積
的

な
上

昇
）

し
、

削

剥
が

継
続

し
、

サ
イ

ト
が

相

対
的

に
地

表
に

接
近

し
た

場

合
、

上
載

荷
重

の
減

少
に

よ

り
応

力
状

態
が

変
化

す
る

可

能
性

。
 

＜
力

学
＞

 

侵
食

・
堆

積
→

H
3
.
2
 

・
侵

食
に

よ
っ

て
断

層
上

盤
側

が
削

剥
さ

れ
れ

ば
、

サ
イ

ト
と

地
表

と
の

距
離

は
減

少
す

る
た

め
、
温

度

は
低

下
、

上
載

荷
重

の
減

少
す

る
可

能
性

あ
り

。
 

・
花

崗
岩

の
場

合
、
荷

重
除

去
で

形
成

さ
れ

る
と

さ

れ
て

い
る

地
表

面
に

ほ
ぼ

平
行

な
シ

ー
テ

ィ
ン

グ

節
理

は
地

表
か

ら
5
0
～

1
0
0
m
の

深
度

ま
で

発
達

す

る
(
2
8
)
。
サ

イ
ト

の
地

表
接

近
が

起
こ

っ
た

場
合

、
応

力
状

態
の

変
化

に
よ

る
亀

裂
発

生
等

の
力

学
的

影

響
が

考
え

ら
れ

る
。

確
認

例
は

な
い

。
 

A
1（

対
地

深
度

が

減
少

す
る

と
、

熱
、
力

学
に

影
響

あ
り

。
影

響
の

程

度
は

、
侵

食
に

よ

る
対

地
深

度
の

変
化

量
に

依
存

）

・
適

切
。

 

・
こ

の
場

合
、

応
力

状
態

の
変

化
よ

り
も

、
そ

れ
に

よ
る

間
隙

の
増

加
や

亀
裂

開
口

幅
の

増
加

な
ど

に
よ

る
水

理
特

性
の

変
化

が
重

要
。

 

→
こ

こ
で

は
、

最
大

1
0
5
年

で
あ

る

た
め

、
断

層
の

変
位

速
度

が
極

端
に

大
き

い
場

合
を

除
い

て
は

想
定

し
な

く
て

よ
い

と
思

わ
れ

る
が

、
変

位
量

の
大

き
い

活
断

層
周

辺
で

は
考

慮
す

べ
き

と
し

た
。

関
連

情
報

の
収

集
を

行
う

こ
と

と
す

る
。

 

A
1
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
と

す
る

意
見

。
一

部
意

見
と

し
て

、
応

力
変

化
の

影
響

は
小

さ
い

と
し

A
2
と

す
る

意
見

も
あ

り
。

（
A
1
:
6
.
5
/
2
5
、
A
2
:
1
.
3
3
/
2
5
、
B
:
0
.
3
3
/
2
5
、
C
:
0
.
3
3
/
2
5
、
無

回
答

：

1
6
/
2
5
）
。

 

し
か

し
、

1
0
5
年

で
活

動
性

の
高

い
活

断
層

を
想

定
し

た
場

合
、

数

1
0
0
m
隆

起
す

る
こ

と
も

否
定

で
き

な
い

た
め

、
A
1
の

ま
ま

と
し

た
。
 

  G
2
0
’

①
：
活

断
層

沿
い

で
地

震
（

地
震

断
層

の
活

動
）

が

発
生

す
る

可
能

性
 

＜
全

体
＞

 

G
2
0
’

 

G
1
6
①

に
同

じ
 

G
1
6
①

に
同

じ
 

G
1
6
①

に
同

じ
 

C
 

G
1
6
①

に
同

じ
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G
2
0
’

②
：
活

断
層

沿
い

の
地

震
活

動
が

発
生

し
た

場
合

、

地
形

・
地

質
構

造
に

変
化

が

生
ず

る
可

能
性

。
 

＜
全

体
＞

 

G
2
0
’

→
地

形
・

地
質

構
造

 

G
1
9
②

に
同

じ
 

G
1
9
②

に
同

じ
 

G
1
9
②

に
同

じ
 

A
1
 

G
1
9
②

に
同

じ
 

G
2
0
’
③
：
活

断
層

沿
い

の
地

震
活

動
に

よ
り

、
地

形
・

地

質
構

造
が

変
化

し
た

場
合

、

侵
食

の
発

生
あ

る
い

は
、

侵

食
の

起
こ

る
可

能
性

。
 

＜
全

体
＞

 

地
形

・
地

質
構

造
→

侵
食

・

堆
積

 

・
地

震
活

動
に

よ
る

累
積

的
な

隆
起

等
に

よ
り

、
地

形
・
地

質
構

造
が

変
化

し
た

場
合

、
侵

食
に

よ
る

サ

イ
ト

の
対

地
深

度
の

減
少

の
可

能
性

あ
り

。
国

内
の

活
断

層
の

う
ち

、
鉛

直
変

位
量

の
最

大
は

、
4
m
/
千

年
(
2
9
)
で

あ
る

た
め

、
変

位
量

と
侵

食
量

と
が

同
じ

で

あ
る

と
す

れ
ば

、
1
0
5
年

間
で

4
0
0
m
隆

起
・
削

剥
さ

れ
る

.
 

・
一

方
、
わ

が
国

に
お

い
て

標
高

と
高

度
分

散
量

と

間
に

は
良

好
な

相
関

関
係

に
あ

る
と

さ
れ

て
お

り
(
5
3
)
、
内

陸
の

活
断

層
の

変
位
（

鉛
直

）
速

度
の

最
大

の
松

本
東

縁
断

層
の

例
（

4
m
/
千

年
）

に
つ

い
て

、

1
0
5
年

で
4
0
0
m
程

度
隆

起
し

た
と

す
れ

ば
、
高

度
分

散
量

の
変

化
は

2
0
m
程

度
存

在
す

る
。

 

    

A
1（

差
別

的
な

侵

食
が

進
み

、
起

伏

量
の

増
加

が
起

こ
る

可
能

性
あ

り
。
影

響
の

程
度

は
侵

食
速

度
の

違
い

等
に

よ

る
。
）

 

・
適

切
。

 
A
1
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
と

す
る

意
見

。
一

部
意

見
と

し
て

、
差

別
的

な
侵

食
が

起
こ

る
か

ど
う

か
不

明
と

し
B
が

適
切

と
す

る
意

見

も
あ

っ
た

が
、

活
動

性
の

高
い

逆
断

層
の

上
盤

側
の

地
形

の
起

伏
は

下
盤

側
に

比
べ

る
と

大
き

い
こ

と
な

ど
か

ら
、
こ

こ
で

は
A
1
の

ま
ま

と
し

た
。（

A
1
:
8
/
2
5
、
A
2
:
0
.
5
/
2
5
、
B
:
1
.
5
/
2
5
、
無

回
答
：
1
5
/
2
5
）
。
 

  

G
2
0
’
④
：
活

断
層

沿
い

の
地

震
活

動
に

よ
り

、
断

層
活

動

の
よ

る
変

位
・

変
形

、
侵

食

が
進

み
、

地
形

変
化

が
起

こ

っ
た

場
合

、
広

域
地

下
水

流

動
領

域
の

水
理

特
性

（
動

水

勾
配

）
が

変
化

し
、

広
域

地

下
水

流
動

領
域

・
母

岩
領

域

の
地

下
水

流
動

が
変

化
す

る

可
能

性
。

 

＜
水

理
＞

 

侵
食

・
堆

積
→

R
2.
1
→

R
2
.
2

→
H
2
.
2
 

・
断

層
活

動
に

よ
り

変
位
・
変

形
が

進
み

、
差

別
的

な
侵

食
が

進
め

ば
、
起

伏
量

等
の

地
形

傾
斜

の
変

化

が
地

下
の

水
理

特
性

(
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
分

布
)
に

与

え
る

影
響

は
無

視
で

き
な

い
。

 

・
た

だ
し

、
G
2
0
’

③
の

理
由

に
よ

り
、

侵
食

に
伴

う
起

伏
量

が
最

大
限

変
化

し
て

も
、

2
0
m
程

度
で

あ

り
、
対

地
深

度
の

変
化

に
比

べ
る

と
地

下
深

部
の

水

理
に

与
え

る
影

響
は

小
さ

い
。

 

 

A
2（

侵
食

の
進

行

よ
る

地
形

の
起

伏
変

化
の

み
に

よ
る

地
下

深
部

へ
影

響
は

小
さ

い
）

 

・
地

形
の

変
化

は
、

地
下

水
流

動
に

大
き

く
影

響
す

る
。

谷
部

の
浸

食
が

1
0
0
ｍ

を
超

え
る

よ
う

な
場

合
、
処

分

深
度

3
0
0
～

1
0
0
0
ｍ

程
度

と
す

る

と
、

地
下

水
流

動
の

変
化

影
響

は
大

き
い

と
考

え
る

べ
き

。
 

→
実

際
は

、
河

谷
の

侵
食

は
下

方
侵

食
だ

け
で

な
く

側
方

に
も

侵
食

は
進

む
た

め
、

極
端

に
河

谷
形

状
が

変
化

す
る

わ
け

で
は

な
く

、
深

部
の

動
水

勾
配

に
与

え
る

影
響

は
無

視
で

き
な

い
が

対
地

深
度

の
変

化
に

比
べ

る
と

小
さ

い
と

し
た

。
 

A
2
 

・
回

答
は

、
影

響
は

小
さ

く
な

い
と

し
A
1
と

す
る

意
見

に
が

多
か

っ

た
。（

A
1
:
5
/
2
5
、
A
2
:
1
/
2
5
、
B
:
0
.
5
/
2
5
、
無

回
答
：
1
8
/
2
5
）
。
し

か

し
、

左
紀

に
述

べ
た

よ
う

な
理

由
か

ら
、

起
伏

量
変

化
は

無
視

で
き

な
い

が
、

地
下

深
部

へ
の

地
下

水
流

動
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

し
、

こ
こ

で
は

A
2
の

ま
ま

と
し

た
。
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「

安
全

性
へ
の

影
響

の
可
能

性
と

相
関
の

判
定

」
の
集

約
結

果
（

G
22

）
 

 
安

全
性

へ
の

影
響

の
可

能
性

に
関

す
る

連
鎖

項
目

 

理
解

の
現

状
（

文
献

情
報

に
も

と
づ

く
情

報
、
知

見
）

相
関

の
判

定

（
1
0
5
年

）
と

判

定
根

拠
 

理
解

の
現

状
に

対
す

る
回

答
者

の

主
な

意
見

を
踏

ま
え

た
対

応
 

修
正

判
定

相
関

の
判

定
に

対
す

る
主

な
回

答
を

踏
ま

え
た

判
定

根
拠

 

G
2
2
①
：
内

陸
の

活
断

層
沿

い

以
外

で
地

震
（

伏
在

断
層

の

活
動

）
が

発
生

す
る

可
能

性

＜
全

体
＞

 

G
2
2
 

・
内

陸
の

活
断

層
沿

い
以

外
で

地
震
（

伏
在

断
層

の

活
動

）
が

発
生

す
る

可
能

性
は

あ
る

。
し

か
し

、
現

状
技

術
で

、
必

ず
し

も
場

所
の

特
定

が
で

き
る

と
は

限
ら

な
い

。
 

・
岩

手
・
宮

城
内

陸
地

震
の

場
合

、
活

断
層

と
し

て

認
定

さ
れ

て
い

る
北

上
低

地
西

縁
断

層
の

南
方

延

長
に

あ
た

る
地

域
に

あ
た

る
が

、
両

者
を

関
連

づ
け

る
証

拠
は

無
く

、
活

断
層

以
外

の
場

所
で

地
震

が
発

生
し

た
可

能
性

を
否

定
で

き
な

い
と

す
る

見
解

（
4
8
）

と
今

回
活

動
し

た
断

層
は

活
断

層
に

沿
っ

て
動

い

た
と

す
る

見
解

と
が

あ
る

（
4
9
）
。

 

・
過

去
約

1
0
万

年
以

降
に

断
層

が
新

生
し

た
例

と

し
て

三
河

地
震

を
引

き
起

こ
し

た
深

溝
断

層
や

十

勝
平

野
西

部
の

光
地

園
断

層
な

ど
が

あ
る

と
さ

れ

て
い

る
(
4
0
)
 
(
5
0
)
。

 

B
（

活
断

層
沿

い

以
外

の
内

陸
に

お
い

て
地

震
が

発
生

す
る

可
能

性
を

否
定

で
き

な
い

。
必

ず
し

も

発
生

場
所

を
特

定
す

る
こ

と
は

困
難

）
 

・
適

切
。

 
B
 

・
回

答
は

お
お

む
ね

適
当

と
す

る
意

見
が

最
も

多
か

っ
た

。
伏

在
断

層
は

、
今

後
の

調
査

・
研

究
で

あ
る

程
度

見
つ

か
る

と
し

、
A
1
と

す

る
意

見
も

あ
っ

た
が

、
現

状
技

術
で

は
す

べ
て

を
事

前
に

見
つ

け
出

す
こ

と
は

困
難

と
す

、
B
の

ま
ま

と
し

た
。
（

A
1
:
1
/
2
5
件

、
B
:
7
/
2
5

件
、

無
回

答
：

1
7
/
2
5
件

）
 

 

G
2
2
②
：
内

陸
の

活
断

層
沿

い

以
外

で
地

震
（

伏
在

断
層

の

活
動

）
が

発
生

し
た

場
合

、

サ
イ

ト
（

処
分

シ
ス

テ
ム

領

域
）

内
の

岩
盤

破
壊

に
よ

り

母
岩

の
間

隙
構

造
が

変
化

す

る
可

能
性

。
 

＜
物

質
移

行
＞

 

G
2
2
→

H
6
.
2
 

・
地

震
活

動
に

よ
り

、
断

層
が

サ
イ

ト
内

の
岩

盤
破

壊
を

引
き

起
こ

し
、
母

岩
の

間
隙

構
造

が
変

化
す

る

可
能

性
は

あ
る

。
地

盤
の

圧
縮

･
引

っ
張

り
に

よ
り

地
殻

歪
が

増
大

す
る

。
断

層
近

傍
で

は
新

た
な

岩
盤

の
剪

断
破

壊
も

起
こ

り
う

る
。
間

隙
構

造
の

変
化

の

様
式

等
の

情
報

は
あ

る
（

W
o
o
d
,
1
9
9
2
)
 
(
4
)
な

ど
）

・
鳥

取
県

西
部

地
震

震
央

か
ら

南
東

約
5
0
0
m
、
地

表

下
約

2
0
0
m
地

点
の

ト
ン

ネ
ル

で
約

1
0
～

2
0
c
m
の

横

ず
れ

変
位

が
観

測
さ

れ
た

(
4
1
)
。
国

内
で

判
明

し
て

い

る
断

層
破

砕
帯

幅
は

最
大

9
0
0
m
で

あ
る

。
ま

た
、

断
層

長
は

最
大

8～
1
5
0
k
m
で

あ
る

(
1
)
。

 

A
1（

断
層

変
位

が

起
こ

れ
ば

、
断

層

内
、

周
辺

は
変

形
、
破

壊
が

発
生

し
、
サ

イ
ト

に
対

す
る

影
響

は
大

）

・
適

切
。

 
A
1
 

・
回

答
は

適
当

と
す

る
意

見
（

A
1
：

7
/
2
5
、

無
回

答
：

1
8
/
2
5
）
。

A
1

の
ま

ま
と

し
た

。
 

G
2
2
③
：
内

陸
の

活
断

層
沿

い

以
外

で
地

震
（

伏
在

断
層

の

活
動

）
が

発
生

し
た

場
合

、

サ
イ

ト
（

処
分

坑
道

領
域

）

内
の

母
岩

の
応

力
変

化
に

影

響
を

与
え

る
可

能
性

。
 

＜
力

学
＞

 

G
2
2
→

H
3
.
2
 

・
地

震
活

動
に

よ
り

、
サ

イ
ト

内
の

母
岩

の
応

力
変

化
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
は

あ
る

が
、
確

認
事

例

は
な

し
。

残
留

地
中

応
力

に
よ

る
地

殻
歪

の
変

化

は
、
蓄

積
さ

れ
る

も
の

と
、
解

放
に

向
か

う
も

の
が

あ
り

、
応

力
場

に
よ

っ
て

差
異

が
あ

る
。
地

震
活

動

に
伴

う
地

殻
応

力
の

再
配

分
に

よ
り

、
地

殻
歪

分
布

の
変

化
は

、
理

論
的

に
は

数
1
0
0
k
m
に

も
及

ぶ
。
海

溝
型

地
震

の
場

合
、
震

源
か

ら
3
0
0
k
m
以

上
離

れ
る

と
歪

変
化

レ
ベ

ル
は

3
×

1
0
-
7
以

下
(
3
)
と

な
る

。
 

A
1（

断
層

変
位

が

起
こ

れ
ば

、
断

層

周
辺

の
岩

盤
の

応
力

状
態

も
変

化
）

 

・
適

切
。

 
A
1
 

・
回

答
は

お
お

む
ね

適
当

と
す

る
意

見
が

最
も

多
か

っ
た

。
一

部
に

わ
が

国
で

は
現

在
も

あ
ち

ら
こ

ち
ら

で
M
6
.
5
～

7
ク

ラ
ス

の
地

震
が

発
生

し
て

お
り

、
そ

れ
に

よ
る

地
殻

歪
分

布
の

変
化

は
発

生
し

て
い

る
は

ず
だ

が
、
道

路
ト

ン
ネ

ル
な

ど
へ

の
影

響
な

ど
を

考
慮

す
る

と
、

大
き

い
と

は
言

え
な

い
と

し
、

A
2
と

す
る

意
見

あ
り

。
し

か
し

、
こ

こ
で

は
こ

こ
で

は
、

応
力

変
化

は
影

響
の

程
度

に
か

か
わ

ら
ず

必
ず

起
こ

り
う

る
と

し
、
A
1
の

ま
ま

と
し

た
。（

A
1：

6
/
2
5
、
A
2
 ：

0
.
5
/
2
5
、

B
：

0
.
5
/
2
5
、

無
回

答
：

1
8
/
2
5
）
。
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Ta
bl

e-
Ⅴ

-1
8.
「

安
全

性
へ
の

影
響

の
可
能

性
と

相
関
の

判
定

」
の
集

約
結

果
（

G
23

）
 

 
安

全
性

へ
の

影
響

の
可

能
性

に
関

す
る

連
鎖

項
目

 

理
解

の
現

状
（

文
献

情
報

に
も

と
づ

く
情

報
、
知

見
）

相
関

の
判

定

（
1
0
5
年

）
と

判

定
根

拠
 

理
解

の
現

状
に

対
す

る
回

答
者

の

主
な

意
見

を
踏

ま
え

た
対

応
 

修
正

判
定

相
関

の
判

定
に

対
す

る
主

な
回

答
を

踏
ま

え
た

判
定

根
拠

 

G
2
3
-
1
①
：
内

陸
の

活
断

層
沿

い
以

外
で

地
震

（
伏

在
断

層

の
活

動
）

が
発

生
す

る
可

能

性
 

＜
全

体
＞

 

G
2
3
-
1
 

G
2
2
①

に
同

じ
 

G
2
2
①

に
同

じ
 

G
2
2
①

に
同

じ
 

B
 

G
2
2
①

に
同

じ
 

G
2
3
-
1
②
：
内

陸
の

活
断

層
沿

い
以

外
で

地
震

が
発

生
し

た

場
合

、
断

層
周

辺
の

亀
裂

分

布
等

の
幾

何
形

状
が

変
化

す

る
可

能
性

。
 

＜
物

質
移

行
＞

 

G
2
3
-
1
→

R
5
.
1
 

・
地

震
活

動
に

よ
り

、
亀

裂
分

布
等

の
幾

何
形

状
が

変
化

す
る

可
能

性
は

あ
る

が
、

確
認

事
例

は
な

し
。

地
震

動
に

よ
る

亀
裂

再
配

分
が

生
じ

る
可

能
性

が

あ
る

。
活

断
層

に
お

い
て

は
間

隙
構

造
の

変
化

様
式

等
の

情
報

は
あ

る
（

W
o
o
d
,
1
9
9
2
 
(
4
)
な

ど
）
。

 

C
（

断
層

変
位

が

起
こ

れ
ば

、
断

層

周
辺

の
岩

盤
は

変
形

、
破

壊
が

発

生
、
た

だ
し

、
影

響
は

広
域

地
下

水
流

動
領

域
に

対
し

て
断

層
近

傍
に

限
定

さ
れ

る
。
）

 

・
適

切
。

 

 

C
 

・
回

答
は

適
当

と
す

る
意

見
、

地
表

地
震

断
層

を
出

現
さ

せ
な

い
程

度
の

初
生

的
活

断
層

を
示

し
て

い
る

と
す

る
と

、
影

響
は

小
さ

く
な

い
と

し
、

影
響

が
不

明
と

し
B
と

す
べ

き
意

見
あ

り
。

し
か

し
、

影

響
の

程
度

に
よ

ら
ず

事
象

が
発

生
す

る
た

め
こ

こ
で

は
地

域
性

も
考

慮
し

C
の

ま
ま

と
し

た
（

A
1
 
：

1
/
2
5
、

B
：

2
.
5
/
2
5
、

C
:
3
.
5
/
2
5
、

無
回

答
：

1
8
/
2
5
）
。

 

 

G
2
3
-
1
③
：
内

陸
の

活
断

層
沿

い
以

外
で

地
震

が
発

生
し

、

断
層

周
辺

の
亀

裂
分

布
等

の

幾
何

形
状

が
変

化
し

た
場

合
、

地
表

か
ら

表
層

水
が

地

下
へ

流
入

す
る

可
能

性
。

 

＜
水

理
＞

 

R
5
.
1
→

R
2
.
4
 

・
地

震
活

動
に

よ
り

、
亀

裂
分

布
等

の
幾

何
形

状
が

変
化

し
た

場
合

、
地

下
水

流
入

す
る

可
能

性
は

あ
る

が
、

確
認

事
例

は
な

し
。

 

活
断

層
に

つ
い

て
は

、
表

層
か

ら
の

酸
化

的
な

地
下

水
が

深
度

1
,
8
0
0
ｍ

ま
で

流
入

し
た

痕
跡

が
あ

る
(
5
)
。

 

B
（

地
震

活
動

直

後
の

断
層

部
が

開
口

す
れ

ば
、
地

表
か

ら
地

下
水

が
流

入
す

る
可

能
性

は
大

で
あ

る
が

、
必

ず
し

も

コ
サ

イ
ス

ミ
ッ

ク
に

地
下

水
が

流
入

す
る

と
は

限
ら

な
い

。
）

 

・
適

切
。

 

 

B
 

・
回

答
は

適
当

と
す

る
意

見
、

そ
の

他
意

見
と

し
て

震
源

断
層

近
く

で
は

地
殻

破
壊

が
起

こ
る

た
め

、
何

ら
か

の
影

響
は

あ
る

と
し

A
1
と

す
る

意
見

な
ど

。（
A
1
 ：

3
/
2
5
、
A
2：

1
/
2
5
、
B：

3
/
2
5
、
無

回
答

：

1
8
/
2
5
）

 

・
こ

こ
で

は
、

活
断

層
の

例
で

は
あ

る
が

、
野

島
断

層
の

よ
う

に
酸

化
的

な
地

下
水

の
流

入
の

痕
跡

の
あ

る
ケ

ー
ス

、
阿

寺
断

層
の

例
の

よ
う

に
断

層
に

沿
っ

て
酸

化
的

な
地

下
水

が
流

入
の

見
ら

れ
な

い
ケ

ー
ス

が
あ

り
、

断
層

活
動

と
地

下
水

流
入

と
の

間
に

必
然

性
が

な
い

こ
と

か
ら

B
の

ま
ま

と
し

た
。
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G
2
3
-
1
④
：
内

陸
の

活
断

層
沿

い
以

外
で

地
震

が
発

生
し

、

地
表

か
ら

表
層

水
が

地
下

へ

流
入

し
た

場
合

、
水

理
特

性

（
水

理
ﾎ
ﾟ
ﾃ
ﾝ
ｼ
ｬ
ﾙ
）

が
変

化

し
、

広
域

地
下

水
流

動
し

、

母
岩

の
地

下
水

流
動

系
が

変

化
す

る
可

能
性

。
 

＜
水

理
＞

 

R
2
.
4
→

R
2
.
1
→

R
2
.
2
→

H
2
.
2

・
地

震
活

動
に

よ
り

、
亀

裂
分

布
等

の
幾

何
形

状
が

変
化

し
、
地

下
水

流
入

し
た

場
合

、
水

理
特

性
、
地

下
水

流
動

系
が

変
化

す
る

可
能

性
は

あ
る

が
、
確

認

事
例

は
な

し
。

地
下

水
流

入
量

の
情

報
が

な
い

た

め
、

水
理

場
へ

の
影

響
の

程
度

は
不

明
。

 

・
適

切
。

 
A
1
 

・
回

答
の

多
く

は
適

当
と

す
る

意
見

。
一

部
意

見
に

確
認

事
例

は
な

い
の

で
、
網

羅
性

の
観

点
か

ら
A
2
ま

た
は

B
が

適
当

と
す

る
意

見
が

あ
っ

た
が

、
こ

こ
で

は
地

下
水

流
入

が
あ

れ
ば

何
ら

か
の

影
響

が
あ

る
た

め
A
1
の

ま
ま

と
し

た
。（

A
1
 ：

6
/
2
5
、
A
2：

0
.
5
/
2
5
、
B：

0
.
5
/
2
5
、

無
回

答
：

1
8
/
2
5
）

 

G
2
3
-
1
⑤
：
内

陸
の

活
断

層
沿

い
以

外
で

地
震

が
発

生
し

地

表
か

ら
表

層
水

が
地

下
へ

流

入
し

た
場

合
、

地
下

水
化

学

（
水

質
）
に

影
響

を
及

ぼ
し

、

母
岩

の
地

下
水

化
学

に
影

響

す
る

可
能

性
。

 

＜
化

学
＞

 

R
2
.
4
→

R
4
.
1
→

H
4
.
2
 

・
地

震
活

動
に

よ
り

、
亀

裂
分

布
等

の
幾

何
形

状
が

変
化

し
、
地

下
水

流
入

し
た

場
合

、
地

下
水

化
学

が

変
化

す
る

可
能

性
は

あ
る

が
、

確
認

事
例

は
な

し
。

地
下

水
流

入
量

の
情

報
が

な
い

た
め

、
水

理
場

へ
の

影
響

の
程

度
は

不
明

。
 

・
活

断
層

の
類

似
事

例
で

は
、
表

層
か

ら
の

酸
化

的

な
地

下
水

の
流

入
に

よ
っ

て
形

成
さ

れ
た

酸
化

亀

裂
が

深
度

1
,
8
0
0
ｍ

ま
で

確
認

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

報
告

さ
れ

て
お

り
(
5
)
 
、

周
辺

の
地

下
水

の
水

質
に

影
響

を
与

え
て

い
る

可
能

性
が

想
定

さ
れ

る
。

 

A
1（

地
表

水
が

流

入
す

れ
ば

、
水

理
、
地

下
水

化
学

へ
の

影
響

あ
り

。

た
だ

し
、
影

響
の

程
度

に
関

す
る

詳
細

は
不

明
）

 

・
適

切
。

 
A
1
 

・
回

答
の

多
く

は
適

当
と

す
る

意
見

。
一

部
意

見
に

確
認

事
例

は
な

い
の

で
、
網

羅
性

の
観

点
か

ら
A
2
ま

た
は

B
が

適
当

と
す

る
意

見
が

あ
っ

た
が

、
こ

こ
で

は
地

下
水

流
入

が
あ

れ
ば

何
ら

か
の

影
響

が
あ

る
た

め
A
1
の

ま
ま

と
し

た
。（

A
1
 ：

4
/
2
5
、
A
2：

0
.
5
/
2
5
、
B：

0
.
5
/
2
5
、

無
回

答
：

2
0
/
2
5
）

 

 

  G
2
3
-
2
①
：
内

陸
の

活
断

層
沿

い
以

外
で

地
震

（
伏

在
断

層

の
活

動
）

が
発

生
す

る
可

能

性
 

＜
全

体
＞

 

G
2
3
-
2
 

G
2
2
①

に
同

じ
 

G
2
2
①

に
同

じ
 

G
2
2
①

に
同

じ
 

B
 

G
2
2
①

に
同

じ
 

G
2
3
-
2
②
：
内

陸
の

活
断

層
沿

い
以

外
で

地
震

が
発

生
し

た

場
合

、
広

域
地

下
水

流
動

領

域
の

岩
盤

の
幾

何
形

状
・

間

隙
構

造
が

変
化

す
る

可
能

性
。

 

＜
物

質
移

行
＞

 

G
2
3
-
2
→

R
5
.
1
 

・
地

震
活

動
に

よ
り

、
亀

裂
分

布
等

の
幾

何
形

状
が

変
化

す
る

可
能

性
は

あ
る

が
、

確
認

事
例

は
な

し
。

地
震

動
に

よ
る

亀
裂

再
配

分
が

生
じ

る
可

能
性

が

あ
る

。
活

断
層

に
お

い
て

は
間

隙
構

造
の

変
化

様
式

等
の

情
報

は
あ

る
（

W
o
o
d
,
1
9
9
2
)
 (

4
)
な

ど
）
。

影
響

範
囲

に
つ

い
て

は
不

明
で

あ
る

が
、
岩

盤
の

透
水

性

変
化

か
ら

す
る

と
最

大
数

1
0
k
m
程

度
(
1
0
)
と

想
定

さ

れ
る

。
 

A
1（

断
層

変
位

が

起
こ

れ
ば

、
断

層

周
辺

の
岩

盤
は

変
形

、
破

壊
が

発

生
、
た

だ
し

、
影

響
の

程
度

は
断

層
か

ら
の

距
離

に
依

存
）

 

・
適

切
。

 
A
1
 

・
回

答
の

多
く

は
適

当
と

す
る

意
見

。
一

部
意

見
に

確
認

事
例

は
な

い
の

で
、
網

羅
性

の
観

点
か

ら
A
2
ま

た
は

B
が

適
当

と
す

る
意

見
が

あ
っ

た
が

、
こ

こ
で

は
地

下
水

流
入

が
あ

れ
ば

何
ら

か
の

影
響

が
あ

る
た

め
A
1
の

ま
ま

と
し

た
。（

A
1
 ：

6
/
2
5
、
A
2：

0
.
5
/
2
5
、
B：

0
.
5
/
2
5
、

無
回

答
：

1
8
/
2
5
）
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G
2
3
-
2
③
：
内

陸
の

活
断

層
沿

い
以

外
で

地
震

が
発

生
し

、

広
域

地
下

水
流

動
領

域
の

幾

何
形

状
・

間
隙

構
造

が
変

化

し
た

場
合

、
水

理
特

性
（

透

水
性

）
が

変
化

し
、

母
岩

領

域
の

水
理

特
性

（
透

水
性

）

が
変

化
す

る
可

能
性

。
 

＜
水

理
＞

 

R
5
.
1
→

R
2
.
1
 

・
地

震
の

前
後

で
周

辺
地

盤
の

間
隙

構
造

が
変

化
し

た
場

合
、

透
水

性
が

変
化

す
る

可
能

性
は

あ
る

。
 

・
活

断
層

沿
い

以
外

で
地

震
で

は
確

認
例

は
無

い

が
、
活

断
層

の
透

水
性

に
つ

い
て

は
地

震
後

、
断

層

部
の

注
水

試
験

が
実

施
さ

れ
て

お
り

、
地

震
後

断
層

部
の

透
水

性
が

回
復

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
地

震
時

に
透

水
性

が
一

時
的

に
増

加
し

た
と

解
釈

さ
れ

て

い
る

こ
と

か
ら

活
断

層
沿

い
以

外
で

地
震

に
つ

い

て
も

そ
の

可
能

性
が

あ
る

。
ま

た
、

地
震

発
生

後
、

系
統

的
に

活
断

層
周

辺
の

高
標

高
部

で
水

位
が

低

下
、
低

地
部

で
水

位
上

昇
、
湧

水
量

増
加

な
ど

の
状

況
証

拠
、
水

位
、
湧

水
量

変
化

を
解

析
に

組
み

込
ん

だ
報

告
事

例
な

ど
か

ら
、
活

断
層

に
つ

い
て

は
、
断

層
部

周
辺

の
透

水
性

が
変

化
の

可
能

性
を

議
論

し

た
例

あ
り

。
 

・
断

層
の

圧
砕

室
内

実
験

に
よ

る
と

、
変

位
量

1
5
0
m
m

程
度

で
、

ガ
ウ

ジ
の

透
水

係
数

は
2

桁
低

く
な

る
(
8
)
(
4
2
)
。

 

・
地

震
に

よ
る

地
山

亀
裂

再
配

分
等

で
、
地

山
周

辺

透
水

係
数

は
5

倍
に

な
っ

た
と

解
析

し
た

例
あ

り
(
1
2
)
。

地
震

後
に

亀
裂

の
再

配
分

や
細

粒
分

の
流

出

で
、
急

激
に

河
川

流
量

の
増

加
、
高

標
高

域
の

地
下

水
位

の
低

下
、
河

川
水

の
水

質
変

化
の

報
告

例
が

あ

る
(
9
)
(
1
0
)
(
1
1
)
(
3
1
)
。

 

A
1（

断
層

周
辺

の

岩
盤

中
の

間
隙

構
造

が
変

化
す

れ
ば

透
水

性
も

変
化

。
そ

の
影

響

の
程

度
は

断
層

か
ら

の
距

離
に

依
存

）
 

・
適

切
。

 
A
1
 

・
回

答
の

多
く

は
適

当
と

す
る

意
見

。
一

部
意

見
に

確
認

事
例

は
な

い
の

で
、
網

羅
性

の
観

点
か

ら
A
2
ま

た
は

B
が

適
当

と
す

る
意

見
が

あ
っ

た
が

、
こ

こ
で

は
地

下
水

流
入

が
あ

れ
ば

何
ら

か
の

影
響

が
あ

る
た

め
A
1
の

ま
ま

と
し

た
。（

A
1
 ：

6
/
2
5
、
A
2：

0
.
5
/
2
5
、
B：

0
.
5
/
2
5
、

無
回

答
：

1
8
/
2
5
）

 

  

G
2
3
-
2
④
：
内

陸
の

活
断

層
沿

い
以

外
で

地
震

が
発

生
し

、

広
域

地
下

水
流

動
領

域
の

幾

何
形

状
・

間
隙

構
造

が
変

化

し
、

水
理

特
性

（
透

水
性

）

が
変

化
し

た
場

合
、

広
域

地

下
水

流
動

が
変

化
し

、
母

岩

領
域

の
地

下
水

流
動

が
変

化

す
る

可
能

性
。

 

＜
水

理
＞

 

R
2
.
1
→

R
2
.
2
→

H
2
.
2
 

・
地

震
に

よ
る

地
盤

の
透

水
性

が
変

化
し

た
場

合
、

断
層

周
辺

の
地

下
水

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

変
化

、
地

下
水

流
動

特
性

の
変

化
の

可
能

性
あ

り
。
活

断
層

沿
い

の

地
震

の
場

合
、
類

似
事

例
と

し
て

、
活

断
層

周
辺

の

透
水

性
を

変
化

さ
せ

た
場

合
の

地
下

水
流

動
へ

の

解
析

事
例

が
あ

り
、
解

析
的

に
地

盤
の

透
水

性
を

変

化
さ

せ
た

場
合

、
地

下
水

流
動

変
化

す
る

と
い

う
報

告
が

あ
る

(
4
3
)
。

 

A
1（

断
層

周
辺

の

水
理

特
性

が
変

化
す

れ
ば

、
地

下

水
流

動
も

変
化

）

・
適

切
。

 
A
1
 

・
回

答
の

多
く

は
適

当
と

す
る

意
見

。
一

部
意

見
に

確
認

事
例

は
な

い
の

で
、
網

羅
性

の
観

点
か

ら
A
2
ま

た
は

B
が

適
当

と
す

る
意

見
が

あ
っ

た
が

、
こ

こ
で

は
地

下
水

流
入

が
あ

れ
ば

何
ら

か
の

影
響

が
あ

る
た

め
A
1
の

ま
ま

と
し

た
。（

A
1
 ：

6
/
2
5
、
A
2：

0
.
5
/
2
5
、
B：

0
.
5
/
2
5
、

無
回

答
：

1
8
/
2
5
）
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JAEA-Data/Code 2011-005

G
2
3
-
3
②

内
陸

の
活

断
層

沿

い
以

外
で

地
震

が
発

生
し

た

場
合

、
広

域
地

下
水

流
動

領

域
の

岩
盤

の
応

力
状

態
が

変

化
す

る
可

能
性

。
 

＜
力

学
＞

 

G
2
3
-
3
→

R
3
.
1
 

・
地

震
後

、
活

断
層

周
辺

の
応

力
状

況
が

一
時

的
に

変
化

す
る

可
能

性
あ

り
。

応
力

ひ
ず

み
分

布
状

況

は
、

4
象

限
モ

デ
ル

な
ど

地
殻

歪
分

布
と

応
力

と
の

関
係

な
ど

の
情

報
あ

り
。

地
中

ひ
ず

み
の

蓄
積

は
、

理
論

的
に

は
数

1
0
0
k
m
ま

で
及

ぶ
可

能
性

あ
り

。
 

・
地

震
活

動
に

伴
う

地
殻

応
力

の
再

配
分

に
よ

り
、

地
殻

歪
分

布
の

変
化

は
、
理

論
的

に
は

数
1
0
0
k
m
に

も
及

ぶ
。
震

源
か

ら
3
0
0
k
m
以

上
離

れ
る

と
歪

変
化

レ
ベ

ル
は

3
×

1
0
-
7
以

下
(
3
)
と

な
る

。
 

A
1（

断
層

変
位

が

起
こ

れ
ば

、
断

層

周
辺

の
岩

盤
の

応
力

状
態

も
変

化
）

 

・
適

切
。

 
A
1
 

・
回

答
の

多
く

は
適

当
と

す
る

意
見

。
一

部
意

見
に

、
断

層
変

位
に

よ
る

地
殻

歪
分

布
の

変
化

が
、

岩
盤

に
ど

の
よ

う
な

影
響

を
与

え
る

か
の

評
価

が
難

し
く

、
わ

が
国

で
は

現
在

も
あ

ち
ら

こ
ち

ら
で

M
6
.
5

～
7

ク
ラ

ス
の

地
震

が
発

生
し

て
お

り
、

そ
れ

に
よ

る
地

殻
歪

分
布

の
変

化
は

発
生

し
て

い
る

が
、

道
路

ト
ン

ネ
ル

な
ど

へ
の

影
響

な
ど

を
考

慮
す

る
と

、
大

き
い

と
は

言
え

な
い

と
し

、
A
2
と

す
る

意
見

な

ど
。

歪
か

ら
変

形
、

破
壊

へ
は

影
響

の
大

小
は

あ
る

も
の

の
応

力
変

化
は

震
源

か
ら

の
距

離
に

依
存

し
、

一
概

に
影

響
が

小
さ

い
と

い
え

な
い

こ
と

か
ら

、
A
1
 
と

し
た

。
（

A
1
 
：

6
/
2
5
、

A
2
：

0
.
5
/
2
5
、

B
：

0
.
5
/
2
5
、

無
回

答
：

1
8
/
2
5
）

 

G
2
3
-
3
③

内
陸

の
活

断
層

沿

い
以

外
で

地
震

が
発

生
し

、

広
域

地
下

水
流

動
領

域
の

岩

盤
の

応
力

状
態

が
変

化
し

た

場
合

、
水

理
特

性
の

変
化
（

過

剰
間

隙
水

圧
発

生
）

し
、

地

下
水

流
動

が
変

化
し

、
母

岩

の
地

下
水

流
動

が
変

化
す

る

可
能

性
。

 

＜
水

理
＞

 

R
3
.
1
→

R
2
.
1
→

R
2
.
2
→

H
2
.
2

・
地

震
に

伴
い

岩
盤

の
応

力
変

化
を

起
こ

り
、
間

隙

水
圧

変
化

が
発

生
す

る
可

能
性

は
あ

る
。
鳥

取
県

西

部
地

震
時

に
近

畿
お

よ
び

東
海

地
域

の
地

下
水

観

測
孔

に
お

い
て

、
地

震
直

後
の

地
下

水
位

の
ス

テ
ッ

プ
状

変
化

が
地

震
時

の
ひ

ず
み

変
化

と
良

い
相

関

を
持

つ
(
3
)
。
地

震
が

発
生

す
る

と
断

層
の

走
向

方
向

（
σ

2
方

向
）

の
地

下
水

流
動

が
生

じ
る

(
3
2
)
。

 

A
1（

応
力

状
態

が

変
化

す
れ

ば
、
間

隙
水

圧
分

布
も

変
化

）
 

・
適

切
。

 
A
1
 

・
回

答
の

多
く

は
適

当
と

す
る

意
見

。
一

部
意

見
に

安
全

性
へ

の
影

響
の

観
点

か
ら

は
地

下
水

流
動

に
大

き
な

イ
ン

パ
ク

ト
を

与
え

た
事

例
が

な
く

、
現

状
の

理
解

に
、
「

地
質

、
地

質
構

造
に

左
右

さ
れ

る
」

と
あ

る
の

で
、
A
2
か

B
が

適
当

と
す

る
意

見
あ

り
。
し

か
し

、
地

下

水
流

動
に

ど
の

程
度

影
響

が
あ

る
か

は
不

明
で

あ
る

も
の

の
応

力
変

化
量

と
間

隙
水

圧
変

化
量

と
に

関
係

が
あ

る
た

め
、
A
1
の

ま
ま

と
し

た
。（

A
1
 ：

6
/
2
5
、
A
2：

0
.
5
/
2
5
、
B：

0
.
5
/
2
5
、
無

回
答
：
1
8
/
2
5
）
 

 

 
Ta

bl
e-
Ⅴ

-1
9.
「

安
全

性
へ
の

影
響

の
可
能

性
と

相
関
の

判
定

」
の
集

約
結

果
（

G
24

）
 

 
安

全
性

へ
の

影
響

の
可

能
性

に
関

す
る

連
鎖

項
目

 

理
解

の
現

状
（

文
献

情
報

に
も

と
づ

く
情

報
、
知

見
）

相
関

の
判

定

（
1
0
5
年

）
と

判

定
根

拠
 

理
解

の
現

状
に

対
す

る
回

答
者

の

主
な

意
見

を
踏

ま
え

た
対

応
 

修
正

判
定

相
関

の
判

定
に

対
す

る
主

な
回

答
を

踏
ま

え
た

判
定

根
拠

 

G
2
4
①
：
内

陸
の

活
断

層
沿

い

以
外

で
地

震
（

伏
在

断
層

の

活
動

）
が

発
生

す
る

可
能

性

＜
全

体
＞

 

G
2
4
 

G
2
2
①

に
同

じ
 

G
2
2
①

に
同

じ
 

G
2
2
①

に
同

じ
 

B
 

G
2
2
①

に
同

じ
 

G
2
4
②
：
内

陸
の

活
断

層
沿

い

以
外

の
地

震
活

動
が

発
生

し

た
場

合
、

深
部

か
ら

熱
水

流

体
が

断
層

沿
い

に
流

入
す

る

可
能

性
。

 

＜
全

体
＞

 

G
2
4
→

熱
水

活
動

 

・
地

震
活

動
に

よ
り

深
部

か
ら

熱
水

流
体

が
活

断
層

沿
い

以
外

の
断

層
に

流
入

す
る

可
能

性
は

あ
る

。
松

代
群

発
地

震
地

域
に

お
け

る
地

震
後

の
観

測
例

が

あ
り

、
地

震
後

周
囲

の
地

下
水

の
水

質
・
水

温
が

上

昇
し

た
と

い
う

報
告

が
あ

る
(
3
4
)
。
熱

水
流

入
の

範
囲

は
、

活
断

層
の

場
合

、
地

表
部

の
水

温
変

化
か

ら
、

断
層

か
ら

最
大

2
-
3
k
m
程

度
(
4
3
)
 
程

度
に

及
ぶ

場
合

が
あ

る
。

 

B
（

断
層

が
活

動

し
て

も
熱

水
流

体
が

流
入

す
る

と
は

限
ら

な
い

）

・
適

切
。

 

 

B
 

・
回

答
の

多
く

は
活

断
層

の
活

動
と

熱
水

流
入

と
の

因
果

関
係

が
不

明
で

あ
り

、
判

定
は

適
当

と
す

る
意

見
。

一
部

に
サ

イ
ト

ご
と

の
検

討
が

必
須

な
項

目
と

し
、

C
と

す
る

意
見

も
あ

っ
た

が
、

コ
サ

イ
ス

ミ
ッ

ク
か

否
か

は
不

明
確

で
あ

る
た

め
、

B
の

ま
ま

と
し

た
。
（

C
：

0
.
5
/
2
5
、

B
：

6
.
5
/
2
5
、

無
回

答
：

1
8
/
2
5
）
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JAEA-Data/Code 2011-005

G
2
4
③
：
内

陸
の

活
断

層
沿

い

以
外

の
地

震
活

動
に

よ
り

深

部
か

ら
熱

水
流

体
が

断
層

沿

い
に

流
入

し
た

場
合

、
広

域

地
下

水
流

動
領

域
の

水
理

特

性
（

ﾎ
ﾟ
ﾃ
ﾝ
ｼ
ｬ
ﾙ
等

）
を

変
化

さ

せ
、

広
域

地
下

水
流

動
の

変

化
、

母
岩

の
地

下
水

流
動

が

変
化

す
る

可
能

性
。

 

＜
水

理
＞

 

熱
水

活
動

→
R
2
.
1
→

R
2
.
2
→

H
2
.
2
 

・
地

震
活

動
に

よ
り

熱
水

流
体

が
断

層
沿

い
に

流
入

し
た

場
合

、
地

下
水

流
動

が
変

化
す

る
可

能
性

は
あ

る
が

、
確

認
事

例
は

な
し

。
 

・
活

断
層

の
例

で
は

、
断

層
に

沿
っ

た
地

下
水

が
、

地
下

深
部

か
ら

供
給

さ
れ

、
浅

所
地

下
水

と
混

合
し

た
と

す
る

報
告

例
が

あ
る

(
1
5
)
。

 

A
1（

断
層

が
活

動

し
、
熱

水
が

流
入

す
れ

ば
周

辺
地

下
水

の
水

理
へ

の
影

響
が

想
定

さ
れ

る
。
影

響
の

程
度

は
断

層
か

ら
の

距
離

に
依

存
）

 

・
適

切
。

 
A
1
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
と

す
る

意
見

。
一

部
意

見
と

し
て

、
確

認
例

は
な

し
で

あ
れ

ば
B
と

す
べ

き
意

見
（

A
1
:
5
/
2
5
、

B
:
0
.
5
/
2
5
、

C
：

1
.
5
/
2
5
、

無
回

答
：

1
8
/
2
5
）

 

し
か

し
、

こ
こ

で
は

熱
水

の
流

入
を

前
提

と
し

て
お

り
、

流
入

す
れ

ば
何

ら
か

の
影

響
を

及
ぼ

す
こ

と
か

ら
、

A
1
の

ま
ま

と
し

た
。

 

G
2
4
④
：
内

陸
の

活
断

層
沿

い

以
外

の
地

震
活

動
に

よ
り

深

部
か

ら
熱

水
流

体
が

断
層

沿

い
に

流
入

し
た

場
合

、
広

域

地
下

水
流

動
領

域
の

地
下

水

化
学

（
水

質
等

）
を

変
化

さ

せ
、

母
岩

の
地

下
水

化
学

が

変
化

す
る

可
能

性
。

 

＜
化

学
＞

 

熱
水

活
動

→
R
4
.
1
→

H
4
.
2
 

・
地

震
活

動
に

よ
り

熱
水

流
体

が
断

層
沿

い
に

流
入

し
た

場
合

、
地

下
水

化
学

が
変

化
す

る
可

能
性

は
あ

る
。

 

・
松

代
群

発
地

震
地

域
に

お
け

る
地

震
後

の
観

測
例

が
あ

り
、
地

震
後

周
囲

の
地

下
水

の
水

質
・
同

位
体

比
が

変
化

し
た

と
い

う
報

告
が

あ
る

(
3
4
)
。

 

・
適

切
。

 
A
1
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
と

す
る

意
見

。
安

全
性

へ
の

影
響

の
観

点
か

ら
は

そ
の

程
度

は
大

き
い

と
は

思
え

な
い

が
、

網
羅

性
の

観
点

か
ら

あ
っ

て
も

良
い

と
思

う
の

で
、
A
2
ま

た
は

B
が

適
当

と
い

う
意

見
も

あ
っ

た
が

、
こ

こ
で

は
熱

水
の

流
入

が
あ

れ
ば

何
ら

か
の

影
響

を
及

ぼ
す

と
し

、
A
1
の

ま
ま

と
し

た
。

 

（
A
1
:
5
.
5
/
2
5
、
A
2
:
0
.
5
/
2
5
、
B
:
0
.
5
/
2
5
、
C：

1
.
5
/
2
5
、
無

回
答

：

1
7
/
2
5
）

 

G
2
4
⑤
：
内

陸
の

活
断

層
沿

い

以
外

の
地

震
活

動
に

よ
り

深

部
か

ら
熱

水
流

体
が

断
層

沿

い
に

流
入

し
た

場
合

、
広

域

地
下

水
流

動
領

域
の

地
下

水

温
を

変
化

さ
せ

、
母

岩
の

地

下
水

温
が

変
化

す
る

可
能

性
。

 

＜
熱

＞
 

熱
水

活
動

→
R
1
.
1
→

H
１

.
2
 

・
地

震
活

動
に

よ
り

熱
水

流
体

が
断

層
沿

い
に

流
入

し
た

場
合

、
地

下
水

温
が

変
化

す
る

可
能

性
は

あ

る
。
松

代
群

発
地

震
地

域
に

お
け

る
地

震
後

の
観

測

例
が

あ
り

、
地

震
後

周
囲

の
地

下
水

の
水

温
が

上
昇

し
た

と
い

う
報

告
が

あ
る

(
3
4
)
。

 

・
熱

水
の

湧
出

す
る

活
断

層
周

辺
の

例
で

は
水

温
が

活
断

層
か

ら
離

れ
た

場
所

よ
り

も
高

く
（

有
馬

温
泉

で
は

最
高

9
8
℃

(
1
9
)
）
、
深

部
か

ら
熱

水
の

供
給

に
よ

る
影

響
を

受
け

て
い

る
可

能
性

が
あ

る
。
周

辺
岩

盤

の
深

部
の

水
温

変
化

の
範

囲
に

つ
い

て
は

不
明

で

あ
る

が
、
少

な
く

と
も

熱
水

の
流

入
範

囲
よ

り
も

広

範
囲

と
推

定
さ

れ
る

。
 

A
1（

断
層

が
活

動

し
、
熱

水
が

流
入

す
れ

ば
周

辺
地

下
水

の
熱

、
水

質

に
影

響
が

想
定

さ
れ

る
。
影

響
の

程
度

は
断

層
か

ら
の

距
離

に
依

存
）

 

・
適

切
。

 
A
1
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
と

す
る

意
見

。
安

全
性

へ
の

影
響

の
観

点
か

ら
は

そ
の

程
度

は
大

き
い

と
は

思
え

な
い

が
、

網
羅

性
の

観
点

か
ら

あ
っ

て
も

良
い

と
思

う
の

で
、
A
2
ま

た
は

B
が

適
当

と
い

う
意

見
も

あ
っ

た
が

、
こ

こ
で

は
熱

水
の

流
入

が
あ

れ
ば

何
ら

か
の

影
響

を
及

ぼ
す

と
し

、
A
1
の

ま
ま

と
し

た
。

 

（
A
1
:
4
/
2
5
、
A
2
:
0
.
5
/
2
5
、
B
:
0
.
5
/
2
5
、
C：

1
/
2
5
、
無

回
答
：
1
9
/
2
5
）
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Ta
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e-
Ⅴ

-2
0.
「

安
全

性
へ
の

影
響

の
可
能

性
と

相
関
の

判
定

」
の
集

約
結

果
（

G
25

）
 

 
安

全
性

へ
の

影
響

の
可

能
性

に
関

す
る

連
鎖

項
目

 

理
解

の
現

状
（

文
献

情
報

に
も

と
づ

く
情

報
、
知

見
）

相
関

の
判

定

（
1
0
5
年

）
と

判

定
根

拠
 

理
解

の
現

状
に

対
す

る
回

答
者

の

主
な

意
見

を
踏

ま
え

た
対

応
 

修
正

判
定

相
関

の
判

定
に

対
す

る
主

な
回

答
を

踏
ま

え
た

判
定

根
拠

 

G
2
5
①
：
内

陸
の

活
断

層
沿

い

以
外

で
地

震
（

伏
在

断
層

の

活
動

）
が

発
生

す
る

可
能

性

＜
全

体
＞

 

G
2
5
 

G
2
2
①

に
同

じ
 

G
2
2
①

に
同

じ
 

G
2
2
①

に
同

じ
 

B
 

G
2
2
①

に
同

じ
 

G
2
5
②
：
内

陸
の

活
断

層
沿

い

以
外

の
地

震
活

動
が

発
生

し

た
場

合
、

地
形

・
地

質
構

造

に
変

化
が

生
ず

る
可

能
性

。

＜
全

体
＞

 

G
2
5
→

地
形

・
地

質
構

造
 

・
地

震
活

動
に

よ
る

地
形
・
地

質
構

造
変

化
の

可
能

性
あ

り
。
伏

在
活

断
層

の
場

合
、
活

動
度

は
C
級

と

推
定

さ
れ

て
い

る
。
こ

れ
は

過
去

に
何

度
か

活
動

し

た
こ

と
が

あ
る

伏
在

活
断

層
の

場
合

、
B
級

あ
る

い

は
A
級

で
あ

れ
ば

、
必

ず
地

表
に

断
層

変
位

と
し

て

痕
跡

が
残

る
と

さ
れ

て
い

る
か

ら
で

あ
る

。
し

か

し
、
過

去
に

活
動

し
て

お
ら

ず
、
新

た
に

活
動

し
た

新
生

断
層

の
場

合
、
そ

の
保

証
の

限
り

で
は

な
い

た

め
、

A
級

や
B
級

の
可

能
性

も
あ

る
。

逆
断

層
の

場

合
、

A
級

の
場

合
、

地
形

・
地

質
構

造
の

変
化

量
は

１
回

の
変

位
量

か
ら

1
0
0
0
年

で
数

m
で

あ
り

、
B
級

で
は

、
0
.
1
-
1
m
で

あ
る

(
2
9
)
。

 

・
鳥

取
県

西
部

地
震

震
央

か
ら

南
東

約
5
0
0
m
、
地

表

下
約

2
0
0
m
地

点
の

ト
ン

ネ
ル

で
約

1
0
～

2
0
c
m
の

横

ず
れ

変
位

が
観

測
さ

れ
た

(
4
1
)
。

 

A
1（

断
層

の
活

動

度
が

A
級

の
場

合
、

変
位

量
は

1
0
5

年
で

数

1
0
0
m

で
あ

り
、

す
べ

て
こ

れ
が

鉛
直

成
分

で
あ

る
と

す
る

と
地

形
・
地

質
構

造
へ

の
影

響
は

大
）

・
適

切
。

 
A
1
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
と

す
る

意
見

。
一

部
に

、
C
級

の
伏

在

断
層

で
あ

れ
ば

影
響

は
小

さ
く

A
2
と

す
る

意
見

。
（

A
1
:
7
.
5
/
2
5
、

A
2
:
0
.
5
/
2
5
、

無
回

答
：

1
7
/
2
5
）

こ
こ

で
は

、
伏

在
断

層
の

場
合

で

も
将

来
活

動
し

地
形

・
地

質
構

造
に

与
え

る
影

響
は

小
さ

く
な

い
と

し
て

、
A
1
の

ま
ま

と
し

た
。

 

G
2
5
③
：
内

陸
の

活
断

層
沿

い

以
外

の
地

震
活

動
に

よ
り

地

形
・

地
質

構
造

に
変

化
が

生

じ
た

場
合

、
広

域
地

下
水

流

動
領

域
の

水
理

特
性

が
変

化

し
、
広

域
地

下
水

流
動

領
域

、

母
岩

の
地

下
水

流
動

が
変

化

す
る

可
能

性
。

 

＜
水

理
＞

 

地
形

・
地

質
構

造
→

R
2
.
1
→

R
2
.
2
→

H
2
.
2
 

・
地

震
に

伴
っ

て
地

形
・
地

質
構

造
の

変
化

に
伴

い

地
形

勾
配

が
変

化
し

た
場

合
、

動
水

勾
配

が
変

化

し
、
地

下
水

流
動

変
化

が
生

じ
る

可
能

性
あ

り
。
核

燃
料

サ
イ

ク
ル

開
発

機
構

（
1
9
9
9
）

 
(
2
6
)
は

、
隆

起

に
よ

る
地

形
変

化
を

考
慮

し
た

地
下

水
流

動
解

析

を
実

施
し

て
お

り
、
そ

れ
に

よ
る

と
地

形
勾

配
の

変

化
が

地
下

水
の

動
水

勾
配

に
影

響
す

る
と

し
て

い

る
。

 

A
1（

A
級

の
逆

断

層
場

合
数

m
以

上
の

変
位

に
よ

る
地

形
変

化
が

あ
る

た
め

、
変

位

が
長

期
に

亘
っ

て
継

続
す

る
と

す
れ

ば
、
動

水
勾

配
へ

の
影

響
は

大
き

い
）

 

・
適

切
。

 
A
1
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
と

す
る

意
見

。
一

部
意

見
と

し
て

、
地

形
変

化
を

考
慮

し
た

地
下

水
流

動
解

析
は

、
あ

く
ま

で
も

解
析

事
例

で
あ

り
そ

れ
が

確
か

で
あ

る
と

い
う

こ
と

の
証

明
は

難
し

く
、

実
際

に
観

察
さ

れ
た

こ
と

と
、

あ
る

条
件

を
与

え
て

の
計

算
・

解
析

結
果

は
分

け
る

べ
き

で
あ

り
、
そ

の
た

め
、
A
2
く

ら
い

が
適

当
と

す
る

意

見
あ

り
。
（

A
1
:
7
.
5
/
2
5
、

A
2
:
0
.
5
/
2
5
、

無
回

答
：

1
7
/
2
5
）

こ
こ

で

は
、

観
測

事
例

は
な

い
が

、
地

形
変

化
が

起
こ

れ
ば

、
程

度
に

違
い

は
あ

る
も

の
の

大
き

い
場

合
を

想
定

し
A
1
の

ま
ま

と
し

た
。
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JAEA-Data/Code 2011-005

Ta
bl

e-
Ⅴ

-2
1.
「

安
全

性
へ
の

影
響

の
可
能

性
と

相
関
の

判
定

」
の
集

約
結

果
（

G
26

）
 

 
安

全
性

へ
の

影
響

の
可

能
性

に
関

す
る

連
鎖

項
目

 

理
解

の
現

状
（

文
献

情
報

に
も

と
づ

く
情

報
、
知

見
）

相
関

の
判

定

（
1
0
5
年

）
と

判

定
根

拠
 

理
解

の
現

状
に

対
す

る
回

答
者

の
主

な
意

見
を

踏
ま

え
た

対
応

 

修
正

判
定

相
関

の
判

定
に

対
す

る
主

な
回

答
を

踏
ま

え
た

判
定

根
拠

 

G
2
6
①
：
内

陸
の

活
断

層
沿

い

以
外

で
地

震
（

伏
在

断
層

の

活
動

）
が

発
生

す
る

可
能

性

＜
全

体
＞

 

G
2
6
 

G
2
2
①

に
同

じ
 

G
2
2
①

に
同

じ
 

G
2
2
①

に
同

じ
 

B
 

G
2
2
①

に
同

じ
 

G
2
6
②
：
内

陸
の

活
断

層
沿

い

以
外

の
地

震
活

動
が

発
生

し

た
場

合
、

地
形

・
地

質
構

造

に
変

化
が

生
ず

る
可

能
性

。

＜
全

体
＞

 

G
2
6
→

地
形

・
地

質
構

造
 

G
2
5
②

に
同

じ
 

G
2
5
②

に
同

じ
 

G
2
5
②

に
同

じ
 

A
1
 

G
2
5
②

に
同

じ
 

G
2
6
③
：
内

陸
の

活
断

層
沿

い

以
外

の
地

震
活

動
に

よ
り

、

地
形
・
地

質
構

造
が

変
化
（

断

層
上

盤
側

の
累

積
的

な
上

昇

な
ど

）
し

た
場

合
、
侵

食
（

削

剥
）

が
継

続
し

、
対

地
深

度

が
変

化
す

る
可

能
性

。
 

＜
全

体
＞

 

地
形

・
地

質
構

造
→

侵
食

・

堆
積

 

・
地

震
活

動
に

よ
る

累
積

的
な

隆
起

等
に

よ
る

地

形
・
地

質
構

造
が

変
化

し
た

場
合

、
侵

食
に

よ
る

サ

イ
ト

の
対

地
深

度
の

減
少

の
可

能
性

あ
り

。
 

・
断

層
新

生
後

の
鉛

直
変

位
量

の
最

大
を

、
1
0
m
/
千

年
（

A
級

）
と

仮
定

し
、

変
位

量
と

侵
食

量
と

が
同

じ
で

あ
る

と
す

れ
ば

、
1
0
5
年

間
で

数
1
0
0
m
隆

起
・

削
剥

さ
れ

る
と

す
る

と
、
そ

の
分

だ
け

地
表

に
接

近

す
る

こ
と

に
な

る
。

 

A
1（

侵
食
・
堆

積

が
隆

起
速

度
と

同
程

度
の

場
合

、

対
地

深
度

が
減

少
す

る
可

能
性

が
あ

る
。
影

響
の

程
度

は
侵

食
速

度
、
断

層
か

ら
の

距
離

に
依

存
す

る
。
）

 

・
適

切
。

 
A
1
 

・
回

答
は

、
適

当
と

す
る

意
見

。
 

（
A
1
:
7
/
2
5
、

無
回

答
：

1
8
/
2
5
）

 
 

 

G
2
6
④
：
内

陸
の

活
断

層
沿

い

以
外

の
地

震
活

動
に

よ
り

、

地
形
・
地

質
構

造
が

変
化
（

断

層
上

盤
側

の
累

積
的

な
上

昇

な
ど

）
し

、
侵

食
（

削
剥

）

が
継

続
し

、
サ

イ
ト

が
相

対

的
に

地
表

に
接

近
し

た
場

合
、

母
岩

の
水

理
特

性
に

変

化
が

発
生

す
る

可
能

性
。

 

＜
水

理
＞

 

侵
食

・
堆

積
→

H
2
.
1
 

・
侵

食
に

よ
っ

て
断

層
上

盤
側

が
削

剥
さ

れ
れ

ば
、

サ
イ

ト
と

地
表

と
の

距
離

は
減

少
し

、
相

対
的

に
サ

イ
ト

の
流

動
系

が
、

広
域

地
下

水
流

動
系

→
局

地
・

中
間

流
動

系
へ

変
化

す
る

可
能

性
が

あ
る

こ
と

か

ら
、
水

理
、
水

質
が

変
化

す
る

可
能

性
あ

り
。
確

認

例
は

な
い

。
 

・
透

水
係

数
は

深
度

5
0
0
m
程

度
ま

で
は

、
浅

所
ほ

ど
大

き
い

 
(
2
6
)
 
こ

と
か

ら
、
対

地
深

度
が

減
少

す
る

と
水

理
に

与
え

る
影

響
は

あ
る

。
 

・
降

水
起

源
と

考
え

ら
れ

る
地

下
水

は
、
深

度
と

と

も
に

N
a
+
,
H
C
O
3
-
が

増
加

す
る

傾
向

に
あ

り
、
深

部
と

浅
所

と
で

水
質

が
異

な
る

(
2
6
)
。
対

地
深

度
が

変
化

す

れ
ば

、
地

下
水

の
水

質
が

変
化

す
る

可
能

性
は

あ

る
。

 

A
1（

対
地

深
度

が

減
少

す
る

と
、
水

理
、
地

下
水

化
学

に
影

響
あ

り
。
影

響
の

程
度

は
、
侵

食
に

よ
る

対
地

深
度

の
変

化
量

に
依

存
）

 

・
適

切
。

 
A
1
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
と

す
る

意
見

。
一

部
意

見
と

し
て

、
安

全
性

へ
の

影
響

の
観

点
か

ら
は

そ
の

程
度

は
大

き
い

と
は

思
え

な
い

が
、
網

羅
性

の
観

点
か

ら
あ

っ
て

も
良

い
と

思
う

の
で

、
A
2
ま

た
は

B
が

適
当

と
い

う
意

見
も

あ
っ

た
。

 

（
A
1
:
7
/
2
5
、
A
2
:
1
/
2
5
、
無

回
答
：
1
7
/
2
5
）
し

か
し

、
こ

こ
で

は
対

地
深

度
の

変
化

量
に

よ
っ

て
は

影
響

は
小

さ
い

と
は

言
え

な
い

た
め

A
1
の

ま
ま

と
し

た
。
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G
2
6
⑤
：
内

陸
の

活
断

層
沿

い

以
外

の
地

震
活

動
に

よ
り

、

地
形
・
地

質
構

造
が

変
化
（

断

層
上

盤
側

の
累

積
的

な
上

昇
）

し
、

削
剥

が
継

続
し

、

サ
イ

ト
が

相
対

的
に

地
表

に

接
近

し
た

場
合

、
母

岩
の

地

下
水

化
学

に
影

響
が

及
ぶ

可

能
性

。
 

＜
化

学
＞

 

侵
食

・
堆

積
→

H
4
.
2
 

・
適

切
。

 
A
1
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
と

す
る

意
見

。
一

部
意

見
と

し
て

、
安

全
性

へ
の

影
響

の
観

点
か

ら
は

そ
の

程
度

は
大

き
い

と
は

思
え

な
い

が
、
網

羅
性

の
観

点
か

ら
あ

っ
て

も
良

い
と

思
う

の
で

、
A
2
が

適
当

と
す

る
意

見
あ

り
。

 

・
（

A
1
:
6
/
2
5
、

A
2
:
1
/
2
5
、

無
回

答
：

1
8
/
2
5
）

こ
こ

で
は

、
対

地
深

度
の

変
化

量
に

よ
っ

て
は

影
響

は
小

さ
い

と
は

言
え

な
い

た
め

A
1

の
ま

ま
と

し
た

。
 

 

G
2
6
⑥
：
内

陸
の

活
断

層
沿

い

以
外

の
地

震
活

動
に

よ
り

、

地
形
・
地

質
構

造
が

変
化
（

断

層
上

盤
側

の
累

積
的

な
上

昇
）

し
、

削
剥

が
継

続
し

、

サ
イ

ト
が

相
対

的
に

地
表

に

接
近

し
た

場
合

、
浅

所
の

地

下
水

が
流

入
す

る
こ

と
に

よ

り
、

母
岩

の
地

下
水

温
が

変

化
す

る
可

能
性

。
 

＜
熱

＞
 

侵
食

・
堆

積
→

H
1
.
2
 

・
適

切
。

 
A
1
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
と

す
る

意
見

。
一

部
意

見
と

し
て

、
安

全
性

へ
の

影
響

の
観

点
か

ら
は

そ
の

程
度

は
大

き
い

と
は

思
え

な
い

が
、
網

羅
性

の
観

点
か

ら
あ

っ
て

も
良

い
と

思
う

の
で

、
A
2
が

適
当

と
す

る
意

見
あ

り
。
（

A
1
:
6
/
2
5
、

A
2
:
1
/
2
5
、

無
回

答
：

1
8
/
2
5
）

こ

こ
で

は
、

対
地

深
度

の
変

化
量

に
よ

っ
て

は
影

響
は

小
さ

い
と

は
言

え
な

い
た

め
A
1
の

ま
ま

と
し

た
。

 

 

G
2
6
⑦
：
内

陸
の

活
断

層
沿

い

以
外

の
地

震
活

動
に

よ
り

、

地
形
・
地

質
構

造
が

変
化
（

断

層
上

盤
側

の
累

積
的

な
上

昇
）

し
、

削
剥

が
継

続
し

、

サ
イ

ト
が

相
対

的
に

地
表

に

接
近

し
た

場
合

、
上

載
荷

重

の
減

少
に

よ
り

応
力

状
態

が

変
化

す
る

可
能

性
。

 

＜
力

学
＞

 

侵
食

・
堆

積
→

H
3
.
2
 

・
侵

食
に

よ
っ

て
断

層
上

盤
側

が
削

剥
さ

れ
れ

ば
、

サ
イ

ト
と

地
表

と
の

距
離

は
減

少
す

る
た

め
、
温

度

は
低

下
、

上
載

荷
重

の
減

少
す

る
可

能
性

あ
り

。
 

・
地

下
水

温
度

は
地

温
勾

配
に

影
響

さ
れ

、
深

部
ほ

ど
温

度
が

高
く

な
る

。
ま

た
深

度
1
0
0
m
程

度
よ

り

浅
部

で
は

、
降

雨
涵

養
に

伴
う

温
度

変
化

の
影

響
を

強
く

受
け

る
(
2
7
)
。
こ

の
た

め
、
サ

イ
ト

の
対

地
深

度

が
減

少
す

れ
ば

、
地

下
水

温
が

変
化

す
る

可
能

性
あ

り
。

 

・
深

度
と

鉛
直

応
力

、
深

度
と

水
平

面
内

平
均

応
力

は
そ

れ
ぞ

れ
正

の
相

関
を

有
し

、
深

度
と

と
も

に
高

く
な

る
た

め
(
2
6
)
 
、

サ
イ

ト
の

対
地

深
度

が
減

少
し

た
場

合
、

応
力

変
化

の
可

能
性

は
あ

る
。

 

A
1（

対
地

深
度

が

減
少

す
る

と
、

熱
、
力

学
に

影
響

あ
り

。
影

響
の

程

度
は

、
侵

食
に

よ

る
対

地
深

度
の

変
化

量
に

依
存

）

・
適

切
。

 
A
1
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
と

す
る

意
見

。
一

部
意

見
と

し
て

、
安

全
性

へ
の

影
響

の
観

点
か

ら
は

そ
の

程
度

は
大

き
い

と
は

思
え

な
い

が
、
網

羅
性

の
観

点
か

ら
あ

っ
て

も
良

い
と

思
う

の
で

、
A
2
が

適
当

と
す

る
意

見
あ

り
。
（

A
1
:
6
/
2
5
、

A
2
:
1
/
2
5
、

無
回

答
：

1
8
/
2
5
）

こ

こ
で

は
、

対
地

深
度

の
変

化
量

に
よ

っ
て

は
影

響
は

小
さ

い
と

は
言

え
な

い
た

め
A
1
の

ま
ま

と
し

た
。

 

 

  G
2
6
’

①
：
内

陸
の

活
断

層
沿

い
以

外
で

地
震

（
伏

在
断

層

の
活

動
）

が
発

生
す

る
可

能

性
 

＜
全

体
＞

 

G
2
6
’

 

G
2
2
①

に
同

じ
 

G
2
2
①

に
同

じ
 

G
2
2
①

に
同

じ
 

B
 

G
2
2
①

に
同

じ
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G
2
6
’

②
：
内

陸
の

活
断

層
沿

い
以

外
の

地
震

活
動

が
発

生

し
た

場
合

、
地

形
・

地
質

構

造
に

変
化

が
生

ず
る

可
能

性
。

 

＜
全

体
＞

 

G
2
6
’

→
地

形
・

地
質

構
造

 

G
2
5
②

に
同

じ
 

G
2
5
②

に
同

じ
 

G
2
5
②

に
同

じ
 

A
1
 

G
2
5
②

に
同

じ
 

G
2
6
’
③
：
内

陸
の

活
断

層
沿

い
以

外
の

地
震

活
動

に
よ

り
、

断
層

上
盤

側
の

累
積

的

な
上

昇
し

た
場

合
、

侵
食

の

発
生

あ
る

い
は

、
侵

食
の

起

こ
る

可
能

性
。

 

＜
全

体
＞

 

地
形

・
地

質
構

造
→

侵
食

・

堆
積

 

・
地

震
活

動
に

よ
り

、
断

層
上

盤
側

の
累

積
的

な
上

昇
が

起
こ

っ
た

場
合

、
侵

食
が

進
む

可
能

性
あ

り
。

内
陸

の
活

断
層

沿
い

以
外

の
地

震
を

引
き

起
こ

し

た
断

層
の

場
合

、
鉛

直
変

位
量

の
を

数
m
/
千

年
と

し
、

変
位

量
と

侵
食

量
と

が
同

じ
で

あ
れ

ば
、

1
0
5

年
間

で
数

1
0
0
m
隆

起
・
削

剥
さ

れ
る

可
能

性
あ

り
。

・
一

方
、
わ

が
国

に
お

い
て

標
高

と
高

度
分

散
量

と

間
に

は
良

好
な

相
関

関
係

に
あ

る
と

さ
れ

て
お

り
(
5
3
)
、

内
陸

の
活

断
層

の
例

を
参

考
に

断
層

の
変

位

（
鉛

直
）

速
度

の
最

大
を

数
m
/
千

年
と

し
、

1
0
5
年

で
数

1
0
0
m
程

度
隆

起
し

た
と

す
れ

ば
、

高
度

分
散

量
の

変
化

は
数

1
0
-
2
0
m
程

度
で

あ
る

。
 

 

A
1
（

差
別

的
な

侵
食

が
進

み
、

起
伏

量
の

増
加

が
起

こ
る

可
能

性
あ

り
。

影
響

の
程

度
は

侵
食

速
度

の
違

い
等

に
よ

る
。
）

 

・
適

切
。

 
A
1
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
と

す
る

意
見

。
一

部
意

見
と

し
て

、
安

全
性

へ
の

影
響

の
観

点
か

ら
は

そ
の

程
度

は
大

き
い

と
は

思
え

な
い

が
、
網

羅
性

の
観

点
か

ら
あ

っ
て

も
良

い
と

思
う

の
で

、
A
2
が

適
当

と
す

る
意

見
あ

り
。
（

A
1
:
7
/
2
5
、

A
2
:
1
/
2
5
、

無
回

答
：

1
7
/
2
5
）

こ

こ
で

は
、

起
伏

量
変

化
量

は
時

間
ス

ケ
ー

ル
を

考
慮

し
た

場
合

小
さ

い
と

は
い

い
き

れ
な

い
た

め
、

A
1
の

ま
ま

と
し

た
。

 

G
2
6
’
④
：
内

陸
の

活
断

層
沿

い
以

外
の

地
震

活
動

に
よ

り
、

断
層

上
盤

側
の

累
積

的

な
上

昇
、

侵
食

の
発

生
あ

る

い
は

、
侵

食
が

継
続

、
地

形

変
化

し
た

場
合

、
広

域
地

下

水
流

動
領

域
の

水
理

特
性

（
動

水
勾

配
）

が
変

化
し

、

広
域

地
下

水
流

動
領

域
・

母

岩
領

域
の

地
下

水
流

動
が

変

化
す

る
可

能
性

。
 

＜
水

理
＞

 

侵
食

・
堆

積
→

R
2.
1
→

R
2
.
2

→
H
2
.
2
 

・
断

層
活

動
に

よ
り

変
位
・
変

形
が

進
み

、
差

別
的

な
侵

食
が

進
め

ば
、
起

伏
量

等
の

地
形

傾
斜

の
変

化

が
地

下
の

水
理

特
性

に
与

え
る

影
響

を
無

視
で

き

な
い

。
 

・
た

だ
し

、
G
2
6
’

③
の

理
由

に
よ

り
、

侵
食

に
伴

う
起

伏
量

が
最

大
限

変
化

し
た

と
し

て
も

、
対

地
深

度
の

変
化

に
比

べ
る

と
地

下
深

部
の

水
理

に
与

え

る
影

響
は

小
さ

い
。

 

 

A
2
（

侵
食

の
進

行
よ

る
地

形
の

起
伏

変
化

の
み

に
よ

る
地

下
深

部
へ

影
響

は
小

さ
い

）
 

・
適

切
。

 

 

A
2
 

・
回

答
は

、
影

響
は

小
さ

く
な

い
と

し
A
1
と

す
る

意
見

に
が

多
か

っ

た
。（

A
1
:
5
/
2
5
、
A
2
:
1
/
2
5
、
無

回
答
：
1
9
/
2
5
）
。
し

か
し

、
河

谷
の

侵
食

は
下

方
侵

食
だ

け
で

な
く

側
方

に
も

侵
食

は
進

む
た

め
、

極
端

に
河

谷
形

状
が

変
化

す
る

わ
け

で
は

な
い

。
G
2
5

の
対

地
深

度
の

変

化
に

比
べ

る
と

小
さ

い
と

し
た

。
地

下
深

部
へ

の
地

下
水

流
動

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
し

、
こ

こ
で

は
A
2
の

ま
ま

と
し

た
。
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Ta
bl

e-
Ⅴ

-2
2.
「

安
全

性
へ
の

影
響

の
可
能

性
と

相
関
の

判
定

」
の
集

約
結

果
（

G
52

）
 

 
安

全
性

へ
の

影
響

の
可

能
性

“
に

関
す

る
連

鎖
項

目
 

理
解

の
現

状
（

文
献

情
報

に
も

と
づ

く
情

報
、
知

見
）

相
関

の
判

定

（
1
0
5
年

）
と

判

定
根

拠
 

理
解

の
現

状
に

対
す

る
回

答
者

の
主

な
意

見
を

踏
ま

え
た

対
応

 

修
正

判
定

相
関

の
判

定
に

対
す

る
主

な
回

答
を

踏
ま

え
た

判
定

根
拠

 

G
5
2
①

：
気

候
変

動
に

よ
り

、

海
面

変
化

が
お

き
る

可
能

性

（
海

岸
線

が
移

動
、

汀
線

標

高
の

変
化

）
 

＜
全

体
＞

 

G
5
2
 

・
気

候
変

動
に

よ
り

、
海

面
変

化
が

起
こ

る
可

能
性

あ
り

。
 

・
海

面
標

高
は

、
氷

期
で

低
下

、
間

氷
期

で
上

昇
傾

向
に

あ
る

。
海

岸
線

移
動

は
1
0
5
年

サ
イ

ク
ル

で
起

こ
る

（
1
）
（

2
）
。

 

・
最

終
氷

期
最

寒
冷

期
の

海
水

準
に

つ
い

て
は

、
浅

海
地

形
図

の
溺

れ
谷

や
平

野
下

の
最

寒
冷

期
の

河

川
標

高
の

デ
ー

タ
な

ど
か

ら
、
当

時
の

海
岸

線
の

平

面
位

置
が

推
定

さ
れ

て
い

る
（

2
1
）
。

 

C
（

海
面

高
度

の

変
化

は
沿

岸
域

に
限

定
さ

れ
、
海

岸
線

の
移

動
量

は
沿

岸
の

地
形

勾
配

に
依

存
。
）

・
妥

当
。

 

・
海

岸
線

の
移

動
は

、
海

面
変

化
と

堆
積

物
供

給
と

の
バ

ラ
ン

ス
に

よ
っ

て
、

も
っ

と
複

雑
に

起
こ

る
。

 

・
M
I
S
5
ピ

ー
ク

で
+
5
m
の

海
面

高
度

。

今
後

地
球

温
暖

化
に

て
+
2
ｍ

程
度

の

海
面

上
昇

評
価

が
必

要
。

 

→
局

地
的

な
海

面
変

化
に

つ
い

て
は

詳
細

な
情

報
を

例
示

す
る

こ
と

と
す

る
。

こ
こ

で
は

海
岸

線
の

詳
細

な
形

状
を

問
題

と
し

て
い

な
い

。
表

現
方

法
に

つ
い

て
再

検
討

す
る

予
定

。
 

C
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
で

あ
る

と
い

う
意

見
。

そ
の

他
意

見
と

し
て

、
現

実
問

題
と

し
て

、
種

々
の

条
件

か
ら

内
陸

に
サ

イ
ト

が
選

定
さ

れ
る

と
は

と
う

て
い

思
え

ず
、

沿
岸

部
に

な
る

と
思

う
の

で
、

海
岸

に
囲

ま
れ

た
日

本
列

島
で

は
海

面
変

化
の

問
題

は
避

け
て

通
れ

な
い

こ
と

か
ら

A
1
と

す
べ

き
意

見
が

あ
っ

た
が

、
こ

こ
で

は
、
沿

岸

域
を

前
提

と
し

て
い

な
い

た
め

、
C
と

し
た

。
 

（
A
1
:
3
/
2
5
、

B
:
1
/
2
5
、

C
：

6
/
2
5
、

無
回

答
：

1
5
/
2
5
）

 

G
5
2
②
：
海

面
変

化
に

よ
る

海

岸
線

が
移

動
し

た
場

合
、

塩

淡
境

界
が

移
動

（
水

理
体

系

と
水

収
支

が
変

化
す

る
）

す

る
可

能
性

。
 

＜
水

理
＞

 

G
5
2
→

R
2
.
4
 

・
海

面
変

化
に

よ
り

海
岸

線
の

移
動

が
起

こ
り

、
塩

淡
境

界
位

置
が

変
化

す
る

可
能

性
は

あ
る

。
た

だ

し
、
必

ず
し

も
海

面
の

昇
降

に
塩

淡
境

界
の

移
動

が

連
動

し
て

起
こ

っ
て

い
る

と
は

限
ら

な
い

。
青

函
ト

ン
ネ

ル
(
1
5
)
や

宇
土

半
島

（
有

明
海

）
(
1
6
)
な

ど
の

例

で
は

、
沿

岸
沖

の
海

底
下

に
古

い
時

代
の

淡
水
（

青

函
ト

ン
ネ

ル
の

例
で

は
氷

期
の

淡
水

）
が

残
存

し
、

海
面

低
下

期
の

天
水

が
取

り
残

さ
れ

て
い

る
と

い

う
報

告
が

あ
る

。
地

下
深

部
の

塩
淡

境
界

の
形

成
プ

ロ
セ

ス
に

つ
い

て
は

、
十

分
解

明
さ

れ
て

い
な

い
。

A
1（

遠
浅

の
沿

岸

で
は

地
形

勾
配

は
 
数

°
以

下
で

あ
る

た
め

、
海

岸

線
位

置
、
塩

淡
境

界
の

移
動

量
も

大
き

い
。
地

下
深

部
の

塩
淡

境
界

は
移

動
す

る
と

は
限

ら
な

い
）

・
適

切
。

 
A
1
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
で

あ
る

と
い

う
意

見
。

そ
の

他
意

見
と

し
て

海
面

変
化

に
よ

り
、

塩
淡

境
界

が
移

動
す

る
か

は
不

明
と

し
B

と
す

る
意

見
も

あ
っ

た
が

、
塩

淡
境

界
が

全
く

海
面

変
化

に
よ

る
影

響
を

受
け

な
い

と
い

う
保

証
は

な
い

た
め

A
1
の

ま
ま

と
し

た
。

 

（
A
1
:
1
0
/
2
5
、

B
:
1
/
2
5
、

C
：

6
/
2
5
、

無
回

答
：

1
4
/
2
5
）

 

G
5
2
③
：
海

面
変

化
に

よ
る

海

岸
線

の
移

動
し

、
塩

淡
境

界

が
移

動
し

た
場

合
、

広
域

地

下
水

流
動

領
域

、
母

岩
領

域

の
水

理
特

性
,
地

下
水

流
動

が
変

化
す

る
可

能
性

。
 

＜
水

理
＞

 

R
2
.
4
→

R
2
.
1
→

R
2
.
2
→

H
2
.
2

・
海

面
変

化
に

よ
り

、
塩

淡
境

界
位

置
が

変
化

し
た

場
合

、
水

理
特

性
、
地

下
水

流
動

が
変

化
す

る
可

能

性
は

あ
る

。
 

・
陸

域
で

は
地

下
水

位
の

昇
降

が
、
海

岸
付

近
で

は

地
下

水
の

流
出

経
路

が
変

化
す

る
。
こ

れ
に

関
し

て

は
解

析
的

事
例

あ
り

（
2
）

(
3
)
。

 

・
地

盤
の

透
水

係
数

が
変

わ
ら

な
い

と
す

る
と

、
地

下
水

位
の

低
下

量
は

海
退

汀
線

付
近

で
最

も
大

き

く
、

内
陸

に
向

け
指

数
的

に
急

激
に

小
さ

く
な

り
、

数
1
0
k
m
以

遠
で

は
影

響
は

ほ
と

ん
ど

及
ば

な
い

と

さ
れ

て
い

る
(
2
)
。

 

・
解

析
的

事
例

に
よ

れ
ば

、
海

面
変

化
を

考
慮

し
た

非
定

常
解

析
で

は
考

慮
し

な
い

定
常

解
析

に
比

べ

て
深

部
淡

水
（

＋
海

水
）

域
の

滞
留

時
間

は
1
/
1
0

程
度

す
な

わ
ち

数
万

年
オ

ー
ダ

ー
に

な
る

可
能

性

が
あ

る
(
1
7
)
。

 

A
1（

塩
淡

境
界

が

移
動

し
た

場
合

、

地
下

水
の

流
動

経
路

、
滞

留
時

間

等
が

変
化

す
る

可
能

性
あ

り
。
）

・
適

切
。

 

 

A
1
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
で

あ
る

と
い

う
意

見
。

そ
の

他
意

見
と

し
て

地
下

水
流

動
特

性
の

変
化

の
程

度
に

よ
っ

て
は

、
A
2
も

あ
り

え

る
と

い
う

意
見

も
あ

っ
た

が
、

沿
岸

域
で

は
影

響
は

避
け

て
通

れ
な

い
こ

と
か

ら
、

こ
こ

で
は

A
1
と

し
た

。
 

（
A
1
:
1
0
.
5
/
2
5
、

A
2
:
0
.
5
/
2
5
、

無
回

答
：

1
4
/
2
5
）
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JAEA-Data/Code 2011-005

G
5
2
④
：
海

面
変

化
に

よ
る

海

岸
線

の
移

動
し

、
塩

淡
境

界

が
移

動
し

た
場

合
、

広
域

地

下
水

流
動

領
域

、
母

岩
領

域

の
地

下
水

化
学

（
水

質
等

）

が
変

化
す

る
可

能
性

。
 

＜
化

学
＞

 

R
2
.
4
→

R
4
.
2
→

H
4
.
2
 

・
海

面
変

化
に

伴
い

塩
淡

境
界

位
置

が
変

化
し

た
場

合
、

地
下

水
化

学
が

変
化

す
る

可
能

性
は

あ
る

。
 

・
塩

淡
境

界
の

移
動

に
伴

い
、
境

界
周

辺
で

は
、
淡

水
、
塩

水
の

交
替

が
発

生
し

、
地

下
水

組
成

も
変

化

す
る

可
能

性
が

あ
る

こ
と

に
関

し
て

解
析

的
に

検

討
あ

り
（

2
）

(
3
)
 
(
1
7
)
。

 

・
海

岸
平

野
に

お
い

て
海

進
時
（

縄
文

海
進

時
）
に

お
け

る
現

汀
線

よ
り

も
陸

域
へ

の
海

水
侵

入
の

痕

跡
例

が
あ

り
、
浸

入
地

下
水

の
組

成
は

、
ほ

ぼ
海

水

と
同

組
成

か
一

部
天

水
に

よ
り

希
釈

さ
れ

て
い

る

と
し

て
い

る
(
4
)
。

 

A
1（

塩
淡

境
界

が

移
動

す
れ

ば
、
塩

水
浸

入
に

よ
る

地
下

水
組

成
の

変
化

、
あ

る
い

は

淡
水

浸
入

に
よ

る
地

下
水

組
成

が
変

化
す

る
可

能
性

あ
り

）
 

・
適

切
 

A
1
 

・
回

答
は

、
適

当
で

あ
る

と
い

う
意

見
。

 

（
A
1
:
1
1
/
2
5
、

無
回

答
：

1
4
/
2
5
）

 

 
Ta

bl
e-
Ⅴ

-2
3.
「

安
全

性
へ
の

影
響

の
可
能

性
と

相
関
の

判
定

」
の
集

約
結

果
（

G
53

）
 

 
安

全
性

へ
の

影
響

の
可

能
性

“
に

関
す

る
連

鎖
項

目
 

理
解

の
現

状
（

文
献

情
報

に
も

と
づ

く
情

報
、
知

見
）

相
関

の
判

定

（
1
0
5
年

）
と

判

定
根

拠
 

理
解

の
現

状
に

対
す

る
回

答
者

の
主

な
意

見
を

踏
ま

え
た

対
応

 

修
正

判
定

相
関

の
判

定
に

対
す

る
主

な
回

答
を

踏
ま

え
た

判
定

根
拠

 

G
5
3
-
1
①

：
気

候
変

動
に

よ

り
、

海
面

変
化

が
お

き
る

可

能
性

（
海

岸
線

が
移

動
、

汀

線
標

高
の

変
化

）
 

＜
全

体
＞

 

G
5
3
-
1
 

G
5
2
①

に
同

じ
。

 
G
5
2
①

に
同

じ
。

G
5
2
①

に
同

じ
。

 
C
 

G
5
2
①

に
同

じ
。

 

G
5
3
-
1
②
：
海

面
変

化
に

よ
り

海
岸

線
が

移
動

し
た

場
合

、

マ
ス

ム
ー

ブ
メ

ン
ト

が
活

発

化
す

る
可

能
性

。
 

＜
全

体
＞

 

G
5
3
-
1
→

侵
食

・
堆

積
 

・
1
サ

イ
ク

ル
の

海
面

低
下

の
最

大
量

は
1
2
0
m
程

度
(
2
)
で

あ
る

た
め

、
相

対
的

に
陸

域
が

拡
大

し
、
侵

食

基
準

面
の

低
下

と
と

も
に

マ
ス

ム
ー

ブ
メ

ン
ト

が

活
発

化
す

る
可

能
性

あ
り

。
マ

ス
ム

ー
ブ

メ
ン

ト
の

要
因

と
し

て
は

地
震

、
火

山
な

ど
が

知
ら

れ
て

い
る

が
、
海

面
変

化
な

ど
長

期
的

な
変

動
が

要
因

と
な

る

可
能

性
(
5
)
を

否
定

で
き

な
い

。
 

B
（

海
面

変
化

と

マ
ス

ム
ー

ブ
メ

ン
ト

発
生

と
の

因
果

関
係

が
不

明
確

 

・
適

切
。

 

・
氷

期
の

海
面

低
下

時
に

河
川

の
下

刻
が

起
き

る
の

は
必

然
で

あ
り

、
要

因
と

し
て

は
、

植
生

限
界

・
雪

線
高

度
の

変
化

等
の

影
響

も
考

慮
す

べ
き

と
い

う
意

見
。

 

→
追

加
調

査
の

予
定

。
 

B
 

・
回

答
は

、
B
、

A
1
が

適
当

で
あ

る
と

い
う

意
見

。
A
1
と

す
る

意
見

と
し

て
、

氷
期

の
海

面
低

下
時

に
河

川
沿

い
の

侵
食

が
起

き
る

の
は

必
然

で
あ

る
と

す
る

意
見

が
あ

っ
た

が
、

こ
こ

で
は

マ
ス

ム
ー

ブ
メ

ン
ト

の
活

発
化

に
特

化
し

て
い

る
た

め
、

発
生

自
体

の
情

報
不

足
が

あ
る

た
め

B
の

ま
ま

と
し

た
。
（

A
1
:
3
/
2
5
、

B
:
3
/
2
5
、

A
2
：

1
/
2
5
、

無
回

答
：

1
8
/
2
5
）

 

G
5
3
-
1
③
：
海

面
変

化
に

よ
る

海
岸

線
の

移
動

に
起

因
し

て

マ
ス

ム
ー

ブ
メ

ン
ト

が
活

発

化
し

た
場

合
、

母
岩

の
間

隙

構
造

の
変

化
、

破
砕

等
が

起

こ
る

可
能

性
。

 

＜
物

質
移

行
＞

 

侵
食

・
堆

積
→

H
6
.
2
 

・
海

面
変

化
に

よ
り

海
岸

線
が

移
動

し
、
マ

ス
ム

ー

ブ
メ

ン
ト

が
活

発
化

す
る

可
能

性
あ

り
。

 

・
す

べ
り

面
深

度
が

4
0
0
m
(
5
)
の

マ
ス

ム
ー

ブ
メ

ン
ト

が
発

生
す

る
こ

と
も

あ
り

、
サ

イ
ト

自
体

が
マ

ス
ム

ー
ブ

メ
ン

ト
と

と
も

に
移

動
、

母
岩

の
ク

リ
ー

プ
、

破
壊

等
が

起
こ

る
可

能
性

は
否

定
で

き
な

い
。
地

塊

内
部

に
は

多
く

の
亀

裂
、
ノ

ン
テ

ク
ト

ニ
ッ

ク
な

小

断
層

が
発

達
し

、
地

塊
内

部
の

地
質

構
造

が
乱

さ

れ
、
地

塊
外

側
の

構
造

と
一

致
し

な
い

こ
と

が
良

く

見
ら

れ
る

(
2
4
)
。

 

A
1（

マ
ス

ム
ー

ブ

メ
ン

ト
が

発
生

す
れ

ば
、
サ

イ
ト

内
部

は
変

形
、
破

砕
を

伴
う

）
 

・
適

切
。

 

・
「

す
べ

り
面

深
度

が
4
0
0
m
(
5
)
の

マ

ス
ム

ー
ブ

メ
ン

ト
が

発
生

す
る

こ
と

も
あ

り
」

と
は

、
海

面
変

化
を

起
因

事
象

と
す

る
マ

ス
ム

ー
ブ

メ
ン

ト
で

は
な

い
。

 

→
ご

指
摘

の
と

お
り

主
要

因
が

海
面

変
化

の
可

能
性

は
低

い
と

考
え

ら
れ

る
が

、
マ

ス
ム

ー
ブ

メ
ン

ト
と

起
因

事
象

と
の

関
係

が
特

定
さ

れ
て

い
な

い
以

上
、

最
大

の
影

響
幅

の
可

能
性

と
し

て
残

し
て

お
く

べ
き

と
し

、
例

示
し

た
。

→
追

加
調

査
の

予
定

 

A
1
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
で

あ
る

と
い

う
意

見
。

そ
の

他
意

見
と

し
て

す
べ

り
面

深
度

が
4
0
0
m
(
5
)
の

マ
ス

ム
ー

ブ
メ

ン
ト

が
発

生
す

る

こ
と

も
あ

り
」

と
は

、
海

面
変

化
を

起
因

事
象

と
す

る
マ

ス
ム

ー
ブ

メ
ン

ト
で

は
な

い
と

し
、
B
と

す
る

意
見

が
あ

っ
た

が
、
こ

こ
で

は
、

マ
ス

ム
ー

ブ
メ

ン
ト

が
活

発
化

（
あ

る
い

は
発

生
）

が
前

提
で

あ
る

た
め

、
影

響
あ

り
と

し
、

A
1
の

ま
ま

と
し

た
。

 

（
A
1
:
4
/
2
5
、

B
:
2
.
5
/
2
5
、

C
:
0
.
5
/
2
5
、

無
回

答
：

1
8
/
2
5
）
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JAEA-Data/Code 2011-005

G
5
3
-
2
①

：
気

候
変

動
に

よ

り
、

海
面

変
化

が
お

き
る

可

能
性

（
海

岸
線

が
移

動
、

汀

線
標

高
の

変
化

）
 

＜
全

体
＞

 

G
5
3
-
2
 

G
5
2
①

に
同

じ
。

 
G
5
2
①

に
同

じ
。

G
5
2
①

に
同

じ
。

 
C
 

G
5
2
①

に
同

じ
。

 

G
5
3
-
2
③

：
海

面
変

化
に

よ

り
、

侵
食

（
削

剥
）

の
継

続

に
よ

り
、

対
地

深
度

が
変

化

し
た

場
合

、
母

岩
の

水
理

特

性
が

変
化

す
る

可
能

性
。

 

＜
水

理
＞

 

侵
食

・
堆

積
→

H
2
.
1
 

・
海

面
変

化
に

よ
り

、
侵

食
基

準
面

が
低

下
し

、
侵

食
の

活
発

化
に

よ
っ

て
上

載
層

が
削

剥
さ

れ
れ

ば
、

サ
イ

ト
と

地
表

と
の

距
離

は
減

少
し

、
相

対
的

に
サ

イ
ト

の
流

動
系

が
、

広
域

地
下

水
流

動
系

→
局

地
・

中
間

流
動

系
へ

変
化

す
る

可
能

性
が

あ
る

こ
と

か

ら
、
水

理
が

変
化

す
る

可
能

性
あ

り
。
た

だ
し

、
確

認
事

例
な

し
。

 

A
1
（

沿
岸

域
で

は
、
1
サ

イ
ク

ル

で
最

大
-
9
0
m

の

対
地

深
度

の
変

化
に

よ
り

、
水

理

に
変

化
の

可
能

性
あ

り
。
）

 

・
適

切
。

 

  

A
1
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
で

あ
る

と
い

う
意

見
。

 

（
A
1
:
1
0
/
2
5
、

B
:
0
.
5
/
2
5
、

C
:
0
.
5
/
2
5
、

無
回

答
：

1
4
/
2
5
）

 

G
5
3
-
2
④

：
海

面
変

化
に

よ

り
、

マ
ス

ム
ー

ブ
メ

ン
ト

や

侵
食

（
削

剥
）

の
継

続
に

よ

り
、

対
地

深
度

が
変

化
し

た

場
合

、
母

岩
の

地
下

水
化

学

が
変

化
す

る
可

能
性

。
 

＜
化

学
＞

 

侵
食

・
堆

積
→

H
4
.
2
 

・
海

面
変

化
に

よ
り

、
侵

食
基

準
面

が
低

下
し

、
侵

食
の

活
発

化
に

よ
っ

て
上

載
層

が
削

剥
さ

れ
れ

ば
、

サ
イ

ト
と

地
表

と
の

距
離

は
減

少
し

、
相

対
的

に
サ

イ
ト

の
流

動
系

が
、

広
域

地
下

水
流

動
系

→
局

地
・

中
間

流
動

系
へ

変
化

す
る

可
能

性
が

あ
る

こ
と

か

ら
、
水

質
が

変
化

す
る

可
能

性
あ

り
。
た

だ
し

、
確

認
事

例
な

し
。

 

A
1
（

沿
岸

域
で

は
、
1
サ

イ
ク

ル

で
最

大
-
9
0
m

の

対
地

深
度

の
変

化
に

よ
り

、
水

質

に
変

化
の

可
能

性
あ

り
。
）

 

・
適

切
。

 

  

A
1
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
で

あ
る

と
い

う
意

見
。

 

（
A
1
:
9
/
2
5
、

B
:
0
.
5
/
2
5
、

C
:
0
.
5
/
2
5
、

無
回

答
：

1
5
/
2
5
）

 

G
5
3
-
2
⑤

：
海

面
変

化
に

よ

り
、

侵
食

（
削

剥
）

の
継

続

に
よ

り
、

対
地

深
度

が
変

化

し
た

場
合

、
母

岩
の

地
下

水

温
が

変
化

す
る

可
能

性
。

 

＜
熱

＞
 

侵
食

・
堆

積
→

H
1
.
2
 

・
海

面
変

化
に

よ
り

、
侵

食
基

準
面

が
低

下
し

、
侵

食
の

活
発

化
に

よ
っ

て
上

載
層

が
削

剥
さ

れ
れ

ば
、

サ
イ

ト
と

地
表

と
の

距
離

は
減

少
し

、
相

対
的

に
サ

イ
ト

の
流

動
系

が
、

広
域

地
下

水
流

動
系

→
局

地
・

中
間

流
動

系
へ

変
化

す
る

可
能

性
が

あ
る

こ
と

か

ら
、
水

温
が

変
化

す
る

可
能

性
あ

り
。
た

だ
し

、
確

認
事

例
な

し
。

 

A
1
（

沿
岸

域
で

は
、
1
サ

イ
ク

ル

で
最

大
-
9
0
m

の

対
地

深
度

の
変

化
に

よ
り

、
水

温

に
変

化
の

可
能

性
あ

り
。
）

 

・
適

切
。

 

  

A
1
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
で

あ
る

と
い

う
意

見
。

 

（
A
1
:
9
/
2
5
、

B
:
0
.
5
/
2
5
、

C
:
0
.
5
/
2
5
、

無
回

答
：

1
5
/
2
5
）
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G
5
3
-
2
⑥

：
海

面
変

化
に

よ

り
、

侵
食

（
削

剥
）

の
継

続

に
よ

り
、

対
地

深
度

が
変

化

し
た

場
合

、
母

岩
の

応
力

状

態
が

変
化

す
る

可
能

性
。

 

＜
力

学
＞

 

侵
食

・
堆

積
→

H
3
.
2
 

・
海

面
変

化
に

よ
り

、
侵

食
基

準
面

が
低

下
し

、
侵

食
の

活
発

化
に

よ
っ

て
上

載
層

が
削

剥
さ

れ
れ

ば
、

サ
イ

ト
と

地
表

と
の

距
離

は
減

少
し

、
相

対
的

に
サ

イ
ト

の
流

動
系

が
、

広
域

地
下

水
流

動
系

→
局

地
・

中
間

流
動

系
へ

変
化

す
る

可
能

性
が

あ
る

こ
と

か

ら
、
応

力
が

変
化

す
る

可
能

性
あ

り
。
た

だ
し

、
確

認
事

例
な

し
。

 

A
1
（

沿
岸

域
で

は
、
1
サ

イ
ク

ル

で
最

大
-
9
0
m

の

対
地

深
度

の
変

化
に

よ
り

、
応

力

に
変

化
の

可
能

性
あ

り
。
）

 

・
適

切
。

 

  

A
1
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
で

あ
る

と
い

う
意

見
。

 

（
A
1
:
7
/
2
5
、

B
:
0
.
5
/
2
5
、

C
:
0
.
5
/
2
5
、

無
回

答
：

1
7
/
2
5
）
 

 G
5
3
’

①
：

気
候

変
動

に
よ

り
、

海
面

変
化

が
お

き
る

可

能
性

（
海

岸
線

が
移

動
、

汀

線
標

高
の

変
化

）
 

＜
全

体
＞

 

G
5
3
’

 

G
5
2
①

に
同

じ
。

 
G
5
2
①

に
同

じ
。

G
5
2
①

に
同

じ
。

 
C
 

G
5
2
①

に
同

じ
。

 

G
5
3
’
②
：
海

面
変

化
に

よ
る

海
岸

線
の

移
動

し
た

場
合

、

侵
食

が
活

発
化

し
、

地
形

勾

配
が

変
化

す
る

可
能

性
 

＜
全

体
＞

 

G
5
3
'
→

侵
食

・
堆

積
 

・
海

面
変

化
に

よ
り

、
海

岸
線

位
置

が
変

化
し

た
場

合
、
侵

食
に

よ
っ

て
地

形
勾

配
が

変
化

す
る

可
能

性

あ
り

。
侵

食
は

G
1
の

隆
起

に
よ

る
地

形
勾

配
の

増

加
に

比
べ

る
と

小
さ

い
が

、
海

面
低

下
に

よ
る

侵
食

基
準

面
が

下
が

る
と

場
所

に
よ

っ
て

は
1
05
年

間
に

最
大

侵
食

は
9
0
m
で

あ
り

、
稜

線
と

谷
底

間
の

間
隔

を
数

k
m

と
し

た
場

合
、

地
形

勾
配

の
増

加
率

は

数
％

を
超

え
る

可
能

性
が

あ
る

(
2
)
。

 

・
海

岸
侵

食
速

度
(
m
/
千

年
)：

第
四

系
8
0
0
～

1
0
0
0
、

中
新

統
3
0
0
～

5
0
0
、

先
第

三
系

・
火

成
岩

・
深

成

岩
4
0
～

1
2
0
m
(
2
)
。

 

・
最

大
海

退
時

の
河

口
付

近
の

下
刻

量
見

込
み
：
今

後
1
0
5
年

間
に

-
9
0
m
(
2
)
(
1
8
)
。

 

A
1
（

沿
岸

域
で

は
、
次

期
氷

期
に

海
面

低
下

が
起

こ
れ

ば
、
現

在
の

河
口

付
近

に
お

い
て

は
最

大

9
0
m

近
く

侵
食

が
進

む
。
河

川
に

よ
る

差
別

侵
食

が
進

め
ば

地
形

勾
配

に
変

化
が

起
こ

る
。
）

 

・
適

切
。

 

・
海

水
準

変
動

は
短

期
的

な
変

化
量

が
お

お
き

く
、

侵
食

へ
の

影
響

が
大

き
い

。
隆

起
よ

り
も

影
響

を
受

け
る

の
で

は
？

｢
侵

食
は

G
1
の

隆
起

に
よ

る
地

形
勾

配
の

増
加

に
比

べ
る

と
小

さ
い

｣
→

本
当

か
？

 

 

A
1
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
で

あ
る

と
い

う
意

見
。

そ
の

他
、

河
川

侵
食

の
場

合
、
侵

食
の

規
模

は
河

川
の

規
模

に
よ

る
た

め
、
A
2
の

可

能
性

を
指

摘
す

る
意

見
も

あ
っ

た
が

、
こ

こ
で

は
河

川
の

規
模

を
問

題
と

し
て

い
な

い
た

め
、

A
1
の

ま
ま

と
し

た
。

 

（
A
1
:
9
.
5
/
2
5
、

A
2
:
0
.
5
/
2
5
、

無
回

答
：

1
5
/
2
5
）

 

G
5
3
’
③
：
海

面
変

化
に

よ
る

海
岸

線
の

移
動

に
起

因
し

て

継
続

的
な

侵
食

が
活

発
化

し

地
形

勾
配

の
変

化
が

進
め

ば
、

広
域

地
下

水
流

動
領

域

の
水

理
特

性
（

動
水

勾
配

）

が
変

化
し

、
広

域
地

下
水

流

動
領

域
・

母
岩

領
域

の
地

下

水
流

動
が

変
化

す
る

可
能

性
。

 

＜
水

理
＞

 

侵
食

・
堆

積
→

R
2
.
1
→

R
2
.
2

→
H
2
.
2
 

・
海

面
変

化
に

よ
る

海
岸

線
の

移
動

に
起

因
し

て
差

別
的

な
河

川
侵

食
が

活
発

化
し

地
形

変
化

が
進

め

ば
、
水

理
、
地

下
水

流
動

へ
の

影
響

の
可

能
性

あ
り

。

現
在

の
河

口
付

近
に

お
い

て
、

河
川

侵
食

に
よ

り
、

最
大

9
0
m
近

く
下

刻
が

進
む

と
す

れ
ば

、
現

在
よ

り

も
起

伏
変

化
が

増
し

、
動

水
勾

配
に

も
影

響
が

現
れ

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
。

 

A
1（

沿
岸

域
で

は

氷
期

の
河

川
侵

食
に

よ
る

最
大

侵
食

深
は

9
0
m

で
あ

り
、
現

在
よ

り
も

地
形

勾
配

、

動
水

勾
配

が
増

加
す

る
。
）

 

・
適

切
。

 

 

A
1
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
で

あ
る

と
い

う
意

見
。

 

（
A
1
:
9
.
5
/
2
5
、

A
2
:
0
.
5
/
2
5
、

無
回

答
：

1
5
/
2
5
）
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Ta
bl

e-
Ⅴ

-2
4.
「

安
全

性
へ
の

影
響

の
可
能

性
と

相
関
の

判
定

」
の
集

約
結

果
（

G
54

）
 

 安
全

性
へ

の
影

響
の

可
能

性

“
に

関
す

る
連

鎖
項

目
 

理
解

の
現

状
（

文
献

情
報

に
も

と
づ

く
情

報
、
知

見
）

相
関

の
判

定
（

1
0
5

年
）

と
判

定
根

拠

理
解

の
現

状
に

対
す

る
回

答
者

の
主

な
意

見
を

踏
ま

え
た

対
応

 

修
正

判
定

相
関

の
判

定
に

対
す

る
主

な
回

答
を

踏
ま

え
た

判
定

根
拠

 

G
5
4
-
1
①
：
局

地
的

気
候

変
動

に
起

因
し

て
大

気
の

気
象

条

件
の

変
化

に
よ

り
降

水
量

が

変
化

す
る

可
能

性
。

 

＜
全

体
＞

 

G
5
4
→

降
水

 

・
降

水
量

が
変

化
す

る
可

能
性

あ
り

。
過

去
の

土
壌

中
の

花
粉

分
析

等
か

ら
過

去
の

降
水

量
が

推
定

さ

れ
た

事
例

あ
り

。
こ

れ
に

よ
る

と
最

終
氷

期
は

現
在

よ
り

も
降

水
量

は
5
0
-
7
0
％

減
で

あ
っ

た
と

さ
れ

て

い
る

(
2
)
。

 

・
年

平
均

気
温

と
年

平
均

降
水

量
に

は
正

の
相

関
が

あ
り

、
気

温
が

1
0
℃

低
下

す
る

と
降

水
量

は
7
0
0

～
1
6
0
0
m
m
減

少
す

る
(
7
)
。

 

A
1（

氷
期

に
は

降

水
量

が
減

少
、
間

氷
期

に
は

降
水

量
が

再
び

増
加

す
る

可
能

性
あ

り
。
）

 

・
適

切
 

・
花

粉
群

集
に

基
づ

く
気

温
や

降
水

量
の

復
元

に
つ

い
て

は
、

中
川

ほ
か

に
よ

る
解

析
手

法
が

あ
り

、
国

際
誌

、

国
内

誌
と

も
に

レ
ビ

ュ
ー

を
含

め
た

論
文

が
あ

る
の

で
参

照
の

こ
と

。
 

・
他

の
プ

ロ
キ

シ
ー

を
使

っ
た

気
候

復
元

に
つ

い
て

も
、

こ
こ

数
年

で
複

数
の

雑
誌

で
特

集
が

組
ま

れ
て

い

る
。
佐

々
木

ほ
か

(
2
0
0
7：

第
四

紀
研

究
)
は

、
中

部
地

方
の

過
去

3
0
万

年

間
の

気
候

変
化

が
太

陽
放

射
と

強
く

リ
ン

ク
し

て
い

る
こ

と
を

述
べ

て
お

り
、

天
文

サ
イ

ク
ル

と
気

候
変

動
と

の
関

係
を

示
す

（
す

な
わ

ち
、

天
文

計
算

か
ら

の
気

候
変

動
予

測
の

可
能

性
）

具
体

例
と

し
て

貴
重

と
思

う
。

→
上

記
に

つ
い

て
追

加
調

査
を

行
う

予
定

 

A
1
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
で

あ
る

と
い

う
意

見
。

一
部

に
、

1
0
5

年
後

に
サ

イ
ト

が
ど

の
程

度
の

深
度

に
な

っ
て

い
る

か
、

そ
の

深
度

へ
の

影
響

は
ど

の
程

度
か

に
よ

り
、
A
2
あ

る
い

は
B
で

も
い

い
と

い

う
意

見
が

あ
っ

た
が

、
対

地
深

度
の

変
化

は
別

の
シ

ー
ク

エ
ン

ス
に

な
る

た
め

、
こ

こ
で

は
A
1
と

し
た

。
 

（
A
1
:
7
/
2
5
、

A
2
:
0
.
5
/
2
5
、

B
:
0
.
5
/
2
5
、

無
回

答
：

1
7
/
2
5
）

 

G
5
4
-
1
②
：
局

地
的

気
候

変
動

に
起

因
し

て
大

気
の

気
象

条

件
の

変
化

に
よ

り
降

水
量

が

変
化

し
た

場
合

、
地

下
水

涵

養
量

が
変

化
す

る
可

能
性

。

＜
水

理
＞

 

降
水

→
R
2
.
4
 

・
過

去
の

降
水

量
変

化
に

伴
い

涵
養

量
も

変
化

し
て

い
る

可
能

性
あ

り
。
た

だ
し

、
確

認
例

は
な

い
。
現

在
の

地
下

水
涵

養
量

を
見

る
と

、
降

水
量

に
対

す
る

地
下

水
涵

養
量

の
割

合
は

、
沿

岸
、
内

陸
の

別
、
地

質
、
植

生
、
土

壌
の

種
類

に
よ

っ
て

異
な

る
。
 

現

在
と

過
去

と
の

間
で

地
下

水
涵

養
機

能
に

違
い

が

な
い

と
す

れ
ば

、
過

去
の

降
水

量
か

ら
あ

る
程

度
推

定
は

可
能

。
 

A
1（

涵
養

量
変

化

は
降

水
量

変
化

に
影

響
さ

れ
る

た
め

、
氷

期
に

は

そ
の

影
響

を
受

け
る

涵
養

量
が

減
少

す
る

可
能

性
大

）
 

・
適

切
 

 

A
1
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
で

あ
る

と
い

う
意

見
。

一
部

に
、

1
0
5

年
後

に
サ

イ
ト

が
ど

の
程

度
の

深
度

に
な

っ
て

い
る

か
、

そ
の

深
度

へ
の

影
響

は
ど

の
程

度
か

に
よ

り
、
A
2
あ

る
い

は
B
で

も
い

い
と

い

う
意

見
が

あ
っ

た
が

、
対

地
深

度
の

変
化

は
別

の
シ

ー
ク

エ
ン

ス
に

な
る

た
め

、
こ

こ
で

は
A
1
と

し
た

。
 

（
A
1
:
7
/
2
5
、

A
2
:
0
.
5
/
2
5
、

B
:
0
.
5
/
2
5
、

無
回

答
：

1
7
/
2
5
）
 

G
5
4
-
1
③
：
局

地
的

気
候

変
動

に
起

因
し

て
大

気
の

気
象

条

件
の

変
化

に
よ

り
降

水
量

、

蒸
発

量
が

変
化

し
、

地
下

水

涵
養

量
が

変
化

し
た

場
合

、

広
域

地
下

水
流

動
領

域
、

母

岩
領

域
の

水
理

特
性

、
地

下

水
流

動
が

変
化

す
る

可
能

性
。

 

＜
水

理
＞

 

R
2
.
4
→

R
2
.
1
→

R
2
.
2
→

H
2
.
2

・
降

水
量

変
化

に
起

因
し

て
地

下
水

涵
養

量
が

変
化

し
た

場
合

、
広

域
地

下
水

流
動

領
域

、
母

岩
領

域
の

水
理

特
性

、
地

下
水

流
動

が
変

化
す

る
可

能
性

は
あ

る
。

 

･
降

水
量

を
変

化
さ

せ
た

場
合

の
地

下
水

流
動

の
解

析
結

果
で

は
、
降

水
量

の
少

な
い

氷
期

に
水

位
が

低

下
し

、
動

水
勾

配
が

低
下

す
る

傾
向

が
あ

り
、
現

在
、

後
氷

期
に

は
水

位
が

高
く

な
る

傾
向

が
あ

り
、
地

下

水
流

動
に

も
影

響
す

る
可

能
性

が
あ

る
と

さ
れ

て

い
る

 
(
2
)
 
。

 

A
1（

涵
養

量
が

変

化
す

る
と

地
下

水
位

が
変

化
し

、

水
理

特
性

や
地

下
水

流
動

へ
の

影
響

あ
り

）
 

・
適

切
 

 

A
1
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
で

あ
る

と
い

う
意

見
。

一
部

に
、

1
0
5

年
後

に
サ

イ
ト

が
ど

の
程

度
の

深
度

に
な

っ
て

い
る

か
、

そ
の

深
度

へ
の

影
響

は
ど

の
程

度
か

に
よ

り
、
A
2
あ

る
い

は
B
で

も
い

い
と

い

う
意

見
が

あ
っ

た
が

、
対

地
深

度
の

変
化

は
別

の
シ

ー
ク

エ
ン

ス
に

な
る

た
め

、
こ

こ
で

は
A
1
と

し
た

。
 

（
A
1
:
7
/
2
5
、

A
2
:
0
.
5
/
2
5
、

B
:
0
.
5
/
2
5
、

無
回

答
：

1
7
/
2
5
）
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G
5
4
-
2
①
：
局

地
的

気
候

変
動

に
起

因
し

て
大

気
の

気
象

条

件
の

変
化

に
よ

り
気

温
が

変

化
す

る
可

能
性

。
 

＜
全

体
＞

 

G
5
4
→

気
温

 

・
気

温
が

変
化

す
る

可
能

性
あ

り
。
過

去
の

海
底

の

堆
積

物
中

の
有

孔
虫

あ
る

い
は

氷
床

の
酸

素
同

位

体
比

か
ら

過
去

3
2
万

年
間

の
古

気
温

が
推

定
さ

れ

た
例

あ
り

。
こ

れ
に

よ
る

と
氷

期
か

ら
間

氷
期

に
か

け
て

の
平

均
気

温
の

変
化

は
8
-
1
0
℃

と
推

定
さ

れ

て
い

る
(
6
)
(
2
)
。

 

・
最

終
氷

期
（

最
寒

冷
期

）
の

年
平

均
気

温
に

関
し

て
は

、
花

粉
化

石
デ

ー
タ

か
ら

古
植

生
図

が
復

元
さ

れ
て

お
り

（
2
1
）
、

北
海

道
に

つ
い

て
は

、
地

層
中

の

化
石

周
氷

河
現

象
か

ら
、
年

平
均

気
温

が
推

定
さ

れ

て
い

る
（

2
2
）

(
2
3
)
。

 

A
1
（

氷
期

に
気

温
が

低
下

す
る

可
能

性
大

）
 

・
適

切
。

 

 

A
1
 

・
回

答
は

、
適

当
で

あ
る

と
い

う
意

見
。

 

（
A
1
:
9
/
2
5
、

無
回

答
：

1
6
/
2
5
）

 

G
5
4
-
2
②
：
局

地
的

気
候

変
動

に
起

因
し

て
大

気
の

気
象

条

件
の

変
化

に
よ

り
気

温
が

変

化
し

た
場

合
、

蒸
発

散
量

が

変
化

す
る

可
能

性
。

 

＜
水

理
＞

 

気
温

→
蒸

発
散

 

・
気

候
変

動
に

起
因

し
て

大
気

の
気

象
条

件
の

変
化

に
よ

り
気

温
が

変
化

し
た

場
合

、
蒸

発
散

量
が

変
化

す
る

可
能

性
あ

り
。
た

だ
し

、
過

去
の

蒸
発

散
量

に

関
す

る
直

接
的

な
デ

ー
タ

は
な

い
。
過

去
の

蒸
発

散

量
に

つ
い

て
は

、
現

在
の

日
射

量
、

風
速

、
風

向
、

樹
幹

遮
断

量
の

条
件

が
同

じ
と

し
て

過
去

の
気

温

か
ら

間
接

的
に

推
定

し
た

例
は

あ
る

。
こ

れ
に

よ
る

と
最

終
氷

期
に

お
い

て
は

現
在

よ
り

も
気

温
は

低

か
っ

た
と

推
定

さ
れ

て
い

る
た

め
、
蒸

発
散

量
も

現

在
よ

り
も

少
な

か
っ

た
も

の
と

考
え

ら
れ

て
い

る
(
2
)
。

 

A
1
（

蒸
発

散
量

は
気

温
の

影
響

を
受

け
る

た

め
、

氷
期

に
蒸

発
散

量
が

減
少

す
る

可
能

性

大
）

 

・
適

切
。

 

・
現

状
の

理
解

の
欄

に
は

か
な

り
詳

し
く

物
理

過
程

が
記

載
さ

れ
て

い
る

の
で

、
同

じ
レ

ベ
ル

で
言

う
な

ら
ば

、

前
述

の
よ

う
に

植
生

相
変

化
に

つ
い

て
の

言
及

が
必

要
。

 

→
過

去
の

植
生

相
が

蒸
発

散
量

に
ど

の
程

度
影

響
を

与
え

る
か

よ
く

わ
か

っ
て

い
な

い
。

ま
ず

は
、

現
在

の
植

生
と

蒸
発

散
量

に
つ

い
て

精
査

す
る

予
定

。
 

A
1
 

・
回

答
は

、
適

当
で

あ
る

と
い

う
意

見
。

 

（
A
1
:
8
/
2
5
、

無
回

答
：

1
7
/
2
5
）

 

G
5
4
-
2
③
：
局

地
的

気
候

変
動

に
起

因
し

て
大

気
の

気
象

条

件
の

変
化

に
よ

り
気

温
が

変

化
し

、
蒸

発
散

量
が

変
化

し

た
場

合
、

涵
養

量
が

変
化

す

る
可

能
性

。
 

＜
水

理
＞

 

蒸
発

散
→

R
2
.
4
 

 

・
気

候
変

動
に

起
因

し
て

大
気

の
気

象
条

件
の

変
化

に
よ

り
気

温
が

変
化

し
、
蒸

発
散

量
が

変
化

し
た

場

合
、
涵

養
量

が
変

化
す

る
可

能
性

は
あ

る
。
現

在
に

比
べ

て
過

去
の

蒸
発

散
量

も
少

な
か

っ
た

可
能

性

は
あ

る
こ

と
か

ら
、
地

下
水

涵
養

量
に

影
響

を
及

ぼ

す
可

能
性

が
あ

る
。

た
だ

し
、

確
認

事
例

は
な

い
。

A
1
（

氷
期

に
は

蒸
発

散
量

が
減

少
す

る
た

め
、

地
下

水
涵

養
量

に
影

響
あ

り
。
）

・
適

切
。

 

・
現

状
の

理
解

の
欄

に
は

か
な

り
詳

し
く

物
理

過
程

が
記

載
さ

れ
て

い
る

の
で

、
同

じ
レ

ベ
ル

で
言

う
な

ら
ば

、

前
述

の
よ

う
に

植
生

相
変

化
に

つ
い

て
も

言
及

が
必

要
か

も
知

れ
な

い
。

→
同

上
 

A
1
 

・
回

答
は

、
適

当
で

あ
る

と
い

う
意

見
。

 

一
部

、
1
0
5
年

後
に

サ
イ

ト
が

ど
の

程
度

の
深

度
に

な
っ

て
い

る
か

、

そ
の

深
度

へ
の

影
響

は
ど

の
程

度
か

に
よ

り
、
A
2
あ

る
い

は
B
で

も

い
い

と
い

う
意

見
が

あ
っ

た
が

、
サ

イ
ト

の
対

地
深

度
の

変
化

に
つ

い
て

は
別

の
シ

ー
ク

エ
ン

ス
に

な
る

た
め

、
こ

こ
で

は
A
1
と

し
た

。

（
A
1
:
7
/
2
5
、

A
2
:
0
.
5
/
2
5
、

B
:
0
.
5
/
2
5
、

無
回

答
：

1
7
/
2
5
）
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Ta
bl

e-
Ⅴ

-2
5.
「

安
全

性
へ
の

影
響

の
可
能

性
と

相
関
の

判
定

」
の
集

約
結

果
（

G
55

）
 

 
安

全
性

へ
の

影
響

の
可

能
性

理
解

の
現

状
（

文
献

情
報

に
も

と
づ

く
情

報
、
知

見
）

相
関

の
判

定

（
1
0
5
年

）
と

判

定
根

拠
 

理
解

の
現

状
に

対
す

る
回

答
者

の
主

な
意

見
を

踏
ま

え
た

対
応

 

修
正

判
定

相
関

の
判

定
に

対
す

る
主

な
回

答
を

踏
ま

え
た

判
定

根
拠

 

G
5
5
-
1
①
：
局

地
的

気
候

変
動

に
起

因
し

て
大

気
の

気
象

条

件
の

変
化

に
よ

り
降

水
量

が

変
化

す
る

可
能

性
。

 

＜
全

体
＞

 

G
5
5
-
1
→

降
水

 

G
5
4
-
1
①

に
同

じ
。

 
G
5
4
-
1
①

に
同

じ
。

 

G
5
4
-
1
①

に
同

じ
。

 
A
1
 

G
5
4
-
1
①

に
同

じ
。
 

G
5
5
-
1
②
：
局

地
的

気
候

変
動

に
起

因
し

て
大

気
の

気
象

条

件
の

変
化

に
よ

り
降

水
量

が

変
化

し
た

場
合

、
マ

ス
ム

ー

ブ
メ

ン
ト

（
侵

食
・

堆
積

）

が
起

こ
る

可
能

性
。

 

＜
全

体
＞

 

降
水

→
侵

食
 

・
気

候
変

動
に

起
因

し
て

大
気

の
気

象
条

件
の

変
化

に
よ

り
降

水
量

が
変

化
し

た
場

合
、
マ

ス
ム

ー
ブ

メ

ン
ト

活
発

化
、
サ

イ
ト

の
ク

リ
ー

プ
、
破

壊
の

可
能

性
は

あ
る

。
実

際
は

、
降

水
量

変
化

以
外

の
要

因
も

考
え

ら
れ

、
要

因
を

単
独

に
特

定
す

る
こ

と
は

困
難

で
あ

る
。
地

塊
内

部
の

地
質

構
造

が
乱

さ
れ

、
地

塊

外
側

の
構

造
と

一
致

し
な

い
こ

と
も

あ
る

。
大

規
模

な
マ

ス
ム

ー
ブ

メ
ン

ト
で

は
、
岩

盤
ク

リ
ー

プ
（

亀

裂
、

変
形

）
範

囲
の

最
大

深
さ

は
約

4
0
0
m
に

達
す

る
（

5
）
。

 

B（
降

水
量

変
化

と
マ

ス
ム

ー
ブ

メ
ン

ト
発

生
と

の
因

果
関

係
は

不
明

確
）

 

・
適

切
。

 

・
一

部
に

不
適

切
と

い
う

意
見

。
マ

ス
ム

ー
ブ

メ
ン

ト
の

活
発

化
で

は
な

く
、

マ
ス

ム
ー

ブ
メ

ン
ト

の
活

動
に

変
化

が
生

じ
る

と
修

正
す

べ
き

。
 

→
ご

指
摘

の
と

お
り

必
ず

し
も

マ
ス

ム
ー

ブ
メ

ン
ト

が
活

発
化

す
る

と
は

限
ら

な
い

。
し

か
し

、
こ

こ
で

は
保

守
的

な
観

点
か

ら
の

記
述

と
な

っ
て

お
り

、
活

発
化

し
た

場
合

を
想

定
し

て
い

る
。

 

・
多

く
の

マ
ス

ム
ー

ブ
メ

ン
ト

の
発

生
は

降
水

量
と

関
係

し
て

お
り

、
降

水
量

増
加

が
マ

ス
ム

ー
ブ

メ
ン

ト
を

活
発

化
さ

せ
る

こ
と

は
必

然
で

あ
る

と
い

う
意

見
あ

り
。

 

B
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
で

あ
る

と
い

う
意

見
。
一

部
に

、
マ

ス

ム
ー

ブ
メ

ン
ト

降
水

量
と

の
因

果
関

係
は

明
ら

か
と

し
、
A
1
と

す
べ

き
意

見
も

あ
っ

た
が

、
発

生
自

体
降

雨
に

よ
り

、
発

生
す

る
か

否
か

不
明

で
あ

る
た

め
、

こ
こ

で
は

B
と

し
た

。
 

（
A
1
:
2
/
2
5
、

B
:
4
/
2
5
、

C
:
1
/
2
5
、

無
回

答
：

1
8
/
2
5
）

 

G
5
5
-
1
③
：
局

地
的

気
候

変
動

に
起

因
し

て
大

気
の

気
象

条

件
の

変
化

に
よ

り
降

水
量

が

変
化

し
、

マ
ス

ム
ー

ブ
メ

ン

ト
（

侵
食

・
堆

積
）

が
起

こ

っ
た

場
合

、
母

岩
の

間
隙

構

造
変

化
、

破
砕

等
が

起
こ

る

可
能

性
。

 

＜
物

質
移

行
＞

 

侵
食

→
H
6
.
2
 

・
す

べ
り

面
深

度
が

4
0
0
m
(
5
)
の

マ
ス

ム
ー

ブ
メ

ン
ト

が
発

生
す

る
こ

と
も

あ
り

、
サ

イ
ト

自
体

が
マ

ス
ム

ー
ブ

メ
ン

ト
と

と
も

に
移

動
、

母
岩

の
ク

リ
ー

プ
、

破
壊

等
が

起
こ

る
可

能
性

は
否

定
で

き
な

い
。
地

塊

内
部

に
は

多
く

の
亀

裂
、
小

断
層

が
発

達
し

、
地

塊

内
部

の
地

質
構

造
が

乱
さ

れ
、
地

塊
外

側
の

構
造

と

一
致

し
な

い
こ

と
も

あ
る

。
 

A
1
（

マ
ス

ム
ー

ブ
メ

ン
ト

が
発

生
す

れ
ば

、
サ

イ
ト

内
部

は
変

形
、

破
砕

を
伴

う
）

 

・
適

切
。

 

 

A
1
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
で

あ
る

と
い

う
意

見
。
一

部
に

、
マ

ス

ム
ー

ブ
メ

ン
ト

に
よ

っ
て

サ
イ

ト
内

部
が

必
ず

し
も

影
響

を
受

け

る
と

は
限

ら
な

い
と

し
、

B
と

す
る

意
見

も
あ

っ
た

が
、

マ
ス

ム
ー

ブ
メ

ン
ト

が
発

生
し

、
影

響
の

大
小

は
あ

る
も

の
の

少
な

か
ら

ず
影

響
は

存
在

す
る

と
見

る
べ

き
で

あ
り

、
こ

こ
は

A
1
の

ま
ま

と
し

た
。
 

（
A
1
:
5
/
2
5
、

B
:
3
.
5
/
2
5
、

C
:
0
.
5
/
2
5
、

無
回

答
：

1
6
/
2
5
）

 

 G
5
5
-
2
①
：
局

地
的

気
候

変
動

に
起

因
し

て
大

気
の

気
象

条

件
の

変
化

に
よ

り
降

水
量

が

変
化

す
る

可
能

性
。

 

G
5
4
-
1
①

に
同

じ
。

 
G
5
4
-
1
①

に
同

じ
。

 

G
5
4
-
1
①

に
同

じ
。

 
A
1
 

G
5
4
-
1
①

に
同

じ
。
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＜
全

体
＞

 

G
5
5
-
2
→

降
水

 

G
5
5
-
2
②
：
局

地
的

気
候

変
動

に
起

因
し

て
大

気
の

気
象

条

件
の

変
化

に
よ

り
降

水
量

が

変
化

し
た

場
合

、
侵

食
が

活

発
化

す
る

可
能

性
 

＜
全

体
＞

 

降
水

→
侵

食
・

堆
積

 

・
降

水
量

が
変

化
し

た
場

合
、
侵

食
が

活
発

化
す

る

可
能

性
は

あ
る

。
実

際
は

、
降

水
量

変
化

以
外

の
要

因
も

考
え

ら
れ

、
要

因
を

単
独

に
特

定
す

る
こ

と
は

困
難

で
あ

る
。

 

・
降

雨
強

度
と

侵
食

量
と

の
関

係
は

、
個

々
の

降
雨

イ
ベ

ン
ト

に
よ

る
短

期
的

な
侵

食
速

度
は

、
降

雨
強

度
に

依
存

す
る

こ
と

が
知

ら
れ

て
い

る
が

、
ダ

ム
の

堆
砂

量
か

ら
推

定
さ

れ
た

数
1
0
年

程
度

の
長

期
的

な
侵

食
速

度
は

、
降

雨
量

と
の

相
関

は
低

い
(
8
)
。
世

界
的

に
見

る
と

降
雨

量
の

多
い

場
所

は
植

生
が

厚

く
、
侵

食
抵

抗
力

が
あ

る
が

、
降

雨
量

の
少

な
い

場

所
は

植
生

は
薄

い
(
8
)
。

 

・
こ

の
た

め
、
短

期
的

に
は

影
響

は
小

さ
い

と
は

い

え
な

い
が

、
長

期
的

に
は

気
候

変
動

等
に

よ
っ

て
降

水
量

が
3
割

～
5
割

変
化

し
た

と
し

て
も

植
生

の
厚

い
我

が
国

に
お

い
て

は
侵

食
速

度
に

与
え

る
影

響

は
小

さ
い

。
 

A
1
（

降
水

量
の

変
化

に
よ

り
侵

食
は

影
響

を
受

け
る

。
た

だ
し

、

長
期

的
に

は
そ

の
他

の
要

因
も

影
響

す
る

た

め
、

大
き

い
と

は
言

え
な

い
。
）

・
適

切
。

 

・
一

部
不

適
切

と
い

う
意

見
。

降
水

量
の

変
化

に
よ

り
侵

食
が

活
性

化
す

る
と

は
い

え
な

い
。

侵
食

が
変

化
す

る
と

は
い

え
る

。
 

→
こ

こ
で

は
保

守
的

な
ケ

ー
ス

の
記

述
表

現
に

な
っ

て
お

り
、

ご
指

摘
の

と
お

り
。

 

・
ダ

ム
の

例
は

不
適

切
 

→
ダ

ム
の

例
は

こ
こ

で
取

り
扱

う
期

間
に

比
べ

て
短

く
良

例
と

は
言

え
な

い
。

今
後

、
長

期
的

な
侵

食
の

例
に

つ
い

て
も

追
加

調
査

を
行

う
予

定
。

A
1
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
で

あ
る

と
い

う
意

見
。

一
部

に
、
。

降

水
量

の
変

化
は

侵
食

に
影

響
を

与
え

る
が

、
侵

食
速

度
に

対
す

る
す

べ
て

の
要

素
で

は
な

く
、

他
の

要
素

も
関

係
す

る
と

し
、

B
と

す
る

意
見

も
あ

っ
た

が
、
長

期
的

な
降

水
に

よ
る

影
響

は
影

響
の

大
小

に

か
か

わ
ら

ず
影

響
は

あ
る

と
し

、
こ

こ
で

は
A
1
と

し
た

。
 

（
A
1
:
5
/
2
5
、

B
:
1
.
5
/
2
5
、

C
:
0
.
5
/
2
5
、

無
回

答
：

1
8
/
2
5
）

 

G
5
5
-
2
③
：
局

地
的

気
候

変
動

に
起

因
し

て
大

気
の

気
象

条

件
の

変
化

に
よ

り
降

水
量

変

化
に

よ
り

、
侵

食
が

活
発

化

し
た

場
合

、
対

地
深

度
が

変

化
し

た
場

合
、

母
岩

の
水

理

特
性

が
変

化
す

る
可

能
性

。

＜
水

理
＞

 

侵
食

・
堆

積
→

H
2
.
1
 

・
降

水
量

変
化

に
よ

り
、
侵

食
の

活
発

化
に

よ
っ

て

上
載

層
が

削
剥

さ
れ

、
サ

イ
ト

と
地

表
と

の
距

離
が

減
少

し
た

場
合

、
相

対
的

に
サ

イ
ト

の
流

動
系

が
、

広
域

地
下

水
流

動
系

→
局

地
・
中

間
流

動
系

へ
変

化

す
る

可
能

性
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
水

理
、
が

変
化

す

る
可

能
性

あ
り

。
た

だ
し

、
G
5
5
-
2
②

の
理

由
か

ら
、

降
水

量
の

み
に

よ
る

長
期

的
な

侵
食

量
は

小
さ

い

た
め

水
理

へ
の

影
響

も
小

さ
い

。
 

 

A
2
（

降
水

量
変

化
に

よ
る

影
響

は
無

視
で

き
な

い
が

、
対

地
深

度
の

変
化

に
よ

る
地

下
深

部
の

水
理

へ
の

影
響

は
小

さ
い

）
 

・
適

切
。

 

・
阿

武
隈

山
地

の
よ

う
な

気
候

段
丘

の
解

析
例

を
増

や
す

必
要

あ
り

。
 

→
追

加
調

査
の

予
定

 

 

A
2
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
で

あ
る

と
い

う
意

見
。
一

部
に

、
高

標

高
地

帯
で

は
A
1
の

可
能

性
を

指
摘

す
る

意
見

も
あ

っ
た

が
、

降
水

の
み

に
よ

っ
て

対
地

深
度

の
変

化
量

は
小

さ
く

、
地

下
深

部
の

水
理

に
与

え
る

影
響

は
小

さ
い

と
し

、
A
2
の

ま
ま

と
し

た
。

 

（
A
1
:
1
/
2
5
、
A
2
:
6
/
2
5
、
B
:
0
.
5
/
2
5
、
C
:
0
.
5
/
2
5
、
無

回
答
：
1
7
/
2
5
）
 

G
5
5
-
2
④
：
海

面
変

化
、
気

候

変
動

（
降

水
量

変
化

）
に

よ

り
、

マ
ス

ム
ー

ブ
メ

ン
ト

や

侵
食

（
削

剥
）

の
継

続
に

よ

り
、

対
地

深
度

が
変

化
し

た

場
合

、
母

岩
の

地
下

水
化

学

が
変

化
す

る
可

能
性

。
 

＜
化

学
＞

 

侵
食

・
堆

積
→

H
4
.
2
 

・
降

水
量

変
化

に
よ

り
、
侵

食
の

活
発

化
に

よ
っ

て

上
載

層
が

削
剥

さ
れ

、
サ

イ
ト

と
地

表
と

の
距

離
が

減
少

し
た

場
合

、
相

対
的

に
サ

イ
ト

の
流

動
系

が
、

広
域

地
下

水
流

動
系

→
局

地
・
中

間
流

動
系

へ
変

化

す
る

可
能

性
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
地

下
水

の
水

質
が

変
化

す
る

可
能

性
あ

り
。

た
だ

し
、

G
5
5
-
2
②

の
理

由
か

ら
、
長

期
的

な
侵

食
量

は
小

さ
い

た
め

降
水

量

の
み

に
よ

る
地

下
水

化
学

へ
の

影
響

は
小

さ
い

。
 

A
2
（

降
水

量
変

化
に

よ
る

影
響

は
無

視
で

き
な

い
が

、
対

地
深

度
の

変
化

に
よ

る
地

下
深

部
の

地
下

水
の

水
質

へ
の

影
響

は
小

さ
い

）
 

・
適

切
 

A
2
 

・
回

答
は

、
適

当
と

す
る

意
見

、
適

当
で

な
い

と
す

る
意

見
。

A
1

と
す

る
意

見
と

し
て

、
母

岩
の

深
度

が
変

化
す

る
こ

と
に

よ
り

環
境

変
化

が
起

こ
り

、
地

下
水

水
質

が
変

化
す

る
と

し
て

い
る

。
し

か
し

、

降
水

の
み

の
侵

食
に

よ
る

サ
イ

ト
の

対
地

深
度

の
変

化
は

無
視

で

き
な

い
が

、
隆

起
や

海
面

変
化

を
考

慮
し

な
け

れ
ば

影
響

は
小

さ
い

と
判

断
し

、
こ

こ
で

は
A
2
の

ま
ま

と
し

た
。

 

（
A
1
:
2
/
2
5
、
A
2
:
2
/
2
5
、
B
:
1
.
5
/
2
5
、
C
:
0
.
5
/
2
5
、
無

回
答
：
1
9
/
2
5
）
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G
5
5
-
2
⑤
：
海

面
変

化
、
気

候

変
動

（
降

水
量

変
化

）
に

よ

り
、

マ
ス

ム
ー

ブ
メ

ン
ト

や

侵
食

（
削

剥
）

の
継

続
に

よ

り
、

対
地

深
度

が
変

化
し

た

場
合

、
母

岩
の

地
下

水
温

が

変
化

す
る

可
能

性
。

 

＜
熱

＞
 

侵
食

・
堆

積
→

H
1
.
2
 

・
降

水
量

変
化

に
よ

り
、
侵

食
の

活
発

化
に

よ
っ

て

上
載

層
が

削
剥

さ
れ

、
サ

イ
ト

と
地

表
と

の
距

離
が

減
少

し
た

場
合

、
相

対
的

に
サ

イ
ト

の
流

動
系

が
、

広
域

地
下

水
流

動
系

→
局

地
・
中

間
流

動
系

へ
変

化

す
る

可
能

性
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
地

下
水

温
が

変
化

す
る

可
能

性
あ

り
。

た
だ

し
、

G
5
5
-
2
②

の
理

由
か

ら
、
長

期
的

な
侵

食
量

は
小

さ
い

た
め

降
水

量
の

み

に
よ

る
熱

へ
の

影
響

は
小

さ
い

。
 

A
2
（

降
水

量
変

化
に

よ
る

影
響

は
無

視
で

き
な

い
が

、
対

地
深

度
の

変
化

に
よ

る
地

下
深

部
の

地
下

水
の

水
温

へ
の

影
響

は
小

さ
い

）
 

・
適

切
 

A
2
 

・
回

答
は

、
適

当
と

す
る

意
見

、
一

部
適

当
で

な
い

と
す

る
意

見
。

A
1
と

す
る

意
見

と
し

て
、
母

岩
の

深
度

が
変

化
す

る
こ

と
に

よ
り

環

境
変

化
が

起
こ

り
、
地

下
水

の
水

温
が

変
化

す
る

と
し

て
い

る
。
し

か
し

、
降

水
の

み
の

侵
食

に
よ

る
サ

イ
ト

の
対

地
深

度
の

変
化

は
無

視
で

き
な

い
が

、
隆

起
や

海
面

変
化

を
考

慮
し

な
け

れ
ば

影
響

は
小

さ
い

と
判

断
し

、
こ

こ
で

は
A
2
の

ま
ま

と
し

た
。

 

（
A
1
:
1
/
2
5
、
A
2
:
3
/
2
5
、
B
:
1
.
5
/
2
5
、
C
:
0
.
5
/
2
5
、
無

回
答
：
1
9
/
2
5
）
 

G
5
5
-
2
⑥
：
海

面
変

化
、
気

候

変
動

（
降

水
量

変
化

）
に

よ

り
、

マ
ス

ム
ー

ブ
メ

ン
ト

や

侵
食

（
削

剥
）

の
継

続
に

よ

り
、

対
地

深
度

が
変

化
し

た

場
合

、
母

岩
の

応
力

状
態

が

変
化

す
る

可
能

性
。

 

＜
力

学
＞

 

侵
食

・
堆

積
→

H
3
.
2
 

・
降

水
量

変
化

に
よ

り
、
侵

食
の

活
発

化
に

よ
っ

て

上
載

層
が

削
剥

さ
れ

、
サ

イ
ト

と
地

表
と

の
距

離
が

減
少

し
た

場
合

、
相

対
的

に
サ

イ
ト

の
上

載
荷

重
が

変
化

し
、
岩

盤
ぼ

応
力

状
態

も
変

化
す

る
。
た

だ
し

、

G
5
5
-
2
②

の
理

由
か

ら
、

長
期

的
な

侵
食

量
は

小
さ

い
た

め
降

水
量

の
み

に
よ

る
力

学
へ

の
影

響
は

小

さ
い

。
 

A
2
（

降
水

量
変

化
に

よ
る

影
響

は
無

視
で

き
な

い
が

、
対

地
深

度
の

変
化

に
よ

る
地

下
深

部
の

応
力

状
態

へ
の

影
響

は
小

さ

い
）

 

・
適

切
 

A
2
 

・
回

答
は

、
適

当
と

す
る

意
見

、
適

当
で

な
い

と
す

る
意

見
。
一

部
、

応
力

状
態

の
変

化
に

よ
る

事
象

の
変

化
が

核
種

移
行

に
与

え
る

影

響
は

不
明

と
し

、
B
と

す
る

意
見

も
あ

っ
た

が
、

こ
こ

で
は

、
対

地

深
度

の
変

化
は

小
さ

い
た

め
、
岩

盤
の

応
力

状
態

の
変

化
は

小
さ

い

も
の

と
し

、
A
2
と

し
た

。
 

（
A
1
:
1
/
2
5
、
A
2
:
2
/
2
5
、
B
:
2
.
5
/
2
5
、
C
:
0
.
5
/
2
5
、
無

回
答
：
1
9
/
2
5
）
 

 G
5
5
’

①
：
局

地
的

気
候

変
動

に
起

因
し

て
大

気
の

気
象

条

件
の

変
化

に
よ

り
降

水
量

が

変
化

す
る

可
能

性
。

 

＜
全

体
＞

 

G
5
5
’

→
降

水
 

G
5
4
-
1
①

に
同

じ
。

 
G
5
4
-
1
①

に
同

じ
。

 

G
5
4
-
1
①

に
同

じ
。

 
A
1
 

G
5
4
-
1
①

に
同

じ
。
 

G
5
5
’
②
：
局

地
的

気
候

変
動

に
起

因
し

て
大

気
の

気
象

条

件
の

変
化

に
よ

り
降

水
量

が

変
化

し
、

継
続

的
な

侵
食

が

起
こ

る
可

能
性

。
 

＜
全

体
＞

 

降
水

→
侵

食
・

堆
積

 

・
降

水
量

が
変

化
し

た
場

合
、
侵

食
が

活
発

化
す

る

可
能

性
は

あ
る

。
実

際
は

、
降

水
量

変
化

以
外

の
要

因
も

考
え

ら
れ

、
要

因
を

単
独

に
特

定
す

る
こ

と
は

困
難

で
あ

る
。

 

・
降

雨
強

度
と

侵
食

量
と

の
関

係
は

、
個

々
の

降
雨

イ
ベ

ン
ト

に
よ

る
短

期
的

な
侵

食
速

度
、
侵

食
形

状

は
、

降
雨

強
度

に
依

存
す

る
こ

と
が

知
ら

れ
て

お

り
、

ダ
ム

の
堆

砂
量

か
ら

推
定

さ
れ

た
数

1
0
年

程

度
の

長
期

的
な

侵
食

速
度

は
、
降

雨
量

と
の

相
関

は

低
い

(
8
)
。
世

界
的

に
見

る
と

降
雨

量
の

多
い

場
所

は

植
生

が
厚

く
、
侵

食
抵

抗
力

が
あ

る
が

、
降

雨
量

の

少
な

い
場

所
は

植
生

は
薄

い
(
8
)
。

 

・
こ

の
た

め
、
短

期
的

に
は

影
響

は
小

さ
い

と
は

い

え
な

い
が

、
長

期
的

に
は

気
候

変
動

等
に

よ
っ

て
降

水
量

が
3
割

～
5
割

変
化

し
た

と
し

て
も

植
生

の
厚

い
我

が
国

に
お

い
て

は
侵

食
速

度
に

与
え

る
影

響

は
小

さ
い

。
 

A
1
（

降
水

量
の

変
化

に
よ

り
侵

食
は

影
響

を
受

け
る

。
た

だ
し

、

長
期

的
に

は
そ

の
他

の
要

因
も

影
響

す
る

た

め
、

一
概

に
は

言
え

な
い

。
）

 

・
適

切
 

A
1
 

・
回

答
は

、
適

当
と

す
る

意
見

、
適

当
で

な
い

と
す

る
意

見
。
一

部
、

気
候

段
丘

な
ど

降
水

量
変

化
に

よ
る

地
形

面
形

成
の

痕
跡

が
あ

る

こ
と

な
ど

か
ら

A
1
と

す
べ

き
意

見
あ

り
。

長
期

的
な

降
水

に
よ

る

影
響

が
小

さ
い

こ
と

を
傍

証
す

る
だ

け
の

デ
ー

タ
が

な
い

こ
と

か

ら
、

こ
こ

で
は

A
1
と

修
正

し
た

。
 

（
A
1
:
4
/
2
5
、
A
2
:
2
/
2
5
、
B
:
0
.
5
/
2
5
、
C
:
0
.
5
/
2
5
、
無

回
答
：
1
8
/
2
5
）
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JAEA-Data/Code 2011-005

G
5
5
’
③
：
局

地
的

気
候

変
動

に
起

因
し

て
大

気
の

気
象

条

件
の

変
化

に
よ

り
降

水
量

が

変
化

し
、

継
続

的
な

侵
食

が

起
こ

っ
た

場
合

、
地

形
変

化

に
よ

り
、

広
域

地
下

水
流

動

領
域

、
母

岩
領

域
の

水
理

特

性
（

動
水

勾
配

）
,
地

下
水

流

動
が

変
化

す
る

可
能

性
。

 

＜
水

理
＞

 

侵
食

・
堆

積
→

R
2
.
1
→

R
2
.
2

→
H
2
.
2
 

・
降

水
量

変
化

に
よ

り
差

別
的

な
侵

食
が

進
め

ば
、

起
伏

量
等

の
地

形
傾

斜
の

変
化

が
地

下
の

水
理

特

性
に

与
え

る
影

響
を

無
視

で
き

な
い

。
 

・
現

地
形

の
起

伏
量
（

高
度

分
散

量
）
は

、
標

高
と

の
間

に
良

好
な

関
係

が
知

ら
れ

て
お

り
、
降

水
量

と

起
伏

量
と

の
間

に
は

ほ
と

ん
ど

相
関

は
見

ら
れ

な

い
(
8
)
。
し

た
が

っ
て

、
地

形
変

化
に

よ
る

水
理

へ
の

影
響

は
小

さ
い

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。
 

A
2
（

侵
食

の
進

行
よ

る
地

形
の

起
伏

変
化

の
み

に
よ

る
地

下
深

部
へ

影
響

は
小

さ
い

）
 

・
適

切
 

A
2
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
と

す
る

意
見

、
A
1
と

す
べ

き
意

見
な

ど
。

A
1
と

す
べ

き
意

見
と

し
て

は
、
降

水
量

変
化

に
よ

る
地

下
浅

部
の

影

響
も

考
え

な
い

と
影

響
が

小
さ

い
と

は
い

え
な

い
と

い
う

意
見

。
し

か
し

、
こ

こ
で

は
、
降

雨
量

変
化

に
よ

る
山

地
斜

面
の

地
形

勾
配

の

変
化

量
は

短
期

的
な

も
の

で
あ

る
と

し
、
地

下
深

部
の

水
理

に
与

え

る
影

響
は

無
視

で
き

な
い

が
小

さ
い

も
の

と
判

断
し

A
2
の

ま
ま

と

し
た

。（
A
1
:
3
/
2
5
、
A
2
:
3
/
2
5
、
B
:
0
.
5
/
2
5
、
C：

0
.
5
/
2
5
、
無

回
答

：

1
8
/
2
5
）

 

 
Ta

bl
e-
Ⅴ

-2
6.
「

安
全

性
へ
の

影
響

の
可
能

性
と

相
関
の

判
定

」
の
集

約
結

果
（

G
56

）
 

 安
全

性
へ

の
影

響
の

可
能

性
理

解
の

現
状
（

文
献

情
報

に
も

と
づ

く
情

報
、
知

見
）

相
関

の
判

定

（
1
0
5
年

）
と

判

定
根

拠
 

理
解

の
現

状
に

対
す

る
回

答
者

の
主

な
意

見
を

踏
ま

え
た

対
応

 

修
正

判
定

相
関

の
判

定
に

対
す

る
主

な
回

答
を

踏
ま

え
た

判
定

根
拠

 

G
5
6
①
：
気

候
変

動
に

よ
り

周

氷
河

現
象

の
発

生
す

る
可

能

性
。

 

＜
全

体
＞

 

G
5
6
→

周
氷

河
現

象
 

・
気

候
変

動
に

よ
り

、
凍

結
融

解
作

用
が

卓
越

す
る

地
域

で
周

氷
河

現
象

が
発

生
す

る
可

能
性

あ
り

。
 

・
現

在
の

日
本

列
島

で
は

周
氷

河
限

界
（

森
林

限
界

）

は
本

州
中

部
で

標
高

約
2
,
5
0
0
～

3
,
0
0
0
m
、

東
北

地

方
で

同
じ

く
2
,
0
0
0
m
、

北
海

道
で

は
同

1
,
5
0
0
～

2
,
0
0
0
m
で

あ
る

。
し

か
し

、
最

終
氷

期
（

約
7
万

年

前
か

ら
）

後
半

（
約

3
万

年
前

か
ら

1
万

年
前

）
の

最
寒

冷
期

に
は

、
日

本
列

島
で

は
年

平
均

気
温

の
等

温
線

が
現

在
よ

り
も

約
1
,
5
0
0
m

低
下

し
、

こ
の

時

期
、

周
氷

河
地

形
の

分
布

域
（

雪
線

と
森

林
限

界
と

の
間

の
領

域
）

は
九

州
で

も
標

高
1
,
5
0
0
m

付
近

ま

で
低

下
し

、
東

北
北

部
か

ら
北

海
道

で
は

ほ
ぼ

海
水

準
ま

で
周

氷
河

地
形

が
形

成
さ

れ
た

と
考

え
ら

れ

て
い

る
(
2
0
)
。

 

・
最

終
氷

期
最

寒
冷

期
の

北
海

道
に

お
い

て
、

凍
結

融
解

作
用

が
生

じ
る

活
動

層
の

厚
さ

は
約

2
m
(
9
)
。
永

久
凍

土
の

厚
さ

は
百

数
十

ｍ
程

度
(
2
)
。

永
久

凍
土

の

厚
さ

は
カ

ナ
ダ

北
部

で
4
0
0
m
、

シ
ベ

リ
ア

東
部

で

5
0
0
m
に

達
す

る
。

 

・
中

国
の

黄
河

流
域

の
標

高
4
3
0
0
m
以

上
で

は
、
永

久
凍

土
の

厚
さ

は
3
m
弱

で
あ

る
(
1
9
)
。

活
動

層
は

、

表
層

か
ら

0
.
5
～

3
.
0
m
程
度
の
厚
さ
で
あ
る

(
1
9
)
。

 

・
年

平
均

気
温

と
永

久
凍

土
の

厚
さ

と
の

間
に

は
近

似
式

が
求

め
ら

れ
て

お
り

、
国

内
の

永
久

凍
土

の
等

厚
線

が
推

定
さ

れ
て

い
る

(
2
1
)
。

 

C（
周

氷
河

現
象

は
、

北
海

道
全

域
と

本
州

の
高

標
高

部
に

限
定

さ
れ

る
）

 

・
適

切
。

 

 

C
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
と

す
る

意
見

。
一

部
、
東

北
地

方
で

は

寒
冷

期
の

分
布

域
は

標
高

5
0
0
ｍ

程
度

。
高

標
高

部
の

み
で

は
な

い

と
し

A
1
と

す
る

意
見

も
あ

っ
た

が
、

全
国

規
模

の
中

で
は

場
所

が

限
定

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、

C
と

し
た

。
（

A
1
:
1
/
2
5
、

C
:
7
/
2
5
、

無
回

答
：

1
7
/
2
5
）
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JAEA-Data/Code 2011-005

G
5
6
②
：
周

氷
河

現
象

の
発

生

し
た

場
合

、
涵

養
量

変
化

や

海
水

が
浸

入
す

る
可

能
性

。

＜
水

理
＞

 

周
氷

河
現

象
→

R
2
.
4
 

・
気

候
変

動
に

よ
る

周
氷

河
現

象
の

発
生

し
た

場

合
、

永
久

凍
土

の
発

達
に

よ
り

、
地

表
か

ら
の

地
下

水
の

涵
養

量
の

減
少

、
海

水
の

浸
入

の
可

能
性

あ

り
。

 

・
永

久
凍

土
の

成
長

に
と

も
な

っ
て

沖
積

地
盤

は
不

透
水

層
と

な
る

た
め

、
地

下
水

の
湧

出
域

は
不

凍
域

に
限

ら
れ

、
地

下
水

流
動

が
大

き
く

変
化

す
る

こ
と

が
想

定
さ

れ
る

(
2
)
。

 

・
中

国
の

黄
河

流
域

の
例

で
は

永
久

凍
土

の
存

在
す

る
源

流
域

に
お

い
て

は
地

下
水

涵
養

が
ほ

と
ん

ど

な
い

と
さ

れ
て

い
る

(
1
9
)
。

 

A
1
（

永
久

凍
土

の
発

達
、

後
氷

期
の

融
雪

に
よ

る
地

下
水

涵
養

量
の

変
化

が
想

定
さ

れ
る

。
）

 

・
適

切
。

 

 

A
1
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
と

す
る

意
見

。
一

部
、
地

域
条

件
が

限

定
さ

れ
る

現
象

な
の

で
、

C
ま

た
は

B
が

適
当

と
す

る
意

見
が

あ
っ

た
が

、
こ

こ
で

周
氷

河
地

域
が

前
提

で
あ

る
こ

と
か

ら
、
A
1
の

ま
ま

と
し

た
。（

A
1
:
4
/
2
5
、
B
:
1
.
5
/
2
5
、
C
:
1
.
5
/
2
5
、
無

回
答
：
1
8
/
2
5
）
 

G
5
6
③
：
周

氷
河

現
象

の
発

生

に
よ

り
、

涵
養

量
変

化
や

海

水
が

浸
入

し
た

場
合

、
広

域

地
下

水
流

動
領

域
の

水
理

特

性
（

動
水

勾
配

）
が

変
化

し
、

広
域

地
下

水
流

動
領

域
・

母

岩
領

域
の

地
下

水
流

動
が

変

化
す

る
可

能
性

。
 

＜
水

理
＞

 

R
2
.
4
→

R
2
.
1
→

R
2
.
2
→

H
2
.
2

・
気

候
変

動
に

よ
る

周
氷

河
現

象
の

発
生

に
よ

り
涵

養
量

変
化

や
海

水
が

浸
入

し
た

場
合

、
地

下
水

流
動

が
変

化
す

る
可

能
性

あ
り

。
 

・
陸

域
淡

水
領

域
と

塩
淡

境
界

付
近

で
は

地
表

か
ら

の
涵

養
量

が
変

化
し

塩
淡

境
界

位
置

が
変

化
す

る

と
、

前
者

は
水

平
方

向
、

後
者

は
境

界
面

に
沿

っ
た

上
昇

流
位

置
も

変
化

す
る

(
1
2
)
。

 

A
1
（

地
下

水
涵

養
量

の
変

化
が

あ
れ

ば
、

地
下

水
特

性
に

も
影

響
あ

り
。

た
だ

し
、

影
響

の
程

度
は

不
明

。
）

 

・
適

切
。

 

 

A
1
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
と

す
る

意
見

。
一

部
、
地

域
条

件
が

限

定
さ

れ
る

現
象

な
の

で
、

C
ま

た
は

B
が

適
当

と
す

る
意

見
が

あ
っ

た
が

、
こ

こ
で

周
氷

河
地

域
が

前
提

で
あ

る
こ

と
か

ら
、
A
1
の

ま
ま

と
し

た
。（

A
1
:
4
/
2
5
、
B
:
1
.
5
/
2
5
、
C
:
1
.
5
/
2
5
、
無

回
答
：
1
8
/
2
5
）
 

G
5
6
④
：
周

氷
河

現
象

の
発

生

に
よ

り
、

涵
養

量
変

化
や

海

水
が

浸
入

し
た

場
合

、
広

域

地
下

水
流

動
領

域
の

地
下

水

化
学

が
変

化
し

、
母

岩
領

域

の
地

下
水

化
学

が
変

化
す

る

可
能

性
。

 

＜
化

学
＞

 

R
2
.
4
→

R
4
.
1
→

H
4
.
2
 

・
気

候
変

動
に

よ
る

周
氷

河
現

象
の

発
生

に
よ

り
、

涵
養

量
変

化
や

海
水

が
浸

入
し

た
場

合
、
広

域
地

下

水
流

動
領

域
の

地
下

水
化

学
が

変
化

し
、
母

岩
領

域

の
地

下
水

化
学

が
変

化
す

る
可

能
性

あ
り

。
 

・
凍

土
の

形
成

に
よ

り
涵

養
量

が
減

少
す

る
と

、
沿

岸
域

で
は

塩
淡

境
界

が
浅

く
な

る
可

能
性

が
あ

る
(
1
2
)
。
但

し
、
海

退
を

伴
う

場
合

、
塩

淡
境

界
が

海
域

へ
張

り
出

す
可

能
性

が
あ

る
(
1
1
)
。

こ
れ

ら
の

結
果

、

塩
分

濃
度

の
変

化
す

る
可

能
性

が
考

え
ら

れ
る

が

確
認

例
は

無
い

。
 

A
1
（

地
下

水
涵

養
量

の
変

化
が

あ
れ

ば
、

沿
岸

域
で

は
塩

水
の

浸
入

の
可

能
性

が
あ

る
た

め
、

地
下

水
の

水
質

に
も

影
響

あ

り
。
）

 

・
適

切
。

 

 

A
1
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
と

す
る

意
見

。
一

部
、
地

域
条

件
が

限

定
さ

れ
る

現
象

な
の

で
、

C
ま

た
は

B
が

適
当

と
す

る
意

見
が

あ
っ

た
が

、
こ

こ
で

周
氷

河
地

域
が

前
提

で
あ

る
こ

と
か

ら
、
A
1
の

ま
ま

と
し

た
。（

A
1
:
4
/
2
5
、
B
:
1
.
5
/
2
5
、
C
:
1
.
5
/
2
5
、
無

回
答
：
1
8
/
2
5
）
 

 G
5
6
’

①
：
気

候
変

動
に

よ
り

周
氷

河
現

象
の

発
生

す
る

可

能
性

。
 

＜
全

体
＞

 

G
5
6
’

→
周

氷
河

現
象

 

G
5
6
①

に
同

じ
。

 
G
5
6
①

に
同

じ
。

G
5
6
①

に
同

じ
。

 
C
 

G
5
6
①

に
同

じ
。
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G
5
6
’
②
：
周

氷
河

現
象

の
発

生
し

た
場

合
、

侵
食

・
堆

積

が
起

こ
り

地
形

変
化

を
も

た

ら
す

可
能

性
（

非
対

象
谷

な

ど
）
。

 

＜
全

体
＞

 

周
氷

河
現

象
→

侵
食

・
堆

積

・
気

候
変

動
に

よ
る

周
氷

河
現

象
が

発
生

し
た

場

合
、

非
対

称
谷

や
凹

凸
に

富
む

周
氷

河
地

形
の

形

成
、
ソ

リ
フ

ラ
ク

シ
ョ

ン
堆

積
物

に
よ

る
埋

積
を

含

む
面

的
削

剥
に

よ
る

起
伏

の
平

坦
化

な
ど

地
形

変

化
を

も
た

ら
す

可
能

性
あ

り
(
1
0
)
(
1
3
)
(
1
4
)
。

 

・
非

対
称

谷
は

、
斜

面
の

方
向

に
よ

る
日

射
や

雪
の

吹
き

溜
ま

り
に

関
連

し
て

形
成

さ
れ

る
(
9
)
。

 

A
1
（

周
氷

河
現

象
が

発
生

す
れ

ば
特

有
の

地
形

が
形

成
さ

れ
る

可
能

性
大

）
 

・
適

切
。

 

 

A
1
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
と

す
る

意
見

。
一

部
、
地

域
条

件
が

限

定
さ

れ
る

現
象

な
の

で
、
C
ま

た
は

B
が

適
当

と
す

る
意

見
が

あ
っ

た
が

、
こ

こ
で

周
氷

河
地

域
が

前
提

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

A
1

の
ま

ま
と

し
た

。（
A
1
:
4
/
2
5
、
A
2
:
1
/
2
5
、
、
B
:
0
.
5
/
2
5
、
C
:
1
.
5
/
2
5
、
無

回
答

：
1
8
/
2
5
）

 

G
5
6
’
③
：
周

氷
河

現
象

の
発

生
に

よ
り

、
侵

食
・

堆
積

が

起
こ

り
地

形
が

変
化

し
た

場

合
、

広
域

地
下

水
流

動
領

域

の
水

理
特

性
（

動
水

勾
配

）

が
変

化
し

、
広

域
地

下
水

流

動
領

域
・

母
岩

領
域

の
地

下

水
流

動
が

変
化

す
る

可
能

性
。

 

＜
水

理
＞

 

侵
食

・
堆

積
→

R
2.
1
→

R
2
.
2

→
H
2
.
2
 

・
周

氷
河

現
象

に
よ

り
侵

食
が

発
生

し
、

起
伏

の
平

坦
化

が
生

じ
た

場
合

、
広

域
地

下
水

流
動

領
域

の
動

水
勾

配
が

変
化

し
、
地

下
水

流
動

が
変

化
す

る
可

能

性
は

あ
る

。
 

・
谷

の
横

断
形

状
は

非
対

象
、
凹

地
状

斜
面

と
な

り
、

斜
面

の
方

向
に

よ
っ

て
は

全
域

面
的

な
侵

食
が

進

み
地

形
変

化
す

る
が

、
地

形
変

化
量

は
数

m
～

数
1
0
m

で
あ

り
、
地

下
深

部
の

水
理

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と

考
え

ら
れ

る
(
9
)
。

 

A
2
（

表
層

の
地

形
変

化
が

主
体

で
あ

り
、

地
形

勾
配

の
変

化
へ

の
影

響
は

小
さ

い
）

 

・
適

切
。

 

 

A
2
 

・
回

答
は

、
お

お
む

ね
適

当
と

す
る

意
見

。
一

部
、
地

域
条

件
が

限

定
さ

れ
る

現
象

な
の

で
、
C
ま

た
は

B
が

適
当

と
す

る
意

見
が

あ
っ

た
が

、
こ

こ
で

周
氷

河
地

域
が

前
提

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

A
2

の
ま

ま
と

し
た

。（
A
1
:
4
/
2
5
、
A
2
:
2
/
2
5
、
、
B
:
0
.
5
/
2
5
、
C
:
0
.
5
/
2
5
、
無

回
答

：
1
8
/
2
5
）
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国際単位系（SI）

乗数　 接頭語 記号 乗数　 接頭語 記号

1024 ヨ タ Ｙ 10-1 デ シ d
1021 ゼ タ Ｚ 10-2 セ ン チ c
1018 エ ク サ Ｅ 10-3 ミ リ m
1015 ペ タ Ｐ 10-6 マイクロ µ
1012 テ ラ Ｔ 10-9 ナ ノ n
109 ギ ガ Ｇ 10-12 ピ コ p
106 メ ガ Ｍ 10-15 フェムト f
103 キ ロ ｋ 10-18 ア ト a
102 ヘ ク ト ｈ 10-21 ゼ プ ト z
101 デ カ da 10-24 ヨ ク ト y

表５．SI 接頭語

名称 記号 SI 単位による値

分 min 1 min=60s
時 h 1h =60 min=3600 s
日 d 1 d=24 h=86 400 s
度 ° 1°=(π/180) rad
分 ’ 1’=(1/60)°=(π/10800) rad
秒 ” 1”=(1/60)’=(π/648000) rad

ヘクタール ha 1ha=1hm2=104m2

リットル L，l 1L=11=1dm3=103cm3=10-3m3

トン t 1t=103 kg

表６．SIに属さないが、SIと併用される単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

電 子 ボ ル ト eV 1eV=1.602 176 53(14)×10-19J
ダ ル ト ン Da 1Da=1.660 538 86(28)×10-27kg
統一原子質量単位 u 1u=1 Da
天 文 単 位 ua 1ua=1.495 978 706 91(6)×1011m

表７．SIに属さないが、SIと併用される単位で、SI単位で
表される数値が実験的に得られるもの

名称 記号 SI 単位で表される数値

キ ュ リ ー Ci 1 Ci=3.7×1010Bq
レ ン ト ゲ ン R 1 R = 2.58×10-4C/kg
ラ ド rad 1 rad=1cGy=10-2Gy
レ ム rem 1 rem=1 cSv=10-2Sv
ガ ン マ γ 1γ=1 nT=10-9T
フ ェ ル ミ 1フェルミ=1 fm=10-15m
メートル系カラット 1メートル系カラット = 200 mg = 2×10-4kg
ト ル Torr 1 Torr = (101 325/760) Pa
標 準 大 気 圧 atm 1 atm = 101 325 Pa

1cal=4.1858J（｢15℃｣カロリー），4.1868J
（｢IT｣カロリー）4.184J（｢熱化学｣カロリー）

ミ ク ロ ン µ  1 µ =1µm=10-6m

表10．SIに属さないその他の単位の例

カ ロ リ ー cal

(a)SI接頭語は固有の名称と記号を持つ組立単位と組み合わせても使用できる。しかし接頭語を付した単位はもはや
　コヒーレントではない。
(b)ラジアンとステラジアンは数字の１に対する単位の特別な名称で、量についての情報をつたえるために使われる。

　実際には、使用する時には記号rad及びsrが用いられるが、習慣として組立単位としての記号である数字の１は明
　示されない。
(c)測光学ではステラジアンという名称と記号srを単位の表し方の中に、そのまま維持している。

(d)ヘルツは周期現象についてのみ、ベクレルは放射性核種の統計的過程についてのみ使用される。

(e)セルシウス度はケルビンの特別な名称で、セルシウス温度を表すために使用される。セルシウス度とケルビンの

　 単位の大きさは同一である。したがって、温度差や温度間隔を表す数値はどちらの単位で表しても同じである。

(f)放射性核種の放射能（activity referred to a radionuclide）は、しばしば誤った用語で”radioactivity”と記される。

(g)単位シーベルト（PV,2002,70,205）についてはCIPM勧告2（CI-2002）を参照。

（a）量濃度（amount concentration）は臨床化学の分野では物質濃度

　　（substance concentration）ともよばれる。
（b）これらは無次元量あるいは次元１をもつ量であるが、そのこと
 　　を表す単位記号である数字の１は通常は表記しない。

名称 記号
SI 基本単位による

表し方

秒ルカスパ度粘 Pa s m-1 kg s-1

力 の モ ー メ ン ト ニュートンメートル N m m2 kg s-2

表 面 張 力 ニュートン毎メートル N/m kg s-2

角 速 度 ラジアン毎秒 rad/s m m-1 s-1=s-1

角 加 速 度 ラジアン毎秒毎秒 rad/s2 m m-1 s-2=s-2

熱 流 密 度 , 放 射 照 度 ワット毎平方メートル W/m2 kg s-3

熱 容 量 , エ ン ト ロ ピ ー ジュール毎ケルビン J/K m2 kg s-2 K-1

比熱容量，比エントロピー ジュール毎キログラム毎ケルビン J/(kg K) m2 s-2 K-1

比 エ ネ ル ギ ー ジュール毎キログラム J/kg m2 s-2

熱 伝 導 率 ワット毎メートル毎ケルビン W/(m K) m kg s-3 K-1

体 積 エ ネ ル ギ ー ジュール毎立方メートル J/m3 m-1 kg s-2

電 界 の 強 さ ボルト毎メートル V/m m kg s-3 A-1

電 荷 密 度 クーロン毎立方メートル C/m3 m-3 sA
表 面 電 荷 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 sA
電 束 密 度 ， 電 気 変 位 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 sA
誘 電 率 ファラド毎メートル F/m m-3 kg-1 s4 A2

透 磁 率 ヘンリー毎メートル H/m m kg s-2 A-2

モ ル エ ネ ル ギ ー ジュール毎モル J/mol m2 kg s-2 mol-1

モルエントロピー, モル熱容量ジュール毎モル毎ケルビン J/(mol K) m2 kg s-2 K-1 mol-1

照射線量（Ｘ線及びγ線） クーロン毎キログラム C/kg kg-1 sA
吸 収 線 量 率 グレイ毎秒 Gy/s m2 s-3

放 射 強 度 ワット毎ステラジアン W/sr m4 m-2 kg s-3=m2 kg s-3

放 射 輝 度 ワット毎平方メートル毎ステラジアン W/(m2 sr) m2 m-2 kg s-3=kg s-3

酵 素 活 性 濃 度 カタール毎立方メートル kat/m3 m-3 s-1 mol

表４．単位の中に固有の名称と記号を含むSI組立単位の例

組立量
SI 組立単位

名称 記号

面 積 平方メートル m2

体 積 立法メートル m3

速 さ ， 速 度 メートル毎秒 m/s
加 速 度 メートル毎秒毎秒 m/s2

波 数 毎メートル m-1

密 度 ， 質 量 密 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

面 積 密 度 キログラム毎平方メートル kg/m2

比 体 積 立方メートル毎キログラム m3/kg
電 流 密 度 アンペア毎平方メートル A/m2

磁 界 の 強 さ アンペア毎メートル A/m
量 濃 度 (a) ， 濃 度 モル毎立方メートル mol/m3

質 量 濃 度 キログラム毎立法メートル kg/m3

輝 度 カンデラ毎平方メートル cd/m2

屈 折 率 (b) （数字の）　１ 1
比 透 磁 率 (b) （数字の）　１ 1

組立量
SI 基本単位

表２．基本単位を用いて表されるSI組立単位の例

名称 記号
他のSI単位による

表し方
SI基本単位による

表し方
平 面 角 ラジアン(ｂ) rad 1（ｂ） m/m
立 体 角 ステラジアン(ｂ) sr(c) 1（ｂ） m2/m2

周 波 数 ヘルツ（ｄ） Hz s-1

ントーュニ力 N m kg s-2

圧 力 , 応 力 パスカル Pa N/m2 m-1 kg s-2

エ ネ ル ギ ー , 仕 事 , 熱 量 ジュール J N m m2 kg s-2

仕 事 率 ， 工 率 ， 放 射 束 ワット W J/s m2 kg s-3

電 荷 , 電 気 量 クーロン A sC
電 位 差 （ 電 圧 ） , 起 電 力 ボルト V W/A m2 kg s-3 A-1

静 電 容 量 ファラド F C/V m-2 kg-1 s4 A2

電 気 抵 抗 オーム Ω V/A m2 kg s-3 A-2

コ ン ダ ク タ ン ス ジーメンス S A/V m-2 kg-1 s3 A2

バーエウ束磁 Wb Vs m2 kg s-2 A-1

磁 束 密 度 テスラ T Wb/m2 kg s-2 A-1

イ ン ダ ク タ ン ス ヘンリー H Wb/A m2 kg s-2 A-2

セ ル シ ウ ス 温 度 セルシウス度(ｅ) ℃ K
ンメール束光 lm cd sr(c) cd

スクル度照 lx lm/m2 m-2 cd
放射性核種の放射能（ ｆ ） ベクレル（ｄ） Bq s-1

吸収線量, 比エネルギー分与,
カーマ

グレイ Gy J/kg m2 s-2

線量当量, 周辺線量当量, 方向

性線量当量, 個人線量当量
シーベルト（ｇ） Sv J/kg m2 s-2

酸 素 活 性 カタール kat s-1 mol

表３．固有の名称と記号で表されるSI組立単位
SI 組立単位

組立量

名称 記号 SI 単位で表される数値

バ ー ル bar １bar=0.1MPa=100kPa=105Pa
水銀柱ミリメートル mmHg 1mmHg=133.322Pa
オングストローム Å １Å=0.1nm=100pm=10-10m
海 里 Ｍ １M=1852m
バ ー ン b １b=100fm2=(10-12cm)2=10-28m2

ノ ッ ト kn １kn=(1852/3600)m/s
ネ ー パ Np
ベ ル Ｂ

デ ジ ベ ル dB       

表８．SIに属さないが、SIと併用されるその他の単位

SI単位との数値的な関係は、
　　　　対数量の定義に依存。

名称 記号

長 さ メ ー ト ル m
質 量 キログラム kg
時 間 秒 s
電 流 ア ン ペ ア A
熱力学温度 ケ ル ビ ン K
物 質 量 モ ル mol
光 度 カ ン デ ラ cd

基本量
SI 基本単位

表１．SI 基本単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

エ ル グ erg 1 erg=10-7 J
ダ イ ン dyn 1 dyn=10-5N
ポ ア ズ P 1 P=1 dyn s cm-2=0.1Pa s
ス ト ー ク ス St 1 St =1cm2 s-1=10-4m2 s-1

ス チ ル ブ sb 1 sb =1cd cm-2=104cd m-2

フ ォ ト ph 1 ph=1cd sr cm-2 104lx
ガ ル Gal 1 Gal =1cm s-2=10-2ms-2

マ ク ス ウ ｪ ル Mx 1 Mx = 1G cm2=10-8Wb
ガ ウ ス G 1 G =1Mx cm-2 =10-4T
エルステッド（ ｃ ） Oe 1 Oe　  (103/4π)A m-1

表９．固有の名称をもつCGS組立単位

（c）３元系のCGS単位系とSIでは直接比較できないため、等号「　　 」

　　 は対応関係を示すものである。
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